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　この報告書は、平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動

支援事業 ( 一般型）」の採択をうけて、明治大学が男女共同参画をさらに進めるため、大学組織

としての男女共同参画推進センターのもとに女性研究者研究活動支援事業推進本部を設置し、

男女共同参画を推進してきた２０１４年度～２０１６年度の活動の記録である。

天地センター 1

　この報告書は、平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動

支援事業 ( 一般型）」の採択をうけて、明治大学が男女共同参画をさらに進めるため、大学組織

としての男女共同参画推進センターのもとに女性研究者研究活動支援事業推進本部を設置し、

男女共同参画を推進してきた２０１４年度～２０１６年度の活動の記録である。

天地センター 1



2 2



目　次
Ⅰ　明治大学の男女共同参画

Ⅱ．本事業の取組について

Ⅲ．取組内容の実績と成果

Ⅰ－１　�学長挨拶　ダイバーシティ－フレンドリーキャンパスの創造を目指して

� ２　センター長挨拶�『前へ』、そして『共に前へ！』

� ３　推進本部代表挨拶　本事業の取組と今後の課題について

� ４　明治大学男女共同参画推進基本計画

Ⅱ－１　事業概要

	 （１）取組概要と体制

	 （２）2014年度～2015年度　委員一覧

	 （３）2016年度～2017年度　委員一覧

取組内容の実績と成果　対応ページ表

Ⅲ－１　男女共同参画推進・女性研究者支援体制確立

	 （１）環境整備

	 （２）ポジティブ・アクション

	 （３）ネットワーク構築

	 （４）ロゴマーク・愛称募集

	 （５）その他の取組

Ⅲ－2　両立支援体制確立・実施　

	 （１）サイエンス・サポーター制度

	 （２）保育費用補助制度

	 （３）メンター制度

Ⅲ－3　啓発活動

	 （１）ニューズレター発行

	 （２）シンポジウム

	 	 ア．女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウム
「前へ！　明治大学の男女共同参画」

6

7

8

10

15

16

18

19

22

23

24

25

28

30

31

33

34

36

37

39

41

48

3

目　次
Ⅰ　明治大学の男女共同参画

Ⅱ．本事業の取組について

Ⅲ．取組内容の実績と成果

Ⅰ－１　�学長挨拶　ダイバーシティ－フレンドリーキャンパスの創造を目指して

� ２　センター長挨拶�『前へ』、そして『共に前へ！』

� ３　推進本部代表挨拶　本事業の取組と今後の課題について

� ４　明治大学男女共同参画推進基本計画

Ⅱ－１　事業概要

	 （１）取組概要と体制

	 （２）2014年度～2015年度　委員一覧

	 （３）2016年度～2017年度　委員一覧

取組内容の実績と成果　対応ページ表

Ⅲ－１　男女共同参画推進・女性研究者支援体制確立

	 （１）環境整備

	 （２）ポジティブ・アクション

	 （３）ネットワーク構築

	 （４）ロゴマーク・愛称募集

	 （５）その他の取組

Ⅲ－2　両立支援体制確立・実施　

	 （１）サイエンス・サポーター制度

	 （２）保育費用補助制度

	 （３）メンター制度

Ⅲ－3　啓発活動

	 （１）ニューズレター発行

	 （２）シンポジウム

	 	 ア．女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウム
「前へ！　明治大学の男女共同参画」

6

7

8

10

15

16

18

19

22

23

24

25

28

30

31

33

34

36

37

39

41

48

3



	 	 イ．国際シンポジウム「学術分野の男女共同参画と多様性」

	 	 ウ．女性研究者研究活動支援事業総括シンポジウム
「Life	Sharing	～共に前へ！～」

	 （３）実施イベント

	 	 ア．生明祭トークイベント
	 	 　	「理系ＯＧに聞く！理系研究者の未来

～働き方・ライフスタイル～」

	 	 イ．リバティアカデミー2016年度春期オープン講座
	 	 　	「やさしく学ぶ『男女共同参画』

～来て見て知って、話してみよう～」

	 	 ウ．図書館企画「明治大学の男女共同参画」

	 	 エ．ランチョンセミナー

	 	 オ．ランチ交流会

	 	 カ．内閣府男女共同参画週間関連イベント

	 	 キ．千代田区男女共同参画センターＭＩＷ主催「ＭＩＷ祭り」参加

Ⅲ－4　女性研究者の裾野拡大と次世代育成

	 （１）オープンキャンパス

	 （２）ロールモデル集

Ⅲ－5　意識調査

	 （１）意識調査①「男女共同参画および女性研究者支援
に関するアンケート調査」

	 （２）意識調査②「女性研究者研究活動支援事業の認知度
および男女共同参画推進に関する調査」

	 （３）意識調査③「男女共同参画および女性支援に関する意識調査」

明治大学男女共同参画推進センター規程

明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部内規

〈参考資料〉

54

62

70

71

72

74

76

80

81

83

84

85

87

88

98

103

112

114

4

	 	 イ．国際シンポジウム「学術分野の男女共同参画と多様性」

	 	 ウ．女性研究者研究活動支援事業総括シンポジウム
「Life	Sharing	～共に前へ！～」

	 （３）実施イベント

	 	 ア．生明祭トークイベント
	 	 　	「理系ＯＧに聞く！理系研究者の未来

～働き方・ライフスタイル～」

	 	 イ．リバティアカデミー2016年度春期オープン講座
	 	 　	「やさしく学ぶ『男女共同参画』

～来て見て知って、話してみよう～」

	 	 ウ．図書館企画「明治大学の男女共同参画」

	 	 エ．ランチョンセミナー

	 	 オ．ランチ交流会

	 	 カ．内閣府男女共同参画週間関連イベント

	 	 キ．千代田区男女共同参画センターＭＩＷ主催「ＭＩＷ祭り」参加

Ⅲ－4　女性研究者の裾野拡大と次世代育成

	 （１）オープンキャンパス

	 （２）ロールモデル集

Ⅲ－5　意識調査

	 （１）意識調査①「男女共同参画および女性研究者支援
に関するアンケート調査」

	 （２）意識調査②「女性研究者研究活動支援事業の認知度
および男女共同参画推進に関する調査」

	 （３）意識調査③「男女共同参画および女性支援に関する意識調査」

明治大学男女共同参画推進センター規程

明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部内規

〈参考資料〉

54

62

70

71

72

74

76

80

81

83

84

85

87

88

98

103

112

114

4



Ⅰ　明治大学の男女共同参画

5

Ⅰ　明治大学の男女共同参画

5



6

Ⅰ　

明
治
大
学
の
男
女
共
同
参
画

本学が 年に「女性研究者研究活動支援事業(一般型 」に採択さ て らあ と う に 年が

し 。 の 、女性の の 性が のあら る に て、 さ ることが てきた

ことは、 さ も のこと と 。男女共同参画 本 が さ て ら 年 が

し、 ー の 進 とともに、 が の も がら と に動

き めたと るのでは でし う 。

この う 、本学が同事業に採択さ たことを として、「明治大学男女共同参画推進 本 画」

を し、この に に 組 で ことには大き があ 。 ら明治大学は、「

」「 治」の 学の のもと、女性の 育に て、 も 大学である らで

。 本で の女性 と女性 を したのは本学であ 、女性に る 学 育の を

こ も た大学でもあ 。本学の に るこの と は、女 学 が

を た 、 の ー を し がら た と を けて 。本学にと て、 性

( ー は大学を支 る であるとともに、大き 活 でもあ 。本学が本学である

は、 性であると ても ではあ 。

のためにも、女性 男性 の 、 る ての 成 が、 ン のあら

る に て、平 に活動 ることができる を し 。さらには明治大学の一 として活動 る

に ても、 き が さ る を できる う、こ らも

を推進して 。 た、明治大学は が 学 支援に ても、 を き き た

して き 。

もが の人らし 活 できる を明治 ら。

ダイバーシティ－フレンドリーキャンパスの
創造を目指して

学長挨拶

明治大学長
土屋　恵一郎
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本学の「男女共同参画推進センター」( 「センター」と う。は、文部科学省の平成 年度科学技術

人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業(一般型 」( 「支援事業」と う。 の採択を

に、「男女共同参画推進 」( 年 設置 を に 組して 年 に設置さ した。この

センターの に「女性研究者研究活動支援事業推進本部」を置き、支援事業を に推進 る を

るとともに、男女共同参画に し、 に した 組を推進して参 した。この

う 組織 に 、本学に ける男女共同参画を とも 進めることができたと

て 。

一 、センター では大学 の男女共同参画の推進に る事 を る で、

画の が とも であるとの が さ 、 学 の ー ー の で、 た、

事 の に 、 学 人が一 と た「明治大学男女共同参画推進 本 画」

を し、 年 で さ て 。

文部科学省の支援事業は 年 で一 と が、この事業に 組 ことを に学

に て男女共同参画、 ー ン に る が て ることが、 学 ン ー

( 年 らも てと 。このことこ が、この支援事業の も大き 成

の一 であると ても では と て 。 は、 ー ン ー ン

らの も めて、男女共同参画を 一 推進して ことが であると て 。この推進の

ためには 学 と 共に の が と 。 とも、 の と

支援を う、 し し 。

に したが、こ で、本支援事業をは め、本学の男女共同参画推進のために を

した ての に、 ら し 。

ン ー は本活動報告書 ー に して 。

『前へ』、そして『共に前へ！』

男女共同参画推進センター長
副学長（男女共同参画・障がい者少数者支援担当）

浜本　牧子

センター長挨拶
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年に「女性研究者研究活動支援事業(一般型 」に採択さ た 、事業 が に した。

本事業 には、女性研究者の けでは 、本学の 学 男女共同参画を推進

し、 ー ン の た 育 研究 を ることを して、できる

ことを て した 、と て 組 で した。

の と の で、男女共同参画推進センター、女性研究者研究活動支援事業推進本部

と の 設 の ( ー 、 支援 度の に て、男女共同参画推進

の を ることができた と て 。と に、 支援 度では、研究補助者の が

研究者 研究補助者を る ン ーター 度の ( ー 、

育を めた 育費 補助 度( ー 、研究者の ンター 度( ー

組を ることができ した。

研究 育 活動の 進に ては、 年 の ン をは めとして、年

には ン の (同年 、 年度には ン ( 年 を し

て、 学 の の 研究者と ー を ることができたと 。と に ン

では本事業の 年 の成 報告に 、 年 に たに さ た「明治大学男女共同参画推

進 本 画」を ることができ、こ での 組の成 を ことができ した( ー 。

ン( 置 の に る男女共同参画の推進と う に て

は、学 の ー ー に る「 本 」 「 」の で、女性 女性 採

に る を した 人事の が明ら にさ た 、 年度には 学 のもと

で「男女共同参画 が 者 者支援 学 」 が 設さ 、 女性研究者が ると う

成 が ら した( ー 。 た、 学部 に て を した

、 学 ン ー を る で、 ンに ての を め

ることができたと 。

この 、本事業採択 に て た「 学女性 、女性 採 、 女性

、 女性 採 を 成 ることを 」と う に して、女性 採 に

ては、 ( をはる に る と う が ら て と を 成 ることができ し

た。 学女性 も ( 年 と 年 で と した。 、 で

は、女性 、女性 採 は 、 ( 年 であ 、 年 で

に たとは 、 ( 、 には して で 。女性 の に る

の は、 が るのには が ること ら、こ らの を 成 ることは、

の として て 。た 、 ー ー 学部 の ー ー に る の

進、研究者の研究 育 進活動支援、 ン の を た ー も と成

本事業の取組と今後の課題について

男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部

男女共同参画推進センター センター

辻村　みよ子

推進本部代表挨拶
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を て 。男女共同参画に ての が あることも、 年 に した

ン ー ( ー に さ て ので、 の を 成できる も う

に 。

にしても、本学の男女共同参画の 組は、 ター ンにた た で 。 の

補助事業は女性研究者研究活動支援事業であ たため、男性 にはあ 性 が で

き た もし 。 は、男女共同参画を一 進めて、男性 を め、 ての明治大学

の 成 に「男女共同参画 て もので 」と て た ける うに、成 が できる で、

組を けて け 。こ らも男女共同参画推進 ら ー の に

さ 、一 と て進 で きた と 。

学 、 学 をは め、こ で に した ての に の を し るとと

もに、こ らの 組に ても、 と 支援を う、 き き う し し

。
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２０１６年１２ １

Ⅰ　基本理念
明治大学( 「本学」と う。は １ １年の 「 」「 治」を 学の と

し 人の を め 学 の を として の を うと う を に

さ てきた。

して「 」の を とした 育 は「 を る大学」と う に さ 本学は こ

で 人材を育成し 文 の と人 の に してきた。 た 女性の 進 を支 る

ための 育の を き の 本 の女性 を る

男女共同参画を ら して る。

１ 年に さ た男女共同参画 本 では 男女が に の人 を し も

性 に の 性と を に ることができる男女共同参画 の

を として 置 けて る。 た ２０１６年に さ た女性の 業 活に ける活

の推進に る (女性活 推進 では 女性が 業 活に て の に て に を

し 活 できる の を として る。

本学は こ ら 学の に き 明治大学男女共同参画推進 本 画( 「 本

画」と う。を し 学 人明治大学 の設置学 の ての 成 が活動を う に

て の に るとともに 同 して男女共同参画を推進 ることに も て本

学の 育 研究 大学 に の に して ことと る。

Ⅱ　基本方針
本学は 男女共同参画の に て「 本 画」を の 本 の で進めて 。

　男女共同参画を 進 るための 育 研究 の

　 ー ン の 推進

　 と の 進

　 の女性研究者育成

　 に ける女性 ー ーの 成

　 との

　 の

Ⅲ　行動計画
本 の に けて のと 動 画を る。

１　男女共同参画を促進するための教育・研究体制の構築

育 研究 に ける男女共同参画の推進に けて に た に き

女性の 研究者 を に採 る。 に女性 (助 を 。に て

は ２０ 採 ２ を 成 ることを 。

明治大学男女共同参画推進基本計画
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２　ワーク・ライフ・バランスの積極的な推進

年 性 に ら 育 研究 業と 活の を し 育て支援の

支援 の を進めるとともに き の に に 組 。

３　意識改革と理解の促進

を とした「男女共同参画」 「 ー ン ー ン」に る

ン セ ー を し「 ー 明治」として 組 き を ことに て

事者 の を る。

４　次世代の女性研究者育成

性 女性研究者の育成のため の ー の

に 育 研究 の の 進に める。 た 大学 大学 が

を ー ン ン 大 の を し 女性研究者の の

大を る。

５　意思決定過程における女性リーダーの養成

大学 の に ける男女共同参画の推進に けて の ー ー に

女性が ー ーとして るための支援 度 を し 女性の 人 大学 者

事 の を める。 に事 に ては 女性 の める に て１

を と る。

６　地域社会等との連携

大学 が の ン に を置 て

ること ら の の 大学 業 の と して男女共同参画

の 組を推進し の に して 。

７　国際化への対応

ー ー ー 大学 成支援事業採択 として ー に して ための

育 研究 を し 人研究者 学 にも した に 男女共同参画

を推進 る。

Ⅳ　実施期間
この 本 画の は ２０１６年度 ら２０１ 年度 でと る。
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１　取組の概要

１）「男女共同参画推進センター」と「女性研究者研究活動支援事業推進本部」を設置し、 ー 事

業を支 る女性研究者支援 支援 を る。女性研究者 と男女共同参画

推進のために ンを し、 を とした 女性研究者の 成

を さ る。 た支援活動の ー に 男女共同参画型 の活性 に

る。

２） ー ーター 、支援 採 の 、 人 学 女性研究者の ー 、

女性研究者支援 成を うため ン ーター( を 置 る。

(平成26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業(一般型)」

応募時の申請書「取組概要」より抜粋)

２　達成目標

１） 科学技術 本 画 男女共同参画 本 画に て 年 でに 学女性 、

女性 採 、 女性 を とし、 組 ( 年 に 学女性

、女性 採 、 女性 、 女性 採 を 成 ることを 。

２） に た ン ー ン をめ ことに 、女性研究者の研究業 に て 記の

が さ る。

　 の研究 の 者が る。

　研究成 が ともに さ 、 文が で さ る が る。

　科研費 部 の が 進さ る。

　 らの の が し、学術の ン の ー

が一 さ る。

(上記申請書「達成目標」より抜粋)

ン ー ン とは、 ー

ン ( と 人 ( ( が共同で 成した

の ー ー に る ン ー平 の 進　 の 、 ン ー ン、

の 　 、 、 の 　 育と研 　 事業 、 ーン、 ー

ン 活動　 に ける ー ー と参画　 明性、成 の 、報告

　(

(１) 取組概要と体制
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3　取組内容　
をは め本学 で大学 の女 学 女性研究者を し の研究者に 成

るとともに、男女共同参画を一 推進 るため、 記 ～ をもとに女性研究者研究活動支援 を

し、年 活動を してきた。

　 組織 「男女共同参画推進センター( 」 「女性研究者研究活動支援事業推進本部( 」

の設置

　 「女性の ン ー ン 」( に た女性研究者 ン ー 画の

　 活動 ー 事業を支 る女性研究者支援 と男女共同参画 の

( 　 ン と男女共同参画を推進 るための 学 の

( 　育 学 育 ン と研究との 、 ー ン

のための 支援

女性研究者採 進、研究 の研究者 成のための

ン ( を を採

　 研究と 男女共同参画 ン ー平 に る研究 育 活動の 進、学

　 人材育成 学部 大学 を した 女性研究者の 成

　 女性研究者支援 男女共同参画推進活動の ー に る 学

の

(左記申請書より一部抜粋)

4　実施体制

明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部の は、 の のと

である。

啓発啓発

学校法人明治大学　理事長

学　長

女性研究者研究活動支援事業推進本部

10 学部・16研究科・専門職大学院

総務担当常勤理事

連携連携 連携連携

付属明治高等学校・中学校

）
院
学
大
科
法
（明治大学男女共同参画推進センター

センター長・副センター長・センター運営委員

推進本部代表・生田分室長・推進本部員
コーディネーター・支援員・サイエンスサポーター（SS）

体制図
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( 　育 学 育 ン と研究との 、 ー ン

のための 支援

女性研究者採 進、研究 の研究者 成のための

ン ( を を採
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　 人材育成 学部 大学 を した 女性研究者の 成

　 女性研究者支援 男女共同参画推進活動の ー に る 学

の

(左記申請書より一部抜粋)
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明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部の は、 の のと
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啓発啓発

学校法人明治大学　理事長

学　長

女性研究者研究活動支援事業推進本部

10 学部・16研究科・専門職大学院

総務担当常勤理事

連携連携 連携連携

付属明治高等学校・中学校

）
院
学
大
科
法
（明治大学男女共同参画推進センター
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体制図
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事
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取
組
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つ
い
て

男女共同参画推進センター運営委員一覧
年 ～ 年

　 氏　　　　名 役　職・所　属　等

事 　 本 　 　 事

センター 　 　 　 　 進 学 、 本学部

センター 　 　 は る 報 ー ン学部 、 ン ーセンター

センター 　 本 　 　 学部

　 　 学部

　 　 学部 (学

　 　 学部

　 　 報 ー ン学部

　 　 　 　 学部

　 　 科大学 、 ン ー センター

　 　

　 　 事

　 　 　 人事

　 　 　 一 明治 学 (

　 　 　 学 画部
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ー ー 大 　 　 　 事 補
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(２) 2014年度～2015年度　委員一覧
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年 ～ 年
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センター 　 　 は る 報 ー ン学部 、 ン ーセンター

　 　 　 　 学部 (学

　 　 　 治 学部

平 　 　 　 文学部

　 　 　 人 学部

　 　 　 本学部

　 　 　 　 学部

　 　 　 事 部 事
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オブザーバー 　 本 　 　
学 (男女共同参画 が 者 者支援 、男女共同参

画推進センター 、 学部

(３) 2016年度～2017年度　委員一覧
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Ⅲ　

取
組
内
容
の
実
績
と
成
果

取組内容の実績と成果　対応ページ表

取組内容 ページ 実績と成果

組織 「男女共同参画推進センター( 」 「女性研

究者研究活動支援事業推進本部( 」の設置

(

( ー

「女性の ン ー ン 」 ）に

た女性研究者 ン ー 画の

(

( ン

( ンター 度

活動 ー 事業を支 る女性研究者支援

と男女共同参画 の

( ン と男女共同参画を推進 るための

学 の

(

( ン

( の の 組

( ン ーター 度

( 育費 補助 度

( ンター 度

活動 ー 事業を支 る女性研究者支援

と男女共同参画 の

( 育 学 育 ン と研究との

、 ー ン のための

支援

( の の 組

( ン ーター 度

( 育費 補助 度

( ンター 度

( 男女共同参画 女性研究者支援に る ン ー

( 女性研究者研究活動支援事業の 度 男女共同参画推進に る

( 男女共同参画 女性支援に る

女性研究者採 進、研究 の研

究者 成のための ン ( を

を採

(

( ン

( の の 組

( ン ーター 度

( 育費 補助 度

( ンター 度

( 男女共同参画 女性研究者支援に る ン ー

研究と 男女共同参画 ン ー平

に る研究 育 活動の 進、学

( ー ター

( 女性研究者研究活動支援事業 ン 「 　明治大

学の男女共同参画」

( ン 「学術 の男女共同参画と 性」

( 女性研究者研究活動支援事業 ン 「 ～共に

～」

( 明 ー ン 「 に 研究者の ～ き

タ ～」

( ー 年度 ー ン 「 さし 学 男女共

同参画 ～ て て て、 して う～」

( 書 画「明治大学の男女共同参画」

( ン ンセ ー

( ン

( 男女共同参画 ン

( 男女共同参画センター 「 」参

人材育成 学部 大学 を した 女性研究者の

成

( 明 ー ン 「 に 研究者の ～ き

タ ～」

( ー ン ン

( ー 成

女性研究者支援 男女共同参画推進活動の

ー に る 学 の

( ー

( 女性研究者研究活動支援事業 ン 「 　明治大

学の男女共同参画」
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タ ～」
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同参画 ～ て て て、 して う～」

( 書 画「明治大学の男女共同参画」

( ン ンセ ー

( ン

( 男女共同参画 ン

( 男女共同参画センター 「 」参

応募時の申請書に掲げる取組内容①～⑦に対応する実績と成果ページは下記の通りである。
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Ⅲ　

取
組
内
容
の
実
績
と
成
果

(１) 環境整備

１　男女共同参画推進センターおよび女性研究者研究活動支援事業推進本部の設置

年に設置さ た男女共同参画推進 を に 組し、 年 に「男女共同参画推進セ

ンター」を設置した。 の 、女性研究者の研究活動支援 研究 のための活動を推進 るにあ

た 、男女共同参画推進センターのもとに「女性研究者研究活動支援事業推進本部」を ン

に設置し、 学部が ンの ン に「女性研究者研究活動支援事業 」を設置した。

本事業の は本活動報告書 ー に 。

２　男女共同参画推進センター運営委員会および女性研究者研究活動支援事業推進本部委員会の設置

本学の ての 成 を とした「男女共同参画推進センター」に を置き、

事が 事 として参 る をと たことで、 が に た。

た、 部 に ける男女 を し、 年度 ら 年度は 、 の女性

を 置した。

た、研究者の支援活動として「女性研究者研究活動支援事業」を るために「女性研究者研究活動

支援事業推進本部」には推進本部 を置 た。推進本部 は 女性の であ たため、 年

、推進本部 に 男性研究者を ることで、女性研究者研究活動支援事業に ても、女性研

究者支援とあ て男性の も めた男女共同参画を推進して の を た。

年度には学 の に 、 たに設置さ た男女共同参画 が 者 者支援 学

を男女共同参画推進センター とし、 を た。

た、推進本部 の 成に ては 学 に本事業を推進 るため、 学部 ら を推進本部 に

した。

年度の 一 は本活動報告書 ー に 。

女性研究者研究活動 事業推進本部は、推進本部 、 、推進本部 、 ー ーター

、支援 、 タ 、 ( 部 事 の を 、事業を推進した。

駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階 生田キャンパス　中央校舎2階
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(２) ポジティブ・アクション

1　トップリーダーによるポジティブ・アクションの推進

・学長による「2016(平成28)年度教員任用計画の基本方針」

性の ンとして、学 の「 (平成 年度 画の 本 」に、

年 、男女 人 の 成にも した 組織の 、 学部 に ける に「男女

共同参画 の に けて女性研究者の を 」 の文 を明記 ること が ら た。

・トップリーダーの人事権発動による直接的なポジティブ・アクション実施

年 、 学 事 として「男女共同参画 が 者 者支援 学 」が設置さ 、 学

の で さ た 年度「 育 研究年度 画書」(学 の 本 ( 画書 の の一

として、「男女共同参画と平 の 」が ら た。

2　女性研究者増加のためのポジティブ・アクション

・理系3学部長等懇談会における方針の確認

年 に本事業 者(センター と 学部 との を した。

　 学部 学部、 学部、 学部

・ポジティブ・アクションのためのコンセンサス　

女性研究者支援の補助事業 の採択を として設置さ た男女共同参画推進センター( ー

に て、大学 として男女共同参画を推進 るための 画「明治大学男女共同参画推進

本 画」が さ 、同年 に さ た。

本 画は、 本 、 本 動 画 をも て 成さ て 、 の に ては、男女共同参画

の 、 に 一般事業 動 画、学 人明治大学 ン、学 人明治大学

画、学 、明治大学 ン ン を て さ た( ー 。

本 動 画に て ンを 部

男女共同参画を 進 るための 育 研究 の 女性の 研究者 を に採 る

ー ン の 推進

と の 進

の女性研究者育成

に ける女性 ー ーの 成

・女性研究者比率の目的設定と目標達成状況

事業 画の として設 した女性研究者 の 成 に て、 の女性研究者 は

に し 、 女性研究者 は に し ( 、 た の女性研究

者採 は に し と大 に を 、 女性研究者採 は

に し であ ( 、 も 年 で も と た。
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本 画」が さ 、同年 に さ た。

本 画は、 本 、 本 動 画 をも て 成さ て 、 の に ては、男女共同参画

の 、 に 一般事業 動 画、学 人明治大学 ン、学 人明治大学

画、学 、明治大学 ン ン を て さ た( ー 。

本 動 画に て ンを 部

男女共同参画を 進 るための 育 研究 の 女性の 研究者 を に採 る

ー ン の 推進

と の 進

の女性研究者育成

に ける女性 ー ーの 成

・女性研究者比率の目的設定と目標達成状況

事業 画の として設 した女性研究者 の 成 に て、 の女性研究者 は

に し 、 女性研究者 は に し ( 、 た の女性研究

者採 は に し と大 に を 、 女性研究者採 は

に し であ ( 、 も 年 で も と た。
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表1　女性研究者在職比率の目標値と3年間の推移

目標値 2014年度 2015年度 2016年度

女性研究者

女性研究者

表2　女性研究者採用比率の目標値と3年間の推移

目標値 2014年度 2015年度 2016年度

女性研究者

女性研究者

、 とも 年度の は 年 、 の の は 年度

3　ポジティブ・アクションに関する意識改革

・全学アンケート調査

男女共同参画推進センター設置に 、 年 に 学 ン ー を し、 に

ンに る を設 した。

ンに る は、 のと 。

）研究と との 支援 度の 　 成 、 、 ら

） 度の 　　　　　　　　 成 、 、 ら

） ター の 　　　　 成 、 、 ら

） の の 置として き ( 記

〈詳細〉

「研究と との 支援 の 」に ては「 成」が と、研究と との のための支

援が であると うことに ては ンセン が ら て た。

本事業で した 支援 度 は ー に 。

「 度の 」に ては「 成」「 ら 」が 、 で「 」が で

あるが、 ン を した 、性 に ら 研究者 が と う部 に て

の ンセン は ら て ると ら る。 た、「 」の ン の には、 も

に、 人材 のための 、と う もあ た。

「 ター の 」に ては、「 成」が 、「 」が 、「 ら が」

であ た。一 であ 成、業 は 、業 が同 であ 成である、と う

があ た。 に し、 材 と る「同 であること」を の うに るの 、と う

が「 」 「 ら 」の と 、 ター を進める では、明
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の が であることが ン ー の 明ら に た。

( 「 の 」の では、 としては、 人材を るため、女性 けで 男性の支援のも

性であること、 女性が本学に る ンセン に る う ( を

ることに ての があ た。

例)

ー に うる研究者を して支援。明治大学の女性支援の一 として

しては う 。

女性 けで 男性 の 度に て も に き。

ての ン に を ること、 女性研究者が本学に る動 けが である。

4　ポジティブ・アクションとしての女性研究者支援策

・研究補助者(サイエンス・サポーター)派遣制度

研究と ン ( 育 との 支援、 ー ン の を

として、研究補助者( ン ーター 度を した( ー 。

・保育費用補助制度

研究と育 の 支援を として、「 育」、「 育」 「 育」の の

一部を補助 る 育費 補助 度を した( ー 。

・メンター制度

研究者の ン ー ン 大、研究 に ることを とし、 成

研究と ン の に る ンタ ン の を る ンター 度を した(
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の が であることが ン ー の 明ら に た。

( 「 の 」の では、 としては、 人材を るため、女性 けで 男性の支援のも

性であること、 女性が本学に る ンセン に る う ( を

ることに ての があ た。

例)

ー に うる研究者を して支援。明治大学の女性支援の一 として

しては う 。

女性 けで 男性 の 度に て も に き。

ての ン に を ること、 女性研究者が本学に る動 けが である。

4　ポジティブ・アクションとしての女性研究者支援策

・研究補助者(サイエンス・サポーター)派遣制度

研究と ン ( 育 との 支援、 ー ン の を
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・保育費用補助制度

研究と育 の 支援を として、「 育」、「 育」 「 育」の の

一部を補助 る 育費 補助 度を した( ー 。

・メンター制度
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(３) ネットワーク構築

１　学内ネットワーク

・ランチ交流会をもとにした学内研究者のネットワーク

ン ン ン の ン にて した ン を

て、研究者同 が学部を て をも 、 報の共 と を ことができた。 研究者 大学

に ては、 ン が 研究者と 報 る にも 、研究者の 大

育成に が た( ー 。

ン では、 ン に参 した大学 ら学部 研究科を た ー を

る があが 、推進本部が した ン ら した、大学 同 に る ン 「

の 」を ることと た( ー 。

た、文 型の ン で した ン に て と文 の研究者が一 に し

たことは、 る学 の研究者 の の 進に が た。

さらに、 ンタ ン ン を したことに 、同 う を た研究者 大学

が ンターに る を け、 の研究者としての活動の参 に ることができた

( ー 。

・シンポジウム共催による学内他機関とのネットワーク

ン では、女性研究者研究活動支援事業推進本部、 報 ー ン学部 ン ー

センター ら に 科大学 ン ー センターの が共 ることで、 に が のある

研究者を ることができた。 科 では本学の学術 である ー

ン ー 大学(タ の研究者に た た 、同 科 の ン ーターとして本学

推進 (「大学 共同 育推進事業」の である、 画( の研

究者に し た た。 た、 の学術動 に し 人研究者に と 科 に

た た 、同 科 では 本 本女性 ン ー 学 に 援を た

た( ー 。

２　学外ネットワーク

・他大学や地域行政とのネットワークの基礎作り

一 大学、 業大学、 大学( の男女共同参画 者が本学の男女共同参画推進センター

さ た。本学 らは の 女 大学、一 大学、 大学、 大学、 科 科大学(

し、 報 の をも ことができた。

に、 ン での 大学 との を に、 年 に 科 科大学

大学 同 の「 事 学業と育 との に る 報 」 参 した。 の 、 年 に本

学に て学 育 に る を した。 では、 科 科大学と の 者に

参 た き、 に ン を 大学が の うに学 育 を して るの 、 の 育

の に て にう がうことができた。
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(３) ネットワーク構築

１　学内ネットワーク

・ランチ交流会をもとにした学内研究者のネットワーク

ン ン ン の ン にて した ン を

て、研究者同 が学部を て をも 、 報の共 と を ことができた。 研究者 大学

に ては、 ン が 研究者と 報 る にも 、研究者の 大

育成に が た( ー 。

ン では、 ン に参 した大学 ら学部 研究科を た ー を

る があが 、推進本部が した ン ら した、大学 同 に る ン 「

の 」を ることと た( ー 。

た、文 型の ン で した ン に て と文 の研究者が一 に し

たことは、 る学 の研究者 の の 進に が た。

さらに、 ンタ ン ン を したことに 、同 う を た研究者 大学

が ンターに る を け、 の研究者としての活動の参 に ることができた

( ー 。

・シンポジウム共催による学内他機関とのネットワーク

ン では、女性研究者研究活動支援事業推進本部、 報 ー ン学部 ン ー

センター ら に 科大学 ン ー センターの が共 ることで、 に が のある

研究者を ることができた。 科 では本学の学術 である ー

ン ー 大学(タ の研究者に た た 、同 科 の ン ーターとして本学

推進 (「大学 共同 育推進事業」の である、 画( の研

究者に し た た。 た、 の学術動 に し 人研究者に と 科 に

た た 、同 科 では 本 本女性 ン ー 学 に 援を た

た( ー 。

２　学外ネットワーク

・他大学や地域行政とのネットワークの基礎作り

一 大学、 業大学、 大学( の男女共同参画 者が本学の男女共同参画推進センター

さ た。本学 らは の 女 大学、一 大学、 大学、 大学、 科 科大学(

し、 報 の をも ことができた。

に、 ン での 大学 との を に、 年 に 科 科大学

大学 同 の「 事 学業と育 との に る 報 」 参 した。 の 、 年 に本

学に て学 育 に る を した。 では、 科 科大学と の 者に

参 た き、 に ン を 大学が の うに学 育 を して るの 、 の 育

の に て にう がうことができた。
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・地域貢献と本事業の活動の周知

にて さ た 男女共同参画センター の「 」に参 るこ

とで、本学の男女共同参画に る 組 活動を の 業 大学 ー ることができた 、

大学に ける男女共同参画推進の 組 をう がう をも ことができた( ー 。

に、 では「 育支援」として、大学 の 者を とし、 者一人 と

が、 性と 性に た ( に たる き を 択できる う、 ン を して

る。 の で、 に る ー 、 ン ン を とした ー

ー を う「 」( ー ー を参 を、本学の ン セン

ターとともに共 と 、 ン に て 年 に した。

た、同 ン に て、明治大学 ー 年度 ー ン 「 さ

し 学 男女共同参画 ～ て て て、 して う～」を 年 に し、男女共同参画に

て学 る を ることで、 に ることができた。この ー ン では、 育

事業、 女性研究者 ン ン 事 に 援を た た( ー 。

平成 年度は の大学 で 、 は平成 年 ら 。

・その他の交流　

年 に 女性 育 ( に て さ た「大学 に ける男女共同参画推進セ

ー」では、 の 科 「大学 に ける き 」に本学 ら 本 学 男女共同参

画推進センター が し、事 報告を た。
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・地域貢献と本事業の活動の周知
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る。 の で、 に る ー 、 ン ン を とした ー

ー を う「 」( ー ー を参 を、本学の ン セン

ターとともに共 と 、 ン に て 年 に した。

た、同 ン に て、明治大学 ー 年度 ー ン 「 さ

し 学 男女共同参画 ～ て て て、 して う～」を 年 に し、男女共同参画に

て学 る を ることで、 に ることができた。この ー ン では、 育

事業、 女性研究者 ン ン 事 に 援を た た( ー 。

平成 年度は の大学 で 、 は平成 年 ら 。

・その他の交流　

年 に 女性 育 ( に て さ た「大学 に ける男女共同参画推進セ
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(４) ロゴマーク・愛称募集

男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部設置 、 年度 男女共同参画

にあ て本事業の 活動の一 として、明治大学の女性研究者支援 研究 に 組 組織

の ー を し るための ー と の を た。

１　公募詳細

学 学 、

年 ( ～ 年 (

の で 成し、 もし は ー で

ー

２　ロゴマーク・愛称の決定について

推進本部 ン ーの をも て 、 ー を した。

学部 学科 大さ の 「 ( 」

ー 学研究科 科学 さ の ンを採 し、 にあ て を

した。

本事業愛称本事業ロゴマーク

Meiji のＭ

University のＵ

Gender のＧ

Equality のＥ

Diversity のＤ
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和泉

中野

駿河台

生田

１　図書の貸出

男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部

に て、研究者の 大、 た男女共同参画 の

進のため、「男女共同参画」「 ー ン 」「育

」「 ン ー」 に る 書の を た。

２　簡易搾乳スペースの提供

推進本部 の ー ン の にて

ー の を した。

３　オムツ交換台・ベビーチェアの設置

ン の に ー

を ることができた。

(５) その他の取組
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(１) サイエンス・サポーター制度

【制度概要】
１　サイエンス・サポーター＜ライフイベント型＞
本学の研究者が ン と研究の 、 ー

ン を るために研究活動の と研

究 を ることを とした支援 度を した。

本 度は、本学に る研究者が ン に

て研究活動の支援を と る に、研究の補助業 を う

研究補助 ( ン ーター を るもので、本

度を る研究者は、本事業の である女性研究者育成の

ら、 らが ン ーターの ー と

、 た 人材育成、 を支援 る ら、研

究支援者の は本学の学部学 大学 とした。

本 度の支援 者は本人 は 者が

、育 業 は 業 にある者を 、 記の

に る研究者とした。

( 者、 は 学 年 での を育 して る女性研究者

( 者が(大学 は 人 に る 研究者で 者、 学 年 での を

育 して る男性研究者

( ら の を けて る を して る女性研究者

( 者が(大学 は 人 に る 研究者で、 ら の を けて

る を して る男性研究者

者には、 の の に ら 、事 と同 の事 にあると推進本

部 が める者を 。 た、研究者には ターも る。

とは育 業 に き 、 は し は の に

の に た を と る にある者を う。

とは、 者、 、 、 者の 、 、 を 。

 

２　サイエンス・サポーター＜本部イベント型＞
本学の学 を し、本事業の ン ( に ン セ ー の 活動 に ける

補助業 を て、男女共同参画に る の 進 を た。
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【利用実績】

１　ライフイベント型

各年度における制度利用実績(2017年3月1日現在の実人数)

2014 2015 2016

女性 人( 人( 人

男性 人 人 人

研究業 に て

年度～ 年度 学 でに、「 ン 型 ン ーター 度」を した女性研究者

( 、文 の研究業 に ては 記の のと ( 年 。

記の は、業 が 度 の 年と 、「同 」 たは「 」した研究者の を して る。 、

本 度 に て業 を 、 さ ることができた。

業績が前年と比べ、「同数」または「増加」した研究者数

文
文 書

録
部研究 学

同 は した
研究者

文 文 に ては、 者に て るものは て( ー ー ー も 業

として ン

文 で さ た

書 共

の研究

学 ター

度 者の

ン ーターの に て

本学 の 部の 研究者 設 者 も できるとあ がた 。

大学 の人材にも して た けるとさらに助 る。

を ると 。 ン ーターを けるのが大 ので ン できる う

にして た けるとあ がた 。 には、 ン ーターに た 人が 録をして、

の 録一 の ら る うに る 。

ン ーターの 置人 に て

人が、 ン ーターに る うにして し 。

２　本部イベント型

各年度における制度利用実績（2017年3月1日現在の実人数）

2014 2015 2016

本部 ン 型 人 人
人

(
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(２) 保育費用補助制度

【制度概要】
本学の研究者の研究と育 との 補助を るために、

育、 育、 育、 記に る学 育

の を補助し、研究活動の と研究 を るこ

とを とした支援 度を した。

本 度は、 記 育を した に の の (

、年 費、 費、 録 は を補助 る( も 人あた

年度に き、 で もので、本 度の支援 者は、本人

たは 者が 、育 業 は 業 にあ

る者を 、 記の に る研究者とした。

( 学 年 での を育 して る女性研究者

( 者が(大学 たは 人 に る 研究者で、 学 年 での を育 して

る男性研究者

者には、 の の に ら 、事 と同 の事 にあると本事業推進

本部 が める者を 。

【利用実績】
2016年度における制度利用実績(2017年2月現在の実人数)

2014 2015 2016

女性 人

男性 人

本 度は 年 ら
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(３) メンター制度

【制度概要】

本学研究者 学 に し、 成と ン の に る ンタ ン の を

ることで、研究者の ン ー ン 研究者の 大、研究 に ることを

とした 度を した。

本 度では を ける を ンター、 る を ン ーと 、 ン で ー ン

タ ン を した。

ー ンタ ン と ることで、研究者同 の ー 成、 研究者との

の の に が た。

本 度の は のと

ンター　 本事業推進本部 もし は推進本部 ら のあ た

ン ー 本学に る 大学 学部

１） 成に る

２）研究と ン (育 )の に る

 本 度は研究者の ン ー ン を として るため、 記の が支援の であ 、研究

に ての の は ことと める。

に ては、 記のと と る。

(１ ンター ら に推進本部は、 の にあた ては、 者の ー

の 人 を るとともに、 た を に らしては ら 。 の を

た も同 と る。

(２ ー ンタ ン に参 した ン ーに ては、 ンタ ン の で た

を に らしては ら 。

( 本 度は平成 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事

業(一般型 」の一 として るため、報告書を 成の 、推進本部に て

の に し、 に て推進本部 、 たは学 事業 者が ることがある。

(４ ( に ける報告書を した推進本部 ら に学 事業 者は、 た

を に らしては ら 。 の を た も同 と る。
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【実績と成果】

駿河台キャンパスメンタリングランチ会

ン ン ンセ ーと同 で ー ン を ー として ンタ ン

ン を した。本学の大学 研究者を とし、 ンターは はる 報

ー ン学部 (男女共同参画推進センター センター 、本事業推進本部 に した。

は めに、 ンター ら の 明 ンター の での ー ン

に ての があ 、 けて ン ー ら を めた に て を に で進

した。

の参 もあ 、学 ら ー ン に ての を けたときに の う が

し に ても と た。研究者を 参 者の ン ーにと て に た の

を学 る ー ンタ ン と う で ることには があ たと る。

日時：2016年11月29日 (火) 13：00～14：00
場所： ン ー ン 　 (事

参加者： ンター

ン ー ( 、学

参 者の

参 者同 の が て た が、一 で て た。

学部、研究科の と ができたことは た。

メンタリングランチ会

女性研究者研究活動支援事業の取組の一環として、先輩研究者への相談等の機会を提供する「メ
ンタリングランチ会」を開催します。今回は本学の女性研究者をメンターとし、研究と日常生活の
バランスのよい両立について座談会形式でご相談いただく機会とします。

12:00 12:50

( )

お問い合わせ

※
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ンタリングランチ会」を開催します。今回は本学の女性研究者をメンターとし、研究と日常生活の
バランスのよい両立について座談会形式でご相談いただく機会とします。
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(１) ニューズレター発行

明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業の活動を報告 ることを とし

て、 ー ターを して る。

学 けには、 ン を て研究者 し、 ン (

に ても して る。 た、女性研究者研究活動支援事業採択 者 部 し

て る。

の に ては ー る。

ー ター (
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平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
 「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部「MUGED」
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ラ イ フ シ ェ ア リ ン グ 共 に 前 へ

 ニューズレター創刊にあたり ………… 1

 本取組みについて ………………………………………… 2

▶ 主な支援事業の紹介  …………………………………………………… 3

▶ 活動報告
 「キックオフシンポジウム開催」「ランチ会報告」 …………………… 4
 「ロールモデル集について」「ロゴマーク・愛称決定」 …………… 5

▶ 今後のイベント告知 
 「国際シンポジウム」、「生明祭」 ……………………………………………… 6
 「生田ランチョンセミナー」、「ランチ会告知」 ………………………… 7

C O N T E N T S

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部
〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階
TEL 03-3296-4655　FAX 03-3296-4656
E-mail danjo@meiji.ac.jp
URL http://www.meiji.ac.jp/koho/diversity/index.html

　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一般型）」に採択され、同
推進本部の代表に就任しまし
た。活気あふれる明治大学の
男女共同参画推進の取組みを
さらに「前へ」進めるために、
微力を尽くす所存です。これ
は、単に女性研究者の数を増
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・職場
環境を作り上げてゆく取組みです。男女の教職員・学生・留学生
等が個性を発揮できる男女共同参画社会を作り上げるために、両
立支援や若手研究者のエンパワーメント支援が、有効な機会にな
ることを願っています。皆様のご参加、ご協力とご支援をどうぞ
よろしくお願いいたします。

　本学は、昨年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことを受け、
「男女共同参画推進センター」、
「女性研究者研究活動支援事業
推進本部」を設置いたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教職員・学生らすべて
の構成員を対象に男女共同参画
の一層の推進に取り組んでおり
ます。この間、皆様には全学ア
ンケートにご協力をいただき誠
にありがとうございました。貴
重なご意見は今後の事業に充分反映させて参る所存です。
　この半年の活動としまして、各キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集等を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の実情と要望を聞くことがで
きました。また、今年度後半には、国際シンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行等を予定しています。
　一方、本事業の主たる目標に理系学部における女性教員増があり
ます。6月に理系３学部長との懇談会を開催し、本学の実情にあった
方法を模索しているところです。このほかにも、付属明治高等学校・
中学校との連携を図りながら、将来の理系研究者の発掘を進めて参
ります。今後ともご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。

ニューズレター創刊にあたり
男女共同参画推進センター

センター長　

長尾　進

女性研究者研究活動支援事業

推進本部代表　

村　みよ子
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 女性研究者研究活動支援事業とは

 本取組みの概要

　本学は文部科学省が公募した平成26年度科学技術人材育成費補
助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に応募し、同年
10月に採択されました。この事業は、女性研究者が能力を最大限
発揮できるよう、ライフイベント（出産・子育て・介護など）とワ
ーク・ライフ・バランス（研究と生活との調和）に配慮した研究環
境の整備などの取り組みを文部科学省が支援するものです。

　本学が計画している女性研究者研究活動支援事業の概要は、「理
系分野をはじめ、本学全体で大学院の女子学生・女性研究者を増や
し、トップクラスの研究者を養成するとともに、男女共同参画を一
層推進するため、以下の７つのテーマに沿って女性研究者研究活動
支援体制を構築し、活動を行う」ものです。

▶			「男女共同参画推進センター」と「女性研究者研究活動支援事業
推進本部」を設置し、ＷＥＰｓに基づいたエンパワー計画を策
定して、グローバル化事業を支える女性研究者支援体制・両立
支援体制を確立・実施

▶		女性研究者増加と男女共同参画推進のために有効適切なポジテ
ィヴ・アクションを導入し、　理系を中心とした若手女性研究者
の養成を加速させる。また支援活動の連携・ネットワーク化に

より男女共同参画型地域社会の活性化に貢献
▶		研究者のネットワーク化、理系若手女性研究者支援・養成を担
うためサイエンス・サポーター（SS）を多数配置

▶		コーディネーター、支援員の採用のほか、外国人留学生・女性
研究者のネットワーク化、理系若手女性研究者支援・養成を担
うためサイエンス・サポーター（SS）を多数配置

ライフイベント型サイエンス・サポーター制度
	　本事業の一環として、女性研究者がライフイベントと研究の両立、
およびワーク・ライフ・バランスを確保するための支援体制を確立
するために、大学院生を研究支援者（サイエンス・サポーター〈ラ

イフイベント型〉）として雇用及び派遣し、研究に関する補助業務
を支援する制度です。詳細はＨＰをご確認ください。
※	他に、イベント開催時には本部イベント型サイエンス・サポーターを募集しております。

図書貸し出し

　育児・介護・キャリアアップ・ジェンダー・白書等に関する図書の貸し出しを行っています。
蔵書数
駿河台：２４６冊、生田：１０２冊（2015年 8月現在）
利用について
利用対象者 	 	本学教職員及び本学教職員からの紹介があった者、または、本学学生
貸出期間 	 	原則２週間
貸出可能な冊数 	１人３冊まで／１回
貸出日 	 	月・水・金　10:00	～	16:00

※詳細はHPをご確認ください。

搾乳スペースの利用について

　乳幼児を持つ本学女性教職員、女子学生への両立支援の取り組みとして、推進本部・生田分
室にて、簡易搾乳スペースを提供しております。
利用について
利用対象者 	 	本学のすべての乳幼児を持つ女性教職員・女子学生が利用できます。
利用方法 	 	①	事前登録制です。簡易搾乳スペースをご利用希望の方は、事前に当センターまで

ご連絡ください。
	 	 ②	利用者登録をした上で、利用を希望する日の前日までに担当者あてに電話予約を

してください。
※詳細はHPをご確認ください。

推進本部・生田分室で行っている支援サービス
推進本部　
駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階

生田分室　
生田キャンパス　中央校舎2階

学校法人明治大学　理事長

学　長

明治大学男女共同参画推進センター
（センター長：男女共同参画担当副学長　本取組実施責任者）

女性研究者研究活動支援事業推進本部
コーディネーター・女性研究者支援員・サイエンスサポーター（SS）

（駿河台キャンパス・生田キャンパス）

10 学部・16研究科・専門職大学院
（駿河台キャンパス・生田キャンパス・中野キャンパス・和泉キャンパス）

総務担当常勤理事ジ
ェ
ン
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ー
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ン
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ー
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報
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ミ
ュ
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ー
シ
ョ
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本取り組みについて 主な支援事業の紹介

 女性研究者研究活動支援事業推進本部　運営委員一覧
推進本部委員
推進本部代表
村　みよ子	……………………………………………法科大学院教授
生田分室長
浜本　牧子……………………………………………………農学部教授

細野　はるみ………………………情報コミュニケーション学部教授
中林　真理子…………………………… 商学部教授（学長室専門員）
荒川　薫………………………………………………総合数理学部教授
櫻井　義尚…………………………………………総合数理学部准教授
脇本　竜太郎…………………情報コミュニケーション学部専任講師

推進本部スタッフ
大和田未来（チーフコーディネーター）
宮﨑　璃恵（コーディネーター）

村上　歩（支援員）

ホームページ開設しました
http://www.meiji.ac.jp/koho/diversity/index.html

推進本部 生田分室
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 女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウムを開催  ロールモデル集作成

 各キャンパスで研究者支援・交流のための
  ランチ交流会を開催しています

　本年3月 8日（日）に女性研究者研究活動支援事業
キックオフシンポジウム「前へ！明治大学の男女共同
参画」を駿河台キャンパスのグローバルホールで開催
しました。
　来賓に、森まさこ前内閣府特命担当大臣、渡辺美代
子科学技術振興機構（JST）執行役をお迎えし、基調
講演では、大隅典子東北大学大学院教授と成澤廣修文
京区長から、男女共同参画のあり方についてご講演い
ただきました。続いて、平成 26年度文部科学省科学
技術人材育成費補助事業に採択された本学事業の概要
説明があり、その後、『明治大学の男女共同参画を「前
へ」進めるために何をすべきか、何が出来るか？』を
テーマとしたパネルディスカッションが行われました。
　当日は悪天候の中、学内外から多数のご参加をいた
だき、ありがとうございました。

　本事業では女性研究者の裾野拡大を目指し、学生たちに多様なロ
ールモデルを提示するため、本年10月に、本事業の一環として「ロ
ールモデル集（第１巻）」の発行を予定しています。将来、研究者
を志す学生へ多様なロールモデルを提示することで、より具体的な
ビジョンを描いてもらえればと考えております。現在、第一線で活
躍中の研究者の方々に、キャリアやワーク・ライフ・バランスにつ
いて取材しており、男性・女性研究者、文系・理系の研究者など、様々
な分野・立場の方にお話を伺った盛り沢山な内容となっています。
　来年、第２巻を発行する予定です。

今回取材した本学教員や研究員の方々　※敬称略
●	石田祥子（理工学部機械工学科　助教）
●	深澤倫子（理工学部応用化学科　准教授）
●	溝口康（農学部農学科　准教授）
●	藤田結子（商学部　准教授）
●	浦野昌一（総合数理学部ネットワークデザイン学科　准教授）
●	五十嵐悠紀（総合数理学部先端メディアサイエンス学科　専任講師）
●	黒目麻由子（Ludwig-Maximilians-University　研究員）

　本事業では女性研究者研究活動支援のため、現在本学で活躍中の研
究者を中心に、ライフイベント中の研究者や、学生らも交えて、昼食
の時間を利用したランチ交流会を開催しています。女性研究者だけで
なく、男性研究者や大学院生などさまざまな立場の方にご参加いただ
き、現在向き合っている様々な課題や、今後どのような制度があれば
よいかなどを気軽に話し合ったり、仕事と私生活の両立のための工夫
やポイントをシェアする交流の場をかねた機会として、皆様にご参加
いただいています。
　生田キャンパスを皮切りに、駿河台キャンパス、中野キャンパスで
開催し、学部間を超えた交流の場、情報交換の場として今後も開催し
ていく予定です。

	 男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部
  ロゴマーク・愛称決定！
　明治大学の女性研究者支援・研究力向上に取組む組織のイメー
ジを分かりやすく表現し幅広く周知するロゴマークと愛称を6/23	
～	7/31 で学内公募しました。

●	ロゴマーク優秀賞	１点	………………………………賞状および副賞
●	愛称優秀賞　　　	１点	………………………………賞状および副賞

活動報告

パネルディスカ
ッションの様子

駿河台キャンパスにて

ロールモデル集
表紙 ロールモデル集	目次

中野キャンパスにて生田キャンパスにて

愛称　ＭＵＧＥＤ（ミュジェッド）
商学部商学科
川島佳大さんの作品

M ……………………………………… Meiji の M
U ……………………………………… University の U
G ……………………………………… Gender のG
E ……………………………………… Equality の E
D ……………………………………… Diversity の D

ロゴマーク
農学研究科生命科学専攻　
高橋遥香さんの作品
※デザインの採用とし、
愛称と合わせた
　改変をしています。
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創刊号

平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
 「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部「MUGED」

ラ イ フ シ ェ ア リ ン グ 共 に 前 へ

2015年10月1日発行

ラ イ フ シ ェ ア リ ン グ 共 に 前 へ

 ニューズレター創刊にあたり ………… 1

 本取組みについて ………………………………………… 2

▶ 主な支援事業の紹介  …………………………………………………… 3

▶ 活動報告
 「キックオフシンポジウム開催」「ランチ会報告」 …………………… 4
 「ロールモデル集について」「ロゴマーク・愛称決定」 …………… 5

▶ 今後のイベント告知 
 「国際シンポジウム」、「生明祭」 ……………………………………………… 6
 「生田ランチョンセミナー」、「ランチ会告知」 ………………………… 7

C O N T E N T S

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部
〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階
TEL 03-3296-4655　FAX 03-3296-4656
E-mail danjo@meiji.ac.jp
URL http://www.meiji.ac.jp/koho/diversity/index.html

　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一般型）」に採択され、同
推進本部の代表に就任しまし
た。活気あふれる明治大学の
男女共同参画推進の取組みを
さらに「前へ」進めるために、
微力を尽くす所存です。これ
は、単に女性研究者の数を増
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・職場
環境を作り上げてゆく取組みです。男女の教職員・学生・留学生
等が個性を発揮できる男女共同参画社会を作り上げるために、両
立支援や若手研究者のエンパワーメント支援が、有効な機会にな
ることを願っています。皆様のご参加、ご協力とご支援をどうぞ
よろしくお願いいたします。

　本学は、昨年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことを受け、
「男女共同参画推進センター」、
「女性研究者研究活動支援事業
推進本部」を設置いたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教職員・学生らすべて
の構成員を対象に男女共同参画
の一層の推進に取り組んでおり
ます。この間、皆様には全学ア
ンケートにご協力をいただき誠
にありがとうございました。貴
重なご意見は今後の事業に充分反映させて参る所存です。
　この半年の活動としまして、各キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集等を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の実情と要望を聞くことがで
きました。また、今年度後半には、国際シンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行等を予定しています。
　一方、本事業の主たる目標に理系学部における女性教員増があり
ます。6月に理系３学部長との懇談会を開催し、本学の実情にあった
方法を模索しているところです。このほかにも、付属明治高等学校・
中学校との連携を図りながら、将来の理系研究者の発掘を進めて参
ります。今後ともご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。

ニューズレター創刊にあたり
男女共同参画推進センター

センター長　

長尾　進

女性研究者研究活動支援事業

推進本部代表　

村　みよ子
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 女性研究者研究活動支援事業とは

 本取組みの概要

　本学は文部科学省が公募した平成26年度科学技術人材育成費補
助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に応募し、同年
10月に採択されました。この事業は、女性研究者が能力を最大限
発揮できるよう、ライフイベント（出産・子育て・介護など）とワ
ーク・ライフ・バランス（研究と生活との調和）に配慮した研究環
境の整備などの取り組みを文部科学省が支援するものです。

　本学が計画している女性研究者研究活動支援事業の概要は、「理
系分野をはじめ、本学全体で大学院の女子学生・女性研究者を増や
し、トップクラスの研究者を養成するとともに、男女共同参画を一
層推進するため、以下の７つのテーマに沿って女性研究者研究活動
支援体制を構築し、活動を行う」ものです。

▶			「男女共同参画推進センター」と「女性研究者研究活動支援事業
推進本部」を設置し、ＷＥＰｓに基づいたエンパワー計画を策
定して、グローバル化事業を支える女性研究者支援体制・両立
支援体制を確立・実施

▶		女性研究者増加と男女共同参画推進のために有効適切なポジテ
ィヴ・アクションを導入し、　理系を中心とした若手女性研究者
の養成を加速させる。また支援活動の連携・ネットワーク化に

より男女共同参画型地域社会の活性化に貢献
▶		研究者のネットワーク化、理系若手女性研究者支援・養成を担
うためサイエンス・サポーター（SS）を多数配置

▶		コーディネーター、支援員の採用のほか、外国人留学生・女性
研究者のネットワーク化、理系若手女性研究者支援・養成を担
うためサイエンス・サポーター（SS）を多数配置

ライフイベント型サイエンス・サポーター制度
	　本事業の一環として、女性研究者がライフイベントと研究の両立、
およびワーク・ライフ・バランスを確保するための支援体制を確立
するために、大学院生を研究支援者（サイエンス・サポーター〈ラ

イフイベント型〉）として雇用及び派遣し、研究に関する補助業務
を支援する制度です。詳細はＨＰをご確認ください。
※	他に、イベント開催時には本部イベント型サイエンス・サポーターを募集しております。

図書貸し出し

　育児・介護・キャリアアップ・ジェンダー・白書等に関する図書の貸し出しを行っています。
蔵書数
駿河台：２４６冊、生田：１０２冊（2015年 8月現在）
利用について
利用対象者 	 	本学教職員及び本学教職員からの紹介があった者、または、本学学生
貸出期間 	 	原則２週間
貸出可能な冊数 	１人３冊まで／１回
貸出日 	 	月・水・金　10:00	～	16:00

※詳細はHPをご確認ください。

搾乳スペースの利用について

　乳幼児を持つ本学女性教職員、女子学生への両立支援の取り組みとして、推進本部・生田分
室にて、簡易搾乳スペースを提供しております。
利用について
利用対象者 	 	本学のすべての乳幼児を持つ女性教職員・女子学生が利用できます。
利用方法 	 	①	事前登録制です。簡易搾乳スペースをご利用希望の方は、事前に当センターまで

ご連絡ください。
	 	 ②	利用者登録をした上で、利用を希望する日の前日までに担当者あてに電話予約を

してください。
※詳細はHPをご確認ください。

推進本部・生田分室で行っている支援サービス
推進本部　
駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階

生田分室　
生田キャンパス　中央校舎2階

学校法人明治大学　理事長

学　長

明治大学男女共同参画推進センター
（センター長：男女共同参画担当副学長　本取組実施責任者）

女性研究者研究活動支援事業推進本部
コーディネーター・女性研究者支援員・サイエンスサポーター（SS）

（駿河台キャンパス・生田キャンパス）

10 学部・16研究科・専門職大学院
（駿河台キャンパス・生田キャンパス・中野キャンパス・和泉キャンパス）

総務担当常勤理事ジ
ェ
ン
ダ
ー
セ
ン
タ
ー

（
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
）

連携

連携

連携

付属明治高等学校・中学校
（調布キャンパス）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
セ
ン
タ
ー

（
法
科
大
学
院
）

本取り組みについて 主な支援事業の紹介

 女性研究者研究活動支援事業推進本部　運営委員一覧
推進本部委員

推進本部代表
村　みよ子	……………………………………………法科大学院教授
生田分室長
浜本　牧子……………………………………………………農学部教授

細野　はるみ………………………情報コミュニケーション学部教授
中林　真理子…………………………… 商学部教授（学長室専門員）
荒川　薫………………………………………………総合数理学部教授
櫻井　義尚…………………………………………総合数理学部准教授
脇本　竜太郎…………………情報コミュニケーション学部専任講師

推進本部スタッフ
大和田未来（チーフコーディネーター）
宮﨑　璃恵（コーディネーター）

村上　歩（支援員）

ホームページ開設しました
http://www.meiji.ac.jp/koho/diversity/index.html

推進本部 生田分室
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 女性研究者研究活動支援事業とは

 本取組みの概要

　本学は文部科学省が公募した平成26年度科学技術人材育成費補
助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に応募し、同年
10月に採択されました。この事業は、女性研究者が能力を最大限
発揮できるよう、ライフイベント（出産・子育て・介護など）とワ
ーク・ライフ・バランス（研究と生活との調和）に配慮した研究環
境の整備などの取り組みを文部科学省が支援するものです。

　本学が計画している女性研究者研究活動支援事業の概要は、「理
系分野をはじめ、本学全体で大学院の女子学生・女性研究者を増や
し、トップクラスの研究者を養成するとともに、男女共同参画を一
層推進するため、以下の７つのテーマに沿って女性研究者研究活動
支援体制を構築し、活動を行う」ものです。

▶			「男女共同参画推進センター」と「女性研究者研究活動支援事業
推進本部」を設置し、ＷＥＰｓに基づいたエンパワー計画を策
定して、グローバル化事業を支える女性研究者支援体制・両立
支援体制を確立・実施

▶		女性研究者増加と男女共同参画推進のために有効適切なポジテ
ィヴ・アクションを導入し、　理系を中心とした若手女性研究者
の養成を加速させる。また支援活動の連携・ネットワーク化に

より男女共同参画型地域社会の活性化に貢献
▶		研究者のネットワーク化、理系若手女性研究者支援・養成を担
うためサイエンス・サポーター（SS）を多数配置

▶		コーディネーター、支援員の採用のほか、外国人留学生・女性
研究者のネットワーク化、理系若手女性研究者支援・養成を担
うためサイエンス・サポーター（SS）を多数配置

ライフイベント型サイエンス・サポーター制度
	　本事業の一環として、女性研究者がライフイベントと研究の両立、
およびワーク・ライフ・バランスを確保するための支援体制を確立
するために、大学院生を研究支援者（サイエンス・サポーター〈ラ

イフイベント型〉）として雇用及び派遣し、研究に関する補助業務
を支援する制度です。詳細はＨＰをご確認ください。
※	他に、イベント開催時には本部イベント型サイエンス・サポーターを募集しております。

図書貸し出し

　育児・介護・キャリアアップ・ジェンダー・白書等に関する図書の貸し出しを行っています。
蔵書数
駿河台：２４６冊、生田：１０２冊（2015年 8月現在）
利用について
利用対象者 	 	本学教職員及び本学教職員からの紹介があった者、または、本学学生
貸出期間 	 	原則２週間
貸出可能な冊数 	１人３冊まで／１回
貸出日 	 	月・水・金　10:00	～	16:00

※詳細はHPをご確認ください。

搾乳スペースの利用について

　乳幼児を持つ本学女性教職員、女子学生への両立支援の取り組みとして、推進本部・生田分
室にて、簡易搾乳スペースを提供しております。
利用について
利用対象者 	 	本学のすべての乳幼児を持つ女性教職員・女子学生が利用できます。
利用方法 	 	①	事前登録制です。簡易搾乳スペースをご利用希望の方は、事前に当センターまで

ご連絡ください。
	 	 ②	利用者登録をした上で、利用を希望する日の前日までに担当者あてに電話予約を

してください。
※詳細はHPをご確認ください。

推進本部・生田分室で行っている支援サービス
推進本部　
駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階

生田分室　
生田キャンパス　中央校舎2階

学校法人明治大学　理事長

学　長

明治大学男女共同参画推進センター
（センター長：男女共同参画担当副学長　本取組実施責任者）

女性研究者研究活動支援事業推進本部
コーディネーター・女性研究者支援員・サイエンスサポーター（SS）

（駿河台キャンパス・生田キャンパス）

10 学部・16研究科・専門職大学院
（駿河台キャンパス・生田キャンパス・中野キャンパス・和泉キャンパス）
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本取り組みについて 主な支援事業の紹介

 女性研究者研究活動支援事業推進本部　運営委員一覧
推進本部委員
推進本部代表
村　みよ子	……………………………………………法科大学院教授
生田分室長
浜本　牧子……………………………………………………農学部教授

細野　はるみ………………………情報コミュニケーション学部教授
中林　真理子…………………………… 商学部教授（学長室専門員）
荒川　薫………………………………………………総合数理学部教授
櫻井　義尚…………………………………………総合数理学部准教授
脇本　竜太郎…………………情報コミュニケーション学部専任講師

推進本部スタッフ
大和田未来（チーフコーディネーター）
宮﨑　璃恵（コーディネーター）

村上　歩（支援員）

ホームページ開設しました
http://www.meiji.ac.jp/koho/diversity/index.html

推進本部 生田分室
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 女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウムを開催  ロールモデル集作成

 各キャンパスで研究者支援・交流のための
  ランチ交流会を開催しています

　本年3月 8日（日）に女性研究者研究活動支援事業
キックオフシンポジウム「前へ！明治大学の男女共同
参画」を駿河台キャンパスのグローバルホールで開催
しました。
　来賓に、森まさこ前内閣府特命担当大臣、渡辺美代
子科学技術振興機構（JST）執行役をお迎えし、基調
講演では、大隅典子東北大学大学院教授と成澤廣修文
京区長から、男女共同参画のあり方についてご講演い
ただきました。続いて、平成 26年度文部科学省科学
技術人材育成費補助事業に採択された本学事業の概要
説明があり、その後、『明治大学の男女共同参画を「前
へ」進めるために何をすべきか、何が出来るか？』を
テーマとしたパネルディスカッションが行われました。
　当日は悪天候の中、学内外から多数のご参加をいた
だき、ありがとうございました。

　本事業では女性研究者の裾野拡大を目指し、学生たちに多様なロ
ールモデルを提示するため、本年10月に、本事業の一環として「ロ
ールモデル集（第１巻）」の発行を予定しています。将来、研究者
を志す学生へ多様なロールモデルを提示することで、より具体的な
ビジョンを描いてもらえればと考えております。現在、第一線で活
躍中の研究者の方々に、キャリアやワーク・ライフ・バランスにつ
いて取材しており、男性・女性研究者、文系・理系の研究者など、様々
な分野・立場の方にお話を伺った盛り沢山な内容となっています。
　来年、第２巻を発行する予定です。

今回取材した本学教員や研究員の方々　※敬称略
●	石田祥子（理工学部機械工学科　助教）
●	深澤倫子（理工学部応用化学科　准教授）
●	溝口康（農学部農学科　准教授）
●	藤田結子（商学部　准教授）
●	浦野昌一（総合数理学部ネットワークデザイン学科　准教授）
●	五十嵐悠紀（総合数理学部先端メディアサイエンス学科　専任講師）
●	黒目麻由子（Ludwig-Maximilians-University　研究員）

　本事業では女性研究者研究活動支援のため、現在本学で活躍中の研
究者を中心に、ライフイベント中の研究者や、学生らも交えて、昼食
の時間を利用したランチ交流会を開催しています。女性研究者だけで
なく、男性研究者や大学院生などさまざまな立場の方にご参加いただ
き、現在向き合っている様々な課題や、今後どのような制度があれば
よいかなどを気軽に話し合ったり、仕事と私生活の両立のための工夫
やポイントをシェアする交流の場をかねた機会として、皆様にご参加
いただいています。
　生田キャンパスを皮切りに、駿河台キャンパス、中野キャンパスで
開催し、学部間を超えた交流の場、情報交換の場として今後も開催し
ていく予定です。

	 男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部
  ロゴマーク・愛称決定！
　明治大学の女性研究者支援・研究力向上に取組む組織のイメー
ジを分かりやすく表現し幅広く周知するロゴマークと愛称を6/23	
～	7/31 で学内公募しました。

●	ロゴマーク優秀賞	１点	………………………………賞状および副賞
●	愛称優秀賞　　　	１点	………………………………賞状および副賞

活動報告

パネルディスカ
ッションの様子

駿河台キャンパスにて

ロールモデル集
表紙 ロールモデル集	目次

中野キャンパスにて生田キャンパスにて

愛称　ＭＵＧＥＤ（ミュジェッド）
商学部商学科
川島佳大さんの作品

M ……………………………………… Meiji の M
U ……………………………………… University の U
G ……………………………………… Gender のG
E ……………………………………… Equality の E
D ……………………………………… Diversity の D

ロゴマーク
農学研究科生命科学専攻　
高橋遥香さんの作品
※デザインの採用とし、
愛称と合わせた
　改変をしています。
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今後のイベント告知

国際シンポジウム「学術分野の男女共同参画と多様性について」
International symposium： Gender Equality and Diversity in the Research Environment

　11月 6日（金）・7日（土）に、明治大学駿河台キャンパスグ
ローバルフロントにおいて、明治大学男女共同参画推進センター女
性研究者研究活動支援事業推進本部、情報コミュニケーション学部
ジェンダーセンター、法科大学院ジェンダー法センターの３団体共
催国際シンポジウムを開催します。

11 月 6 日（金）　
国際シンポジウム
「国内の理系分野における男女共同参画の現状と世界の動向について」
基調講演1 	 	「理系分野における男女共同参画・女性研究者支援につ

いて」
講　演　者 	大坪久子（日本大学薬学部薬学研究所上席研究員）
基調講演2 	「学術分野の男女共同参画政策の世界的動向」
講　演　者 	ジャッキー・スティール
	 （東京大学社会科学研究所准教授）

11 月 7 日（土）　
第1分科会 	「21世紀を研究者として生きる
	 		―女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

（事前申込制）
	 	「タイにおける女性のエンパワーメント
	 	―社会的・経済的・文化的状況」（事前申込制）
第2分科会 	「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

国際シンポジウム関連イベント開催
11 月 6 日（金）　 
日韓若手女性研究者フォーラム
「身体・表象・ジェンダー」（事前申込制）
共  　　催 	 	明治大学情報コミュニケーション研究科
	 明治大学身体コミュニケーション研究所
	 成均館大学校芸術学研究科

　生田キャンパスにて、主に本学の女性研究者を招き、ご自身のキ
ャリアや研究内容、研究者としての生活などを座談会形式でお話い
ただく「ランチョンセミナー」を開催します。将来、理系研究者を
志す学生がより具体的なビジョンを描くための一助となることを目

的とします。また、男女共同参画をテーマとする会なども開催する
予定です。
　多くの学生・教職員が参加しやすいようランチアワーに開催しま
す。皆さまのご参加をお待ちしております。

　本事業では女性研究者研究活動支援のため、現在本学で活躍中の
研究者を中心に、ライフイベント中の研究者や、学生らも交えて、
昼食の時間を利用したランチ交流会を開催しています。詳しくは

p4をご覧ください。秋学期も各キャンパスで開催予定です。ご興
味のある方はお気軽にお問い合わせください。

※詳細情報はHPをご確認ください。

　明治大学生田キャンパスにて行われる学園祭『生明祭』（11月
21日～ 23日）にて、理系研究者を目指す学生のためのイベント
を開催します。研究所や企業で働く理系OG3名を招き、研究や仕
事の魅力などをお話いただきます。「理系に進んだきっかけ」、「学

生時代」、「仕事のやりがい」、「ワークライフバランス」等々。身近
な事例を聞くことで、様々な働き方やライフスタイルなどを学び、
キャリアプランを考えるきっかけになればと思います。

日　時 	 	生明祭開催期間	［11月21日（土）～23日（月）］
会　場 	 	生田キャンパス

	 ※	日時・会場につきましては、詳細が決まり次第、HP等でお知らせいたします。　

ゲストスピーカー 	 	
理工学研究科機械工学専攻　修了

阿部由布子さん（株式会社日立製作所	情報・通信システム社）
農学研究科生命科学専攻　修了

樋口　葉さん（株式会社ロッテ	中央研究所）
理工学研究科応用化学専攻　修了

関根由莉奈さん（国立研究開発法人	日本原子力研究開発機構）
	本学教員７名のインタビューを
掲載した「ロールモデル集」を
プレゼントします！

『理系OGに聞く！理系研究者の未来 ～働き方・ライフスタイル～』

中野キャンパス
2015年 12月開催予定

生田キャンパス
2015年 10月 23日（金）
12：00～ 13：00

駿河台キャンパス
2015年 10月 29日（木）
12：00～ 13：00

参加者
特典

 理系 OG によるトークイベント＠生明祭を開催します

 国際シンポジウムを開催します  生田ランチョンセミナーを開催します

 ランチ交流会　開催のお知らせ

第１回ランチョンセミナー
日  　　時 	10 月下旬予定・ランチアワー
場  　　所 	生田キャンパス中央校舎の教室
講  　　師 	石田祥子	理工学部機械工学科助教　
講 演 内 容 	ご自身のキャリアと研究内容について（仮）
※詳細が決まり次第、HP等でお知らせいたします。

第２回ランチョンセミナー
日  　　時 	12 月上旬予定・ランチアワー
場  　　所 	生田キャンパス中央校舎の教室
講  　　師 	 村みよ子	法科大学院教授・推進本部代表	予定
講 演 内 容 	大学における男女共同参画について（仮）
※詳細が決まり次第、HP等でお知らせいたします。
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明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部
〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階
TEL 03-3296-4655　FAX 03-3296-4656
E-mail danjo@meiji.ac.jp
URL http://www.meiji.ac.jp/koho/diversity/index.html

　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一般型）」に採択され、同
推進本部の代表に就任しまし
た。活気あふれる明治大学の
男女共同参画推進の取組みを
さらに「前へ」進めるために、
微力を尽くす所存です。これ
は、単に女性研究者の数を増
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・職場
環境を作り上げてゆく取組みです。男女の教職員・学生・留学生
等が個性を発揮できる男女共同参画社会を作り上げるために、両
立支援や若手研究者のエンパワーメント支援が、有効な機会にな
ることを願っています。皆様のご参加、ご協力とご支援をどうぞ
よろしくお願いいたします。

　本学は、昨年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことを受け、
「男女共同参画推進センター」、
「女性研究者研究活動支援事業
推進本部」を設置いたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教職員・学生らすべて
の構成員を対象に男女共同参画
の一層の推進に取り組んでおり
ます。この間、皆様には全学ア
ンケートにご協力をいただき誠
にありがとうございました。貴
重なご意見は今後の事業に充分反映させて参る所存です。
　この半年の活動としまして、各キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集等を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の実情と要望を聞くことがで
きました。また、今年度後半には、国際シンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行等を予定しています。
　一方、本事業の主たる目標に理系学部における女性教員増があり
ます。6月に理系３学部長との懇談会を開催し、本学の実情にあった
方法を模索しているところです。このほかにも、付属明治高等学校・
中学校との連携を図りながら、将来の理系研究者の発掘を進めて参
ります。今後ともご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。

ニューズレター創刊にあたり
男女共同参画推進センター

センター長　

長尾　進

女性研究者研究活動支援事業

推進本部代表　

村　みよ子
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 女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウムを開催  ロールモデル集作成

 各キャンパスで研究者支援・交流のための
  ランチ交流会を開催しています

　本年3月 8日（日）に女性研究者研究活動支援事業
キックオフシンポジウム「前へ！明治大学の男女共同
参画」を駿河台キャンパスのグローバルホールで開催
しました。
　来賓に、森まさこ前内閣府特命担当大臣、渡辺美代
子科学技術振興機構（JST）執行役をお迎えし、基調
講演では、大隅典子東北大学大学院教授と成澤廣修文
京区長から、男女共同参画のあり方についてご講演い
ただきました。続いて、平成 26年度文部科学省科学
技術人材育成費補助事業に採択された本学事業の概要
説明があり、その後、『明治大学の男女共同参画を「前
へ」進めるために何をすべきか、何が出来るか？』を
テーマとしたパネルディスカッションが行われました。
　当日は悪天候の中、学内外から多数のご参加をいた
だき、ありがとうございました。

　本事業では女性研究者の裾野拡大を目指し、学生たちに多様なロ
ールモデルを提示するため、本年10月に、本事業の一環として「ロ
ールモデル集（第１巻）」の発行を予定しています。将来、研究者
を志す学生へ多様なロールモデルを提示することで、より具体的な
ビジョンを描いてもらえればと考えております。現在、第一線で活
躍中の研究者の方々に、キャリアやワーク・ライフ・バランスにつ
いて取材しており、男性・女性研究者、文系・理系の研究者など、様々
な分野・立場の方にお話を伺った盛り沢山な内容となっています。
　来年、第２巻を発行する予定です。

今回取材した本学教員や研究員の方々　※敬称略
●	石田祥子（理工学部機械工学科　助教）
●	深澤倫子（理工学部応用化学科　准教授）
●	溝口康（農学部農学科　准教授）
●	藤田結子（商学部　准教授）
●	浦野昌一（総合数理学部ネットワークデザイン学科　准教授）
●	五十嵐悠紀（総合数理学部先端メディアサイエンス学科　専任講師）
●	黒目麻由子（Ludwig-Maximilians-University　研究員）

　本事業では女性研究者研究活動支援のため、現在本学で活躍中の研
究者を中心に、ライフイベント中の研究者や、学生らも交えて、昼食
の時間を利用したランチ交流会を開催しています。女性研究者だけで
なく、男性研究者や大学院生などさまざまな立場の方にご参加いただ
き、現在向き合っている様々な課題や、今後どのような制度があれば
よいかなどを気軽に話し合ったり、仕事と私生活の両立のための工夫
やポイントをシェアする交流の場をかねた機会として、皆様にご参加
いただいています。
　生田キャンパスを皮切りに、駿河台キャンパス、中野キャンパスで
開催し、学部間を超えた交流の場、情報交換の場として今後も開催し
ていく予定です。

	 男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部
  ロゴマーク・愛称決定！
　明治大学の女性研究者支援・研究力向上に取組む組織のイメー
ジを分かりやすく表現し幅広く周知するロゴマークと愛称を6/23	
～	7/31 で学内公募しました。

●	ロゴマーク優秀賞	１点	………………………………賞状および副賞
●	愛称優秀賞　　　	１点	………………………………賞状および副賞

活動報告

パネルディスカ
ッションの様子

駿河台キャンパスにて

ロールモデル集
表紙 ロールモデル集	目次

中野キャンパスにて生田キャンパスにて

愛称　ＭＵＧＥＤ（ミュジェッド）
商学部商学科
川島佳大さんの作品

M ……………………………………… Meiji の M
U ……………………………………… University の U
G ……………………………………… Gender のG
E ……………………………………… Equality の E
D ……………………………………… Diversity の D

ロゴマーク
農学研究科生命科学専攻　
高橋遥香さんの作品
※デザインの採用とし、
愛称と合わせた
　改変をしています。

ロールモデル集	目次
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今後のイベント告知

国際シンポジウム「学術分野の男女共同参画と多様性について」
International symposium： Gender Equality and Diversity in the Research Environment

　11月 6日（金）・7日（土）に、明治大学駿河台キャンパスグ
ローバルフロントにおいて、明治大学男女共同参画推進センター女
性研究者研究活動支援事業推進本部、情報コミュニケーション学部
ジェンダーセンター、法科大学院ジェンダー法センターの３団体共
催国際シンポジウムを開催します。

11 月 6 日（金）　
国際シンポジウム
「国内の理系分野における男女共同参画の現状と世界の動向について」
基調講演1 	 	「理系分野における男女共同参画・女性研究者支援につ

いて」
講　演　者 	大坪久子（日本大学薬学部薬学研究所上席研究員）
基調講演2 	「学術分野の男女共同参画政策の世界的動向」
講　演　者 	ジャッキー・スティール
	 （東京大学社会科学研究所准教授）

11 月 7 日（土）　
第1分科会 	「21世紀を研究者として生きる
	 		―女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

（事前申込制）
	 	「タイにおける女性のエンパワーメント
	 	―社会的・経済的・文化的状況」（事前申込制）
第2分科会 	「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

国際シンポジウム関連イベント開催
11 月 6 日（金）　 
日韓若手女性研究者フォーラム
「身体・表象・ジェンダー」（事前申込制）
共  　　催 	 	明治大学情報コミュニケーション研究科
	 明治大学身体コミュニケーション研究所
	 成均館大学校芸術学研究科

　生田キャンパスにて、主に本学の女性研究者を招き、ご自身のキ
ャリアや研究内容、研究者としての生活などを座談会形式でお話い
ただく「ランチョンセミナー」を開催します。将来、理系研究者を
志す学生がより具体的なビジョンを描くための一助となることを目

的とします。また、男女共同参画をテーマとする会なども開催する
予定です。
　多くの学生・教職員が参加しやすいようランチアワーに開催しま
す。皆さまのご参加をお待ちしております。

　本事業では女性研究者研究活動支援のため、現在本学で活躍中の
研究者を中心に、ライフイベント中の研究者や、学生らも交えて、
昼食の時間を利用したランチ交流会を開催しています。詳しくは

p4をご覧ください。秋学期も各キャンパスで開催予定です。ご興
味のある方はお気軽にお問い合わせください。

※詳細情報はHPをご確認ください。

　明治大学生田キャンパスにて行われる学園祭『生明祭』（11月
21日～ 23日）にて、理系研究者を目指す学生のためのイベント
を開催します。研究所や企業で働く理系OG3名を招き、研究や仕
事の魅力などをお話いただきます。「理系に進んだきっかけ」、「学

生時代」、「仕事のやりがい」、「ワークライフバランス」等々。身近
な事例を聞くことで、様々な働き方やライフスタイルなどを学び、
キャリアプランを考えるきっかけになればと思います。

日　時 	 	生明祭開催期間	［11月21日（土）～23日（月）］
会　場 	 	生田キャンパス

	 ※	日時・会場につきましては、詳細が決まり次第、HP等でお知らせいたします。　

ゲストスピーカー 	 	
理工学研究科機械工学専攻　修了

阿部由布子さん（株式会社日立製作所	情報・通信システム社）
農学研究科生命科学専攻　修了

樋口　葉さん（株式会社ロッテ	中央研究所）
理工学研究科応用化学専攻　修了

関根由莉奈さん（国立研究開発法人	日本原子力研究開発機構）
	本学教員７名のインタビューを
掲載した「ロールモデル集」を
プレゼントします！

『理系OGに聞く！理系研究者の未来 ～働き方・ライフスタイル～』

中野キャンパス
2015年 12月開催予定

生田キャンパス
2015年 10月 23日（金）
12：00～ 13：00

駿河台キャンパス
2015年 10月 29日（木）
12：00～ 13：00

参加者
特典

 理系 OG によるトークイベント＠生明祭を開催します

 国際シンポジウムを開催します  生田ランチョンセミナーを開催します

 ランチ交流会　開催のお知らせ

第１回ランチョンセミナー
日  　　時 	10 月下旬予定・ランチアワー
場  　　所 	生田キャンパス中央校舎の教室
講  　　師 	石田祥子	理工学部機械工学科助教　
講 演 内 容 	ご自身のキャリアと研究内容について（仮）
※詳細が決まり次第、HP等でお知らせいたします。

第２回ランチョンセミナー
日  　　時 	12 月上旬予定・ランチアワー
場  　　所 	生田キャンパス中央校舎の教室
講  　　師 	 村みよ子	法科大学院教授・推進本部代表	予定
講 演 内 容 	大学における男女共同参画について（仮）
※詳細が決まり次第、HP等でお知らせいたします。
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ラ イ フ シ ェ ア リ ン グ 共 に 前 へ

 ニューズレター創刊にあたり ………… 1

 本取組みについて ………………………………………… 2

▶ 主な支援事業の紹介  …………………………………………………… 3

▶ 活動報告
 「キックオフシンポジウム開催」「ランチ会報告」 …………………… 4
 「ロールモデル集について」「ロゴマーク・愛称決定」 …………… 5

▶ 今後のイベント告知 
 「国際シンポジウム」、「生明祭」 ……………………………………………… 6
 「生田ランチョンセミナー」、「ランチ会告知」 ………………………… 7

C O N T E N T S

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部
〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階
TEL 03-3296-4655　FAX 03-3296-4656
E-mail danjo@meiji.ac.jp
URL http://www.meiji.ac.jp/koho/diversity/index.html

　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一般型）」に採択され、同
推進本部の代表に就任しまし
た。活気あふれる明治大学の
男女共同参画推進の取組みを
さらに「前へ」進めるために、
微力を尽くす所存です。これ
は、単に女性研究者の数を増
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・職場
環境を作り上げてゆく取組みです。男女の教職員・学生・留学生
等が個性を発揮できる男女共同参画社会を作り上げるために、両
立支援や若手研究者のエンパワーメント支援が、有効な機会にな
ることを願っています。皆様のご参加、ご協力とご支援をどうぞ
よろしくお願いいたします。

　本学は、昨年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことを受け、
「男女共同参画推進センター」、
「女性研究者研究活動支援事業
推進本部」を設置いたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教職員・学生らすべて
の構成員を対象に男女共同参画
の一層の推進に取り組んでおり
ます。この間、皆様には全学ア
ンケートにご協力をいただき誠
にありがとうございました。貴
重なご意見は今後の事業に充分反映させて参る所存です。
　この半年の活動としまして、各キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集等を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の実情と要望を聞くことがで
きました。また、今年度後半には、国際シンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行等を予定しています。
　一方、本事業の主たる目標に理系学部における女性教員増があり
ます。6月に理系３学部長との懇談会を開催し、本学の実情にあった
方法を模索しているところです。このほかにも、付属明治高等学校・
中学校との連携を図りながら、将来の理系研究者の発掘を進めて参
ります。今後ともご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。

ニューズレター創刊にあたり
男女共同参画推進センター

センター長　

長尾　進

女性研究者研究活動支援事業

推進本部代表　

村　みよ子
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 「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部「MUGED」

ラ イ フ シ ェ ア リ ン グ 共 に 前 へ

2016年3月18日発行

ラ イ フ シ ェ ア リ ン グ 共 に 前 へ

 今年度の活動報告と
事業最終年度に向けて …………………………… 1

 サイエンス・サポーター（SS）
制度について ……………………………………………………… 2

 保育費用補助制度について ……………… 3

▶ 国際シンポジウムを開催しました  ………………………… 4

▶ 活動報告
 「ランチ交流会を開催しています」
「生明祭にてトークイベントを開催しました」 ……………………………… 5
 「生田ランチョンセミナーを開催しました」 …………………………… 6

▶ 今後のイベント告知 
「ランチ交流会 開催のお知らせ」

「リバティアカデミーオープン講座（生田）を開催します」

「HPリニューアルのお知らせ」 ……………………………………………… 6

▶ アンケート結果報告  …………………………………………………… 7

C O N T E N T S

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部
〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階
TEL 03-3296-4655　FAX 03-3296-4656
E-mail danjo@meiji.ac.jp
URL http://muged.meiji.jp

　2014 年 11 月採択の本事業も、2016 年 4月から、早く

も最終年度に入ります。これまで 1年 5か月の間に、男女共

同参画推進センターおよび女性研究者研究活動支援事業推進

本部（駿河台・生田）開設、サイエンス・サポーター制度・

保育費用補助制度（後掲 2、3頁）など、種々の取組をして

きました。「できることはすべて実施したい」と意気込んでい

ますが、実際には教員の任用など効果が出るのに時間がかか

る問題も多く、理系女性研究者「採用」25.0％（2017 年 3

月時点）という数字も高い目標です（2016年 2月現在、女性

専任教員比率は全学で18.3％、理系 3学部 9.5％で、大学院

では女性ゼロの部局もあります）。

　今後は各部局の具体的事情を考慮しつつ意見交換を行い、

種々の誤解を取り除いてコンセンサスを得ながら進まなけれ

ばなりません。男女共同参画の取組も、決して女性を優遇す

るためのものではありません。例えば学内保育園等の利用資

格も男女を問わないとすれば、実際には、研究・教育・労働

環境を改善する両立支援策のメリットは、むしろ男性教職員

の側にあるといえます。男性教職員を含め、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言って

頂けるように、粘り強く取組を続けてゆかなければなりませ

ん。これからも一丸となって頑張りたいと思いますので、力

強いご支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

今年度の活動報告と事業最終年度に向けて
男女共同参画推進センター    
女性研究者研究活動支援事業推進本部（MUGED）

代表　 村　みよ子
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利用者からの声

研究者応募資格
　本学に在籍する研究者（ポストドクターを含む）のうち、次のいずれかの者
（１）出産予定者、または小学校６年生までの子供を育児している女性研究者
（２）配偶者が（大学、大学共同利用機関、または独立行政法人に所属する）研究者で、出産予定、または小学校６年生までの子を育児して

いる男性研究者
（３）市区町村から要介護の認定を受けている親族（同居）を介護している女性研究者
（４）配偶者が（大学、大学共同利用機関、または独立行政法人に所属する）研究者で、市区町村から要介護の認定を受けている親族（同

居）を介護している男性研究者

研究支援者（サイエンス・サポーター＜ライフイベント型＞）応募資格
　本学学部・大学院に在籍する学生

　本学に在籍する研究者のうち、次のいずれかの者
ただし、本人又は配偶者が産前・産後休暇、育児休業又は介護休業中にある者を除く。
（１）出産予定者、または小学校６年生までの子供を育児している女性研究者
（２）配偶者が（大学または独立行政法人等に所属する）研究者で、出産予定者または小学校６年生までの子を育児している男性研究者
※配偶者には、婚姻の届出の有無にかかわらず、事実上婚姻関係と同様の事情にあると推進本部代表が認める者を含む。

（１）以下の必要書類①～③をそろえて「男女共同参画推進セン
ター女性研究者研究活動支援事業推進本部」宛に提出する。
①	領収書（原本）
②	利用明細書の写し（利用日・利用時間・利用単価・交通
費などが記載されたもの）

③	保育費用補助申請書兼口座振込依頼書（HPよりダウン
ロード）

（２）推進本部にて審査後、助成が適当と認めた場合は「決定通
知書」を送付し、指定された口座に振込むことにより交付
する。

　本事業の一環として、本学の研究者のライフイベント（出産・育児・
介護）と研究の両立、およびワーク・ライフ・バランスの確保を目的と
した支援制度「サイエンス・サポーター制度」を実施しております。
　研究活動の支援を必要とする「研究者」に、「研究支援者（サイ
エンス・サポーター＜ライフイベント型＞）」を派遣し、研究に関

する補助業務を支援する制度です。
　研究支援者につきましては、これまでは本学大学院に在籍する学
生のみを対象としておりましたが、2015年 12月より学部生も対
象となり、より多くの方にご利用いただける制度となりました。
　応募方法等詳細につきましては、HPをご確認ください。

　本制度は、本学の研究者の育児と研究の両立を支援することを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病後児保育、学童保育の利用料金
の一部を補助するものです。

支援内容

補助内容

実施期間

申込み・問い合わせ先

補助対象となる利用目的

申請方法

　研究者の実験・調査補助、データの入力・解析補助、論文作成補助、学会資料・申請書・報告資料作成補助、その他研究に関する補助業務
※研究補助業務以外（教育・保育に関する業務等）を行うことはできません。

　補助額の上限は、以下の通りです。	
●	 利用料金の２分の１（入会金、年会費、月会費、登録料などは
除く）

●		 子ども１人あたり年度につき、４万円まで

　本制度は、研究業務を目的とする以下の事由において、支援対
象とします。
① 夜間保育、休日保育の利用
②	病児・病後児保育の利用
③	①または②に準ずる学童保育の利用
※入試業務・補講業務など教育に関する業務についての保育利用は対象外とします。

2016年１月 27日～ 2017年３月 31日

明治大学男女共同参画推進センター 
女性研究者研究活動支援事業推進本部

	＜駿河台キャンパス＞	アカデミーコモン7階	
	 Tel	:	03-3296-4655	

＜生田キャンパス＞		 中央校舎 2階	
	 Tel	:	044-934-7603	

E-mail	 :	danjo@meiji.ac.jp	
ホームページ	：http://muged.meiji.jp

※詳細はお問い合わせください。
※本制度は平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」の一環として実施す
るため、補助事業の完了日（2017年３月 31日）をもって終了
となります。

支援制度について

●	国際会議および関連イベントを複数、
しかも同時期に企画運営しなければな
らなかったので、SS の支援が大きな
力となりました。（育児／文系・女性）

●	各種業務に多忙な申請者に時間的余裕
が生まれ、研究成果を学術講演会で発
表予定の共著論文としてまとめること
ができた。また、申請者およびSSが共
同研究をし、2015 年度研究助成に申
請し採択されるなど、研究の推進に効
果をあげている。（育児／理系・男性）

●	報告書等多忙な時期でもあり助かりま
した。本制度はライフイベントを乗り
越えるに際し、大変有効と思います。
しかし、採用対象が大学院生のみとい
うのは非常に残念です。（育児／理系・
女性）

応募資格

利用対象者

利用者及びアンケートのご要望にお応えして、
この12月より、サイエンス・サポーター応募資格を

大学院生のみならず

「学部生」にまで拡充しました。

 「サイエンス・サポーター（SS）制度」について  「保育費用補助制度」について
2015 年 12 月より学部生も対象となり、
より多くの方にご利用いただける制度となりました。

「
保
育
費
用
補
助
制
度
」
を

 

ご
存
知
で
す
か

本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp
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しかも同時期に企画運営しなければな
らなかったので、SS の支援が大きな
力となりました。（育児／文系・女性）

●	各種業務に多忙な申請者に時間的余裕
が生まれ、研究成果を学術講演会で発
表予定の共著論文としてまとめること
ができた。また、申請者およびSSが共
同研究をし、2015 年度研究助成に申
請し採択されるなど、研究の推進に効
果をあげている。（育児／理系・男性）

●	報告書等多忙な時期でもあり助かりま
した。本制度はライフイベントを乗り
越えるに際し、大変有効と思います。
しかし、採用対象が大学院生のみとい
うのは非常に残念です。（育児／理系・
女性）

応募資格

利用対象者

利用者及びアンケートのご要望にお応えして、
この12月より、サイエンス・サポーター応募資格を

大学院生のみならず

「学部生」にまで拡充しました。

 「サイエンス・サポーター（SS）制度」について  「保育費用補助制度」について
2015 年 12 月より学部生も対象となり、
より多くの方にご利用いただける制度となりました。

「
保
育
費
用
補
助
制
度
」
を

 

ご
存
知
で
す
か

本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp
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 ランチ交流会を開催しています

 生明祭にてトークイベントを開催しました

 第一分科会

 第二分科会

　本学の研究者や学生らを交えて、
昼食の時間を利用したランチ交流会
を駿河台・生田・中野キャンパスに
て開催しています。
　駿河台キャンパスでは計２回、生
田キャンパスでは計４回、中野キャ
ンパスでは計２回開催し、多くの方
に参加いただきました。参加いただ
いた方からは以下のようなお声をい
ただいています。
　「様々な立場の方々の話を聞くこと
ができ、勉強になった」
　「学業の進め方、産休の取り方まで
たくさんの情報を得ることができた」
　今後は、和泉キャンパスでの開催
も予定しております。皆様、ぜひお
気軽にお越しください。

　生田キャンパスにて行われる学園祭「生明祭」にて、11 月 21
日に理系OGによるトークイベントを開催しました。
　イベントでは、学生にとってキャリアプランを考えるきっかけ
になることを目的として、研究所や企業で働く理系OG３名を招
き、「理系に進んだきっかけ」「学生時代」「仕事のやりがい」「仕
事とプライベートの自分なりの捉え方」「自分のキャリアプラン」

などご自身の経験談やこれからの目標などをお話いただきました。
　当日は、学園祭ということもあり、女子中高生と保護者の方が
聞いている姿も多く見られ、非常に多くの方に足を運んでいただ
きました。
　学内外から多数のご参加をいただき、ありがとうございました。

　社会のグローバル化が進む中、企業だけでなく大学等の教育・研
究機関においても雇用の柔軟化・流動化が始まり、任期付ポジショ
ンの導入・拡大が起こりました。同時に、研究者のライフコースに
も変化が生じています。教育に費やす期間の長期化は、職業キャリ
アのみならず結婚や出産といったライフイベントの遅延等をもたら
し、研究者の家族のキャリアにも影響を与えています。セッションA

では、大学等の研究教育機関で研究者・教員として働くことを志す
人々のキャリア形成の現状について国際比較と男女共同参画の視点
から検討、セッションBでは、タイにおける女性のエンパワーメン
トについて様々な角度から検討、とりわけタイ経済におけるジェン
ダーの問題を取り上げ、タイにおけるジェンダー関係の社会構造に
ついて学び、日本の状況との類似点や相違点について討論しました。

　明治大学法科大学院ジェンダー法センターは、専門法曹養成研究
教育センター（現・専門法曹養成機関）として 2006 年に開設さ
れ、学内外の多くの連携機関と協力して、男女共同参画推進および
専門法曹のために取組を行ってきました。法科大学院ジェンダー法
センター主催・推進本部共催、日本弁護士連合会、日本女性法律家
協会、ジェンダー法学会の後援で、「女性研究者・法曹養成と男女

共同参画政策」をテーマとする分科会を開催しました。第二分科会
は２部構成でのセッションを実施しました。このセッションでは、
女性研究者支援のためのポジティブ・アクションの実効性の問題や
女性法曹育成の課題、そして男女共同参画政策について、第１部で
は研究者からの報告、第２部では実務家からの報告をいただき、討
論しました。	

国際シンポジウムを開催しました 活動報告

生田キャンパスにて

International Symposium:
Gender Equality and Diversity in the Research Environment

２０１５年１１月６日（金）開会式・全体会 ７日（土）分科会
会場：明治大学駿河台キャンパス グローバルフロント 

共催：明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部※
         明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター   明治大学法科大学院ジェンダー法センター
後援：明治大学専任教授連合会

・基調講演

  ・大坪久子（日本大学薬学部薬学研究所上席研究員）
  　理系分野における男女共同参画・女性研究者支援について

  ・ジャッキー・スティール（東京大学社会科学研究所准教授）
  　学術分野の男女共同参画政策の世界的動向

・開会宣言・趣旨説明・ロゴマークの発表 　 
　女性研究者研究活動支援事業推進本部代表、法科大学院ジェンダー法センター長　辻村みよ子

・開会挨拶　明治大学副学長　勝悦子

・来賓挨拶　内閣府男女共同参画局長　武川恵子

・海外ゲスト挨拶　
　チョンプヌッ・K・パームプーンウィワット（タイ・シーナカリンウィロート大学准教授）

・閉会挨拶　明治大学副学長、男女共同参画推進センター長　長尾進　

・司会　情報コミュニケーション学部専任講師　脇本竜太郎

・全体会コーディネーター　商学部教授　中林真理子

１１月６日（金）　開会式・全体会

〈会場〉 
〈時間〉 
〈言語〉

グローバルフロント１階グローバルホール
１５:００～１７:００（開場１４:３０）
（英語・日本語、通訳あり）

〈会　　場〉 
〈使用言語〉

グローバルフロント17階Ｃ５会議室
英語（一部日本語、通訳あり）

１１月 7 日（土）　分科会

（Living as a Researcher in the Twenty-First Century: 
                            Opportunities and Obstacles to Women’s Academic Career）

A 「21 世紀を研究者として生きる――
　　　　 女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

 ※事前申込制  申込先：gender@meiji.ac.jp

 ※事前申込制  申込先：gender@meiji.ac.jp

 ※入場自由　問合せ先：cgal@meiji.ac.jp

【第１分科会】情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター主催・推進本部共催

【第 2 分科会】法科大学院ジェンダー法センター主催・推進本部共催

〈時　　間〉  13:00 ～ 15:30

（Women's Empowerment: Social, Economic and Cultural Aspects in Thailand）

（Promoting Female Researchers and Lawyers through Gender Equality Policies）

B 「タイにおける女性のエンパワーメント――
　　　　　　　　　　　社会的・経済的・文化的状況」

〈時　　間〉  16:00 ～ 17:30

〈会　　場〉  グローバルフロント１階多目的室
〈時　　間〉  10:00 ～ 13:00
〈使用言語〉  日本語

後援：日本弁護士連合会、日本女性法律家協会、ジェンダー法学会
「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

角田由紀子・打越さく良弁護士等講演

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部 
〒101-8301
東京都千代田区神田駿河台 1-1
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7 階
TEL：03-3296-4655 　FAX：03-3296-4656
E-mail：danjo@meiji.ac.jp
URL：http://www.meiji.ac.jp/koho/diversity/index.html

【国際シンポジウム関連イベント】（事前申込制　申込先：gender@meiji.ac.jp） http://www.meiji.ac.jp/infocom/gender/
日韓若手女性研究者フォーラム　「身体・表象・ジェンダー」  （共催 : 明治大学情報コミュニケーション研究科 成均館大学校芸術学研究科 他）

明治大学国際シンポジウム

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

※平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

託児所をご利用の方は
事前申し込みが必要となります。

10月30日
締め切り。

無料

託児ルーム開室

グローバルフロント

・分科会紹介
　男女共同参画推進センター副センター長、情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター長　細野はるみ

　2015 年 11月 6 日および 7日、明治大学の男女共同参画
推進に関わる 3 つの組織（男女共同参画推進センター女性研
究者研究活動支援事業推進本部、情報コミュニケーション学
部ジェンダーセンター、法科大学院ジェンダー法センター）
の共催で、国際シンポジウムを開催しました。2日間にわたる
シンポジウムでは、日本国内と海外の研究者がアカデミック
な領域での男女共同参画のあり方について討論しました。全
体会では、基調講演者に学術分野の男女共同参画政策の世界
的動向について講演していただくことで、国内の理系分野の
男女共同参画や女性研究者支援、世界における日本の状況に
ついて理解を深めました。分科会では、ジェンダーセンター
とジェンダー法センターが中心となって学術分野や法曹界の
男女共同参画の多様性について討論しました。
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平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
 「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部「MUGED」
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明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部
〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階
TEL 03-3296-4655　FAX 03-3296-4656
E-mail danjo@meiji.ac.jp
URL http://muged.meiji.jp

　2014 年 11 月採択の本事業も、2016 年 4月から、早く

も最終年度に入ります。これまで 1年 5か月の間に、男女共

同参画推進センターおよび女性研究者研究活動支援事業推進

本部（駿河台・生田）開設、サイエンス・サポーター制度・

保育費用補助制度（後掲 2、3頁）など、種々の取組をして

きました。「できることはすべて実施したい」と意気込んでい

ますが、実際には教員の任用など効果が出るのに時間がかか

る問題も多く、理系女性研究者「採用」25.0％（2017 年 3

月時点）という数字も高い目標です（2016年 2月現在、女性

専任教員比率は全学で18.3％、理系 3学部 9.5％で、大学院

では女性ゼロの部局もあります）。

　今後は各部局の具体的事情を考慮しつつ意見交換を行い、

種々の誤解を取り除いてコンセンサスを得ながら進まなけれ

ばなりません。男女共同参画の取組も、決して女性を優遇す

るためのものではありません。例えば学内保育園等の利用資

格も男女を問わないとすれば、実際には、研究・教育・労働

環境を改善する両立支援策のメリットは、むしろ男性教職員

の側にあるといえます。男性教職員を含め、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言って

頂けるように、粘り強く取組を続けてゆかなければなりませ

ん。これからも一丸となって頑張りたいと思いますので、力

強いご支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

今年度の活動報告と事業最終年度に向けて
男女共同参画推進センター    
女性研究者研究活動支援事業推進本部（MUGED）

代表　 村　みよ子
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利用者からの声

研究者応募資格
　本学に在籍する研究者（ポストドクターを含む）のうち、次のいずれかの者
（１）出産予定者、または小学校６年生までの子供を育児している女性研究者
（２）配偶者が（大学、大学共同利用機関、または独立行政法人に所属する）研究者で、出産予定、または小学校６年生までの子を育児して

いる男性研究者
（３）市区町村から要介護の認定を受けている親族（同居）を介護している女性研究者
（４）配偶者が（大学、大学共同利用機関、または独立行政法人に所属する）研究者で、市区町村から要介護の認定を受けている親族（同

居）を介護している男性研究者

研究支援者（サイエンス・サポーター＜ライフイベント型＞）応募資格
　本学学部・大学院に在籍する学生

　本学に在籍する研究者のうち、次のいずれかの者
ただし、本人又は配偶者が産前・産後休暇、育児休業又は介護休業中にある者を除く。
（１）出産予定者、または小学校６年生までの子供を育児している女性研究者
（２）配偶者が（大学または独立行政法人等に所属する）研究者で、出産予定者または小学校６年生までの子を育児している男性研究者
※配偶者には、婚姻の届出の有無にかかわらず、事実上婚姻関係と同様の事情にあると推進本部代表が認める者を含む。

（１）以下の必要書類①～③をそろえて「男女共同参画推進セン
ター女性研究者研究活動支援事業推進本部」宛に提出する。
①	領収書（原本）
②	利用明細書の写し（利用日・利用時間・利用単価・交通
費などが記載されたもの）

③	保育費用補助申請書兼口座振込依頼書（HPよりダウン
ロード）

（２）推進本部にて審査後、助成が適当と認めた場合は「決定通
知書」を送付し、指定された口座に振込むことにより交付
する。

　本事業の一環として、本学の研究者のライフイベント（出産・育児・
介護）と研究の両立、およびワーク・ライフ・バランスの確保を目的と
した支援制度「サイエンス・サポーター制度」を実施しております。
　研究活動の支援を必要とする「研究者」に、「研究支援者（サイ
エンス・サポーター＜ライフイベント型＞）」を派遣し、研究に関

する補助業務を支援する制度です。
　研究支援者につきましては、これまでは本学大学院に在籍する学
生のみを対象としておりましたが、2015年 12月より学部生も対
象となり、より多くの方にご利用いただける制度となりました。
　応募方法等詳細につきましては、HPをご確認ください。

　本制度は、本学の研究者の育児と研究の両立を支援することを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病後児保育、学童保育の利用料金
の一部を補助するものです。

支援内容

補助内容

実施期間

申込み・問い合わせ先

補助対象となる利用目的

申請方法

　研究者の実験・調査補助、データの入力・解析補助、論文作成補助、学会資料・申請書・報告資料作成補助、その他研究に関する補助業務
※研究補助業務以外（教育・保育に関する業務等）を行うことはできません。

　補助額の上限は、以下の通りです。	
●	 利用料金の２分の１（入会金、年会費、月会費、登録料などは
除く）

●		 子ども１人あたり年度につき、４万円まで

　本制度は、研究業務を目的とする以下の事由において、支援対
象とします。
① 夜間保育、休日保育の利用
②	病児・病後児保育の利用
③	①または②に準ずる学童保育の利用
※入試業務・補講業務など教育に関する業務についての保育利用は対象外とします。

2016年１月 27日～ 2017年３月 31日

明治大学男女共同参画推進センター 
女性研究者研究活動支援事業推進本部

	＜駿河台キャンパス＞	アカデミーコモン7階	
	 Tel	:	03-3296-4655	

＜生田キャンパス＞		 中央校舎 2階	
	 Tel	:	044-934-7603	

E-mail	 :	danjo@meiji.ac.jp	
ホームページ	：http://muged.meiji.jp

※詳細はお問い合わせください。
※本制度は平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」の一環として実施す
るため、補助事業の完了日（2017年３月 31日）をもって終了
となります。

支援制度について

●	国際会議および関連イベントを複数、
しかも同時期に企画運営しなければな
らなかったので、SS の支援が大きな
力となりました。（育児／文系・女性）

●	各種業務に多忙な申請者に時間的余裕
が生まれ、研究成果を学術講演会で発
表予定の共著論文としてまとめること
ができた。また、申請者およびSSが共
同研究をし、2015 年度研究助成に申
請し採択されるなど、研究の推進に効
果をあげている。（育児／理系・男性）

●	報告書等多忙な時期でもあり助かりま
した。本制度はライフイベントを乗り
越えるに際し、大変有効と思います。
しかし、採用対象が大学院生のみとい
うのは非常に残念です。（育児／理系・
女性）

応募資格

利用対象者

利用者及びアンケートのご要望にお応えして、
この12月より、サイエンス・サポーター応募資格を

大学院生のみならず

「学部生」にまで拡充しました。

 「サイエンス・サポーター（SS）制度」について  「保育費用補助制度」について
2015 年 12 月より学部生も対象となり、
より多くの方にご利用いただける制度となりました。

「
保
育
費
用
補
助
制
度
」
を

 

ご
存
知
で
す
か

本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp
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利用者からの声

研究者応募資格
　本学に在籍する研究者（ポストドクターを含む）のうち、次のいずれかの者
（１）出産予定者、または小学校６年生までの子供を育児している女性研究者
（２）配偶者が（大学、大学共同利用機関、または独立行政法人に所属する）研究者で、出産予定、または小学校６年生までの子を育児して

いる男性研究者
（３）市区町村から要介護の認定を受けている親族（同居）を介護している女性研究者
（４）配偶者が（大学、大学共同利用機関、または独立行政法人に所属する）研究者で、市区町村から要介護の認定を受けている親族（同

居）を介護している男性研究者

研究支援者（サイエンス・サポーター＜ライフイベント型＞）応募資格
　本学学部・大学院に在籍する学生

　本学に在籍する研究者のうち、次のいずれかの者
ただし、本人又は配偶者が産前・産後休暇、育児休業又は介護休業中にある者を除く。
（１）出産予定者、または小学校６年生までの子供を育児している女性研究者
（２）配偶者が（大学または独立行政法人等に所属する）研究者で、出産予定者または小学校６年生までの子を育児している男性研究者
※配偶者には、婚姻の届出の有無にかかわらず、事実上婚姻関係と同様の事情にあると推進本部代表が認める者を含む。

（１）以下の必要書類①～③をそろえて「男女共同参画推進セン
ター女性研究者研究活動支援事業推進本部」宛に提出する。
①	領収書（原本）
②	利用明細書の写し（利用日・利用時間・利用単価・交通
費などが記載されたもの）

③	保育費用補助申請書兼口座振込依頼書（HPよりダウン
ロード）

（２）推進本部にて審査後、助成が適当と認めた場合は「決定通
知書」を送付し、指定された口座に振込むことにより交付
する。

　本事業の一環として、本学の研究者のライフイベント（出産・育児・
介護）と研究の両立、およびワーク・ライフ・バランスの確保を目的と
した支援制度「サイエンス・サポーター制度」を実施しております。
　研究活動の支援を必要とする「研究者」に、「研究支援者（サイ
エンス・サポーター＜ライフイベント型＞）」を派遣し、研究に関

する補助業務を支援する制度です。
　研究支援者につきましては、これまでは本学大学院に在籍する学
生のみを対象としておりましたが、2015年 12月より学部生も対
象となり、より多くの方にご利用いただける制度となりました。
　応募方法等詳細につきましては、HPをご確認ください。

　本制度は、本学の研究者の育児と研究の両立を支援することを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病後児保育、学童保育の利用料金
の一部を補助するものです。

支援内容

補助内容

実施期間

申込み・問い合わせ先

補助対象となる利用目的

申請方法

　研究者の実験・調査補助、データの入力・解析補助、論文作成補助、学会資料・申請書・報告資料作成補助、その他研究に関する補助業務
※研究補助業務以外（教育・保育に関する業務等）を行うことはできません。

　補助額の上限は、以下の通りです。	
●	 利用料金の２分の１（入会金、年会費、月会費、登録料などは
除く）

●		 子ども１人あたり年度につき、４万円まで

　本制度は、研究業務を目的とする以下の事由において、支援対
象とします。
① 夜間保育、休日保育の利用
②	病児・病後児保育の利用
③	①または②に準ずる学童保育の利用
※入試業務・補講業務など教育に関する業務についての保育利用は対象外とします。

2016年１月 27日～ 2017年３月 31日

明治大学男女共同参画推進センター 
女性研究者研究活動支援事業推進本部

	＜駿河台キャンパス＞	アカデミーコモン7階	
	 Tel	:	03-3296-4655	

＜生田キャンパス＞		 中央校舎 2階	
	 Tel	:	044-934-7603	

E-mail	 :	danjo@meiji.ac.jp	
ホームページ	：http://muged.meiji.jp

※詳細はお問い合わせください。
※本制度は平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」の一環として実施す
るため、補助事業の完了日（2017年３月 31日）をもって終了
となります。

支援制度について

●	国際会議および関連イベントを複数、
しかも同時期に企画運営しなければな
らなかったので、SS の支援が大きな
力となりました。（育児／文系・女性）

●	各種業務に多忙な申請者に時間的余裕
が生まれ、研究成果を学術講演会で発
表予定の共著論文としてまとめること
ができた。また、申請者およびSSが共
同研究をし、2015 年度研究助成に申
請し採択されるなど、研究の推進に効
果をあげている。（育児／理系・男性）

●	報告書等多忙な時期でもあり助かりま
した。本制度はライフイベントを乗り
越えるに際し、大変有効と思います。
しかし、採用対象が大学院生のみとい
うのは非常に残念です。（育児／理系・
女性）

応募資格

利用対象者

利用者及びアンケートのご要望にお応えして、
この12月より、サイエンス・サポーター応募資格を

大学院生のみならず

「学部生」にまで拡充しました。

 「サイエンス・サポーター（SS）制度」について  「保育費用補助制度」について
2015 年 12 月より学部生も対象となり、
より多くの方にご利用いただける制度となりました。

「
保
育
費
用
補
助
制
度
」
を

 

ご
存
知
で
す
か

本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp
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 ランチ交流会を開催しています

 生明祭にてトークイベントを開催しました

 第一分科会

 第二分科会

　本学の研究者や学生らを交えて、
昼食の時間を利用したランチ交流会
を駿河台・生田・中野キャンパスに
て開催しています。
　駿河台キャンパスでは計２回、生
田キャンパスでは計４回、中野キャ
ンパスでは計２回開催し、多くの方
に参加いただきました。参加いただ
いた方からは以下のようなお声をい
ただいています。
　「様々な立場の方々の話を聞くこと
ができ、勉強になった」
　「学業の進め方、産休の取り方まで
たくさんの情報を得ることができた」
　今後は、和泉キャンパスでの開催
も予定しております。皆様、ぜひお
気軽にお越しください。

　生田キャンパスにて行われる学園祭「生明祭」にて、11 月 21
日に理系OGによるトークイベントを開催しました。
　イベントでは、学生にとってキャリアプランを考えるきっかけ
になることを目的として、研究所や企業で働く理系OG３名を招
き、「理系に進んだきっかけ」「学生時代」「仕事のやりがい」「仕
事とプライベートの自分なりの捉え方」「自分のキャリアプラン」

などご自身の経験談やこれからの目標などをお話いただきました。
　当日は、学園祭ということもあり、女子中高生と保護者の方が
聞いている姿も多く見られ、非常に多くの方に足を運んでいただ
きました。
　学内外から多数のご参加をいただき、ありがとうございました。

　社会のグローバル化が進む中、企業だけでなく大学等の教育・研
究機関においても雇用の柔軟化・流動化が始まり、任期付ポジショ
ンの導入・拡大が起こりました。同時に、研究者のライフコースに
も変化が生じています。教育に費やす期間の長期化は、職業キャリ
アのみならず結婚や出産といったライフイベントの遅延等をもたら
し、研究者の家族のキャリアにも影響を与えています。セッションA

では、大学等の研究教育機関で研究者・教員として働くことを志す
人々のキャリア形成の現状について国際比較と男女共同参画の視点
から検討、セッションBでは、タイにおける女性のエンパワーメン
トについて様々な角度から検討、とりわけタイ経済におけるジェン
ダーの問題を取り上げ、タイにおけるジェンダー関係の社会構造に
ついて学び、日本の状況との類似点や相違点について討論しました。

　明治大学法科大学院ジェンダー法センターは、専門法曹養成研究
教育センター（現・専門法曹養成機関）として 2006 年に開設さ
れ、学内外の多くの連携機関と協力して、男女共同参画推進および
専門法曹のために取組を行ってきました。法科大学院ジェンダー法
センター主催・推進本部共催、日本弁護士連合会、日本女性法律家
協会、ジェンダー法学会の後援で、「女性研究者・法曹養成と男女

共同参画政策」をテーマとする分科会を開催しました。第二分科会
は２部構成でのセッションを実施しました。このセッションでは、
女性研究者支援のためのポジティブ・アクションの実効性の問題や
女性法曹育成の課題、そして男女共同参画政策について、第１部で
は研究者からの報告、第２部では実務家からの報告をいただき、討
論しました。	

国際シンポジウムを開催しました 活動報告

生田キャンパスにて

International Symposium:
Gender Equality and Diversity in the Research Environment

２０１５年１１月６日（金）開会式・全体会 ７日（土）分科会
会場：明治大学駿河台キャンパス グローバルフロント 

共催：明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部※
         明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター   明治大学法科大学院ジェンダー法センター
後援：明治大学専任教授連合会

・基調講演

  ・大坪久子（日本大学薬学部薬学研究所上席研究員）
  　理系分野における男女共同参画・女性研究者支援について

  ・ジャッキー・スティール（東京大学社会科学研究所准教授）
  　学術分野の男女共同参画政策の世界的動向

・開会宣言・趣旨説明・ロゴマークの発表 　 
　女性研究者研究活動支援事業推進本部代表、法科大学院ジェンダー法センター長　辻村みよ子

・開会挨拶　明治大学副学長　勝悦子

・来賓挨拶　内閣府男女共同参画局長　武川恵子

・海外ゲスト挨拶　
　チョンプヌッ・K・パームプーンウィワット（タイ・シーナカリンウィロート大学准教授）

・閉会挨拶　明治大学副学長、男女共同参画推進センター長　長尾進　

・司会　情報コミュニケーション学部専任講師　脇本竜太郎

・全体会コーディネーター　商学部教授　中林真理子

１１月６日（金）　開会式・全体会

〈会場〉 
〈時間〉 
〈言語〉

グローバルフロント１階グローバルホール
１５:００～１７:００（開場１４:３０）
（英語・日本語、通訳あり）

〈会　　場〉 
〈使用言語〉

グローバルフロント17階Ｃ５会議室
英語（一部日本語、通訳あり）

１１月 7 日（土）　分科会

（Living as a Researcher in the Twenty-First Century: 
                            Opportunities and Obstacles to Women’s Academic Career）

A 「21 世紀を研究者として生きる――
　　　　 女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

 ※事前申込制  申込先：gender@meiji.ac.jp

 ※事前申込制  申込先：gender@meiji.ac.jp

 ※入場自由　問合せ先：cgal@meiji.ac.jp

【第１分科会】情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター主催・推進本部共催

【第 2 分科会】法科大学院ジェンダー法センター主催・推進本部共催

〈時　　間〉  13:00 ～ 15:30

（Women's Empowerment: Social, Economic and Cultural Aspects in Thailand）

（Promoting Female Researchers and Lawyers through Gender Equality Policies）

B 「タイにおける女性のエンパワーメント――
　　　　　　　　　　　社会的・経済的・文化的状況」

〈時　　間〉  16:00 ～ 17:30

〈会　　場〉  グローバルフロント１階多目的室
〈時　　間〉  10:00 ～ 13:00
〈使用言語〉  日本語

後援：日本弁護士連合会、日本女性法律家協会、ジェンダー法学会
「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

角田由紀子・打越さく良弁護士等講演

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部 
〒101-8301
東京都千代田区神田駿河台 1-1
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7 階
TEL：03-3296-4655 　FAX：03-3296-4656
E-mail：danjo@meiji.ac.jp
URL：http://www.meiji.ac.jp/koho/diversity/index.html

【国際シンポジウム関連イベント】（事前申込制　申込先：gender@meiji.ac.jp） http://www.meiji.ac.jp/infocom/gender/
日韓若手女性研究者フォーラム　「身体・表象・ジェンダー」  （共催 : 明治大学情報コミュニケーション研究科 成均館大学校芸術学研究科 他）

明治大学国際シンポジウム

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

※平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

託児所をご利用の方は
事前申し込みが必要となります。

10月30日
締め切り。

無料

託児ルーム開室

グローバルフロント

・分科会紹介
　男女共同参画推進センター副センター長、情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター長　細野はるみ

　2015 年 11月 6 日および 7日、明治大学の男女共同参画
推進に関わる 3 つの組織（男女共同参画推進センター女性研
究者研究活動支援事業推進本部、情報コミュニケーション学
部ジェンダーセンター、法科大学院ジェンダー法センター）
の共催で、国際シンポジウムを開催しました。2日間にわたる
シンポジウムでは、日本国内と海外の研究者がアカデミック
な領域での男女共同参画のあり方について討論しました。全
体会では、基調講演者に学術分野の男女共同参画政策の世界
的動向について講演していただくことで、国内の理系分野の
男女共同参画や女性研究者支援、世界における日本の状況に
ついて理解を深めました。分科会では、ジェンダーセンター
とジェンダー法センターが中心となって学術分野や法曹界の
男女共同参画の多様性について討論しました。
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 ランチ交流会を開催しています

 生明祭にてトークイベントを開催しました

 第一分科会

 第二分科会

　本学の研究者や学生らを交えて、
昼食の時間を利用したランチ交流会
を駿河台・生田・中野キャンパスに
て開催しています。
　駿河台キャンパスでは計２回、生
田キャンパスでは計４回、中野キャ
ンパスでは計２回開催し、多くの方
に参加いただきました。参加いただ
いた方からは以下のようなお声をい
ただいています。
　「様々な立場の方々の話を聞くこと
ができ、勉強になった」
　「学業の進め方、産休の取り方まで
たくさんの情報を得ることができた」
　今後は、和泉キャンパスでの開催
も予定しております。皆様、ぜひお
気軽にお越しください。

　生田キャンパスにて行われる学園祭「生明祭」にて、11 月 21
日に理系OGによるトークイベントを開催しました。
　イベントでは、学生にとってキャリアプランを考えるきっかけ
になることを目的として、研究所や企業で働く理系OG３名を招
き、「理系に進んだきっかけ」「学生時代」「仕事のやりがい」「仕
事とプライベートの自分なりの捉え方」「自分のキャリアプラン」

などご自身の経験談やこれからの目標などをお話いただきました。
　当日は、学園祭ということもあり、女子中高生と保護者の方が
聞いている姿も多く見られ、非常に多くの方に足を運んでいただ
きました。
　学内外から多数のご参加をいただき、ありがとうございました。

　社会のグローバル化が進む中、企業だけでなく大学等の教育・研
究機関においても雇用の柔軟化・流動化が始まり、任期付ポジショ
ンの導入・拡大が起こりました。同時に、研究者のライフコースに
も変化が生じています。教育に費やす期間の長期化は、職業キャリ
アのみならず結婚や出産といったライフイベントの遅延等をもたら
し、研究者の家族のキャリアにも影響を与えています。セッションA

では、大学等の研究教育機関で研究者・教員として働くことを志す
人々のキャリア形成の現状について国際比較と男女共同参画の視点
から検討、セッションBでは、タイにおける女性のエンパワーメン
トについて様々な角度から検討、とりわけタイ経済におけるジェン
ダーの問題を取り上げ、タイにおけるジェンダー関係の社会構造に
ついて学び、日本の状況との類似点や相違点について討論しました。

　明治大学法科大学院ジェンダー法センターは、専門法曹養成研究
教育センター（現・専門法曹養成機関）として 2006 年に開設さ
れ、学内外の多くの連携機関と協力して、男女共同参画推進および
専門法曹のために取組を行ってきました。法科大学院ジェンダー法
センター主催・推進本部共催、日本弁護士連合会、日本女性法律家
協会、ジェンダー法学会の後援で、「女性研究者・法曹養成と男女

共同参画政策」をテーマとする分科会を開催しました。第二分科会
は２部構成でのセッションを実施しました。このセッションでは、
女性研究者支援のためのポジティブ・アクションの実効性の問題や
女性法曹育成の課題、そして男女共同参画政策について、第１部で
は研究者からの報告、第２部では実務家からの報告をいただき、討
論しました。	

国際シンポジウムを開催しました 活動報告

生田キャンパスにて

International Symposium:
Gender Equality and Diversity in the Research Environment

２０１５年１１月６日（金）開会式・全体会 ７日（土）分科会
会場：明治大学駿河台キャンパス グローバルフロント 

共催：明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部※
         明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター   明治大学法科大学院ジェンダー法センター
後援：明治大学専任教授連合会

・基調講演

  ・大坪久子（日本大学薬学部薬学研究所上席研究員）
  　理系分野における男女共同参画・女性研究者支援について

  ・ジャッキー・スティール（東京大学社会科学研究所准教授）
  　学術分野の男女共同参画政策の世界的動向

・開会宣言・趣旨説明・ロゴマークの発表 　 
　女性研究者研究活動支援事業推進本部代表、法科大学院ジェンダー法センター長　辻村みよ子

・開会挨拶　明治大学副学長　勝悦子

・来賓挨拶　内閣府男女共同参画局長　武川恵子

・海外ゲスト挨拶　
　チョンプヌッ・K・パームプーンウィワット（タイ・シーナカリンウィロート大学准教授）

・閉会挨拶　明治大学副学長、男女共同参画推進センター長　長尾進　

・司会　情報コミュニケーション学部専任講師　脇本竜太郎

・全体会コーディネーター　商学部教授　中林真理子

１１月６日（金）　開会式・全体会

〈会場〉 
〈時間〉 
〈言語〉

グローバルフロント１階グローバルホール
１５:００～１７:００（開場１４:３０）
（英語・日本語、通訳あり）

〈会　　場〉 
〈使用言語〉

グローバルフロント17階Ｃ５会議室
英語（一部日本語、通訳あり）

１１月 7 日（土）　分科会

（Living as a Researcher in the Twenty-First Century: 
                            Opportunities and Obstacles to Women’s Academic Career）

A 「21 世紀を研究者として生きる――
　　　　 女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

 ※事前申込制  申込先：gender@meiji.ac.jp

 ※事前申込制  申込先：gender@meiji.ac.jp

 ※入場自由　問合せ先：cgal@meiji.ac.jp

【第１分科会】情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター主催・推進本部共催

【第 2 分科会】法科大学院ジェンダー法センター主催・推進本部共催

〈時　　間〉  13:00 ～ 15:30

（Women's Empowerment: Social, Economic and Cultural Aspects in Thailand）

（Promoting Female Researchers and Lawyers through Gender Equality Policies）

B 「タイにおける女性のエンパワーメント――
　　　　　　　　　　　社会的・経済的・文化的状況」

〈時　　間〉  16:00 ～ 17:30

〈会　　場〉  グローバルフロント１階多目的室
〈時　　間〉  10:00 ～ 13:00
〈使用言語〉  日本語

後援：日本弁護士連合会、日本女性法律家協会、ジェンダー法学会
「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

角田由紀子・打越さく良弁護士等講演

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部 
〒101-8301
東京都千代田区神田駿河台 1-1
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7 階
TEL：03-3296-4655 　FAX：03-3296-4656
E-mail：danjo@meiji.ac.jp
URL：http://www.meiji.ac.jp/koho/diversity/index.html

【国際シンポジウム関連イベント】（事前申込制　申込先：gender@meiji.ac.jp） http://www.meiji.ac.jp/infocom/gender/
日韓若手女性研究者フォーラム　「身体・表象・ジェンダー」  （共催 : 明治大学情報コミュニケーション研究科 成均館大学校芸術学研究科 他）

明治大学国際シンポジウム

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

※平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

託児所をご利用の方は
事前申し込みが必要となります。

10月30日
締め切り。

無料

託児ルーム開室

グローバルフロント

・分科会紹介
　男女共同参画推進センター副センター長、情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター長　細野はるみ

　2015 年 11月 6 日および 7日、明治大学の男女共同参画
推進に関わる 3 つの組織（男女共同参画推進センター女性研
究者研究活動支援事業推進本部、情報コミュニケーション学
部ジェンダーセンター、法科大学院ジェンダー法センター）
の共催で、国際シンポジウムを開催しました。2日間にわたる
シンポジウムでは、日本国内と海外の研究者がアカデミック
な領域での男女共同参画のあり方について討論しました。全
体会では、基調講演者に学術分野の男女共同参画政策の世界
的動向について講演していただくことで、国内の理系分野の
男女共同参画や女性研究者支援、世界における日本の状況に
ついて理解を深めました。分科会では、ジェンダーセンター
とジェンダー法センターが中心となって学術分野や法曹界の
男女共同参画の多様性について討論しました。
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活動報告
 ランチョンセミナーを開催しました

 ランチ交流会　開催のお知らせ

 HP リニューアルのお知らせ

 リバティーアカデミーオープン講座（生田）を開催します

　「将来、理系研究者を志す学生が、具体的なビジョンを描くための一助となること」や「本事業の意義を女性のみならず男性にも働きかけ
ること」を目的に、ランチアワーを利用したランチョンセミナーの第1回目を生田キャンパスにて開催しました。

　女性研究者研究活動支援事業の認知度および男女共同参画推進に関する教員対象アンケート調査を2016年 1月に実施しました。

　本事業では、仕事と家庭の両立に興味のある方や育児中の方な
ど、様々な方の交流の場として、昼食の時間を利用したランチ交流
会を開催しています。
　これまでの交流会の様子につきましては、P５をご覧ください。

　今後も各キャンパスで開催予定ですので、ご興味のある方はお気
軽にお問い合わせください。詳細につきましては、決定次第、HP
に掲載いたします。

　女性研究者研究活動支援事業推進本部では、これまで以上に利便
性の向上や事業の周知を図るため、３月下旬にHPをリニューア
ルいたします。
　新しいHPでは、よりわかりやすく活動内容やイベント情報を

掲載してまいります。
　皆様、ぜひご覧ください。
U R L 		http://muged.meiji.jp

　明治大学リバティアカデミーにて、地域の方や学内の皆さんを対
象に「男女共同参画社会」について考えていただくオープン講座を
生田キャンパスにて開催します。
　どうしても堅くなりがちな男女共同参画のテーマを、少しでも易
しく、柔らかく伝え、「男女共同参画って何？」という方にも分か
りやすく、楽しんでいただける講演会です。
　パネルディスカッションでは、子育て中の男性研究者、大手企業
の男性社員、そして若手女性研究者に登壇していただき、「（男女）
共に活躍できる研究環境のダイバーシティ」について討論します。
参加ご希望の方は、リバティアカデミーHP（https://academy.
meiji.jp/）からお申し込みください。

開催日時 	 	2016年５月14日（土）13時～16時
会　場 	 	生田キャンパス地域産学連携研究センター　地階多目的室

	 ※当日は無料託児も実施いたします

今後のイベント告知

アンケート結果報告

日　時 	 2015 年11月17日（火）12:10 ～ 12:50
場　所 	 生田キャンパス　中央校舎　3階　0302教室　
登壇者 	 理工学部機械工学科　石田祥子助教

●	「他学部の先生のお話を聞く機会がほとんどないので、とても新鮮だった」

●	「企業から大学の研究者のなった方の実体験が聞けてよかった」

（１）企業時代のお話
	 ●	 修士課程終了後、企業への就職を選んだ理由
	 ●	 企業で働いていた際の一番の思い出
（２）企業～大学の教員へ
	 ●	 なぜ、企業を辞めて大学の教員になろうと思ったのか
	 ●	 教員として、日々何を実施しているのか
（３）プライベートのお話
	 ●	 ワークとライフの切り替えについて

目　的 	 本学における女性研究者研究活動支援事業の認知度および男女共同参画を
さらに推進するために必要な活動や支援策について調査する。

対　象 	 全教員
方　法 	 質問紙を配布し実施　　
期　間 	 2016 年 1 月 18 日～ 2016 年 2 月 5 日
回答者数 	 463 人（2016 年 2 月 8 日現在）

セミナー内容 内容

実施要領

【本事業の認知度について】

【研究支援制度（サイエンス・サポーター制度）について】

【本学の男女共同参画推進のために必要な活動や支援について】

参加者からの声

男女比率  男性 8：2女性

小学生以下の子供有 24.4％

介護を必要とする親族有 28.3％
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64.8％大学運営関係（入試業務、
各種委員等）の業務の軽減
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研究業績向上のための支援

47.9％研究とライフイベントとの両立支援
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5.0％その他

2.8％無回答

63.5％ライフイベント（育児、介護等）中の
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8.6％特に必要ない
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各種委員等）の業務の軽減

40.8％学内研究者ネットワークの
確立、情報交換会

8.2％特に必要ない

5.6％その他

6.7％無回答

知らない
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学外の研究者（ポスドクなど）も
SSにした方が良い
現状のままで良い

その他

無回答

51.0％女性研究者の積極的登用

54.9％評価委員・意志決定機関への
女性の積極的登用

24.4％啓発活動

13.6%特に必要ない

5.0％その他

2.8％無回答

63.5％ライフイベント（育児、介護等）中の
研究業績向上のための支援

47.9％研究とライフイベントとの両立支援

8.6％特に必要ない

4.1％その他

3.5％無回答

64.8％大学運営関係（入試業務、
各種委員等）の業務の軽減

40.8％学内研究者ネットワークの
確立、情報交換会

8.2％特に必要ない

5.6％その他

6.7％無回答

知らない
51.2％

【Q】利用する状況になったらサイ
エンスサポーター制度を利用
したいですか。

【Q】意識改革関連で必要な活動や支援〈啓発活動〉（複数回答可）

【Q】意識改革関連で必要な活動や支援〈研究とライフイベントとの両立〉（複数回答可）

【Q】意識改革関連で必要な活動や支援〈その他〉（複数回答可）

【Q】研究補助者（SS）について（複数回答可）

【Q】本事業の活動として、本学の
男女共同参画を推進するため
の両立支援等の活動がはじま
っていることをご存知ですか。

【Q】文部科学省の本事業につい
て、昨年度、本学が採択され
たことをご存知ですか。

【自由コメント】
●	 	学内における事業の位置づけを工夫し各学部に担当者をつくり、その方を通じて啓発
活動をすすめる。

●	 	働きやすい環境の整備。
●	 	能力ある人物が女性であるからといって採用されなかった過去の風潮は改めるべき。
●	 	真の意味での男女平等の実現（支援という発想はおかしい）

【自由コメント】
●	 	託児施設など育児支援
●	 	男性が積極的に育休等を取れるような環境（雰囲気も含め）
●	 	サイエンスサポーター制度のような事業の充実

【自由コメント】
●	 	夕方からの会議を避けてほしい
●	 	授業時間帯・時間数の調整、委員会や役職の軽減
●	 	実態を知ってほしい。実態に関してのアンケート調査などをすべき。
●	 	大学運営関係の業務の軽減。メリハリのある優遇と責務を負うべきである。
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活動報告
 ランチョンセミナーを開催しました

 ランチ交流会　開催のお知らせ

 HP リニューアルのお知らせ

 リバティーアカデミーオープン講座（生田）を開催します

　「将来、理系研究者を志す学生が、具体的なビジョンを描くための一助となること」や「本事業の意義を女性のみならず男性にも働きかけ
ること」を目的に、ランチアワーを利用したランチョンセミナーの第1回目を生田キャンパスにて開催しました。

　女性研究者研究活動支援事業の認知度および男女共同参画推進に関する教員対象アンケート調査を2016年 1月に実施しました。

　本事業では、仕事と家庭の両立に興味のある方や育児中の方な
ど、様々な方の交流の場として、昼食の時間を利用したランチ交流
会を開催しています。
　これまでの交流会の様子につきましては、P５をご覧ください。

　今後も各キャンパスで開催予定ですので、ご興味のある方はお気
軽にお問い合わせください。詳細につきましては、決定次第、HP
に掲載いたします。

　女性研究者研究活動支援事業推進本部では、これまで以上に利便
性の向上や事業の周知を図るため、３月下旬にHPをリニューア
ルいたします。
　新しいHPでは、よりわかりやすく活動内容やイベント情報を

掲載してまいります。
　皆様、ぜひご覧ください。
U R L 		http://muged.meiji.jp

　明治大学リバティアカデミーにて、地域の方や学内の皆さんを対
象に「男女共同参画社会」について考えていただくオープン講座を
生田キャンパスにて開催します。
　どうしても堅くなりがちな男女共同参画のテーマを、少しでも易
しく、柔らかく伝え、「男女共同参画って何？」という方にも分か
りやすく、楽しんでいただける講演会です。
　パネルディスカッションでは、子育て中の男性研究者、大手企業
の男性社員、そして若手女性研究者に登壇していただき、「（男女）
共に活躍できる研究環境のダイバーシティ」について討論します。
参加ご希望の方は、リバティアカデミーHP（https://academy.
meiji.jp/）からお申し込みください。

開催日時 	 	2016年５月14日（土）13時～16時
会　場 	 	生田キャンパス地域産学連携研究センター　地階多目的室

	 ※当日は無料託児も実施いたします

今後のイベント告知

アンケート結果報告

日　時 	 2015 年11月17日（火）12:10 ～ 12:50
場　所 	 生田キャンパス　中央校舎　3階　0302教室　
登壇者 	 理工学部機械工学科　石田祥子助教

●	「他学部の先生のお話を聞く機会がほとんどないので、とても新鮮だった」

●	「企業から大学の研究者のなった方の実体験が聞けてよかった」

（１）企業時代のお話
	 ●	 修士課程終了後、企業への就職を選んだ理由
	 ●	 企業で働いていた際の一番の思い出
（２）企業～大学の教員へ
	 ●	 なぜ、企業を辞めて大学の教員になろうと思ったのか
	 ●	 教員として、日々何を実施しているのか
（３）プライベートのお話
	 ●	 ワークとライフの切り替えについて

目　的 	 本学における女性研究者研究活動支援事業の認知度および男女共同参画を
さらに推進するために必要な活動や支援策について調査する。

対　象 	 全教員
方　法 	 質問紙を配布し実施　　
期　間 	 2016 年 1 月 18 日～ 2016 年 2 月 5 日
回答者数 	 463 人（2016 年 2 月 8 日現在）

セミナー内容 内容

実施要領

【本事業の認知度について】

【研究支援制度（サイエンス・サポーター制度）について】

【本学の男女共同参画推進のために必要な活動や支援について】

参加者からの声

男女比率  男性 8：2女性

小学生以下の子供有 24.4％

介護を必要とする親族有 28.3％
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利用したい
42.1％

利用したいと思わない
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どちらでもない
34.8％

その他
8.0％

無回答 3.0％

30.7％

40.6％

32.2％

8.0％

8.2％

他大の大学院生や学部学生も
SSにしたほうが良い

学外の研究者（ポスドクなど）も
SSにした方が良い
現状のままで良い

その他

無回答

51.0％女性研究者の積極的登用

54.9％評価委員・意志決定機関への
女性の積極的登用

24.4％啓発活動

13.6%特に必要ない

5.0％その他

2.8％無回答

63.5％ライフイベント（育児、介護等）中の
研究業績向上のための支援

47.9％研究とライフイベントとの両立支援

8.6％特に必要ない

4.1％その他

3.5％無回答

64.8％大学運営関係（入試業務、
各種委員等）の業務の軽減

40.8％学内研究者ネットワークの
確立、情報交換会
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5.6％その他
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8.6％特に必要ない

4.1％その他

3.5％無回答

64.8％大学運営関係（入試業務、
各種委員等）の業務の軽減
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5.6％その他

6.7％無回答

知らない
51.2％

0 20 40 60 80 100（％）

0 50 100（％）

0 20 40 60 80 100（％）

0 20 40 60 80 100（％）

知っている
53.6％

無回答 0.2％

無回答 0.9％

知らない
46.2％

知っている
47.9％

利用したい
42.1％

利用したいと思わない
12.1％

どちらでもない
34.8％

その他
8.0％

無回答 3.0％

30.7％

40.6％

32.2％

8.0％

8.2％

他大の大学院生や学部学生も
SSにしたほうが良い

学外の研究者（ポスドクなど）も
SSにした方が良い
現状のままで良い

その他

無回答

51.0％女性研究者の積極的登用

54.9％評価委員・意志決定機関への
女性の積極的登用

24.4％啓発活動

13.6%特に必要ない

5.0％その他

2.8％無回答

63.5％ライフイベント（育児、介護等）中の
研究業績向上のための支援

47.9％研究とライフイベントとの両立支援

8.6％特に必要ない

4.1％その他

3.5％無回答

64.8％大学運営関係（入試業務、
各種委員等）の業務の軽減

40.8％学内研究者ネットワークの
確立、情報交換会

8.2％特に必要ない

5.6％その他

6.7％無回答

知らない
51.2％

【Q】利用する状況になったらサイ
エンスサポーター制度を利用
したいですか。

【Q】意識改革関連で必要な活動や支援〈啓発活動〉（複数回答可）

【Q】意識改革関連で必要な活動や支援〈研究とライフイベントとの両立〉（複数回答可）

【Q】意識改革関連で必要な活動や支援〈その他〉（複数回答可）

【Q】研究補助者（SS）について（複数回答可）

【Q】本事業の活動として、本学の
男女共同参画を推進するため
の両立支援等の活動がはじま
っていることをご存知ですか。

【Q】文部科学省の本事業につい
て、昨年度、本学が採択され
たことをご存知ですか。

【自由コメント】
●	 	学内における事業の位置づけを工夫し各学部に担当者をつくり、その方を通じて啓発
活動をすすめる。

●	 	働きやすい環境の整備。
●	 	能力ある人物が女性であるからといって採用されなかった過去の風潮は改めるべき。
●	 	真の意味での男女平等の実現（支援という発想はおかしい）

【自由コメント】
●	 	託児施設など育児支援
●	 	男性が積極的に育休等を取れるような環境（雰囲気も含め）
●	 	サイエンスサポーター制度のような事業の充実

【自由コメント】
●	 	夕方からの会議を避けてほしい
●	 	授業時間帯・時間数の調整、委員会や役職の軽減
●	 	実態を知ってほしい。実態に関してのアンケート調査などをすべき。
●	 	大学運営関係の業務の軽減。メリハリのある優遇と責務を負うべきである。
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C O N T E N T S

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部
〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階
TEL 03-3296-4655　FAX 03-3296-4656
E-mail danjo@meiji.ac.jp
URL http://muged.meiji.jp

　2014 年 11 月採択の本事業も、2016 年 4月から、早く

も最終年度に入ります。これまで 1年 5か月の間に、男女共

同参画推進センターおよび女性研究者研究活動支援事業推進

本部（駿河台・生田）開設、サイエンス・サポーター制度・

保育費用補助制度（後掲 2、3頁）など、種々の取組をして

きました。「できることはすべて実施したい」と意気込んでい

ますが、実際には教員の任用など効果が出るのに時間がかか

る問題も多く、理系女性研究者「採用」25.0％（2017 年 3

月時点）という数字も高い目標です（2016年 2月現在、女性

専任教員比率は全学で18.3％、理系 3学部 9.5％で、大学院

では女性ゼロの部局もあります）。

　今後は各部局の具体的事情を考慮しつつ意見交換を行い、

種々の誤解を取り除いてコンセンサスを得ながら進まなけれ

ばなりません。男女共同参画の取組も、決して女性を優遇す

るためのものではありません。例えば学内保育園等の利用資

格も男女を問わないとすれば、実際には、研究・教育・労働

環境を改善する両立支援策のメリットは、むしろ男性教職員

の側にあるといえます。男性教職員を含め、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言って

頂けるように、粘り強く取組を続けてゆかなければなりませ

ん。これからも一丸となって頑張りたいと思いますので、力

強いご支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

今年度の活動報告と事業最終年度に向けて
男女共同参画推進センター    
女性研究者研究活動支援事業推進本部（MUGED）

代表　 村　みよ子
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 ランチ交流会を開催しています

 生明祭にてトークイベントを開催しました

 第一分科会

 第二分科会

　本学の研究者や学生らを交えて、
昼食の時間を利用したランチ交流会
を駿河台・生田・中野キャンパスに
て開催しています。
　駿河台キャンパスでは計２回、生
田キャンパスでは計４回、中野キャ
ンパスでは計２回開催し、多くの方
に参加いただきました。参加いただ
いた方からは以下のようなお声をい
ただいています。
　「様々な立場の方々の話を聞くこと
ができ、勉強になった」
　「学業の進め方、産休の取り方まで
たくさんの情報を得ることができた」
　今後は、和泉キャンパスでの開催
も予定しております。皆様、ぜひお
気軽にお越しください。

　生田キャンパスにて行われる学園祭「生明祭」にて、11 月 21
日に理系OGによるトークイベントを開催しました。
　イベントでは、学生にとってキャリアプランを考えるきっかけ
になることを目的として、研究所や企業で働く理系OG３名を招
き、「理系に進んだきっかけ」「学生時代」「仕事のやりがい」「仕
事とプライベートの自分なりの捉え方」「自分のキャリアプラン」

などご自身の経験談やこれからの目標などをお話いただきました。
　当日は、学園祭ということもあり、女子中高生と保護者の方が
聞いている姿も多く見られ、非常に多くの方に足を運んでいただ
きました。
　学内外から多数のご参加をいただき、ありがとうございました。

　社会のグローバル化が進む中、企業だけでなく大学等の教育・研
究機関においても雇用の柔軟化・流動化が始まり、任期付ポジショ
ンの導入・拡大が起こりました。同時に、研究者のライフコースに
も変化が生じています。教育に費やす期間の長期化は、職業キャリ
アのみならず結婚や出産といったライフイベントの遅延等をもたら
し、研究者の家族のキャリアにも影響を与えています。セッションA

では、大学等の研究教育機関で研究者・教員として働くことを志す
人々のキャリア形成の現状について国際比較と男女共同参画の視点
から検討、セッションBでは、タイにおける女性のエンパワーメン
トについて様々な角度から検討、とりわけタイ経済におけるジェン
ダーの問題を取り上げ、タイにおけるジェンダー関係の社会構造に
ついて学び、日本の状況との類似点や相違点について討論しました。

　明治大学法科大学院ジェンダー法センターは、専門法曹養成研究
教育センター（現・専門法曹養成機関）として 2006 年に開設さ
れ、学内外の多くの連携機関と協力して、男女共同参画推進および
専門法曹のために取組を行ってきました。法科大学院ジェンダー法
センター主催・推進本部共催、日本弁護士連合会、日本女性法律家
協会、ジェンダー法学会の後援で、「女性研究者・法曹養成と男女

共同参画政策」をテーマとする分科会を開催しました。第二分科会
は２部構成でのセッションを実施しました。このセッションでは、
女性研究者支援のためのポジティブ・アクションの実効性の問題や
女性法曹育成の課題、そして男女共同参画政策について、第１部で
は研究者からの報告、第２部では実務家からの報告をいただき、討
論しました。	

国際シンポジウムを開催しました 活動報告

生田キャンパスにて

International Symposium:
Gender Equality and Diversity in the Research Environment

２０１５年１１月６日（金）開会式・全体会 ７日（土）分科会
会場：明治大学駿河台キャンパス グローバルフロント 

共催：明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部※
         明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター   明治大学法科大学院ジェンダー法センター
後援：明治大学専任教授連合会

・基調講演

  ・大坪久子（日本大学薬学部薬学研究所上席研究員）
  　理系分野における男女共同参画・女性研究者支援について

  ・ジャッキー・スティール（東京大学社会科学研究所准教授）
  　学術分野の男女共同参画政策の世界的動向

・開会宣言・趣旨説明・ロゴマークの発表 　 
　女性研究者研究活動支援事業推進本部代表、法科大学院ジェンダー法センター長　辻村みよ子

・開会挨拶　明治大学副学長　勝悦子

・来賓挨拶　内閣府男女共同参画局長　武川恵子

・海外ゲスト挨拶　
　チョンプヌッ・K・パームプーンウィワット（タイ・シーナカリンウィロート大学准教授）

・閉会挨拶　明治大学副学長、男女共同参画推進センター長　長尾進　

・司会　情報コミュニケーション学部専任講師　脇本竜太郎

・全体会コーディネーター　商学部教授　中林真理子

１１月６日（金）　開会式・全体会

〈会場〉 
〈時間〉 
〈言語〉

グローバルフロント１階グローバルホール
１５:００～１７:００（開場１４:３０）
（英語・日本語、通訳あり）

〈会　　場〉 
〈使用言語〉

グローバルフロント17階Ｃ５会議室
英語（一部日本語、通訳あり）

１１月 7 日（土）　分科会

（Living as a Researcher in the Twenty-First Century: 
                            Opportunities and Obstacles to Women’s Academic Career）

A 「21 世紀を研究者として生きる――
　　　　 女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

 ※事前申込制  申込先：gender@meiji.ac.jp

 ※事前申込制  申込先：gender@meiji.ac.jp

 ※入場自由　問合せ先：cgal@meiji.ac.jp

【第１分科会】情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター主催・推進本部共催

【第 2 分科会】法科大学院ジェンダー法センター主催・推進本部共催

〈時　　間〉  13:00 ～ 15:30

（Women's Empowerment: Social, Economic and Cultural Aspects in Thailand）

（Promoting Female Researchers and Lawyers through Gender Equality Policies）

B 「タイにおける女性のエンパワーメント――
　　　　　　　　　　　社会的・経済的・文化的状況」

〈時　　間〉  16:00 ～ 17:30

〈会　　場〉  グローバルフロント１階多目的室
〈時　　間〉  10:00 ～ 13:00
〈使用言語〉  日本語

後援：日本弁護士連合会、日本女性法律家協会、ジェンダー法学会
「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

角田由紀子・打越さく良弁護士等講演

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部 
〒101-8301
東京都千代田区神田駿河台 1-1
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7 階
TEL：03-3296-4655 　FAX：03-3296-4656
E-mail：danjo@meiji.ac.jp
URL：http://www.meiji.ac.jp/koho/diversity/index.html

【国際シンポジウム関連イベント】（事前申込制　申込先：gender@meiji.ac.jp） http://www.meiji.ac.jp/infocom/gender/
日韓若手女性研究者フォーラム　「身体・表象・ジェンダー」  （共催 : 明治大学情報コミュニケーション研究科 成均館大学校芸術学研究科 他）

明治大学国際シンポジウム

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

※平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

託児所をご利用の方は
事前申し込みが必要となります。

10月30日
締め切り。

無料

託児ルーム開室

グローバルフロント

・分科会紹介
　男女共同参画推進センター副センター長、情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター長　細野はるみ

　2015 年 11月 6 日および 7日、明治大学の男女共同参画
推進に関わる 3 つの組織（男女共同参画推進センター女性研
究者研究活動支援事業推進本部、情報コミュニケーション学
部ジェンダーセンター、法科大学院ジェンダー法センター）
の共催で、国際シンポジウムを開催しました。2日間にわたる
シンポジウムでは、日本国内と海外の研究者がアカデミック
な領域での男女共同参画のあり方について討論しました。全
体会では、基調講演者に学術分野の男女共同参画政策の世界
的動向について講演していただくことで、国内の理系分野の
男女共同参画や女性研究者支援、世界における日本の状況に
ついて理解を深めました。分科会では、ジェンダーセンター
とジェンダー法センターが中心となって学術分野や法曹界の
男女共同参画の多様性について討論しました。
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活動報告
 ランチョンセミナーを開催しました

 ランチ交流会　開催のお知らせ

 HP リニューアルのお知らせ

 リバティーアカデミーオープン講座（生田）を開催します

　「将来、理系研究者を志す学生が、具体的なビジョンを描くための一助となること」や「本事業の意義を女性のみならず男性にも働きかけ
ること」を目的に、ランチアワーを利用したランチョンセミナーの第1回目を生田キャンパスにて開催しました。

　女性研究者研究活動支援事業の認知度および男女共同参画推進に関する教員対象アンケート調査を2016年 1月に実施しました。

　本事業では、仕事と家庭の両立に興味のある方や育児中の方な
ど、様々な方の交流の場として、昼食の時間を利用したランチ交流
会を開催しています。
　これまでの交流会の様子につきましては、P５をご覧ください。

　今後も各キャンパスで開催予定ですので、ご興味のある方はお気
軽にお問い合わせください。詳細につきましては、決定次第、HP
に掲載いたします。

　女性研究者研究活動支援事業推進本部では、これまで以上に利便
性の向上や事業の周知を図るため、３月下旬にHPをリニューア
ルいたします。
　新しいHPでは、よりわかりやすく活動内容やイベント情報を

掲載してまいります。
　皆様、ぜひご覧ください。
U R L 		http://muged.meiji.jp

　明治大学リバティアカデミーにて、地域の方や学内の皆さんを対
象に「男女共同参画社会」について考えていただくオープン講座を
生田キャンパスにて開催します。
　どうしても堅くなりがちな男女共同参画のテーマを、少しでも易
しく、柔らかく伝え、「男女共同参画って何？」という方にも分か
りやすく、楽しんでいただける講演会です。
　パネルディスカッションでは、子育て中の男性研究者、大手企業
の男性社員、そして若手女性研究者に登壇していただき、「（男女）
共に活躍できる研究環境のダイバーシティ」について討論します。
参加ご希望の方は、リバティアカデミーHP（https://academy.
meiji.jp/）からお申し込みください。

開催日時 	 	2016年５月14日（土）13時～16時
会　場 	 	生田キャンパス地域産学連携研究センター　地階多目的室

	 ※当日は無料託児も実施いたします

今後のイベント告知

アンケート結果報告

日　時 	 2015 年11月17日（火）12:10 ～ 12:50
場　所 	 生田キャンパス　中央校舎　3階　0302教室　
登壇者 	 理工学部機械工学科　石田祥子助教

●	「他学部の先生のお話を聞く機会がほとんどないので、とても新鮮だった」

●	「企業から大学の研究者のなった方の実体験が聞けてよかった」

（１）企業時代のお話
	 ●	 修士課程終了後、企業への就職を選んだ理由
	 ●	 企業で働いていた際の一番の思い出
（２）企業～大学の教員へ
	 ●	 なぜ、企業を辞めて大学の教員になろうと思ったのか
	 ●	 教員として、日々何を実施しているのか
（３）プライベートのお話
	 ●	 ワークとライフの切り替えについて

目　的 	 本学における女性研究者研究活動支援事業の認知度および男女共同参画を
さらに推進するために必要な活動や支援策について調査する。

対　象 	 全教員
方　法 	 質問紙を配布し実施　　
期　間 	 2016 年 1 月 18 日～ 2016 年 2 月 5 日
回答者数 	 463 人（2016 年 2 月 8 日現在）

セミナー内容 内容

実施要領

【本事業の認知度について】

【研究支援制度（サイエンス・サポーター制度）について】

【本学の男女共同参画推進のために必要な活動や支援について】

参加者からの声

男女比率  男性 8：2女性

小学生以下の子供有 24.4％

介護を必要とする親族有 28.3％
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【Q】利用する状況になったらサイ
エンスサポーター制度を利用
したいですか。

【Q】意識改革関連で必要な活動や支援〈啓発活動〉（複数回答可）

【Q】意識改革関連で必要な活動や支援〈研究とライフイベントとの両立〉（複数回答可）

【Q】意識改革関連で必要な活動や支援〈その他〉（複数回答可）

【Q】研究補助者（SS）について（複数回答可）

【Q】本事業の活動として、本学の
男女共同参画を推進するため
の両立支援等の活動がはじま
っていることをご存知ですか。

【Q】文部科学省の本事業につい
て、昨年度、本学が採択され
たことをご存知ですか。

【自由コメント】
●	 	学内における事業の位置づけを工夫し各学部に担当者をつくり、その方を通じて啓発
活動をすすめる。

●	 	働きやすい環境の整備。
●	 	能力ある人物が女性であるからといって採用されなかった過去の風潮は改めるべき。
●	 	真の意味での男女平等の実現（支援という発想はおかしい）

【自由コメント】
●	 	託児施設など育児支援
●	 	男性が積極的に育休等を取れるような環境（雰囲気も含め）
●	 	サイエンスサポーター制度のような事業の充実

【自由コメント】
●	 	夕方からの会議を避けてほしい
●	 	授業時間帯・時間数の調整、委員会や役職の軽減
●	 	実態を知ってほしい。実態に関してのアンケート調査などをすべき。
●	 	大学運営関係の業務の軽減。メリハリのある優遇と責務を負うべきである。
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活動報告
 ランチョンセミナーを開催しました

 ランチ交流会　開催のお知らせ

 HP リニューアルのお知らせ

 リバティーアカデミーオープン講座（生田）を開催します

　「将来、理系研究者を志す学生が、具体的なビジョンを描くための一助となること」や「本事業の意義を女性のみならず男性にも働きかけ
ること」を目的に、ランチアワーを利用したランチョンセミナーの第1回目を生田キャンパスにて開催しました。

　女性研究者研究活動支援事業の認知度および男女共同参画推進に関する教員対象アンケート調査を2016年 1月に実施しました。

　本事業では、仕事と家庭の両立に興味のある方や育児中の方な
ど、様々な方の交流の場として、昼食の時間を利用したランチ交流
会を開催しています。
　これまでの交流会の様子につきましては、P５をご覧ください。

　今後も各キャンパスで開催予定ですので、ご興味のある方はお気
軽にお問い合わせください。詳細につきましては、決定次第、HP
に掲載いたします。

　女性研究者研究活動支援事業推進本部では、これまで以上に利便
性の向上や事業の周知を図るため、３月下旬にHPをリニューア
ルいたします。
　新しいHPでは、よりわかりやすく活動内容やイベント情報を

掲載してまいります。
　皆様、ぜひご覧ください。
U R L 		http://muged.meiji.jp

　明治大学リバティアカデミーにて、地域の方や学内の皆さんを対
象に「男女共同参画社会」について考えていただくオープン講座を
生田キャンパスにて開催します。
　どうしても堅くなりがちな男女共同参画のテーマを、少しでも易
しく、柔らかく伝え、「男女共同参画って何？」という方にも分か
りやすく、楽しんでいただける講演会です。
　パネルディスカッションでは、子育て中の男性研究者、大手企業
の男性社員、そして若手女性研究者に登壇していただき、「（男女）
共に活躍できる研究環境のダイバーシティ」について討論します。
参加ご希望の方は、リバティアカデミーHP（https://academy.
meiji.jp/）からお申し込みください。

開催日時 	 	2016年５月14日（土）13時～16時
会　場 	 	生田キャンパス地域産学連携研究センター　地階多目的室

	 ※当日は無料託児も実施いたします

今後のイベント告知

アンケート結果報告

日　時 	 2015 年11月17日（火）12:10 ～ 12:50
場　所 	 生田キャンパス　中央校舎　3階　0302教室　
登壇者 	 理工学部機械工学科　石田祥子助教

●	「他学部の先生のお話を聞く機会がほとんどないので、とても新鮮だった」

●	「企業から大学の研究者のなった方の実体験が聞けてよかった」

（１）企業時代のお話
	 ●	 修士課程終了後、企業への就職を選んだ理由
	 ●	 企業で働いていた際の一番の思い出
（２）企業～大学の教員へ
	 ●	 なぜ、企業を辞めて大学の教員になろうと思ったのか
	 ●	 教員として、日々何を実施しているのか
（３）プライベートのお話
	 ●	 ワークとライフの切り替えについて

目　的 	 本学における女性研究者研究活動支援事業の認知度および男女共同参画を
さらに推進するために必要な活動や支援策について調査する。

対　象 	 全教員
方　法 	 質問紙を配布し実施　　
期　間 	 2016 年 1 月 18 日～ 2016 年 2 月 5 日
回答者数 	 463 人（2016 年 2 月 8 日現在）

セミナー内容 内容

実施要領

【本事業の認知度について】

【研究支援制度（サイエンス・サポーター制度）について】

【本学の男女共同参画推進のために必要な活動や支援について】
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SSにしたほうが良い

学外の研究者（ポスドクなど）も
SSにした方が良い
現状のままで良い

その他

無回答

51.0％女性研究者の積極的登用

54.9％評価委員・意志決定機関への
女性の積極的登用

24.4％啓発活動

13.6%特に必要ない

5.0％その他

2.8％無回答

63.5％ライフイベント（育児、介護等）中の
研究業績向上のための支援

47.9％研究とライフイベントとの両立支援

8.6％特に必要ない

4.1％その他

3.5％無回答

64.8％大学運営関係（入試業務、
各種委員等）の業務の軽減

40.8％学内研究者ネットワークの
確立、情報交換会

8.2％特に必要ない

5.6％その他

6.7％無回答

知らない
51.2％

0 20 40 60 80 100（％）

0 50 100（％）

0 20 40 60 80 100（％）

0 20 40 60 80 100（％）

知っている
53.6％

無回答 0.2％

無回答 0.9％

知らない
46.2％

知っている
47.9％

利用したい
42.1％

利用したいと思わない
12.1％

どちらでもない
34.8％

その他
8.0％

無回答 3.0％

30.7％

40.6％

32.2％

8.0％

8.2％

他大の大学院生や学部学生も
SSにしたほうが良い

学外の研究者（ポスドクなど）も
SSにした方が良い
現状のままで良い

その他

無回答

51.0％女性研究者の積極的登用

54.9％評価委員・意志決定機関への
女性の積極的登用

24.4％啓発活動

13.6%特に必要ない

5.0％その他

2.8％無回答

63.5％ライフイベント（育児、介護等）中の
研究業績向上のための支援

47.9％研究とライフイベントとの両立支援

8.6％特に必要ない

4.1％その他

3.5％無回答

64.8％大学運営関係（入試業務、
各種委員等）の業務の軽減

40.8％学内研究者ネットワークの
確立、情報交換会

8.2％特に必要ない

5.6％その他

6.7％無回答

知らない
51.2％

0 20 40 60 80 100（％）

0 50 100（％）

0 20 40 60 80 100（％）

0 20 40 60 80 100（％）

知っている
53.6％

無回答 0.2％

無回答 0.9％

知らない
46.2％

知っている
47.9％

利用したい
42.1％

利用したいと思わない
12.1％

どちらでもない
34.8％

その他
8.0％

無回答 3.0％

30.7％

40.6％

32.2％

8.0％

8.2％

他大の大学院生や学部学生も
SSにしたほうが良い

学外の研究者（ポスドクなど）も
SSにした方が良い
現状のままで良い

その他

無回答

51.0％女性研究者の積極的登用

54.9％評価委員・意志決定機関への
女性の積極的登用

24.4％啓発活動

13.6%特に必要ない

5.0％その他

2.8％無回答

63.5％ライフイベント（育児、介護等）中の
研究業績向上のための支援

47.9％研究とライフイベントとの両立支援

8.6％特に必要ない

4.1％その他

3.5％無回答

64.8％大学運営関係（入試業務、
各種委員等）の業務の軽減

40.8％学内研究者ネットワークの
確立、情報交換会

8.2％特に必要ない

5.6％その他

6.7％無回答

知らない
51.2％

0 20 40 60 80 100（％）

0 50 100（％）

0 20 40 60 80 100（％）

0 20 40 60 80 100（％）

知っている
53.6％

無回答 0.2％

無回答 0.9％

知らない
46.2％

知っている
47.9％

利用したい
42.1％

利用したいと思わない
12.1％

どちらでもない
34.8％

その他
8.0％

無回答 3.0％

30.7％

40.6％

32.2％

8.0％

8.2％

他大の大学院生や学部学生も
SSにしたほうが良い

学外の研究者（ポスドクなど）も
SSにした方が良い
現状のままで良い

その他

無回答

51.0％女性研究者の積極的登用

54.9％評価委員・意志決定機関への
女性の積極的登用

24.4％啓発活動

13.6%特に必要ない

5.0％その他

2.8％無回答

63.5％ライフイベント（育児、介護等）中の
研究業績向上のための支援

47.9％研究とライフイベントとの両立支援

8.6％特に必要ない

4.1％その他

3.5％無回答

64.8％大学運営関係（入試業務、
各種委員等）の業務の軽減

40.8％学内研究者ネットワークの
確立、情報交換会

8.2％特に必要ない

5.6％その他

6.7％無回答

知らない
51.2％

0 20 40 60 80 100（％）

0 50 100（％）

0 20 40 60 80 100（％）

0 20 40 60 80 100（％）

知っている
53.6％

無回答 0.2％

無回答 0.9％

知らない
46.2％

知っている
47.9％

利用したい
42.1％

利用したいと思わない
12.1％

どちらでもない
34.8％

その他
8.0％

無回答 3.0％

30.7％

40.6％

32.2％

8.0％

8.2％

他大の大学院生や学部学生も
SSにしたほうが良い

学外の研究者（ポスドクなど）も
SSにした方が良い
現状のままで良い

その他

無回答

51.0％女性研究者の積極的登用

54.9％評価委員・意志決定機関への
女性の積極的登用

24.4％啓発活動

13.6%特に必要ない

5.0％その他

2.8％無回答

63.5％ライフイベント（育児、介護等）中の
研究業績向上のための支援

47.9％研究とライフイベントとの両立支援

8.6％特に必要ない

4.1％その他

3.5％無回答

64.8％大学運営関係（入試業務、
各種委員等）の業務の軽減

40.8％学内研究者ネットワークの
確立、情報交換会

8.2％特に必要ない

5.6％その他

6.7％無回答

知らない
51.2％

0 20 40 60 80 100（％）

0 50 100（％）

0 20 40 60 80 100（％）

0 20 40 60 80 100（％）

知っている
53.6％

無回答 0.2％

無回答 0.9％

知らない
46.2％

知っている
47.9％

利用したい
42.1％

利用したいと思わない
12.1％

どちらでもない
34.8％

その他
8.0％

無回答 3.0％

30.7％

40.6％

32.2％

8.0％

8.2％

他大の大学院生や学部学生も
SSにしたほうが良い

学外の研究者（ポスドクなど）も
SSにした方が良い
現状のままで良い

その他

無回答

51.0％女性研究者の積極的登用

54.9％評価委員・意志決定機関への
女性の積極的登用

24.4％啓発活動

13.6%特に必要ない

5.0％その他

2.8％無回答

63.5％ライフイベント（育児、介護等）中の
研究業績向上のための支援

47.9％研究とライフイベントとの両立支援

8.6％特に必要ない

4.1％その他

3.5％無回答

64.8％大学運営関係（入試業務、
各種委員等）の業務の軽減

40.8％学内研究者ネットワークの
確立、情報交換会

8.2％特に必要ない

5.6％その他

6.7％無回答

知らない
51.2％

【Q】利用する状況になったらサイ
エンスサポーター制度を利用
したいですか。

【Q】意識改革関連で必要な活動や支援〈啓発活動〉（複数回答可）

【Q】意識改革関連で必要な活動や支援〈研究とライフイベントとの両立〉（複数回答可）

【Q】意識改革関連で必要な活動や支援〈その他〉（複数回答可）

【Q】研究補助者（SS）について（複数回答可）

【Q】本事業の活動として、本学の
男女共同参画を推進するため
の両立支援等の活動がはじま
っていることをご存知ですか。

【Q】文部科学省の本事業につい
て、昨年度、本学が採択され
たことをご存知ですか。

【自由コメント】
●	 	学内における事業の位置づけを工夫し各学部に担当者をつくり、その方を通じて啓発
活動をすすめる。

●	 	働きやすい環境の整備。
●	 	能力ある人物が女性であるからといって採用されなかった過去の風潮は改めるべき。
●	 	真の意味での男女平等の実現（支援という発想はおかしい）

【自由コメント】
●	 	託児施設など育児支援
●	 	男性が積極的に育休等を取れるような環境（雰囲気も含め）
●	 	サイエンスサポーター制度のような事業の充実

【自由コメント】
●	 	夕方からの会議を避けてほしい
●	 	授業時間帯・時間数の調整、委員会や役職の軽減
●	 	実態を知ってほしい。実態に関してのアンケート調査などをすべき。
●	 	大学運営関係の業務の軽減。メリハリのある優遇と責務を負うべきである。
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平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
 「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部「MUGED」

ラ イ フ シ ェ ア リ ン グ 共 に 前 へ

2016年3月18日発行

ラ イ フ シ ェ ア リ ン グ 共 に 前 へ

 今年度の活動報告と
事業最終年度に向けて …………………………… 1

 サイエンス・サポーター（SS）
制度について ……………………………………………………… 2

 保育費用補助制度について ……………… 3

▶ 国際シンポジウムを開催しました  ………………………… 4

▶ 活動報告
 「ランチ交流会を開催しています」
「生明祭にてトークイベントを開催しました」 ……………………………… 5
 「生田ランチョンセミナーを開催しました」 …………………………… 6

▶ 今後のイベント告知 
「ランチ交流会 開催のお知らせ」

「リバティアカデミーオープン講座（生田）を開催します」

「HPリニューアルのお知らせ」 ……………………………………………… 6

▶ アンケート結果報告  …………………………………………………… 7

C O N T E N T S

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部
〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階
TEL 03-3296-4655　FAX 03-3296-4656
E-mail danjo@meiji.ac.jp
URL http://muged.meiji.jp

　2014 年 11 月採択の本事業も、2016 年 4月から、早く

も最終年度に入ります。これまで 1年 5か月の間に、男女共

同参画推進センターおよび女性研究者研究活動支援事業推進

本部（駿河台・生田）開設、サイエンス・サポーター制度・

保育費用補助制度（後掲 2、3頁）など、種々の取組をして

きました。「できることはすべて実施したい」と意気込んでい

ますが、実際には教員の任用など効果が出るのに時間がかか

る問題も多く、理系女性研究者「採用」25.0％（2017 年 3

月時点）という数字も高い目標です（2016年 2月現在、女性

専任教員比率は全学で18.3％、理系 3学部 9.5％で、大学院

では女性ゼロの部局もあります）。

　今後は各部局の具体的事情を考慮しつつ意見交換を行い、

種々の誤解を取り除いてコンセンサスを得ながら進まなけれ

ばなりません。男女共同参画の取組も、決して女性を優遇す

るためのものではありません。例えば学内保育園等の利用資

格も男女を問わないとすれば、実際には、研究・教育・労働

環境を改善する両立支援策のメリットは、むしろ男性教職員

の側にあるといえます。男性教職員を含め、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言って

頂けるように、粘り強く取組を続けてゆかなければなりませ

ん。これからも一丸となって頑張りたいと思いますので、力

強いご支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

今年度の活動報告と事業最終年度に向けて
男女共同参画推進センター    
女性研究者研究活動支援事業推進本部（MUGED）

代表　 村　みよ子
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 「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部「MUGED」

ラ イ フ シ ェ ア リ ン グ 共 に 前 へ

2017年3月10日発行

ラ イ フ シ ェ ア リ ン グ 共 に 前 へ

  推進本部代表挨拶――本事業の取組
と今後の課題について …………………………………… 1

 「明治大学男女共同参画推進
基本計画」を策定しました ……………………… 1

 活動報告 ……………………………………………………………………… 2

▶ 総括シンポジウム
「Life Sharing ～共に前へ～」を開催しました 

▶ 和泉図書館にて企画展
「明治大学の男女共同参画」を開催しました
▶ メンタリングランチ会を開催しました
▶ 院生交流会「ミズキの会」発足！
  明治大学女性研究者研究活動
支援事業推進本部の取組まとめ …………… 3

C O N T E N T S

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部
〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階
TEL 03-3296-4655　FAX 03-3296-4656
E-mail danjo@meiji.ac.jp
URL http://muged.meiji.jp

明治大学は、創立以来、「権利自由」・「独立自治」を建学の精神とすることで、これまで多様な人材

を育成し、文化の発展と人類の福祉に貢献してきました。また、女性の社会進出を支えるための高等

教育の道を拓き、その結果、日本初の女性弁護士、裁判官及び高等裁判所長官を輩出する等、男女共

同参画を早くから体現しています。

男女共同参画社会基本法では、男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別に関わ

りなくその個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現を最重要課題として位

置付けています。また、女性活躍推進法では、女性が職業生活において、その希望に応じて十分に能

力を発揮し、活躍できる環境の整備を目的としています。

本学は、これら建学の精神、法令、校規等に基づき、「明治大学男女共同参画推進基本計画」を策定

いたしました。この基本計画は2016年度から 2019年度まで実施され、次の基本方針の下、具体的

な行動計画を策定しております。

推進本部代表挨拶――本事業の取組と今後の課題について

「明治大学男女共同参画推進基本計画」を策定しました
❶  男女共同参画を促進するための教育・研究

体制の構築

❷ワーク・ライフ・バランスの積極的な推進

❸意識改革と理解の促進

❹次世代の女性研究者育成

❺意思決定過程における女性リーダーの養成

❻地域社会等との連携

❼国際化への対応

男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部代表
男女共同参画推進センター副センター長

村　みよ子
平成２６年度「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に採択された後、

事業期間が瞬く間にすぎ、早くも最終段階を迎えることとなりました。

約2年半の間、女性研究者の比率向上だけではなく、本学の全学的な男女共

同参画を推進し、ワーク・ライフ・バランスの取れた教育・研究・職場環境を

作り上げることを目指して、多様な取組をしてきました。

皆様のご理解とご尽力のおかげで、男女共同参画推進センター、女性研究者

研究活動支援事業推進本部と生田分室の開設等の環境整備、両立支援制度の実

施など、男女共同参画推進の基盤を構築することができました。とくに、両立

支援制度では、研究補助者の派遣が必要な研究者へ研究補助者を派遣するサ

イエンス・サポーター制度の構築、病児・病後児や夜間保育を含めた保育費用

補助制度、研究者のメンター制度など、多くの成果を得ることができました。

さらにキックオフシンポジウム（2015年 3月8日）、学術分野の男女共同

参画に関する国際シンポジウム（同年11月7－8日）、総括シンポジウム（2016

年12月8日）を開催したことによって、それぞれ学内外の多くの機関や研究

者とネットワークを作ることができたと思います。総括シンポジウムでは本事

業の成果報告に加え、2016年12月に新たに策定された「明治大学男女共同

参画推進基本計画」を発表することができ、これまでの取組の成果を示すこと

ができました。

これからも、男女共同参画を一層進めて、男性教職員を含め、すべての明治

大学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言っていただけるよう

に、成果が実感できるまで、粘り強く取組を続けていかなければなりません。

今後も男女共同参画推進からダイバーシティの確立に発展させつつ、一丸と

なって進んでいきたいと思います。

これまでお世話になりましたすべての方々に心よりのお礼を申し上げるとと

もに、これからの取組についても、ご協力とご支援をたまわれますよう、引き

続きどうぞよろしくお願い申し上げます。

32

●男女共同参画をテーマにしたシンポジウムやセミナー開催
	－	キックオフシンポジウム
	「前へ！明治大学の男女共同参画」
	国際シンポジウム
	「学術分野の男女共同参画と多様性」
	総括シンポジウム
	「Life	Sharing	～共に前へ～」
－	女性研究者の裾野拡大、男女共同参画についての理解
促進	等を目的とし、ランチョンセミナー開催

●愛称「ＭＵＧＥＤ」とロゴを公募により決定
●内閣府男女共同参画週間にあわせ啓発ポスター
を公募し全キャンパスで掲示

啓発啓発

学校法人明治大学　理事長

学　長

女性研究者研究活動支援事業推進本部

10 学部・16研究科・専門職大学院

総務担当常勤理事
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明治大学男女共同参画推進センター
センター長・副センター長・センター運営委員

推進本部代表・生田分室長・推進本部員
コーディネーター・支援員・サイエンスサポーター（SS）

女性研究者研究活動支援事業の取組の一環として、先輩研究者への相談等の機会を提供する「メ
ンタリングランチ会」を開催しました。細野はるみ情報コミュニケーション学部教授をメンターと
し、教員、ポスドク、大学院生等の研究者でワーク・ライフ・バランスに興味がある方を対象に、
研究と日常生活とのバランスのよい両立についてグループメンタリングランチ会を行いました。

「院生同士の横のつながりがほしい！」という声から発足し
た院生交流会「ミズキの会」。本学大学院生を対象に、キャン
パス内ネットワークの地盤作り、視野拡大や充実した研究生
活につなげることを目的として、ランチタイムを利用し交流
会を開催しました。交流会では毎回テーマを設け、研究生活
の中での悩みや将来についてなどを話し合いました。

開催日時 【第1回】2016年 11月 17日（木）　12:10 ～ 12:55　【第 2回】2016年 12月 21日（水）　12:10 ～ 13:30

開催場所 	明治大学生田キャンパス

支援制度について

両立支援体制・制度

活動報告

和泉図書館ギャラリーにて、本事業の周知と、本学および地域社会における男女共同参画推進を目的
として、男女共同参画に関する図書の展示、本事業の紹介ポスターの展示、ロールモデル集等の配布を
行いました。併せて資料映像「女性法曹界の道を拓いた人々－明治大学専門部女子部の足跡ー」の上映
を実施しました（情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター協力）。また和泉図書館内部の特設本コ
ーナーでは、男女共同参画、ジェンダー、ワーク･ライフ･バランス等に関する図書を特集し、貸出を実
施しました。図書は本学のみならず地域の方にも貸出を行い、多くの方に関心を持っていただきました。

平成 26 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研
究者研究活動支援事業（一般型）」の採択を受けて設置された推
進本部の３年間の取組の成果が紹介されました。第１部では、研
究者のライフイベント（出産・育児・介護）と研究の両立を支援
する「サイエンス・サポーター制度」について、利用者である３
名の研究者がそれぞれ報告しました。推進本部生田分室長を交え
た意見交換会では、今後の運用にかかわる課題も共用されまし
た。第２部では、学長挨拶に始まり、来賓挨拶として岩田喜美枝
氏（公益財団法人 21 世紀職業財団会長、内閣府男女共同参画会

議議員）より働き方改革やポジティブアクションの重要性につい
てお話があり、また国立研究開発法人科学技術振興機構プログラ
ム主管の山村康子氏より大学における女性研究者の現状と今後の
動向について紹介されました。さらに、推進本部代表の辻村みよ
子法科大学院教授が３年目を迎えた本事業の成果を報告しまし
た。続いて男女共同参画推進センター長の浜本牧子副学長（男女
共同参画・障がい者少数者支援担当）による、「明治大学男女共
同参画推進基本計画」（12 月１日施行）の紹介などがあり、シン
ポジウムは盛会のうちに終了しました。

 総括シンポジウム「Life Sharing ～共に前へ～」を開催しました

 和泉図書館にて企画展「明治大学の男女共同参画」を開催しました

 メンタリングランチ会を開催しました

院生交流会「ミズキの会」発足！

●女性研究者研究活動支援事業推進本部設置
―駿河台キャンパスに推進本部設置、生田キャンパスに分室設置
●研究活動の支援を必要とする研究者に研究補助員を派遣する「サイエ
ンス・サポーター制度」実施
●育児と研究の両立を支援する「保育費用補助制度」実施
●研究者のキャリア形成とライフイベントの両立等に関するメンタリン
グの機会を提供する「メンター制度」実施

●乳幼児を持つ女性教職員、女子学生への両立支援の取組として搾乳ス
ペースを提供
●育児・介護・キャリアアップ・ジェンダー等に関する図書を貸出
●オムツ交換台とベビーチェアを全キャンパスに整備（自主経費）

●研究者を目指す学生へ具体的なビジョンを描いてもらうために「ロー
ルモデル集」発行（vol.1 ～ 4）
●本事業の取組を学内に広く周知するために「ニューズレター」発行
（vol.1 ～ 3）
●ホームページ作成

●駿河台・生田・中野キャンパスで研究者（男女共に）、大学院生を対象
としたランチ交流会を実施
●明治大学リバティアカデミー2016年度春期オープン講座にて、「や
さしく学ぶ『男女共同参画』」開催
●図書館にて本事業のポスター、図書展示
●千代田区男女共同参画イベント「MIW祭り」へ参加

●男女共同参画および本事業に関する意識調査を計3回実施

体制図

－ 	2015年 2月実施「男女共同参画および女性研究者支援に関するアンケート調査」
－2016年 1月実施「女性研究者研究活動支援事業の認知度および男女共同参画推進に関する調査」
－ 2016年 10月実施「男女共同参画および女性支援に関する意識調査」

意識啓発・次世代育成

研究者のネットワーク構築・地域貢献

環境整備

情報発信

意識調査

参加者のコメント

●	参加者同士の交流が生まれていった
点が、一方通行でなくてよかった

●	他学部・研究科の方と話ができたこ
とは新鮮だった

参加者のコメント

●		「普段関わりのない他研究室の院
生と話すことで、視野が広がり、
研究に対するモチベーションが向
上しました！」

応募・問合せ先

内閣府では、毎年6月23日から29日までの1週間、

「男女共同参画週間」を実施しています。本学において
も男女共同参画推進のためのイベントを予定しており、

その一環として、明治大学における男女共同参画推進
のためのポスターデザイン案を募集いたします。
女性研究者研究活動支援事業推進本部の選考により優

秀賞を選出し、優秀作品のデザイン案を採用したポス

ターを製作し、男女共同参画週間での掲示およびその

後の広報活動・啓発活動へ幅広く活用いたします。

明治大学男女共同参画推進センター　女性研究者研究活動支援事業推進本部　ポスターデザイン案募集係宛
住　所 ： 〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台 1-1
メール ： danjo@meiji.ac.jp　※電子メールでの応募の際は、件名に「ポスターデザイン案応募」と明記ください。
ＴＥＬ ： 03-3296-4655　（平日 10：00～ 17：00　※土日祝日は休み）
ＵＲＬ ： http://muged.meiji.jp

ポスター
デザイン

募集の趣旨・概要

2016年3月4日（金） ～ 2016年5月9日（月）募集
期間

本学に所属する全学生・全教職員
※グループでの応募も可　※校友からの応募も歓迎

応募
資格

募集
期間期間
募集募集
期間
募集
期間
募集募集募集募集
期間期間
募集
期間
募集
期間
募集募集
期間期間期間
募集募集募集
期間
募集募集募集
期間期間
募集募集募集
期間期間期間
募集
期間
募集

大募集！！

優秀賞  １点 ・・・賞状および副賞5万円表彰

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

生田分室

「
保
育
費
用
補
助
制
度
」
を

 

ご
存
知
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本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp

0 20％ 40％

無回答
その他

特に必要ない
その他の研究とライフイベントとの両立支援

ライフイベント（育児，介護等）期間中の女性研究者の業績向上のための研究費等の支援
学内における女性研究者・職員のネットワーク構築

女子中高生に対する積極的な働きかけ（特に理系への進学を促すための働きかけ・裾野拡大）
評価委員・意思決定機関に登用されている役職者の意識改革

女性の意識改革
評価委員・意思決定機関への女性の登用

学童保育等に関する支援
ライフイベント（育児，介護等）期間中の女性研究者の業績向上のための補助員等の人的支援

女性研究者・職員の積極的採用
男性の意識改革

学内保育園の設置（あるいは，ベビーシッター費補助など） 48
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推進本部
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 サイエンス・サポーター（SS）
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 保育費用補助制度について ……………… 3

▶ 国際シンポジウムを開催しました  ………………………… 4

▶ 活動報告
 「ランチ交流会を開催しています」
「生明祭にてトークイベントを開催しました」 ……………………………… 5
 「生田ランチョンセミナーを開催しました」 …………………………… 6

▶ 今後のイベント告知 
「ランチ交流会 開催のお知らせ」

「リバティアカデミーオープン講座（生田）を開催します」

「HPリニューアルのお知らせ」 ……………………………………………… 6

▶ アンケート結果報告  …………………………………………………… 7

C O N T E N T S

　2014 年 11 月採択の本事業も、2016 年 4月から、早く

も最終年度に入ります。これまで 1年 5か月の間に、男女共

同参画推進センターおよび女性研究者研究活動支援事業推進

本部（駿河台・生田）開設、サイエンス・サポーター制度・

保育費用補助制度（後掲 2、3頁）など、種々の取組をして

きました。「できることはすべて実施したい」と意気込んでい

ますが、実際には教員の任用など効果が出るのに時間がかか

る問題も多く、理系女性研究者「採用」25.0％（2017 年 3

月時点）という数字も高い目標です（2016年 2月現在、女性

専任教員比率は全学で18.3％、理系 3学部 9.5％で、大学院

では女性ゼロの部局もあります）。

　今後は各部局の具体的事情を考慮しつつ意見交換を行い、

種々の誤解を取り除いてコンセンサスを得ながら進まなけれ

ばなりません。男女共同参画の取組も、決して女性を優遇す

るためのものではありません。例えば学内保育園等の利用資

格も男女を問わないとすれば、実際には、研究・教育・労働

環境を改善する両立支援策のメリットは、むしろ男性教職員

の側にあるといえます。男性教職員を含め、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言って

頂けるように、粘り強く取組を続けてゆかなければなりませ

ん。これからも一丸となって頑張りたいと思いますので、力

強いご支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

今年度の活動報告と事業最終年度に向けて
男女共同参画推進センター    
女性研究者研究活動支援事業推進本部（MUGED）

代表　 村　みよ子

今年度の活動報告と
事業最終年度に向けて …………………………… 1

サイエンス・サポーター（SS）
制度について ……………………………………………………… 2

保育費用補助制度について ……………… 3

▶国際シンポジウムを開催しました  ………………………… 4

▶活動報告
「ランチ交流会を開催しています」

「生明祭にてトークイベントを開催しました」

「生田ランチョンセミナーを開催しました」

▶今後のイベント告知
「ランチ交流会 開催のお知らせ」

「リバティアカデミーオープン講座（生田）を開催します」

「HPリニューアルのお知らせ」

▶アンケート結果報告 

　2014 年 11 月採択の本事業も、2016 年 4月から、早く

も最終年度に入ります。これまで 1年 5か月の間に、男女共

同参画推進センターおよび女性研究者研究活動支援事業推進

本部（駿河台・生田）開設、サイエンス・サポーター制度・

保育費用補助制度（後掲 2、3頁）など、種々の取組をして

きました。「できることはすべて実施したい」と意気込んでい

ますが、実際には教員の任用など効果が出るのに時間がかか

る問題も多く、理系女性研究者「採用」25.0％（2017 年 3

月時点）という数字も高い目標です（2016年 2月現在、女性

専任教員比率は全学で18.3％、理系 3学部 9.5％で、大学院

では女性ゼロの部局もあります）。

　今後は各部局の具体的事情を考慮しつつ意見交換を行い、

種々の誤解を取り除いてコンセンサスを得ながら進まなけれ

ばなりません。男女共同参画の取組も、決して女性を優遇す

るためのものではありません。例えば学内保育園等の利用資

格も男女を問わないとすれば、実際には、研究・教育・労働

環境を改善する両立支援策のメリットは、むしろ男性教職員

の側にあるといえます。男性教職員を含め、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言って

頂けるように、粘り強く取組を続けてゆかなければなりませ

ん。これからも一丸となって頑張りたいと思いますので、力

強いご支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

今年度の活動報告と事業最終年度に向けて
男女共同参画推進センター    
女性研究者研究活動支援事業推進本部（MUGED）

代表　 村　みよ子

 ニューズレター創刊にあたり ………… 1

 本取組みについて ………………………………………… 2

▶ 主な支援事業の紹介  …………………………………………………… 3

▶ 活動報告
 「キックオフシンポジウム開催」「ランチ会報告」 …………………… 4
 「ロールモデル集について」「ロゴマーク・愛称決定」 …………… 5

▶ 今後のイベント告知 
 「国際シンポジウム」、「生明祭」 ……………………………………………… 6
 「生田ランチョンセミナー」、「ランチ会告知」 ………………………… 7

C O N T E N T S

　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一般型）」に採択され、同
推進本部の代表に就任しまし
た。活気あふれる明治大学の
男女共同参画推進の取組みを
さらに「前へ」進めるために、
微力を尽くす所存です。これ
は、単に女性研究者の数を増
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・職場
環境を作り上げてゆく取組みです。男女の教職員・学生・留学生
等が個性を発揮できる男女共同参画社会を作り上げるために、両
立支援や若手研究者のエンパワーメント支援が、有効な機会にな
ることを願っています。皆様のご参加、ご協力とご支援をどうぞ
よろしくお願いいたします。

　本学は、昨年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことを受け、
「男女共同参画推進センター」、
「女性研究者研究活動支援事業
推進本部」を設置いたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教職員・学生らすべて
の構成員を対象に男女共同参画
の一層の推進に取り組んでおり
ます。この間、皆様には全学ア
ンケートにご協力をいただき誠
にありがとうございました。貴
重なご意見は今後の事業に充分反映させて参る所存です。
　この半年の活動としまして、各キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集等を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の実情と要望を聞くことがで
きました。また、今年度後半には、国際シンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行等を予定しています。
　一方、本事業の主たる目標に理系学部における女性教員増があり
ます。6月に理系３学部長との懇談会を開催し、本学の実情にあった
方法を模索しているところです。このほかにも、付属明治高等学校・
中学校との連携を図りながら、将来の理系研究者の発掘を進めて参
ります。今後ともご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。

ニューズレター創刊にあたり
男女共同参画推進センター

センター長　

長尾　進

女性研究者研究活動支援事業

推進本部代表　

村　みよ子
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明治大学男女共同参画推進センター
女性研究者研究活動支援事業推進本部

「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

明治大学男女共同参画推進センター
女性研究者研究活動支援事業推進本部

女性研究者在職比率・採用比率

 主な活動内容

主　催 	 明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部

共　催 	 明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター
	 明治大学法科大学院ジェンダー法センター

開催日 	 2016 年 12月 8日（木）
【第1部】	14:00 ～ 17:00　【第 2部】17:30 ～ 19:15

開催場所 	 明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント
【第1部】	1 階	多目的室　【第2部】1階	グローバルホール

開催日時 	 	2016 年 12月 13日（火）～2017年 1月 18日（水）
開催場所 	和泉図書館ギャラリー・和泉図書館内特設本コーナー

開催日時 	 	2016 年 11月 29日（火）13:00	～ 14:00
開催場所 	明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント２階４０２１教室	（事前予約制）

理系分野をはじめ、本学全体で大学院の女子学生・女性研究者を増やし、トップクラスの研究者を養成するとともに、
男女共同参画を一層推進するため、女性研究者研究活動支援体制を構築し、働きやすく学びやすい環境の整備を行いました。

「生田キャンパスがある川崎市多摩区
の木がハナミズキであること」や「花言
葉が永続性であること」から会の名前を
「ミズキの会」と命名しました。

会の名前の由来は…

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部の取組まとめ

「本学において男女共同参画を推進し、女性研究者・職員を増やすために必要だと思われるもの」

※2016年度の数値は2016年5月1日時点、
その他の数値は該当年度3月31日時点のもの

男女共同参画および女性支援に関する意識調査結果一部抜粋

目標値 2014年度 2015年度 2016年度

女性研究者
在職比率 20.0% 16.9% 18.2% 18.9％

理系女性研究者
在職比率 15.0% 9.7% 9.9% 10.3%

目標値 2014年度 2015年度 2016年度

女性研究者
採用比率 25.0％ 27.4％ 28.9％ 33.0％

理系女性研究者
採用比率 30.0％ 17.3％ 8.8％ 20.7％
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●男女共同参画をテーマにしたシンポジウムやセミナー開催
	－	キックオフシンポジウム
	「前へ！明治大学の男女共同参画」
	国際シンポジウム
	「学術分野の男女共同参画と多様性」
	総括シンポジウム
	「Life	Sharing	～共に前へ～」
－	女性研究者の裾野拡大、男女共同参画についての理解
促進	等を目的とし、ランチョンセミナー開催

●愛称「ＭＵＧＥＤ」とロゴを公募により決定
●内閣府男女共同参画週間にあわせ啓発ポスター
を公募し全キャンパスで掲示

啓発啓発

学校法人明治大学　理事長

学　長

女性研究者研究活動支援事業推進本部

10 学部・16研究科・専門職大学院

総務担当常勤理事
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付属明治高等学校・中学校

ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
セ
ン
タ
ー

（
法
科
大
学
院
）

明治大学男女共同参画推進センター
センター長・副センター長・センター運営委員

推進本部代表・生田分室長・推進本部員
コーディネーター・支援員・サイエンスサポーター（SS）

女性研究者研究活動支援事業の取組の一環として、先輩研究者への相談等の機会を提供する「メ
ンタリングランチ会」を開催しました。細野はるみ情報コミュニケーション学部教授をメンターと
し、教員、ポスドク、大学院生等の研究者でワーク・ライフ・バランスに興味がある方を対象に、
研究と日常生活とのバランスのよい両立についてグループメンタリングランチ会を行いました。

「院生同士の横のつながりがほしい！」という声から発足し
た院生交流会「ミズキの会」。本学大学院生を対象に、キャン
パス内ネットワークの地盤作り、視野拡大や充実した研究生
活につなげることを目的として、ランチタイムを利用し交流
会を開催しました。交流会では毎回テーマを設け、研究生活
の中での悩みや将来についてなどを話し合いました。

開催日時 【第1回】2016年 11月 17日（木）　12:10 ～ 12:55　【第 2回】2016年 12月 21日（水）　12:10 ～ 13:30

開催場所 	明治大学生田キャンパス

支援制度について

両立支援体制・制度

活動報告

和泉図書館ギャラリーにて、本事業の周知と、本学および地域社会における男女共同参画推進を目的
として、男女共同参画に関する図書の展示、本事業の紹介ポスターの展示、ロールモデル集等の配布を
行いました。併せて資料映像「女性法曹界の道を拓いた人々－明治大学専門部女子部の足跡ー」の上映
を実施しました（情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター協力）。また和泉図書館内部の特設本コ
ーナーでは、男女共同参画、ジェンダー、ワーク･ライフ･バランス等に関する図書を特集し、貸出を実
施しました。図書は本学のみならず地域の方にも貸出を行い、多くの方に関心を持っていただきました。

平成 26 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研
究者研究活動支援事業（一般型）」の採択を受けて設置された推
進本部の３年間の取組の成果が紹介されました。第１部では、研
究者のライフイベント（出産・育児・介護）と研究の両立を支援
する「サイエンス・サポーター制度」について、利用者である３
名の研究者がそれぞれ報告しました。推進本部生田分室長を交え
た意見交換会では、今後の運用にかかわる課題も共用されまし
た。第２部では、学長挨拶に始まり、来賓挨拶として岩田喜美枝
氏（公益財団法人 21 世紀職業財団会長、内閣府男女共同参画会

議議員）より働き方改革やポジティブアクションの重要性につい
てお話があり、また国立研究開発法人科学技術振興機構プログラ
ム主管の山村康子氏より大学における女性研究者の現状と今後の
動向について紹介されました。さらに、推進本部代表の辻村みよ
子法科大学院教授が３年目を迎えた本事業の成果を報告しまし
た。続いて男女共同参画推進センター長の浜本牧子副学長（男女
共同参画・障がい者少数者支援担当）による、「明治大学男女共
同参画推進基本計画」（12 月１日施行）の紹介などがあり、シン
ポジウムは盛会のうちに終了しました。

 総括シンポジウム「Life Sharing ～共に前へ～」を開催しました

 和泉図書館にて企画展「明治大学の男女共同参画」を開催しました

 メンタリングランチ会を開催しました

院生交流会「ミズキの会」発足！

●女性研究者研究活動支援事業推進本部設置
―駿河台キャンパスに推進本部設置、生田キャンパスに分室設置
●研究活動の支援を必要とする研究者に研究補助員を派遣する「サイエ
ンス・サポーター制度」実施
●育児と研究の両立を支援する「保育費用補助制度」実施
●研究者のキャリア形成とライフイベントの両立等に関するメンタリン
グの機会を提供する「メンター制度」実施

●乳幼児を持つ女性教職員、女子学生への両立支援の取組として搾乳ス
ペースを提供
●育児・介護・キャリアアップ・ジェンダー等に関する図書を貸出
●オムツ交換台とベビーチェアを全キャンパスに整備（自主経費）

●研究者を目指す学生へ具体的なビジョンを描いてもらうために「ロー
ルモデル集」発行（vol.1 ～ 4）
●本事業の取組を学内に広く周知するために「ニューズレター」発行
（vol.1 ～ 3）
●ホームページ作成

●駿河台・生田・中野キャンパスで研究者（男女共に）、大学院生を対象
としたランチ交流会を実施
●明治大学リバティアカデミー2016年度春期オープン講座にて、「や
さしく学ぶ『男女共同参画』」開催
●図書館にて本事業のポスター、図書展示
●千代田区男女共同参画イベント「MIW祭り」へ参加

●男女共同参画および本事業に関する意識調査を計3回実施

体制図

－ 	2015年 2月実施「男女共同参画および女性研究者支援に関するアンケート調査」
－2016年 1月実施「女性研究者研究活動支援事業の認知度および男女共同参画推進に関する調査」
－ 2016年 10月実施「男女共同参画および女性支援に関する意識調査」

意識啓発・次世代育成

研究者のネットワーク構築・地域貢献

環境整備

情報発信

意識調査

参加者のコメント

●	参加者同士の交流が生まれていった
点が、一方通行でなくてよかった

●	他学部・研究科の方と話ができたこ
とは新鮮だった

参加者のコメント

●		「普段関わりのない他研究室の院
生と話すことで、視野が広がり、
研究に対するモチベーションが向
上しました！」

応募・問合せ先

内閣府では、毎年6月23日から29日までの1週間、

「男女共同参画週間」を実施しています。本学において
も男女共同参画推進のためのイベントを予定しており、

その一環として、明治大学における男女共同参画推進
のためのポスターデザイン案を募集いたします。
女性研究者研究活動支援事業推進本部の選考により優

秀賞を選出し、優秀作品のデザイン案を採用したポス

ターを製作し、男女共同参画週間での掲示およびその

後の広報活動・啓発活動へ幅広く活用いたします。

明治大学男女共同参画推進センター　女性研究者研究活動支援事業推進本部　ポスターデザイン案募集係宛
住　所 ： 〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台 1-1
メール ： danjo@meiji.ac.jp　※電子メールでの応募の際は、件名に「ポスターデザイン案応募」と明記ください。
ＴＥＬ ： 03-3296-4655　（平日 10：00～ 17：00　※土日祝日は休み）
ＵＲＬ ： http://muged.meiji.jp

ポスター
デザイン

募集の趣旨・概要

2016年3月4日（金） ～ 2016年5月9日（月）募集
期間

本学に所属する全学生・全教職員
※グループでの応募も可　※校友からの応募も歓迎

応募
資格

募集
期間期間
募集募集
期間
募集
期間
募集募集募集募集
期間期間
募集
期間
募集
期間
募集募集
期間期間期間
募集募集募集
期間
募集募集募集
期間期間
募集募集募集
期間期間期間
募集
期間
募集

大募集！！

優秀賞  １点 ・・・賞状および副賞5万円表彰

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

生田分室

「
保
育
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用
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助
制
度
」
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ご
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本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp

0 20％ 40％

無回答
その他

特に必要ない
その他の研究とライフイベントとの両立支援

ライフイベント（育児，介護等）期間中の女性研究者の業績向上のための研究費等の支援
学内における女性研究者・職員のネットワーク構築

女子中高生に対する積極的な働きかけ（特に理系への進学を促すための働きかけ・裾野拡大）
評価委員・意思決定機関に登用されている役職者の意識改革

女性の意識改革
評価委員・意思決定機関への女性の登用

学童保育等に関する支援
ライフイベント（育児，介護等）期間中の女性研究者の業績向上のための補助員等の人的支援

女性研究者・職員の積極的採用
男性の意識改革

学内保育園の設置（あるいは，ベビーシッター費補助など） 48
45.9
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41.9
40.7

36.8
30.5

22.5
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16.7
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推進本部

 今年度の活動報告と
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 サイエンス・サポーター（SS）
制度について ……………………………………………………… 2

 保育費用補助制度について ……………… 3

▶ 国際シンポジウムを開催しました  ………………………… 4

▶ 活動報告
 「ランチ交流会を開催しています」
「生明祭にてトークイベントを開催しました」 ……………………………… 5
 「生田ランチョンセミナーを開催しました」 …………………………… 6

▶ 今後のイベント告知 
「ランチ交流会 開催のお知らせ」

「リバティアカデミーオープン講座（生田）を開催します」

「HPリニューアルのお知らせ」 ……………………………………………… 6

▶ アンケート結果報告  …………………………………………………… 7

C O N T E N T S

　2014 年 11 月採択の本事業も、2016 年 4月から、早く

も最終年度に入ります。これまで 1年 5か月の間に、男女共

同参画推進センターおよび女性研究者研究活動支援事業推進

本部（駿河台・生田）開設、サイエンス・サポーター制度・

保育費用補助制度（後掲 2、3頁）など、種々の取組をして

きました。「できることはすべて実施したい」と意気込んでい

ますが、実際には教員の任用など効果が出るのに時間がかか

る問題も多く、理系女性研究者「採用」25.0％（2017 年 3

月時点）という数字も高い目標です（2016年 2月現在、女性

専任教員比率は全学で18.3％、理系 3学部 9.5％で、大学院

では女性ゼロの部局もあります）。

　今後は各部局の具体的事情を考慮しつつ意見交換を行い、

種々の誤解を取り除いてコンセンサスを得ながら進まなけれ

ばなりません。男女共同参画の取組も、決して女性を優遇す

るためのものではありません。例えば学内保育園等の利用資

格も男女を問わないとすれば、実際には、研究・教育・労働

環境を改善する両立支援策のメリットは、むしろ男性教職員

の側にあるといえます。男性教職員を含め、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言って

頂けるように、粘り強く取組を続けてゆかなければなりませ

ん。これからも一丸となって頑張りたいと思いますので、力

強いご支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

今年度の活動報告と事業最終年度に向けて
男女共同参画推進センター    
女性研究者研究活動支援事業推進本部（MUGED）

代表　 村　みよ子
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サイエンス・サポーター（SS）
制度について ……………………………………………………… 2

保育費用補助制度について ……………… 3

▶国際シンポジウムを開催しました  ………………………… 4

▶活動報告
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▶今後のイベント告知
「ランチ交流会 開催のお知らせ」

「リバティアカデミーオープン講座（生田）を開催します」

「HPリニューアルのお知らせ」

▶アンケート結果報告 

　2014 年 11 月採択の本事業も、2016 年 4月から、早く

も最終年度に入ります。これまで 1年 5か月の間に、男女共

同参画推進センターおよび女性研究者研究活動支援事業推進

本部（駿河台・生田）開設、サイエンス・サポーター制度・

保育費用補助制度（後掲 2、3頁）など、種々の取組をして

きました。「できることはすべて実施したい」と意気込んでい

ますが、実際には教員の任用など効果が出るのに時間がかか

る問題も多く、理系女性研究者「採用」25.0％（2017 年 3

月時点）という数字も高い目標です（2016年 2月現在、女性

専任教員比率は全学で18.3％、理系 3学部 9.5％で、大学院

では女性ゼロの部局もあります）。

　今後は各部局の具体的事情を考慮しつつ意見交換を行い、

種々の誤解を取り除いてコンセンサスを得ながら進まなけれ

ばなりません。男女共同参画の取組も、決して女性を優遇す

るためのものではありません。例えば学内保育園等の利用資

格も男女を問わないとすれば、実際には、研究・教育・労働

環境を改善する両立支援策のメリットは、むしろ男性教職員

の側にあるといえます。男性教職員を含め、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言って

頂けるように、粘り強く取組を続けてゆかなければなりませ

ん。これからも一丸となって頑張りたいと思いますので、力

強いご支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

今年度の活動報告と事業最終年度に向けて
男女共同参画推進センター    
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　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一般型）」に採択され、同
推進本部の代表に就任しまし
た。活気あふれる明治大学の
男女共同参画推進の取組みを
さらに「前へ」進めるために、
微力を尽くす所存です。これ
は、単に女性研究者の数を増
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・職場
環境を作り上げてゆく取組みです。男女の教職員・学生・留学生
等が個性を発揮できる男女共同参画社会を作り上げるために、両
立支援や若手研究者のエンパワーメント支援が、有効な機会にな
ることを願っています。皆様のご参加、ご協力とご支援をどうぞ
よろしくお願いいたします。

　本学は、昨年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことを受け、
「男女共同参画推進センター」、
「女性研究者研究活動支援事業
推進本部」を設置いたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教職員・学生らすべて
の構成員を対象に男女共同参画
の一層の推進に取り組んでおり
ます。この間、皆様には全学ア
ンケートにご協力をいただき誠
にありがとうございました。貴
重なご意見は今後の事業に充分反映させて参る所存です。
　この半年の活動としまして、各キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集等を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の実情と要望を聞くことがで
きました。また、今年度後半には、国際シンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行等を予定しています。
　一方、本事業の主たる目標に理系学部における女性教員増があり
ます。6月に理系３学部長との懇談会を開催し、本学の実情にあった
方法を模索しているところです。このほかにも、付属明治高等学校・
中学校との連携を図りながら、将来の理系研究者の発掘を進めて参
ります。今後ともご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。

ニューズレター創刊にあたり
男女共同参画推進センター

センター長　

長尾　進
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村　みよ子
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明治大学男女共同参画推進センター
女性研究者研究活動支援事業推進本部

女性研究者在職比率・採用比率

 主な活動内容

主　催 	 明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部

共　催 	 明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター
	 明治大学法科大学院ジェンダー法センター

開催日 	 2016 年 12月 8日（木）
【第1部】	14:00 ～ 17:00　【第 2部】17:30 ～ 19:15

開催場所 	 明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント
【第1部】	1 階	多目的室　【第2部】1階	グローバルホール

開催日時 	 	2016 年 12月 13日（火）～2017年 1月 18日（水）
開催場所 	和泉図書館ギャラリー・和泉図書館内特設本コーナー

開催日時 	 	2016 年 11月 29日（火）13:00	～ 14:00
開催場所 	明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント２階４０２１教室	（事前予約制）

理系分野をはじめ、本学全体で大学院の女子学生・女性研究者を増やし、トップクラスの研究者を養成するとともに、
男女共同参画を一層推進するため、女性研究者研究活動支援体制を構築し、働きやすく学びやすい環境の整備を行いました。

「生田キャンパスがある川崎市多摩区
の木がハナミズキであること」や「花言
葉が永続性であること」から会の名前を
「ミズキの会」と命名しました。

会の名前の由来は…

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部の取組まとめ

「本学において男女共同参画を推進し、女性研究者・職員を増やすために必要だと思われるもの」

※2016年度の数値は2016年5月1日時点、
その他の数値は該当年度3月31日時点のもの

男女共同参画および女性支援に関する意識調査結果一部抜粋

目標値 2014年度 2015年度 2016年度

女性研究者
在職比率 20.0% 16.9% 18.2% 18.9％

理系女性研究者
在職比率 15.0% 9.7% 9.9% 10.3%

目標値 2014年度 2015年度 2016年度

女性研究者
採用比率 25.0％ 27.4％ 28.9％ 33.0％

理系女性研究者
採用比率 30.0％ 17.3％ 8.8％ 20.7％
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明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部
〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階
TEL 03-3296-4655　FAX 03-3296-4656
E-mail danjo@meiji.ac.jp
URL http://muged.meiji.jp

明治大学は、創立以来、「権利自由」・「独立自治」を建学の精神とすることで、これまで多様な人材

を育成し、文化の発展と人類の福祉に貢献してきました。また、女性の社会進出を支えるための高等

教育の道を拓き、その結果、日本初の女性弁護士、裁判官及び高等裁判所長官を輩出する等、男女共

同参画を早くから体現しています。

男女共同参画社会基本法では、男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別に関わ

りなくその個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現を最重要課題として位

置付けています。また、女性活躍推進法では、女性が職業生活において、その希望に応じて十分に能

力を発揮し、活躍できる環境の整備を目的としています。

本学は、これら建学の精神、法令、校規等に基づき、「明治大学男女共同参画推進基本計画」を策定

いたしました。この基本計画は2016年度から 2019年度まで実施され、次の基本方針の下、具体的

な行動計画を策定しております。

推進本部代表挨拶――本事業の取組と今後の課題について

「明治大学男女共同参画推進基本計画」を策定しました
❶  男女共同参画を促進するための教育・研究

体制の構築

❷ワーク・ライフ・バランスの積極的な推進

❸意識改革と理解の促進

❹次世代の女性研究者育成

❺意思決定過程における女性リーダーの養成

❻地域社会等との連携

❼国際化への対応

男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部代表
男女共同参画推進センター副センター長

村　みよ子
平成２６年度「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に採択された後、

事業期間が瞬く間にすぎ、早くも最終段階を迎えることとなりました。

約2年半の間、女性研究者の比率向上だけではなく、本学の全学的な男女共

同参画を推進し、ワーク・ライフ・バランスの取れた教育・研究・職場環境を

作り上げることを目指して、多様な取組をしてきました。

皆様のご理解とご尽力のおかげで、男女共同参画推進センター、女性研究者

研究活動支援事業推進本部と生田分室の開設等の環境整備、両立支援制度の実

施など、男女共同参画推進の基盤を構築することができました。とくに、両立

支援制度では、研究補助者の派遣が必要な研究者へ研究補助者を派遣するサ

イエンス・サポーター制度の構築、病児・病後児や夜間保育を含めた保育費用

補助制度、研究者のメンター制度など、多くの成果を得ることができました。

さらにキックオフシンポジウム（2015年 3月8日）、学術分野の男女共同

参画に関する国際シンポジウム（同年11月7－8日）、総括シンポジウム（2016

年12月8日）を開催したことによって、それぞれ学内外の多くの機関や研究

者とネットワークを作ることができたと思います。総括シンポジウムでは本事

業の成果報告に加え、2016年12月に新たに策定された「明治大学男女共同

参画推進基本計画」を発表することができ、これまでの取組の成果を示すこと

ができました。

これからも、男女共同参画を一層進めて、男性教職員を含め、すべての明治

大学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言っていただけるよう

に、成果が実感できるまで、粘り強く取組を続けていかなければなりません。

今後も男女共同参画推進からダイバーシティの確立に発展させつつ、一丸と

なって進んでいきたいと思います。

これまでお世話になりましたすべての方々に心よりのお礼を申し上げるとと

もに、これからの取組についても、ご協力とご支援をたまわれますよう、引き

続きどうぞよろしくお願い申し上げます。
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参画に関する国際シンポジウム（同年11月7－8日）、総括シンポジウム（2016

年12月8日）を開催したことによって、それぞれ学内外の多くの機関や研究

者とネットワークを作ることができたと思います。総括シンポジウムでは本事

業の成果報告に加え、2016年12月に新たに策定された「明治大学男女共同

参画推進基本計画」を発表することができ、これまでの取組の成果を示すこと

ができました。

これからも、男女共同参画を一層進めて、男性教職員を含め、すべての明治

大学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言っていただけるよう

に、成果が実感できるまで、粘り強く取組を続けていかなければなりません。

今後も男女共同参画推進からダイバーシティの確立に発展させつつ、一丸と

なって進んでいきたいと思います。

これまでお世話になりましたすべての方々に心よりのお礼を申し上げるとと

もに、これからの取組についても、ご協力とご支援をたまわれますよう、引き

続きどうぞよろしくお願い申し上げます。
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●男女共同参画をテーマにしたシンポジウムやセミナー開催
	－	キックオフシンポジウム
	「前へ！明治大学の男女共同参画」
	国際シンポジウム
	「学術分野の男女共同参画と多様性」
	総括シンポジウム
	「Life	Sharing	～共に前へ～」
－	女性研究者の裾野拡大、男女共同参画についての理解
促進	等を目的とし、ランチョンセミナー開催

●愛称「ＭＵＧＥＤ」とロゴを公募により決定
●内閣府男女共同参画週間にあわせ啓発ポスター
を公募し全キャンパスで掲示

啓発啓発

学校法人明治大学　理事長

学　長

女性研究者研究活動支援事業推進本部

10 学部・16研究科・専門職大学院
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明治大学男女共同参画推進センター
センター長・副センター長・センター運営委員

推進本部代表・生田分室長・推進本部員
コーディネーター・支援員・サイエンスサポーター（SS）

女性研究者研究活動支援事業の取組の一環として、先輩研究者への相談等の機会を提供する「メ
ンタリングランチ会」を開催しました。細野はるみ情報コミュニケーション学部教授をメンターと
し、教員、ポスドク、大学院生等の研究者でワーク・ライフ・バランスに興味がある方を対象に、
研究と日常生活とのバランスのよい両立についてグループメンタリングランチ会を行いました。

「院生同士の横のつながりがほしい！」という声から発足し
た院生交流会「ミズキの会」。本学大学院生を対象に、キャン
パス内ネットワークの地盤作り、視野拡大や充実した研究生
活につなげることを目的として、ランチタイムを利用し交流
会を開催しました。交流会では毎回テーマを設け、研究生活
の中での悩みや将来についてなどを話し合いました。

開催日時 【第1回】2016年 11月 17日（木）　12:10 ～ 12:55　【第 2回】2016年 12月 21日（水）　12:10 ～ 13:30

開催場所 	明治大学生田キャンパス

支援制度について

両立支援体制・制度

活動報告

和泉図書館ギャラリーにて、本事業の周知と、本学および地域社会における男女共同参画推進を目的
として、男女共同参画に関する図書の展示、本事業の紹介ポスターの展示、ロールモデル集等の配布を
行いました。併せて資料映像「女性法曹界の道を拓いた人々－明治大学専門部女子部の足跡ー」の上映
を実施しました（情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター協力）。また和泉図書館内部の特設本コ
ーナーでは、男女共同参画、ジェンダー、ワーク･ライフ･バランス等に関する図書を特集し、貸出を実
施しました。図書は本学のみならず地域の方にも貸出を行い、多くの方に関心を持っていただきました。

平成 26 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研
究者研究活動支援事業（一般型）」の採択を受けて設置された推
進本部の３年間の取組の成果が紹介されました。第１部では、研
究者のライフイベント（出産・育児・介護）と研究の両立を支援
する「サイエンス・サポーター制度」について、利用者である３
名の研究者がそれぞれ報告しました。推進本部生田分室長を交え
た意見交換会では、今後の運用にかかわる課題も共用されまし
た。第２部では、学長挨拶に始まり、来賓挨拶として岩田喜美枝
氏（公益財団法人 21 世紀職業財団会長、内閣府男女共同参画会

議議員）より働き方改革やポジティブアクションの重要性につい
てお話があり、また国立研究開発法人科学技術振興機構プログラ
ム主管の山村康子氏より大学における女性研究者の現状と今後の
動向について紹介されました。さらに、推進本部代表の辻村みよ
子法科大学院教授が３年目を迎えた本事業の成果を報告しまし
た。続いて男女共同参画推進センター長の浜本牧子副学長（男女
共同参画・障がい者少数者支援担当）による、「明治大学男女共
同参画推進基本計画」（12 月１日施行）の紹介などがあり、シン
ポジウムは盛会のうちに終了しました。

 総括シンポジウム「Life Sharing ～共に前へ～」を開催しました

 和泉図書館にて企画展「明治大学の男女共同参画」を開催しました

 メンタリングランチ会を開催しました

院生交流会「ミズキの会」発足！

●女性研究者研究活動支援事業推進本部設置
―駿河台キャンパスに推進本部設置、生田キャンパスに分室設置
●研究活動の支援を必要とする研究者に研究補助員を派遣する「サイエ
ンス・サポーター制度」実施
●育児と研究の両立を支援する「保育費用補助制度」実施
●研究者のキャリア形成とライフイベントの両立等に関するメンタリン
グの機会を提供する「メンター制度」実施

●乳幼児を持つ女性教職員、女子学生への両立支援の取組として搾乳ス
ペースを提供
●育児・介護・キャリアアップ・ジェンダー等に関する図書を貸出
●オムツ交換台とベビーチェアを全キャンパスに整備（自主経費）

●研究者を目指す学生へ具体的なビジョンを描いてもらうために「ロー
ルモデル集」発行（vol.1 ～ 4）
●本事業の取組を学内に広く周知するために「ニューズレター」発行
（vol.1 ～ 3）
●ホームページ作成

●駿河台・生田・中野キャンパスで研究者（男女共に）、大学院生を対象
としたランチ交流会を実施
●明治大学リバティアカデミー2016年度春期オープン講座にて、「や
さしく学ぶ『男女共同参画』」開催
●図書館にて本事業のポスター、図書展示
●千代田区男女共同参画イベント「MIW祭り」へ参加

●男女共同参画および本事業に関する意識調査を計3回実施

体制図

－ 	2015年 2月実施「男女共同参画および女性研究者支援に関するアンケート調査」
－2016年 1月実施「女性研究者研究活動支援事業の認知度および男女共同参画推進に関する調査」
－ 2016年 10月実施「男女共同参画および女性支援に関する意識調査」

意識啓発・次世代育成

研究者のネットワーク構築・地域貢献

環境整備

情報発信

意識調査

参加者のコメント

●	参加者同士の交流が生まれていった
点が、一方通行でなくてよかった

●	他学部・研究科の方と話ができたこ
とは新鮮だった

参加者のコメント

●		「普段関わりのない他研究室の院
生と話すことで、視野が広がり、
研究に対するモチベーションが向
上しました！」

応募・問合せ先

内閣府では、毎年6月23日から29日までの1週間、

「男女共同参画週間」を実施しています。本学において
も男女共同参画推進のためのイベントを予定しており、

その一環として、明治大学における男女共同参画推進
のためのポスターデザイン案を募集いたします。
女性研究者研究活動支援事業推進本部の選考により優

秀賞を選出し、優秀作品のデザイン案を採用したポス

ターを製作し、男女共同参画週間での掲示およびその

後の広報活動・啓発活動へ幅広く活用いたします。

明治大学男女共同参画推進センター　女性研究者研究活動支援事業推進本部　ポスターデザイン案募集係宛
住　所 ： 〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台 1-1
メール ： danjo@meiji.ac.jp　※電子メールでの応募の際は、件名に「ポスターデザイン案応募」と明記ください。
ＴＥＬ ： 03-3296-4655　（平日 10：00～ 17：00　※土日祝日は休み）
ＵＲＬ ： http://muged.meiji.jp

ポスター
デザイン

募集の趣旨・概要

2016年3月4日（金） ～ 2016年5月9日（月）募集
期間

本学に所属する全学生・全教職員
※グループでの応募も可　※校友からの応募も歓迎

応募
資格

募集
期間期間
募集募集
期間
募集
期間
募集募集募集募集
期間期間
募集
期間
募集
期間
募集募集
期間期間期間
募集募集募集
期間
募集募集募集
期間期間
募集募集募集
期間期間期間
募集
期間
募集

大募集！！

優秀賞  １点 ・・・賞状および副賞5万円表彰

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

生田分室

「
保
育
費
用
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助
制
度
」
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本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp

0 20％ 40％

無回答
その他

特に必要ない
その他の研究とライフイベントとの両立支援

ライフイベント（育児，介護等）期間中の女性研究者の業績向上のための研究費等の支援
学内における女性研究者・職員のネットワーク構築

女子中高生に対する積極的な働きかけ（特に理系への進学を促すための働きかけ・裾野拡大）
評価委員・意思決定機関に登用されている役職者の意識改革

女性の意識改革
評価委員・意思決定機関への女性の登用

学童保育等に関する支援
ライフイベント（育児，介護等）期間中の女性研究者の業績向上のための補助員等の人的支援

女性研究者・職員の積極的採用
男性の意識改革

学内保育園の設置（あるいは，ベビーシッター費補助など） 48
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推進本部

 今年度の活動報告と
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 サイエンス・サポーター（SS）
制度について ……………………………………………………… 2

 保育費用補助制度について ……………… 3

▶ 国際シンポジウムを開催しました  ………………………… 4

▶ 活動報告
 「ランチ交流会を開催しています」
「生明祭にてトークイベントを開催しました」 ……………………………… 5
 「生田ランチョンセミナーを開催しました」 …………………………… 6

▶ 今後のイベント告知 
「ランチ交流会 開催のお知らせ」

「リバティアカデミーオープン講座（生田）を開催します」

「HPリニューアルのお知らせ」 ……………………………………………… 6

▶ アンケート結果報告  …………………………………………………… 7

C O N T E N T S

　2014 年 11 月採択の本事業も、2016 年 4月から、早く

も最終年度に入ります。これまで 1年 5か月の間に、男女共

同参画推進センターおよび女性研究者研究活動支援事業推進

本部（駿河台・生田）開設、サイエンス・サポーター制度・

保育費用補助制度（後掲 2、3頁）など、種々の取組をして

きました。「できることはすべて実施したい」と意気込んでい

ますが、実際には教員の任用など効果が出るのに時間がかか

る問題も多く、理系女性研究者「採用」25.0％（2017 年 3

月時点）という数字も高い目標です（2016年 2月現在、女性

専任教員比率は全学で18.3％、理系 3学部 9.5％で、大学院

では女性ゼロの部局もあります）。

　今後は各部局の具体的事情を考慮しつつ意見交換を行い、

種々の誤解を取り除いてコンセンサスを得ながら進まなけれ

ばなりません。男女共同参画の取組も、決して女性を優遇す

るためのものではありません。例えば学内保育園等の利用資

格も男女を問わないとすれば、実際には、研究・教育・労働

環境を改善する両立支援策のメリットは、むしろ男性教職員

の側にあるといえます。男性教職員を含め、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言って

頂けるように、粘り強く取組を続けてゆかなければなりませ

ん。これからも一丸となって頑張りたいと思いますので、力

強いご支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

今年度の活動報告と事業最終年度に向けて
男女共同参画推進センター    
女性研究者研究活動支援事業推進本部（MUGED）

代表　 村　みよ子

今年度の活動報告と
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サイエンス・サポーター（SS）
制度について ……………………………………………………… 2

保育費用補助制度について ……………… 3

▶国際シンポジウムを開催しました  ………………………… 4

▶活動報告
「ランチ交流会を開催しています」

「生明祭にてトークイベントを開催しました」

「生田ランチョンセミナーを開催しました」

▶今後のイベント告知
「ランチ交流会 開催のお知らせ」

「リバティアカデミーオープン講座（生田）を開催します」

「HPリニューアルのお知らせ」

▶アンケート結果報告 

　2014 年 11 月採択の本事業も、2016 年 4月から、早く

も最終年度に入ります。これまで 1年 5か月の間に、男女共

同参画推進センターおよび女性研究者研究活動支援事業推進

本部（駿河台・生田）開設、サイエンス・サポーター制度・

保育費用補助制度（後掲 2、3頁）など、種々の取組をして

きました。「できることはすべて実施したい」と意気込んでい

ますが、実際には教員の任用など効果が出るのに時間がかか

る問題も多く、理系女性研究者「採用」25.0％（2017 年 3

月時点）という数字も高い目標です（2016年 2月現在、女性

専任教員比率は全学で18.3％、理系 3学部 9.5％で、大学院

では女性ゼロの部局もあります）。

　今後は各部局の具体的事情を考慮しつつ意見交換を行い、

種々の誤解を取り除いてコンセンサスを得ながら進まなけれ

ばなりません。男女共同参画の取組も、決して女性を優遇す

るためのものではありません。例えば学内保育園等の利用資

格も男女を問わないとすれば、実際には、研究・教育・労働

環境を改善する両立支援策のメリットは、むしろ男性教職員

の側にあるといえます。男性教職員を含め、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言って

頂けるように、粘り強く取組を続けてゆかなければなりませ

ん。これからも一丸となって頑張りたいと思いますので、力

強いご支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

今年度の活動報告と事業最終年度に向けて
男女共同参画推進センター    
女性研究者研究活動支援事業推進本部（MUGED）

代表　 村　みよ子

 ニューズレター創刊にあたり ………… 1

 本取組みについて ………………………………………… 2

▶ 主な支援事業の紹介  …………………………………………………… 3

▶ 活動報告
 「キックオフシンポジウム開催」「ランチ会報告」 …………………… 4
 「ロールモデル集について」「ロゴマーク・愛称決定」 …………… 5

▶ 今後のイベント告知 
 「国際シンポジウム」、「生明祭」 ……………………………………………… 6
 「生田ランチョンセミナー」、「ランチ会告知」 ………………………… 7

C O N T E N T S

　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一般型）」に採択され、同
推進本部の代表に就任しまし
た。活気あふれる明治大学の
男女共同参画推進の取組みを
さらに「前へ」進めるために、
微力を尽くす所存です。これ
は、単に女性研究者の数を増
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・職場
環境を作り上げてゆく取組みです。男女の教職員・学生・留学生
等が個性を発揮できる男女共同参画社会を作り上げるために、両
立支援や若手研究者のエンパワーメント支援が、有効な機会にな
ることを願っています。皆様のご参加、ご協力とご支援をどうぞ
よろしくお願いいたします。

　本学は、昨年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことを受け、
「男女共同参画推進センター」、
「女性研究者研究活動支援事業
推進本部」を設置いたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教職員・学生らすべて
の構成員を対象に男女共同参画
の一層の推進に取り組んでおり
ます。この間、皆様には全学ア
ンケートにご協力をいただき誠
にありがとうございました。貴
重なご意見は今後の事業に充分反映させて参る所存です。
　この半年の活動としまして、各キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集等を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の実情と要望を聞くことがで
きました。また、今年度後半には、国際シンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行等を予定しています。
　一方、本事業の主たる目標に理系学部における女性教員増があり
ます。6月に理系３学部長との懇談会を開催し、本学の実情にあった
方法を模索しているところです。このほかにも、付属明治高等学校・
中学校との連携を図りながら、将来の理系研究者の発掘を進めて参
ります。今後ともご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。

ニューズレター創刊にあたり
男女共同参画推進センター

センター長　

長尾　進

女性研究者研究活動支援事業

推進本部代表　

村　みよ子
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明治大学男女共同参画推進センター
女性研究者研究活動支援事業推進本部

「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

明治大学男女共同参画推進センター
女性研究者研究活動支援事業推進本部

女性研究者在職比率・採用比率

 主な活動内容

主　催 	 明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部

共　催 	 明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター
	 明治大学法科大学院ジェンダー法センター

開催日 	 2016 年 12月 8日（木）
【第1部】	14:00 ～ 17:00　【第 2部】17:30 ～ 19:15

開催場所 	 明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント
【第1部】	1 階	多目的室　【第2部】1階	グローバルホール

開催日時 	 	2016 年 12月 13日（火）～2017年 1月 18日（水）
開催場所 	和泉図書館ギャラリー・和泉図書館内特設本コーナー

開催日時 	 	2016 年 11月 29日（火）13:00	～ 14:00
開催場所 	明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント２階４０２１教室	（事前予約制）

理系分野をはじめ、本学全体で大学院の女子学生・女性研究者を増やし、トップクラスの研究者を養成するとともに、
男女共同参画を一層推進するため、女性研究者研究活動支援体制を構築し、働きやすく学びやすい環境の整備を行いました。

「生田キャンパスがある川崎市多摩区
の木がハナミズキであること」や「花言
葉が永続性であること」から会の名前を
「ミズキの会」と命名しました。

会の名前の由来は…

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部の取組まとめ

「本学において男女共同参画を推進し、女性研究者・職員を増やすために必要だと思われるもの」

※2016年度の数値は2016年5月1日時点、
その他の数値は該当年度3月31日時点のもの

男女共同参画および女性支援に関する意識調査結果一部抜粋

目標値 2014年度 2015年度 2016年度

女性研究者
在職比率 20.0% 16.9% 18.2% 18.9％

理系女性研究者
在職比率 15.0% 9.7% 9.9% 10.3%

目標値 2014年度 2015年度 2016年度

女性研究者
採用比率 25.0％ 27.4％ 28.9％ 33.0％

理系女性研究者
採用比率 30.0％ 17.3％ 8.8％ 20.7％
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●男女共同参画をテーマにしたシンポジウムやセミナー開催
	－	キックオフシンポジウム
	「前へ！明治大学の男女共同参画」
	国際シンポジウム
	「学術分野の男女共同参画と多様性」
	総括シンポジウム
	「Life	Sharing	～共に前へ～」
－	女性研究者の裾野拡大、男女共同参画についての理解
促進	等を目的とし、ランチョンセミナー開催

●愛称「ＭＵＧＥＤ」とロゴを公募により決定
●内閣府男女共同参画週間にあわせ啓発ポスター
を公募し全キャンパスで掲示

啓発啓発

学校法人明治大学　理事長

学　長

女性研究者研究活動支援事業推進本部

10 学部・16研究科・専門職大学院

総務担当常勤理事
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明治大学男女共同参画推進センター
センター長・副センター長・センター運営委員

推進本部代表・生田分室長・推進本部員
コーディネーター・支援員・サイエンスサポーター（SS）

女性研究者研究活動支援事業の取組の一環として、先輩研究者への相談等の機会を提供する「メ
ンタリングランチ会」を開催しました。細野はるみ情報コミュニケーション学部教授をメンターと
し、教員、ポスドク、大学院生等の研究者でワーク・ライフ・バランスに興味がある方を対象に、
研究と日常生活とのバランスのよい両立についてグループメンタリングランチ会を行いました。

「院生同士の横のつながりがほしい！」という声から発足し
た院生交流会「ミズキの会」。本学大学院生を対象に、キャン
パス内ネットワークの地盤作り、視野拡大や充実した研究生
活につなげることを目的として、ランチタイムを利用し交流
会を開催しました。交流会では毎回テーマを設け、研究生活
の中での悩みや将来についてなどを話し合いました。

開催日時 【第1回】2016年 11月 17日（木）　12:10 ～ 12:55　【第 2回】2016年 12月 21日（水）　12:10 ～ 13:30

開催場所 	明治大学生田キャンパス

支援制度について

両立支援体制・制度

活動報告

和泉図書館ギャラリーにて、本事業の周知と、本学および地域社会における男女共同参画推進を目的
として、男女共同参画に関する図書の展示、本事業の紹介ポスターの展示、ロールモデル集等の配布を
行いました。併せて資料映像「女性法曹界の道を拓いた人々－明治大学専門部女子部の足跡ー」の上映
を実施しました（情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター協力）。また和泉図書館内部の特設本コ
ーナーでは、男女共同参画、ジェンダー、ワーク･ライフ･バランス等に関する図書を特集し、貸出を実
施しました。図書は本学のみならず地域の方にも貸出を行い、多くの方に関心を持っていただきました。

平成 26 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研
究者研究活動支援事業（一般型）」の採択を受けて設置された推
進本部の３年間の取組の成果が紹介されました。第１部では、研
究者のライフイベント（出産・育児・介護）と研究の両立を支援
する「サイエンス・サポーター制度」について、利用者である３
名の研究者がそれぞれ報告しました。推進本部生田分室長を交え
た意見交換会では、今後の運用にかかわる課題も共用されまし
た。第２部では、学長挨拶に始まり、来賓挨拶として岩田喜美枝
氏（公益財団法人 21 世紀職業財団会長、内閣府男女共同参画会

議議員）より働き方改革やポジティブアクションの重要性につい
てお話があり、また国立研究開発法人科学技術振興機構プログラ
ム主管の山村康子氏より大学における女性研究者の現状と今後の
動向について紹介されました。さらに、推進本部代表の辻村みよ
子法科大学院教授が３年目を迎えた本事業の成果を報告しまし
た。続いて男女共同参画推進センター長の浜本牧子副学長（男女
共同参画・障がい者少数者支援担当）による、「明治大学男女共
同参画推進基本計画」（12 月１日施行）の紹介などがあり、シン
ポジウムは盛会のうちに終了しました。

 総括シンポジウム「Life Sharing ～共に前へ～」を開催しました

 和泉図書館にて企画展「明治大学の男女共同参画」を開催しました

 メンタリングランチ会を開催しました

院生交流会「ミズキの会」発足！

●女性研究者研究活動支援事業推進本部設置
―駿河台キャンパスに推進本部設置、生田キャンパスに分室設置
●研究活動の支援を必要とする研究者に研究補助員を派遣する「サイエ
ンス・サポーター制度」実施
●育児と研究の両立を支援する「保育費用補助制度」実施
●研究者のキャリア形成とライフイベントの両立等に関するメンタリン
グの機会を提供する「メンター制度」実施

●乳幼児を持つ女性教職員、女子学生への両立支援の取組として搾乳ス
ペースを提供
●育児・介護・キャリアアップ・ジェンダー等に関する図書を貸出
●オムツ交換台とベビーチェアを全キャンパスに整備（自主経費）

●研究者を目指す学生へ具体的なビジョンを描いてもらうために「ロー
ルモデル集」発行（vol.1 ～ 4）
●本事業の取組を学内に広く周知するために「ニューズレター」発行
（vol.1 ～ 3）
●ホームページ作成

●駿河台・生田・中野キャンパスで研究者（男女共に）、大学院生を対象
としたランチ交流会を実施
●明治大学リバティアカデミー2016年度春期オープン講座にて、「や
さしく学ぶ『男女共同参画』」開催
●図書館にて本事業のポスター、図書展示
●千代田区男女共同参画イベント「MIW祭り」へ参加

●男女共同参画および本事業に関する意識調査を計3回実施

体制図

－ 	2015年 2月実施「男女共同参画および女性研究者支援に関するアンケート調査」
－2016年 1月実施「女性研究者研究活動支援事業の認知度および男女共同参画推進に関する調査」
－ 2016年 10月実施「男女共同参画および女性支援に関する意識調査」

意識啓発・次世代育成

研究者のネットワーク構築・地域貢献

環境整備

情報発信

意識調査

参加者のコメント

●	参加者同士の交流が生まれていった
点が、一方通行でなくてよかった

●	他学部・研究科の方と話ができたこ
とは新鮮だった

参加者のコメント

●		「普段関わりのない他研究室の院
生と話すことで、視野が広がり、
研究に対するモチベーションが向
上しました！」

応募・問合せ先

内閣府では、毎年6月23日から29日までの1週間、

「男女共同参画週間」を実施しています。本学において
も男女共同参画推進のためのイベントを予定しており、

その一環として、明治大学における男女共同参画推進
のためのポスターデザイン案を募集いたします。
女性研究者研究活動支援事業推進本部の選考により優

秀賞を選出し、優秀作品のデザイン案を採用したポス

ターを製作し、男女共同参画週間での掲示およびその

後の広報活動・啓発活動へ幅広く活用いたします。

明治大学男女共同参画推進センター　女性研究者研究活動支援事業推進本部　ポスターデザイン案募集係宛
住　所 ： 〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台 1-1
メール ： danjo@meiji.ac.jp　※電子メールでの応募の際は、件名に「ポスターデザイン案応募」と明記ください。
ＴＥＬ ： 03-3296-4655　（平日 10：00～ 17：00　※土日祝日は休み）
ＵＲＬ ： http://muged.meiji.jp

ポスター
デザイン

募集の趣旨・概要

2016年3月4日（金） ～ 2016年5月9日（月）募集
期間

本学に所属する全学生・全教職員
※グループでの応募も可　※校友からの応募も歓迎

応募
資格

募集
期間期間
募集募集
期間
募集
期間
募集募集募集募集
期間期間
募集
期間
募集
期間
募集募集
期間期間期間
募集募集募集
期間
募集募集募集
期間期間
募集募集募集
期間期間期間
募集
期間
募集

大募集！！

優秀賞  １点 ・・・賞状および副賞5万円表彰

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

生田分室
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」
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本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp

0 20％ 40％

無回答
その他

特に必要ない
その他の研究とライフイベントとの両立支援

ライフイベント（育児，介護等）期間中の女性研究者の業績向上のための研究費等の支援
学内における女性研究者・職員のネットワーク構築

女子中高生に対する積極的な働きかけ（特に理系への進学を促すための働きかけ・裾野拡大）
評価委員・意思決定機関に登用されている役職者の意識改革

女性の意識改革
評価委員・意思決定機関への女性の登用

学童保育等に関する支援
ライフイベント（育児，介護等）期間中の女性研究者の業績向上のための補助員等の人的支援

女性研究者・職員の積極的採用
男性の意識改革

学内保育園の設置（あるいは，ベビーシッター費補助など） 48
45.9

42.7
41.9
40.7

36.8
30.5

22.5
16.9
16.7
15.9

6.5
1.8
5.8

1.3

推進本部

 今年度の活動報告と
事業最終年度に向けて …………………………… 1

 サイエンス・サポーター（SS）
制度について ……………………………………………………… 2

 保育費用補助制度について ……………… 3

▶ 国際シンポジウムを開催しました  ………………………… 4

▶ 活動報告
 「ランチ交流会を開催しています」
「生明祭にてトークイベントを開催しました」 ……………………………… 5
 「生田ランチョンセミナーを開催しました」 …………………………… 6

▶ 今後のイベント告知 
「ランチ交流会 開催のお知らせ」

「リバティアカデミーオープン講座（生田）を開催します」

「HPリニューアルのお知らせ」 ……………………………………………… 6

▶ アンケート結果報告  …………………………………………………… 7

C O N T E N T S

　2014 年 11 月採択の本事業も、2016 年 4月から、早く

も最終年度に入ります。これまで 1年 5か月の間に、男女共

同参画推進センターおよび女性研究者研究活動支援事業推進

本部（駿河台・生田）開設、サイエンス・サポーター制度・

保育費用補助制度（後掲 2、3頁）など、種々の取組をして

きました。「できることはすべて実施したい」と意気込んでい

ますが、実際には教員の任用など効果が出るのに時間がかか

る問題も多く、理系女性研究者「採用」25.0％（2017 年 3

月時点）という数字も高い目標です（2016年 2月現在、女性

専任教員比率は全学で18.3％、理系 3学部 9.5％で、大学院

では女性ゼロの部局もあります）。

　今後は各部局の具体的事情を考慮しつつ意見交換を行い、

種々の誤解を取り除いてコンセンサスを得ながら進まなけれ

ばなりません。男女共同参画の取組も、決して女性を優遇す

るためのものではありません。例えば学内保育園等の利用資

格も男女を問わないとすれば、実際には、研究・教育・労働

環境を改善する両立支援策のメリットは、むしろ男性教職員

の側にあるといえます。男性教職員を含め、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言って

頂けるように、粘り強く取組を続けてゆかなければなりませ

ん。これからも一丸となって頑張りたいと思いますので、力

強いご支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

今年度の活動報告と事業最終年度に向けて
男女共同参画推進センター    
女性研究者研究活動支援事業推進本部（MUGED）
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▶活動報告
「ランチ交流会を開催しています」

「生明祭にてトークイベントを開催しました」

「生田ランチョンセミナーを開催しました」

▶今後のイベント告知
「ランチ交流会 開催のお知らせ」

「リバティアカデミーオープン講座（生田）を開催します」

「HPリニューアルのお知らせ」

▶アンケート結果報告 
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月時点）という数字も高い目標です（2016年 2月現在、女性

専任教員比率は全学で18.3％、理系 3学部 9.5％で、大学院

では女性ゼロの部局もあります）。

　今後は各部局の具体的事情を考慮しつつ意見交換を行い、

種々の誤解を取り除いてコンセンサスを得ながら進まなけれ

ばなりません。男女共同参画の取組も、決して女性を優遇す

るためのものではありません。例えば学内保育園等の利用資

格も男女を問わないとすれば、実際には、研究・教育・労働

環境を改善する両立支援策のメリットは、むしろ男性教職員

の側にあるといえます。男性教職員を含め、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言って

頂けるように、粘り強く取組を続けてゆかなければなりませ

ん。これからも一丸となって頑張りたいと思いますので、力

強いご支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

今年度の活動報告と事業最終年度に向けて
男女共同参画推進センター    
女性研究者研究活動支援事業推進本部（MUGED）

代表　 村　みよ子

 ニューズレター創刊にあたり ………… 1

 本取組みについて ………………………………………… 2

▶ 主な支援事業の紹介  …………………………………………………… 3

▶ 活動報告
 「キックオフシンポジウム開催」「ランチ会報告」 …………………… 4
 「ロールモデル集について」「ロゴマーク・愛称決定」 …………… 5

▶ 今後のイベント告知 
 「国際シンポジウム」、「生明祭」 ……………………………………………… 6
 「生田ランチョンセミナー」、「ランチ会告知」 ………………………… 7

C O N T E N T S

　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一般型）」に採択され、同
推進本部の代表に就任しまし
た。活気あふれる明治大学の
男女共同参画推進の取組みを
さらに「前へ」進めるために、
微力を尽くす所存です。これ
は、単に女性研究者の数を増
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・職場
環境を作り上げてゆく取組みです。男女の教職員・学生・留学生
等が個性を発揮できる男女共同参画社会を作り上げるために、両
立支援や若手研究者のエンパワーメント支援が、有効な機会にな
ることを願っています。皆様のご参加、ご協力とご支援をどうぞ
よろしくお願いいたします。

　本学は、昨年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことを受け、
「男女共同参画推進センター」、
「女性研究者研究活動支援事業
推進本部」を設置いたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教職員・学生らすべて
の構成員を対象に男女共同参画
の一層の推進に取り組んでおり
ます。この間、皆様には全学ア
ンケートにご協力をいただき誠
にありがとうございました。貴
重なご意見は今後の事業に充分反映させて参る所存です。
　この半年の活動としまして、各キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集等を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の実情と要望を聞くことがで
きました。また、今年度後半には、国際シンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行等を予定しています。
　一方、本事業の主たる目標に理系学部における女性教員増があり
ます。6月に理系３学部長との懇談会を開催し、本学の実情にあった
方法を模索しているところです。このほかにも、付属明治高等学校・
中学校との連携を図りながら、将来の理系研究者の発掘を進めて参
ります。今後ともご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。

ニューズレター創刊にあたり
男女共同参画推進センター

センター長　

長尾　進

女性研究者研究活動支援事業

推進本部代表　

村　みよ子
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女性研究者研究活動支援事業推進本部

女性研究者在職比率・採用比率

 主な活動内容

主　催 	 明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部

共　催 	 明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター
	 明治大学法科大学院ジェンダー法センター

開催日 	 2016 年 12月 8日（木）
【第1部】	14:00 ～ 17:00　【第 2部】17:30 ～ 19:15

開催場所 	 明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント
【第1部】	1 階	多目的室　【第2部】1階	グローバルホール

開催日時 	 	2016 年 12月 13日（火）～2017年 1月 18日（水）
開催場所 	和泉図書館ギャラリー・和泉図書館内特設本コーナー

開催日時 	 	2016 年 11月 29日（火）13:00	～ 14:00
開催場所 	明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント２階４０２１教室	（事前予約制）

理系分野をはじめ、本学全体で大学院の女子学生・女性研究者を増やし、トップクラスの研究者を養成するとともに、
男女共同参画を一層推進するため、女性研究者研究活動支援体制を構築し、働きやすく学びやすい環境の整備を行いました。

「生田キャンパスがある川崎市多摩区
の木がハナミズキであること」や「花言
葉が永続性であること」から会の名前を
「ミズキの会」と命名しました。

会の名前の由来は…

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部の取組まとめ

「本学において男女共同参画を推進し、女性研究者・職員を増やすために必要だと思われるもの」

※2016年度の数値は2016年5月1日時点、
その他の数値は該当年度3月31日時点のもの

男女共同参画および女性支援に関する意識調査結果一部抜粋

目標値 2014年度 2015年度 2016年度

女性研究者
在職比率 20.0% 16.9% 18.2% 18.9％

理系女性研究者
在職比率 15.0% 9.7% 9.9% 10.3%

目標値 2014年度 2015年度 2016年度

女性研究者
採用比率 25.0％ 27.4％ 28.9％ 33.0％

理系女性研究者
採用比率 30.0％ 17.3％ 8.8％ 20.7％
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明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部「MUGED」

ラ イ フ シ ェ ア リ ン グ 共 に 前 へ

2017年3月10日発行

ラ イ フ シ ェ ア リ ン グ 共 に 前 へ

  推進本部代表挨拶――本事業の取組
と今後の課題について …………………………………… 1

 「明治大学男女共同参画推進
基本計画」を策定しました ……………………… 1

 活動報告 ……………………………………………………………………… 2

▶ 総括シンポジウム
「Life Sharing ～共に前へ～」を開催しました 

▶ 和泉図書館にて企画展
「明治大学の男女共同参画」を開催しました
▶ メンタリングランチ会を開催しました
▶ 院生交流会「ミズキの会」発足！
  明治大学女性研究者研究活動
支援事業推進本部の取組まとめ …………… 3

C O N T E N T S

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部
〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階
TEL 03-3296-4655　FAX 03-3296-4656
E-mail danjo@meiji.ac.jp
URL http://muged.meiji.jp

明治大学は、創立以来、「権利自由」・「独立自治」を建学の精神とすることで、これまで多様な人材

を育成し、文化の発展と人類の福祉に貢献してきました。また、女性の社会進出を支えるための高等

教育の道を拓き、その結果、日本初の女性弁護士、裁判官及び高等裁判所長官を輩出する等、男女共

同参画を早くから体現しています。

男女共同参画社会基本法では、男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別に関わ

りなくその個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現を最重要課題として位

置付けています。また、女性活躍推進法では、女性が職業生活において、その希望に応じて十分に能

力を発揮し、活躍できる環境の整備を目的としています。

本学は、これら建学の精神、法令、校規等に基づき、「明治大学男女共同参画推進基本計画」を策定

いたしました。この基本計画は2016年度から 2019年度まで実施され、次の基本方針の下、具体的

な行動計画を策定しております。

推進本部代表挨拶――本事業の取組と今後の課題について

「明治大学男女共同参画推進基本計画」を策定しました
❶  男女共同参画を促進するための教育・研究

体制の構築

❷ワーク・ライフ・バランスの積極的な推進

❸意識改革と理解の促進

❹次世代の女性研究者育成

❺意思決定過程における女性リーダーの養成

❻地域社会等との連携

❼国際化への対応

男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部代表
男女共同参画推進センター副センター長

村　みよ子
平成２６年度「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に採択された後、

事業期間が瞬く間にすぎ、早くも最終段階を迎えることとなりました。

約2年半の間、女性研究者の比率向上だけではなく、本学の全学的な男女共

同参画を推進し、ワーク・ライフ・バランスの取れた教育・研究・職場環境を

作り上げることを目指して、多様な取組をしてきました。

皆様のご理解とご尽力のおかげで、男女共同参画推進センター、女性研究者

研究活動支援事業推進本部と生田分室の開設等の環境整備、両立支援制度の実

施など、男女共同参画推進の基盤を構築することができました。とくに、両立

支援制度では、研究補助者の派遣が必要な研究者へ研究補助者を派遣するサ

イエンス・サポーター制度の構築、病児・病後児や夜間保育を含めた保育費用

補助制度、研究者のメンター制度など、多くの成果を得ることができました。

さらにキックオフシンポジウム（2015年 3月8日）、学術分野の男女共同

参画に関する国際シンポジウム（同年11月7－8日）、総括シンポジウム（2016

年12月8日）を開催したことによって、それぞれ学内外の多くの機関や研究

者とネットワークを作ることができたと思います。総括シンポジウムでは本事

業の成果報告に加え、2016年12月に新たに策定された「明治大学男女共同

参画推進基本計画」を発表することができ、これまでの取組の成果を示すこと

ができました。

これからも、男女共同参画を一層進めて、男性教職員を含め、すべての明治

大学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」と言っていただけるよう

に、成果が実感できるまで、粘り強く取組を続けていかなければなりません。

今後も男女共同参画推進からダイバーシティの確立に発展させつつ、一丸と

なって進んでいきたいと思います。

これまでお世話になりましたすべての方々に心よりのお礼を申し上げるとと

もに、これからの取組についても、ご協力とご支援をたまわれますよう、引き

続きどうぞよろしくお願い申し上げます。
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平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業

	「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

■日時：2015年３月８日（日）13：00～16：30
■場所：明治大学　駿河台キャンパスグローバルフロント1階

・開会挨拶　　　　福宮　賢一　 	 明治大学長
・来賓挨拶　　　　森　　ま さ こ　前内閣府特命担当大臣（少子化対策・男女共同参画）
・来賓挨拶　　　　渡辺　美代子　科学技術振興機構（JST）執行役・ダイバーシティ推進室長

・事業説明
	長　尾	 進	 明治大学副学長、国際日本学部教授、学長室専門員長、男女共同参画推進センター長
	中林		真理子	 明治大学商学部教授（学長室専門員）
・パネルディスカッション
	コーディネーター	 辻村　みよ子	 明治大学法科大学院教授
	パネリスト
	大隅	 典子	 東北大学大学院医学系研究科教授
	細野　はるみ	 明治大学情報コミュニケーション学部教授、同学部ジェンダーセンター長
	安藏	 伸治	 明治大学政治経済学部教授、明治大学付属明治高等学校・中学校校長
	深澤	 倫子	 明治大学理工学部応用化学科准教授
	出崎	 能丈	 明治大学農学部助教
・総	 括	 長尾	 進
・閉会挨拶	 松本	 隆栄	 総務担当常勤理事

・基調講演①	…	大隅	 典子	 東北大学大学院医学系研究科教授
	 「学術における男女共同参画― 東北大学の事例をもとに」
・基調講演②	…	成澤	 廣修	 文京区長
	 「男性からみた男女共同参画のあり方」

女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウム

グローバルホール（千代田区神田駿河台２-１）

「前へ!
　明治大学の男女共同参画」

予約不要
・
無料

司会…浜本牧子　明治大学農学部教授

主催	 明治大学男女共同参画推進センター（女性研究者研究活動支援事業推進本部）
共催	 学長室・情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター・法科大学院ジェンダー法センター

―  休憩　３０分 ―
第２部

第１部

当日プログラム

当日保育（無料）
委託事業者

株式会社	ポピンズ

(２) シンポジウム

ア．女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウム
「前へ！  明治大学の男女共同参画」

※肩書きはシンポジウム当時のものである
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■場所：明治大学　駿河台キャンパスグローバルフロント1階

・開会挨拶　　　　福宮　賢一　 	 明治大学長
・来賓挨拶　　　　森　　ま さ こ　前内閣府特命担当大臣（少子化対策・男女共同参画）
・来賓挨拶　　　　渡辺　美代子　科学技術振興機構（JST）執行役・ダイバーシティ推進室長

・事業説明
	長　尾	 進	 明治大学副学長、国際日本学部教授、学長室専門員長、男女共同参画推進センター長
	中林		真理子	 明治大学商学部教授（学長室専門員）
・パネルディスカッション
	コーディネーター	 辻村　みよ子	 明治大学法科大学院教授
	パネリスト
	大隅	 典子	 東北大学大学院医学系研究科教授
	細野　はるみ	 明治大学情報コミュニケーション学部教授、同学部ジェンダーセンター長
	安藏	 伸治	 明治大学政治経済学部教授、明治大学付属明治高等学校・中学校校長
	深澤	 倫子	 明治大学理工学部応用化学科准教授
	出崎	 能丈	 明治大学農学部助教
・総	 括	 長尾	 進
・閉会挨拶	 松本	 隆栄	 総務担当常勤理事

・基調講演①	…	大隅	 典子	 東北大学大学院医学系研究科教授
	 「学術における男女共同参画― 東北大学の事例をもとに」
・基調講演②	…	成澤	 廣修	 文京区長
	 「男性からみた男女共同参画のあり方」

女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウム

グローバルホール（千代田区神田駿河台２-１）

「前へ!
　明治大学の男女共同参画」

予約不要
・
無料

司会…浜本牧子　明治大学農学部教授

主催	 明治大学男女共同参画推進センター（女性研究者研究活動支援事業推進本部）
共催	 学長室・情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター・法科大学院ジェンダー法センター

―  休憩　３０分 ―
第２部

第１部

当日プログラム

当日保育（無料）
委託事業者

株式会社	ポピンズ

(２) シンポジウム

ア．女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウム
「前へ！  明治大学の男女共同参画」

※肩書きはシンポジウム当時のものである
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登壇者プロフィール

森　　まさこ
参 。 大 ( 男女共同参画 。

渡辺　美代子
本学術 部 、( 科学技術 ( ー 推進 。

大隅　典子
大学 補 (男女共同参画 、 大学大学 学 研究科 。

本学術 部 、 活動 人 本 学 事 を 。

成澤　廣修
文 。文 、 、明治大学 を 。

長尾　　進
明治大学 学 本 学部 。 動文 学 事、 本 学 事。

明治大学 本学部 本学科 、学 を 。

中林　真理子
明治大学 学部 、学 。 本 学 事、

( 。

明治大学 学部 、同大学 。 ( 学 。

辻村　みよ子
明治大学 研究科( 科大学 ン ー センター 、 男女共同参画 。

本学術 一部 同男女共同参画 科 、 ン ー 学 事 を 。 学 。

細野　はるみ
明治大学 報 ー ン学部 同学部 ン ーセンター 、同学部 学部 。

に 報 ー ン学部 ン ーセンターを 設。

安藏　伸治
明治大学 治 学部 。明治大学 明治 学 明治 学 。

た 大 のための 。 本人 学 事 。

深澤　倫子
明治大学 学部 。 大学 学部 業、同大学 学研究科 。 ( 学 。

出崎　能丈
明治大学 学部助 。明治大学 学部 業、 学研究科 、

として ー ン ン大学 学センター( にて 年 。 ( 学 。

浜本　牧子
明治大学 学部 。 学 部 。
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開会挨拶

一学 、 の うに があ た。

「本 ン が事業の を るに し 「 女性 ー」に さ たことは、 の

本学の女性研究者研究活動支援事業の にと て大 ものと け めて る。女性の を

の うに に て 、 、 学が 組 ては ら にあ

、 年を る をも 本学に ても、大学 の男女共同参画の を進めてきた。 の

事業採択は、 女性研究者の支援 の に るの ら 、本学の での 組を

度に推進 る に て、大き ると して る。 た、 年度採択の「 ー ー ー

大学 成支援」 、 年 ら 学 の一 として した ーの 明

「女性のための ー 」と同 を ることで 大き が 、

本学の 性にさら る をもたら ことを して 、本事業を て の に る女性

研究者が さ ることを う」と た。

来賓挨拶

さこ 大 ( 男女共同参画 は「男女

共学の 学では に けての 組 ので、大き を て る。

明治大学 ら女性 の ー 者が さ るためにも、女性研究

者の支援活動に大き 援をした 」と ら た。

来賓挨拶

科学技術 ） ー 推進 は「明治大学にはこの事業を

進 に ー して進めて た きた 。女性が活 ることに て、女性も男性も が

たと う が ら る う 組を でできると うのが に である」と ら た。

の ら る の ン として は、 で 本人

のう が女性であると う ータが て る うに女性の活 が

、 ー の に がると うこと。 は、

を で と う で、明治大学が 進 に 組

で る文 学 の と 治の の うに、 る が

に が て と うことに女性が参画 ることで、 が さ

て のでは と うこと。 は、男性にと ての男女共同参

日時：2015年3月8日(日)13：00～16：30
場所：明治大学　 ン ー ン ー ー

対象：学部 大学 研究者 男女共同参画に のある

参加者： 

主催：明治大学男女共同参画推進センター(女性研究者研究活動支援事業推進本部

共催：学 報 ー ン学部 ン ーセンター 科大学 ン ー センター

渡辺美代子科学技術振興機構（JST）執行役・
ダイバーシティ推進室長

森まさこ前内閣府特命担当大臣
(少子化対策・男女共同参画)
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画。 の男 が男女共学の で 育を けてし うと、 ー ー を女性に ら てし 、こ

の では ～ 年 には、男性 、男性 ー ーを て け け と う に

て と ら る。男女共に を て ことが ので、男女共同参画は女性 けの では

、 し 男性も一 に て があ 、 の でも、明治大学での 組が 本の を ー し

て うに て ことを して ると ら た。

基調講演①

大 大学 補 (男女共同参画 、 大学大学 学 研究科 「学術に

ける男女共同参画 大学の事 をもとに」を ー に、 大学の 、男女共同参画のあ に

て がら、 大学の事業 に て た た。 は、 のと である。

女性研究者の育成には、 支援、女性 ー ー育成、 の育成が

であ 、 でも の育成は に である。 本では、

る と して、女性研究者の活 が に ら て 、 の

として、 ー が と たことが あ ら て る。

大学では、 大学 ン ン 度を 、 ン

ン と た女 大学 が女 に して、 進学に

て ー と 活 して る。大学 学 の の

者、 学 の の を る で に大事 きをして

、この活 が めら た 、 年には ʼ の女性科学者

の 本 も した。

学 には、 年の 年記 ン に て 年、 年を た で

の 動 を した。この 動 の として、研究者の支援 を で る

ために たのが、男女共同参画推進センターの である。センターの は

( とし、男女共同参画を る 事が としてセンター を う

ー と て る。女性 の ン で、 ンター 度も し、 育の の ー

は 学に さ る うにも た。 ー ターも し、センターが らの 者と学

が る と て るのはあ がた ことである。し し、こ で では 。 も

男性 けで 、女性も性 に る に る の を ることが、男女共同参画を進

めるう で に であると ら た。

基調講演②

成 文 「男性 ら た男女共同参画のあ 」を ー に、文 の 組、 の育 業

、 もが置き に ら き に て た た。 は、 のと である。

、 本 に 男女の に う 組 で と うことが、大学、 治 にと て

大の ー である。 の１ は、 き の しを う る 、である。 育て の 事育

の に て の で タ る があるが、男性 の 、 業を にした

を女性に てはめては け 。 の男性の き を女性に ら うと る男女共同参画 ら

大隅典子東北大学総長特別補佐
(男女共同参画担当)、東北大学大学院

医学系研究科教授
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、 ら が と る。男性の育 を るものとして

、 、 して同 に を けるのでは と う の

、の がある。文 では、育 業 推進 を 、 の

を 組をして る。

の として、 育て支援と も支援は うと うことであ

る。育 と 事の 支援 、 の の の

育て支援は、 て 支援、 者支援であ 、 も のものに る支

援では 。 も のものに る支援は、男女ともに を

にした研究支援が進 でも、 もが置き に る 性がある け ので、 き の しを き

にした女性の 進 は きで と る。 年度、 の 、文 センターに、

の男女平 と女性の ン ー ン に る である の 本事 ができるため、女性 育

の である文 は、この を活 し き き ことに 組 で きた 。明治大学

とも、男女共同参画推進センターを にして、 を て きた と ら た。

事業概要説明

進明治大学 学 男女共同参画推進センター 、 学部 、本学事業の

明があ た。

パネルディスカッション

明治大学の男女共同参画を「 」進めるために を き 、 が る を ー に、男女共同

参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部 の 科大学 を ー ー

ターとして、大 大学 、 はる 報 ー ン学部 、 治 治 学部

(明治大学 明治 学 明治 学 、

学部 、 学部助 が参 しての

ンが た。は めに、 ー

ーターである があ 、 て

、明治大学は 、 大学に けて男女共同参画

に 組 できたと う女 育の があるがあ

ら て ら 、 は を に に けて た。明治

大学では、 年に 部女 部を し、女性 の

を た人 の がある。この女 部の を

に て きた と うことで、 ン ーセンターを

年に ター さ たと た。

に、 は、 の人 学の ら、 の

大 に て 、 に る での大

は 育てと育 が ンであ たが、 は が

の 大の と て る。 の は にあ

成澤廣修文京区長

パネルディスカッション1

パネルディスカッション2
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、 ら が と る。男性の育 を るものとして

、 、 して同 に を けるのでは と う の

、の がある。文 では、育 業 推進 を 、 の

を 組をして る。

の として、 育て支援と も支援は うと うことであ

る。育 と 事の 支援 、 の の の

育て支援は、 て 支援、 者支援であ 、 も のものに る支

援では 。 も のものに る支援は、男女ともに を

にした研究支援が進 でも、 もが置き に る 性がある け ので、 き の しを き

にした女性の 進 は きで と る。 年度、 の 、文 センターに、

の男女平 と女性の ン ー ン に る である の 本事 ができるため、女性 育

の である文 は、この を活 し き き ことに 組 で きた 。明治大学

とも、男女共同参画推進センターを にして、 を て きた と ら た。

事業概要説明

進明治大学 学 男女共同参画推進センター 、 学部 、本学事業の

明があ た。

パネルディスカッション

明治大学の男女共同参画を「 」進めるために を き 、 が る を ー に、男女共同

参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部 の 科大学 を ー ー

ターとして、大 大学 、 はる 報 ー ン学部 、 治 治 学部

(明治大学 明治 学 明治 学 、

学部 、 学部助 が参 しての

ンが た。は めに、 ー

ーターである があ 、 て

、明治大学は 、 大学に けて男女共同参画

に 組 できたと う女 育の があるがあ

ら て ら 、 は を に に けて た。明治

大学では、 年に 部女 部を し、女性 の

を た人 の がある。この女 部の を

に て きた と うことで、 ン ーセンターを

年に ター さ たと た。

に、 は、 の人 学の ら、 の

大 に て 、 に る での大

は 育てと育 が ンであ たが、 は が

の 大の と て る。 の は にあ

成澤廣修文京区長

パネルディスカッション1

パネルディスカッション2
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ると ら るため、共 き で もを支援できる に 、女性の研究者が活 る の

ら 、 ての女性の 業 に してこ らの 本 を て け ら 。 た、 学

あた ら を て ンの 育をして け 、女性研究者支援にも がる。 が

を める明治 学 学 では、大学 らではの に 学 育の で、大

女 学 が さ て 、 本学が採択さ た事業が に 、 明治 学 を

業した女 が、この ン の ン に るのでは と を て ると た。

て、 、 と育 に て があ 、 ン の研究支援を

ける女性研究者の として をした と た。 助 らは、 研究者の の

と、 が に 年 した ら、 に ける研究者の き 、 ー

ン の と 本の の に て た。

大 大学 は、 の男女共同参画は女性支援の が に たが、 男性研究者

の を ると、女性の き けの では 、男女を めた であることが てきて

ると た。

の 、研究者の ー ン に て、 の の ら、 、 、

、育 の に て の を がら を し、 は、 本は 型

の が さ 進 の である。性 が に 、 の には

、 があるが、男女の が に ると 進 とは と た。

では、 の では、 進学 研究者に ることに て 者の たは

があ た 、明治大学の男女共同参画は の 育に の うに さ る きと るの 、

と た が さ 、 ンは した。

閉会挨拶

学 が、 の うに した。

「 本 の る の が めて明ら に た。大 のは である。 、

、 、大学 の が であ 、 のためにも は明治大学 ら て きた 。本学

に 学した学 に し男女共同参画、 ー に る を 、女性研究者の を推進 る し

て、 さらに男女共同参画と女性研究者活動支援を推し進めて きた 」と た。

本 ン には学 者の参 もあ 、 ン をき けに の大学との が を る

ことができた。 年 には 科 科大学と の 者に 参 た た学 育

に る 「学 育 設置 の と の 」を本学で し、 科 科大学での 育

の をう がうことで、 に ン を 大学が の うに学 育 を して るの 、学 育

を設置 る の業 の 、 を ることができた。 た、 の男女共同参画センター

ら に 育て推進 の にも 参 た き、 の 育 の を ることができた。
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ると ら るため、共 き で もを支援できる に 、女性の研究者が活 る の

ら 、 ての女性の 業 に してこ らの 本 を て け ら 。 た、 学

あた ら を て ンの 育をして け 、女性研究者支援にも がる。 が

を める明治 学 学 では、大学 らではの に 学 育の で、大

女 学 が さ て 、 本学が採択さ た事業が に 、 明治 学 を

業した女 が、この ン の ン に るのでは と を て ると た。

て、 、 と育 に て があ 、 ン の研究支援を

ける女性研究者の として をした と た。 助 らは、 研究者の の

と、 が に 年 した ら、 に ける研究者の き 、 ー

ン の と 本の の に て た。

大 大学 は、 の男女共同参画は女性支援の が に たが、 男性研究者

の を ると、女性の き けの では 、男女を めた であることが てきて

ると た。

の 、研究者の ー ン に て、 の の ら、 、 、

、育 の に て の を がら を し、 は、 本は 型

の が さ 進 の である。性 が に 、 の には

、 があるが、男女の が に ると 進 とは と た。

では、 の では、 進学 研究者に ることに て 者の たは

があ た 、明治大学の男女共同参画は の 育に の うに さ る きと るの 、

と た が さ 、 ンは した。

閉会挨拶

学 が、 の うに した。

「 本 の る の が めて明ら に た。大 のは である。 、

、 、大学 の が であ 、 のためにも は明治大学 ら て きた 。本学

に 学した学 に し男女共同参画、 ー に る を 、女性研究者の を推進 る し

て、 さらに男女共同参画と女性研究者活動支援を推し進めて きた 」と た。

本 ン には学 者の参 もあ 、 ン をき けに の大学との が を る

ことができた。 年 には 科 科大学と の 者に 参 た た学 育

に る 「学 育 設置 の と の 」を本学で し、 科 科大学での 育

の をう がうことで、 に ン を 大学が の うに学 育 を して るの 、学 育

を設置 る の業 の 、 を ることができた。 た、 の男女共同参画センター

ら に 育て推進 の にも 参 た き、 の 育 の を ることができた。
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(２) シンポジウム

イ．国際シンポジウム「学術分野の男女共同参画と多様性」

International Symposium:
Gender Equality and Diversity in the Research Environment

２０１５年１１月６日（金）開会式・全体会 ７日（土）分科会
会場：明治大学駿河台キャンパス グローバルフロント 

共催：明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部※
         明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター   明治大学法科大学院ジェンダー法センター
後援：明治大学専任教授連合会

・基調講演

  ・大坪久子（日本大学薬学部薬学研究所上席研究員）
  　理系分野における男女共同参画・女性研究者支援について

  ・ジャッキー・スティール（東京大学社会科学研究所准教授）
  　学術分野の男女共同参画政策の世界的動向

・開会宣言・趣旨説明・ロゴマークの発表 　 
　女性研究者研究活動支援事業推進本部代表、法科大学院ジェンダー法センター長　辻村みよ子

・開会挨拶　明治大学副学長　勝悦子

・来賓挨拶　内閣府男女共同参画局長　武川恵子

・海外ゲスト挨拶　
　チョンプヌッ・K・パームプーンウィワット（タイ・シーナカリンウィロート大学准教授）

・閉会挨拶　明治大学副学長、男女共同参画推進センター長　長尾進　

・司会　情報コミュニケーション学部専任講師　脇本竜太郎

・全体会コーディネーター　商学部教授　中林真理子

１１月６日（金）　開会式・全体会

〈会場〉 
〈時間〉 
〈言語〉

グローバルフロント１階グローバルホール
１５:００～１７:００（開場１４:３０）
（英語・日本語、通訳あり）

〈会　　場〉 
〈使用言語〉

グローバルフロント17階Ｃ５会議室
英語（一部日本語、通訳あり）

１１月 7 日（土）　分科会

（Living as a Researcher in the Twenty-First Century: 
                            Opportunities and Obstacles to Women’s Academic Career）

A 「21 世紀を研究者として生きる――
　　　　 女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

 ※事前申込制  申込先：gender@meiji.ac.jp

 ※事前申込制  申込先：gender@meiji.ac.jp

 ※入場自由　問合せ先：cgal@meiji.ac.jp

【第１分科会】情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター主催・推進本部共催

【第 2 分科会】法科大学院ジェンダー法センター主催・推進本部共催

〈時　　間〉  13:00 ～ 15:30

（Women's Empowerment: Social, Economic and Cultural Aspects in Thailand）

（Promoting Female Researchers and Lawyers through Gender Equality Policies）

B 「タイにおける女性のエンパワーメント――
　　　　　　　　　　　社会的・経済的・文化的状況」

〈時　　間〉  16:00 ～ 17:30

〈会　　場〉  グローバルフロント１階多目的室
〈時　　間〉  10:00 ～ 13:00
〈使用言語〉  日本語

後援：日本弁護士連合会、日本女性法律家協会、ジェンダー法学会
「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

角田由紀子・打越さく良弁護士等講演

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部 
〒101-8301
東京都千代田区神田駿河台 1-1
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7 階
TEL：03-3296-4655 　FAX：03-3296-4656
E-mail：danjo@meiji.ac.jp
URL：http://www.meiji.ac.jp/koho/diversity/index.html

【国際シンポジウム関連イベント】（事前申込制　申込先：gender@meiji.ac.jp） http://www.meiji.ac.jp/infocom/gender/
日韓若手女性研究者フォーラム　「身体・表象・ジェンダー」  （共催 : 明治大学情報コミュニケーション研究科 成均館大学校芸術学研究科 他）

明治大学国際シンポジウム

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

※平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

託児所をご利用の方は
事前申し込みが必要となります。

10月30日
締め切り。

無料

託児ルーム開室

グローバルフロント

・分科会紹介
　男女共同参画推進センター副センター長、情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター長　細野はるみ

※肩書きはシンポジウム当時のものである
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(２) シンポジウム

イ．国際シンポジウム「学術分野の男女共同参画と多様性」

International Symposium:
Gender Equality and Diversity in the Research Environment

２０１５年１１月６日（金）開会式・全体会 ７日（土）分科会
会場：明治大学駿河台キャンパス グローバルフロント 

共催：明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部※
         明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター   明治大学法科大学院ジェンダー法センター
後援：明治大学専任教授連合会

・基調講演

  ・大坪久子（日本大学薬学部薬学研究所上席研究員）
  　理系分野における男女共同参画・女性研究者支援について

  ・ジャッキー・スティール（東京大学社会科学研究所准教授）
  　学術分野の男女共同参画政策の世界的動向

・開会宣言・趣旨説明・ロゴマークの発表 　 
　女性研究者研究活動支援事業推進本部代表、法科大学院ジェンダー法センター長　辻村みよ子

・開会挨拶　明治大学副学長　勝悦子

・来賓挨拶　内閣府男女共同参画局長　武川恵子

・海外ゲスト挨拶　
　チョンプヌッ・K・パームプーンウィワット（タイ・シーナカリンウィロート大学准教授）

・閉会挨拶　明治大学副学長、男女共同参画推進センター長　長尾進　

・司会　情報コミュニケーション学部専任講師　脇本竜太郎

・全体会コーディネーター　商学部教授　中林真理子

１１月６日（金）　開会式・全体会

〈会場〉 
〈時間〉 
〈言語〉

グローバルフロント１階グローバルホール
１５:００～１７:００（開場１４:３０）
（英語・日本語、通訳あり）

〈会　　場〉 
〈使用言語〉

グローバルフロント17階Ｃ５会議室
英語（一部日本語、通訳あり）

１１月 7 日（土）　分科会

（Living as a Researcher in the Twenty-First Century: 
                            Opportunities and Obstacles to Women’s Academic Career）

A 「21 世紀を研究者として生きる――
　　　　 女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

 ※事前申込制  申込先：gender@meiji.ac.jp

 ※事前申込制  申込先：gender@meiji.ac.jp

 ※入場自由　問合せ先：cgal@meiji.ac.jp

【第１分科会】情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター主催・推進本部共催

【第 2 分科会】法科大学院ジェンダー法センター主催・推進本部共催

〈時　　間〉  13:00 ～ 15:30

（Women's Empowerment: Social, Economic and Cultural Aspects in Thailand）

（Promoting Female Researchers and Lawyers through Gender Equality Policies）

B 「タイにおける女性のエンパワーメント――
　　　　　　　　　　　社会的・経済的・文化的状況」

〈時　　間〉  16:00 ～ 17:30

〈会　　場〉  グローバルフロント１階多目的室
〈時　　間〉  10:00 ～ 13:00
〈使用言語〉  日本語

後援：日本弁護士連合会、日本女性法律家協会、ジェンダー法学会
「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

角田由紀子・打越さく良弁護士等講演

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部 
〒101-8301
東京都千代田区神田駿河台 1-1
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7 階
TEL：03-3296-4655 　FAX：03-3296-4656
E-mail：danjo@meiji.ac.jp
URL：http://www.meiji.ac.jp/koho/diversity/index.html

【国際シンポジウム関連イベント】（事前申込制　申込先：gender@meiji.ac.jp） http://www.meiji.ac.jp/infocom/gender/
日韓若手女性研究者フォーラム　「身体・表象・ジェンダー」  （共催 : 明治大学情報コミュニケーション研究科 成均館大学校芸術学研究科 他）

明治大学国際シンポジウム

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

※平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

託児所をご利用の方は
事前申し込みが必要となります。

10月30日
締め切り。

無料

託児ルーム開室

グローバルフロント

・分科会紹介
　男女共同参画推進センター副センター長、情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター長　細野はるみ

※肩書きはシンポジウム当時のものである
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11月6日(金)

【全体会】

明治大学の男女共同参画推進に る の組織(明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研

究活動支援事業推進本部、 報 ー ン学部 ン ーセンター、 科大学 ン ー セ

ンター の共 で ン を した。

開会宣言

女性研究者研究活動支援事業推進本部 科大学 ン ー センター ら、本 ン

の 明が さ た。 て、男女共同参画推進センター 推進本部の ー と

の があ た。

開会挨拶

学 ( 、 の うに があ た。

「 は男女共同参画参画 の に け、 年 でに のあら

る で に女性が める を に る を設 して

る。本学でも男女共同参画推進センターが と 、女性が で活

できる うさら る 組を う がある。この ン が あ

る成 と をもたらし、 さらに に し けら る

うに ることを う」と た。

来賓挨拶

男女共同参画 があ た。 は、 のと

である。

本 人 を る で、科学技術 学術 に ける女性研

究者の活 は、 が の 成 を し、さらに ー ンの

に て、 の を して で めて と て る。

こ で は、科学技術 学術 で活 る女性の参画 大に けて、

と し、女性 に 大学に る支援 、研

日時：基調講演・全体会　2015年11月6日 (金) 15：00～17：00
 分科会　2015年11月7日 (土) 10：00～17：30
場所：明治大学　 ン ー ン

対象：学部 大学 研究者 男女共同参画に のある

参加者： (

共催：明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部 明治大学 報

ー ン学部 ン ーセンター 明治大学 科大学 ン ー センター

後援：明治大学

勝悦子明治大学副学長

武川恵子内閣府男女共同参画局長
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11月6日(金)

【全体会】

明治大学の男女共同参画推進に る の組織(明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研

究活動支援事業推進本部、 報 ー ン学部 ン ーセンター、 科大学 ン ー セ

ンター の共 で ン を した。

開会宣言

女性研究者研究活動支援事業推進本部 科大学 ン ー センター ら、本 ン

の 明が さ た。 て、男女共同参画推進センター 推進本部の ー と

の があ た。

開会挨拶

学 ( 、 の うに があ た。

「 は男女共同参画参画 の に け、 年 でに のあら

る で に女性が める を に る を設 して

る。本学でも男女共同参画推進センターが と 、女性が で活

できる うさら る 組を う がある。この ン が あ

る成 と をもたらし、 さらに に し けら る

うに ることを う」と た。

来賓挨拶

男女共同参画 があ た。 は、 のと

である。

本 人 を る で、科学技術 学術 に ける女性研

究者の活 は、 が の 成 を し、さらに ー ンの

に て、 の を して で めて と て る。

こ で は、科学技術 学術 で活 る女性の参画 大に けて、

と し、女性 に 大学に る支援 、研

日時：基調講演・全体会　2015年11月6日 (金) 15：00～17：00
 分科会　2015年11月7日 (土) 10：00～17：30
場所：明治大学　 ン ー ン

対象：学部 大学 研究者 男女共同参画に のある

参加者： (

共催：明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部 明治大学 報

ー ン学部 ン ーセンター 明治大学 科大学 ン ー センター

後援：明治大学

勝悦子明治大学副学長

武川恵子内閣府男女共同参画局長
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究と 、育 の 支援 を進めてきた。し し がら、 として研究者に める女性の は の

進 と して大き たものと て 、大学に ける に ても、 とに男女の

が大き ことが である。 部 では、女性の活 推進を の に 置 け、 年 の

「女性の活 のための 」では、女 の の進 択を 進 るために、学

育 ら進学、 と た に た て一 した支援を うことを で る。 た、

男女共同参画 本 画の に け して 、科学技術 学術 に ける男女共同参画に て

は、女性 の 成に けた 組とともに で 。

海外ゲスト挨拶

本学の学術 である ー ン ー 大学(タ の ン

ー ーン は、「 年 に ー ン

ー 大学と本学 報 ー ン学部 ン ーセンターとで

を めて ら、本 ン は、 、 ン に の

学術 と た。 性と う の で に を学 、

男女共同参画と う共 の に て進 ことは大 ことであ

る。 の研究に て女性の 、 ン ー ン が と さ

て る で、本 ン でタ に ける女性の ン ー ン を ー とした 科 セ ン

が設 さ たことは である」と ら た。

基調講演

女性研究者支援に し 大 本大学 学部 学研究 研究

、「 に ける男女共同参画 女性研究者支援に て」を

ー に、 本に ける女性研究者 の推 と 、 年 ら 年

とに さ て る科学技術 本 画と女性研究者支援のあ に

て、 た た。 は、 のと である。

年、女性研究者は に して るとは 、 進 と して も

である。 に ては、助 、研究補助 の を女性が

め、 に が が としてあ 、この は 年 して 。科学 の女

性研究者の 支援は、 本 画の で めて ら 、 に ると女性研究者の活 支援の

明記と の設 が さ 、 の は にも け が た。女性研究者が として、 と 事

の が であること、育 の が であることがあ ら るが、平成 年に の支援で た女性

研究者支援の 事業に て、 と る男女共同参画推進 を大学 に設置 る、 ー

ン の ー を るために研究支援 を ける、と た支援が であることが明 に た。

事業の 事業である「女性研究者支援活動事業」に 大学で女性研究者支援を た 、 に

る 育て の 女性研究者の が し、女性研究者研究支援 度の に る 文 の が報告

さ て る。 も の 支援と大学 の ー ー が であ 、明治大学に ても、

の が ー ー をと て女性研究者支援を進めて た きた 。

チョンプヌッ・K・パームプーンウィワット
シーナカリンウィロート大学准教授

大坪久子日本大学薬学部薬学研究所
上席研究員
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究と 、育 の 支援 を進めてきた。し し がら、 として研究者に める女性の は の

進 と して大き たものと て 、大学に ける に ても、 とに男女の

が大き ことが である。 部 では、女性の活 推進を の に 置 け、 年 の

「女性の活 のための 」では、女 の の進 択を 進 るために、学

育 ら進学、 と た に た て一 した支援を うことを で る。 た、

男女共同参画 本 画の に け して 、科学技術 学術 に ける男女共同参画に て

は、女性 の 成に けた 組とともに で 。

海外ゲスト挨拶

本学の学術 である ー ン ー 大学(タ の ン

ー ーン は、「 年 に ー ン

ー 大学と本学 報 ー ン学部 ン ーセンターとで

を めて ら、本 ン は、 、 ン に の

学術 と た。 性と う の で に を学 、

男女共同参画と う共 の に て進 ことは大 ことであ

る。 の研究に て女性の 、 ン ー ン が と さ

て る で、本 ン でタ に ける女性の ン ー ン を ー とした 科 セ ン

が設 さ たことは である」と ら た。

基調講演

女性研究者支援に し 大 本大学 学部 学研究 研究

、「 に ける男女共同参画 女性研究者支援に て」を

ー に、 本に ける女性研究者 の推 と 、 年 ら 年

とに さ て る科学技術 本 画と女性研究者支援のあ に

て、 た た。 は、 のと である。

年、女性研究者は に して るとは 、 進 と して も

である。 に ては、助 、研究補助 の を女性が

め、 に が が としてあ 、この は 年 して 。科学 の女

性研究者の 支援は、 本 画の で めて ら 、 に ると女性研究者の活 支援の

明記と の設 が さ 、 の は にも け が た。女性研究者が として、 と 事

の が であること、育 の が であることがあ ら るが、平成 年に の支援で た女性

研究者支援の 事業に て、 と る男女共同参画推進 を大学 に設置 る、 ー

ン の ー を るために研究支援 を ける、と た支援が であることが明 に た。

事業の 事業である「女性研究者支援活動事業」に 大学で女性研究者支援を た 、 に

る 育て の 女性研究者の が し、女性研究者研究支援 度の に る 文 の が報告

さ て る。 も の 支援と大学 の ー ー が であ 、明治大学に ても、

の が ー ー をと て女性研究者支援を進めて た きた 。

チョンプヌッ・K・パームプーンウィワット
シーナカリンウィロート大学准教授

大坪久子日本大学薬学部薬学研究所
上席研究員
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基調講演

ー 大学 科学研究 、「学術 の男女共

同参画 の 動 」を ー に、 ンと ータ

に て、 た た。は めに、研究 学術 を めた

の女性参 と、 の での ー ー 、 男女共同

参画に ての に て ら た。 は、 のと で

ある。

年 ら、平 共同参画 けで 、平 共同 が と てきたが、共同参画の と

共 の の 本 は、 ての に ける の 、文 、組織 を るた

めに である。 ー が した男女 で、 本は に ら

て 。 進 と を 本が、 けで 、 に を て

る は、 の に ける女性の 、大学 業 育に ける男女の 学者 の

があ ら る。 こ らを 進、 さ るためには、 ー ン、 して

ンと た を る がある。 の に ける女性の を ン ン の

に る の には ータ が し、こ らの で男女共同参画が進 で るのは、男女共同参

画と共同 を 画 に推進して ることに る である。大学に ける研究者に める女性の を

に ると、 本の 業 と女性の 業 ら ると、 の は き で

ある。こ は 本の男女の に ける 本 が であ 、こ を るためには

ンと ータ を 、男女共同参画を共同 を ることが である。 に、 本には女

性が ことのできる ン ー 、と け で を成 さ る が である。

同 に、 し 男性 、 に し の も である。

分科会の説明

の に はる 男女共同参画推進センター センター 報 ー ン学部

ン ーセンター ら、 の 科 に て 明が た。

閉会挨拶

進 学 男女共同参画推進センター 、 の うに が

あ た。

「本学の男女共同参画推進、女性研究者研究活動支援は ター ン

にた た である。女性研究者研究活動支援事業の採択に 、

で であ た本学の男女共同参画が、男女共同参画推進セン

ターと う に たことで、学 に し 成 が し めて る。

、 ー ン ン ー ンの を大事にし が

ら、性 、年 ある は の を た、本学の ある の を と うことをさらに

推進して きた 」と た。

スティール若希東京大学社会科学
研究所准教授

長尾進明治大学副学長
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基調講演

ー 大学 科学研究 、「学術 の男女共

同参画 の 動 」を ー に、 ンと ータ

に て、 た た。は めに、研究 学術 を めた

の女性参 と、 の での ー ー 、 男女共同

参画に ての に て ら た。 は、 のと で

ある。

年 ら、平 共同参画 けで 、平 共同 が と てきたが、共同参画の と

共 の の 本 は、 ての に ける の 、文 、組織 を るた

めに である。 ー が した男女 で、 本は に ら

て 。 進 と を 本が、 けで 、 に を て

る は、 の に ける女性の 、大学 業 育に ける男女の 学者 の

があ ら る。 こ らを 進、 さ るためには、 ー ン、 して

ンと た を る がある。 の に ける女性の を ン ン の

に る の には ータ が し、こ らの で男女共同参画が進 で るのは、男女共同参

画と共同 を 画 に推進して ることに る である。大学に ける研究者に める女性の を

に ると、 本の 業 と女性の 業 ら ると、 の は き で

ある。こ は 本の男女の に ける 本 が であ 、こ を るためには

ンと ータ を 、男女共同参画を共同 を ることが である。 に、 本には女

性が ことのできる ン ー 、と け で を成 さ る が である。

同 に、 し 男性 、 に し の も である。

分科会の説明

の に はる 男女共同参画推進センター センター 報 ー ン学部

ン ーセンター ら、 の 科 に て 明が た。

閉会挨拶

進 学 男女共同参画推進センター 、 の うに が

あ た。

「本学の男女共同参画推進、女性研究者研究活動支援は ター ン

にた た である。女性研究者研究活動支援事業の採択に 、

で であ た本学の男女共同参画が、男女共同参画推進セン

ターと う に たことで、学 に し 成 が し めて る。

、 ー ン ン ー ンの を大事にし が

ら、性 、年 ある は の を た、本学の ある の を と うことをさらに

推進して きた 」と た。

スティール若希東京大学社会科学
研究所准教授

長尾進明治大学副学長
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11月7日 (土) 第1分科会

会　場： ー ン 　

使用言語： (一部 本 、 あ

主　催： 報 ー ン学部 ン ーセンター

共　催：女性研究者研究活動支援事業推進本部

第1分科会　Ａ

「21世紀を研究者として生きる―女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

時　　間 　�13：00 ～ 15：30
登 壇 者 　チョンプヌッ・Ｋ・パームプーンウィワット( ー ン ー 大学

　チェルシー・Ｓ・シーダー(明治大学 治 学部

　平田 佐智子(明治大学研究 研究推進 人

　デアドリー・スネープ( ー セン大学 研究

司　　会 　田中 洋美(明治大学 報 ー ン学部

第1分科会　Ｂ

「タイにおける女性のエンパワーメント――社会的・経済的・文化的状況」

時　　間 　16：00 ～ 17：30
登 壇 者 　チョンプヌッ・Ｋ・パームプーンウィワット( ー ン ー 大学

　パウィーナ・レートラクン( ー ン ー 大学大学

　ブイ・チー・ミン・タム( ー ン ー 大学

コメンテーター　山本 由美子( 画　 平

司　　会 　デアドリー・スネープ( ー セン大学 研究

口頭発表 　1 タイの労働市場への女性の参加　
 パウィーナ・レートラクン、チョンプヌッ・K・パームプーンウィワット
　2 20 世紀末以降のタイ女性の経済エンパワーメント　
 ブイ・チー・ミン・タム

第1分科会プログラム
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11月7日 (土) 第1分科会

会　場： ー ン 　

使用言語： (一部 本 、 あ

主　催： 報 ー ン学部 ン ーセンター

共　催：女性研究者研究活動支援事業推進本部

第1分科会　Ａ

「21世紀を研究者として生きる―女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

時　　間 　�13：00 ～ 15：30
登 壇 者 　チョンプヌッ・Ｋ・パームプーンウィワット( ー ン ー 大学

　チェルシー・Ｓ・シーダー(明治大学 治 学部

　平田 佐智子(明治大学研究 研究推進 人

　デアドリー・スネープ( ー セン大学 研究

司　　会 　田中 洋美(明治大学 報 ー ン学部

第1分科会　Ｂ

「タイにおける女性のエンパワーメント――社会的・経済的・文化的状況」

時　　間 　16：00 ～ 17：30
登 壇 者 　チョンプヌッ・Ｋ・パームプーンウィワット( ー ン ー 大学

　パウィーナ・レートラクン( ー ン ー 大学大学

　ブイ・チー・ミン・タム( ー ン ー 大学

コメンテーター　山本 由美子( 画　 平

司　　会 　デアドリー・スネープ( ー セン大学 研究

口頭発表 　1 タイの労働市場への女性の参加　
 パウィーナ・レートラクン、チョンプヌッ・K・パームプーンウィワット
　2 20 世紀末以降のタイ女性の経済エンパワーメント　
 ブイ・チー・ミン・タム

第1分科会プログラム
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11月7日 (土) 第2分科会

会　場： ー ン 　

使用言語： 本

主　催： 科大学 ン ー センター

共　催：女性研究者研究活動支援事業推進本部

後　援： 本 、 本女性 、 ン ー 学

第2分科会プログラム

第2分科会

「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

時　　間 　10：00 ～ 13：00
登 壇 者 　辻村 みよ子(明治大学 科大学 、同 ン ー センター

　スティール 若希( 大学 科学研究

　安西 文雄(明治大学 科大学 、 ン ー センター 研究

　角田 由紀子( 、 明治大学 科大学 　

　打越 さく良( 、 ン ー センター 研究

司　　会 　江島 晶子(明治大学 科大学 、 ン ー センター 研究

プログラム 　1 開催趣旨――ジェンダー法センターと女性研究者支援事業　　　　　　
 辻村みよ子　　　　　　　

　2 男女共同参画政策とポジティヴ・アクション
　　　(1)ポジティヴ・アクションとクオータ制　　　　　 　　　　　
 　　 スティール 若希
　　　(2) 第4次男女共同参画基本計画とポジティヴ・アクション 
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11月7日(土)

【第1分科会】

セ ン 「 を研究者として きる 女性の に ける と 」

大学 の研究 育 で研究者 として ことを 人 の 成の に て

と男女共同参画の ら した。 本、 ン 、 、 、タ に て、研究者として活

るために の う があ 、 る が である 、 の うに できる に て の

が さ た。 一に、 しが 成の にある研究者 女性をは めと る大学 に ける

の研究者 が に がること。 に、 であるが る女性 の ること。

に、 ー ( 　 の 。本セ ンを して、男性 の学術 で女性

の研究者が活 る の が さ 、同 に の研究者が ら る と う

を けて たら 、 の に て ることができた。

セ ン 「タ に ける女性の ン ー ン 文 」

タ に ける ン ーの を る で、 の が をも ことが さ

た。女性の 参 を に した が さ 、 年 ン では と 業 が

し、女性 が「 型 」を うに た。こ は 度成 の 本と た である。 育、

参 、 事参画 に る を てタ 女性の 、 、 治 を ると、タ で

は に ける女性 は が 業組織に ける は めて 。 のためタ と 本を同

で ることはでき 、 がある 性が さ た。

は、 の をは めと る を き こして る。ある の には、 の

が に る 性 し の が である。

の が であることを めて ることと た。

第1分科会の様子
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【第2分科会】

ン ー センター 明が た 、「男女共同参画 と

ン」を ー に、 科 の報告が さ た。 ー は、 治 の ータ 、女

性研究者の を るために ン( ター 、タ ー

、 支援 に て た。 た 文 科大学 、 ー ンの

性( 性 に て報告が さ た。

に、女性 成の と ン ー 学に て が さ た。 に、 (

ン ー センター 報告があ た。ここでは、女性 成の としては、 者に め

る女性 の が に を の とし、女性が さ ることに し女性 が と

ることを の として、 と の を 動して る 、 を た人 が と 、

を けて る に ことが であると報告があ た。 た、同センター 研究 の さ

を 材として、 さ て る である女性を支 る が女性 に めら

る、との報告が さ た。

では、 に ける もの は う るの と う に して、 の ら

の があ 、 た の 者 らは、 の に る事 をもとにした があ た。

た、女性 の と の に て、 の は 、と た が さ 、 本に ける 学 育

に ての があ ら た。

、 科 を て、 本に ける性 ン ー の さを さ ら る と

た。

第2分科会の様子
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(２) シンポジウム

ウ．女性研究者研究活動支援事業総括シンポジウム
「Life Sharing ～共に前へ！～」

※肩書きはシンポジウム当時のものである
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ウ．女性研究者研究活動支援事業総括シンポジウム
「Life Sharing ～共に前へ！～」

※肩書きはシンポジウム当時のものである
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第1部

研究者の ン ( 育 と研究の を支援 る「 ン ーター 度」に

て、 度 報告 を た。 た共 である 報 ー ン学部 ン

ーセンターの のもとに を た。

部は はる 報 ー ン学部 男女共同参画推進センター センター の で

進 し、 人 学部 女性研究者研究活動支援事業 部 にあた ての

と本事業で した ン ーター 度に ての 明があ 、 の 度 報告 と た。

度 報告 では、 者である 学部 、 学部 、

学部 が、 した。

は めに、 、 の と研究と育 の に て があ た。 学で

ーと う を た 研究をして 、 での研究 ー は で 活 る 本人を とし

た ー であ た。 は に て に て たが、研究者として一 である

ため、 文 学 を して が 事に ことを も して た。こ は 本 の

大学 の女性研究者が て る であると う。 は 育 と う ン

に 、 の が に た。 のため、 は での研究に て「育 をめ る

と 」に ても研究をして る。 、 もを て に ける うに たことで、

と の を補 、研究を に進めることができて る。 ン に て た一 の

は で研究ができ たこと が、研究業 にも、 業 と 育 の の

、 は の 業 に もの け が たことを としてあ たう で、「

ン ーターに参 文 文 の 成、 の の 業を できたことが、 の研究に

大 があ た。 年度 もこの 度が さ ることを う」と た。

に、 、 の と 度 の 、 の ー に て があ た。「

して る 学部は 年にできた 設学部と うこともあ 、研究 には学部 し して

たため、大学 し でき ン ーター 度を は でき たが、 度の

に て学部 の が めら 、 の 者も研究者と たこと ら 度を できる うに

た。育 の は に研究にあてら る が 、 設学部で研究 の を け

日時：2016年12月8日 (木)【第1部】14：00～17：00
【第2部】17：30～19：15

場所： ン 　 ー ン

部

部 ー ー

対象：学部 大学 研究者 男女共同参画に のある

参加者： 部 、 部

主催：明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部

共催：明治大学 報 ー ン学部 ン ーセンター

　　　明治大学 科大学 ン ー センター
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　　　明治大学 科大学 ン ー センター
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け と ン が とても し 。 の研究は、本 に た 研究にた

でに、 の ー と る を ることが大 が、この 度を ることで を

に進めることができ、大 た。 ン の にと て大 あ がた 度であるため、

度を して し 」と た。

に、 、 の と 度を 年 したことに て があ た。研究

ー である ン ータ を た の設 支援に て、 ン ータ

に る る の型 成 ー の設 に て 明したの 、「 育 と う

ン と研究の で一 の は の 者 人と同 うに が こと 」と た。

ン ーター 度に ては、「 の と同 設学部に し、大学 の 研究

であ たため、 度 は の研究 の大学 に ー を して た。 度 も

の研究 ら 人 け学 を採 し研究を支援してもらうことが し たため、 も の研究

ら研究支援者を して るが、このことが、 は研究 を ての共同研究 と が 、大き 成

と た。 度を ることに て で と で て た の 業が できる うに

、学 の 育の けで 育 の にも が たと て る」と た。

の う 報告を 、 を ーターとして が た。 の で、

ン ーターの 人 、学 者の に ての 、 た男性研究者の 度 を

ための 、 の に る を共 ることができた。

度 報告 に て、 「女性 の を た人 明治大学 部女 部の 」の

を 、 の ター と 部に て があ たの 、 部は と た。

制度利用者からの報告会の様子
藤田�結子教授

意見交換会の様子
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第2部

開会挨拶

一 学 は、 学部の女性 の採 に て たう

で、「 は が女性研究者の支援 が であると て る。

本学が の で を明 にして ためには、男女共同参画を推進

るための が である。 採 、研究者を支援 る

ための育 ら に 度の 、 をした 」と た。

来賓挨拶

男女共同参画 ( 人 業

は、 、 業 に ける女性の き の に て ら

た。 年 大 の大 業では、文 の女性

が を て ることを 明し、「ここ 年 は に 事を

る女性が て る。 の女性 も で、 と て

ここ 年の女性活 の進 は を るものがある。大学に ても女

性の が活 ることで、大学の 育 、研究 が ると して る。女性が活 るために

は、 業も大学も はた さ あるが、大き を けあ ると 、 は き である。共

き が と た では、 タン ー と て る男性型の き をある 女性

し、 き の を さ ては ら 。 は ンを ることである。

、 画 組が である。 き 女性活 推進は人 の 動 、

を るもので を る。明治大学に ては 年 の事業の ではあるが、年 で成 が

る では ので、 年度 も き き事業に 組 、大学 で、男女共同参画の で

て た きた と う」と ら た。

特別講演

研究 人科学技術 (

、「女性研究者支援 の と の動 に

て」を ー に た た。 本の女性研究者の に て、

にも であることを 明したう で、「女性研究者の活

進に ける は、 、 部 の 、女性研究 ー ーの 、

大学 ( の進学 の さ があ ら る。この う

に し文部科学省は、女性の を 大 に できる を し、

の活 を 進 るため、女性研究者研究活動支援事業、女性研究者 成 事業、 ー

研究 を してきた。事業を推進して で、事業が採択さ た 大学
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きた。 は女性研究者の研究 の 、女性研究 ー ーの育成、 の 部 の女性 を

し、 ー ン の推進、 研究 育人材の育成、研究と 育の活性 を して

山村康子国立研究開発法人
科学技術振興機構プログラム主管

岩田喜美枝内閣府男女共同参画会議議員

土屋恵一郎学長
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て」を ー に た た。 本の女性研究者の に て、

にも であることを 明したう で、「女性研究者の活

進に ける は、 、 部 の 、女性研究 ー ーの 、

大学 ( の進学 の さ があ ら る。この う

に し文部科学省は、女性の を 大 に できる を し、

の活 を 進 るため、女性研究者研究活動支援事業、女性研究者 成 事業、 ー

研究 を してきた。事業を推進して で、事業が採択さ た 大学
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きた。 は女性研究者の研究 の 、女性研究 ー ーの育成、 の 部 の女性 を
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山村康子国立研究開発法人
科学技術振興機構プログラム主管

岩田喜美枝内閣府男女共同参画会議議員

土屋恵一郎学長
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きた と て る。明治大学に ては、 も事業の 組の と を 、「学 人明治大学一

般事業 動 画」で た の 、女性 ら に女性 採 の 、 して女性

、 に女性事 の に ての が 成さ ることを う」と ら た。

本事業成果報告

科大学 男女共同参画推進センター センター

女性研究者研究活動支援事業推進本部 、 年度を た本事業

の成 を報告した。

本事業の 組に て、「男女共同参画推進の 」「 支援の

」「 活動」「女性研究者の と 育成」と た の を 組

として 明した。「男女共同参画推進の 」に ては、男女共同参画

推進センターを設置し、 人 ら 事、大学 ら男女共同参画

学 が と て を設け、センターのもとに女性研究者研究活動支援事業推進本部を設

置し、事業を推進してきた。「 支援 」に ては、 では ン ーター 度 育費

補助 度、 ンター 度を し、 ー では として の 設 ー の設

置を ン で た。「 活動」に ては、センター 推進本部の活動 の を として

ー ター ー し、 ン の報告書を した。 た、 ン セ ー

の に、研究者の ー を とした ン も した。「女性研究者の

育成」に ては、 ー ーの人事 動に る ンとして、 年

、学 の 事 に 男女共同参画 が 者 者支援 学 が設置さ 、女性 が さ

た。 女性研究者の 大と を るために、本学 を ー と

して に けて し、 研究者を 学 が ンを ための一助と ることを と

した本学研究者が と る ン ンセ ーも の ン で した。こ ら の を

として事業を推進した 、 支援 度を した女性研究者の研究業 の 、女性研究者の

採 の が成 として た。 た男女共同参画の 組に る学 の も進 、

が進 で ることが ン ー に て明ら に たと う 明をし、「 は、 を し、学

の 、部 組を推進し、 ー 明治 で男女共同参画を さ た 」と た。

本事業についての講評

、本事業に ての として、「あら る の 組を に

、学 の が に進 と ら る。女性研究者の採 も、 事業 で

して るが、 の女性研究者採 の 成に けて、 も 組の 、 を し

た 」と ら た。

辻村みよ子法科大学院教授
女性研究者研究活動支援事業推進本部代表
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第1部の概要報告

部の 報告があ た。 ン ーター 度、

に て 明した 、 者の での を し

た。 に、「 、男性研究者にも の で 度の を 、

度の 進 を がら に本学の に 置 けた 」と た。

基本計画説明

本 学部 学 (男女共同参画 が

者 者支援 男女共同参画推進センター

、「明治大学男女共同参画推進 本 画」( 年

の と 動 画の に ての 明が

あ た。本事業の採択を として、男女共同参画推

進センターに て、大学 として男女共同参画を

一 推進 るために 本 画が であると う

に 、このた 明治大学男女共同参画推進 本 画

を 、 ることに たと を報告した。

本 画は、 本 、 本 ら に 動 画をも て 成さ て 、 本 画の に ては、男

女共同参画 一般事業 動 画、学 人明治大学 ン、 画、学 、明治大

学 ン ン を て したこと、 は 年度 ら 年度 での の学

事 の でとして るとし、「 本 画に て男女共同参画を一 推進して き

た 」と た。

「明治大学男女共同参画推進 本 画」は本活動報告書の ー に 。

浜本牧子農学部教授・明治大学副学長(男女共同参画・障がい者少数者
支援担当)・男女共同参画推進センター長

細野はるみ
情報コミュニケーション学部教授

男女共同参画推進センター副センター長
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閉会挨拶

大 事は、「本学の男女共同参画は の

を て るが、本事業の採択に て一 の推進 が さ 、

をは めとしてこ で成し たことが一 と

できる うに た。 た、 明治大学男女共同参画推進 本 画 は、

大学 に ける男女共同参画推進の 本 画として大き を

て る。男女共同参画を推進 ることは大学の であ 、 も

支援事業の 組を さ るとともに、大学 の組織が 、 を

し、成 に て きた 」と 、 部は した。

企画展示

部 ら 部 で、 ー ン にて ー と る本学の女性研究

者の ター 、本事業を る ターの をあ て た。

ポスター展示

大田原健司総務担当常勤理事

69

Ⅲ　

取
組
内
容
の
実
績
と
成
果

69

閉会挨拶

大 事は、「本学の男女共同参画は の

を て るが、本事業の採択に て一 の推進 が さ 、

をは めとしてこ で成し たことが一 と

できる うに た。 た、 明治大学男女共同参画推進 本 画 は、

大学 に ける男女共同参画推進の 本 画として大き を

て る。男女共同参画を推進 ることは大学の であ 、 も

支援事業の 組を さ るとともに、大学 の組織が 、 を

し、成 に て きた 」と 、 部は した。

企画展示

部 ら 部 で、 ー ン にて ー と る本学の女性研究

者の ター 、本事業を る ターの をあ て た。

ポスター展示

大田原健司総務担当常勤理事

69



70

Ⅲ　

取
組
内
容
の
実
績
と
成
果

日時：2015年11月21日 (土) 14：00～15：00
場所： ン 　

ゲストスピーカー： 部 さ 　 ( 学研究科 学 　

さ 　　　 ( 学研究科 科学 　

さ 　 研究 人 本 研究 ( 学研究科

学 　

司会： 学研究科学 　

ン にて る学 「 明 」に て、 に る ー ン 「 に

研究者の ～ き タ ～」を した。 者 本学学 を とし、

き タ を学 、 ンを るき けに ることを として、 業で

研究者の を した。「 進学のき け」「学 」「 事の が 」「こ らの

」「 の をもとにした学 の セー 」 に て た た。

は、女 と 者の の参 も ら た。

に ては ン のものである。

(３) 実施イベント

ア．生明祭トークイベント
　「理系ＯＧに聞く！ 理系研究者の未来～働き方・ライフスタイル～」

 

 

 

 

理工学研究科機械工学専攻 修了

農学研究科生命科学専攻 修了

理工学研究科応用化学専攻 修了 

★参加者特典★
①本学教員ら７名のインタビューを掲載した「ロールモデル集」
②推進本部のロゴ入りクリアファイル

イベント当日の様子
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イ．リバティアカデミー2016年度春期オープン講座
「やさしく学ぶ『男女共同参画』～来て見て知って、話してみよう～」

明治大学 ーに て、「男女共同参画」に て さし 学

ための ー ン を ン にて した。 の 本学

学 を とし、男女共同参画を 学 ことを として、

では、 の きる で人 の 大学大学 文 研究科

を した。「 て る男女共同参画」と う ー で、 本の男女共同

参画に る を 、 ータをもとに

た た。 に、「 本の男性の 事 育 の さを し、女

性が き とは、 男性にと ても き である。男女共に ー ン を

ことが、 本 を らし ものにし、 を るための と る」と う に、参

者 らも大き があ た。

ンでは、 の 、女性活 の 組を 進 に て る

ら男性 を し、本事業 の 科大学 を ーターとして、本学

研究者 とともに「共に活 できる研究 の ー 」に て、 に男性研究者の ら

し で 、 した。

の 書きは、 年 のものである。

日時：2016年 5月 14 日 (土) 13：00～16：00
場所： ン 　 学 研究センター　

基調講演講師： 大学大学 文 研究科

モデレーター： 　男女共同参画推進センター女性研究者活動支援事業推進本部

明治大学 科大学

パネリスト： 　 大学大学 文 研究科

　 ー センター研究推進部

人　明治大学 学部 科学科

人　明治大学 学部 学科

　明治大学 学部 学科

参加者： 
主催： 明治大学 ー

共催： 明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部

後援： 育 事業

女性研究者 ン ン 事

参 者の

の ー に本 が さ て て、大 し さ
て た き した。

男女共同参画と う けで て る に て したが、
を て が した。

は 人 ので、男女共同参画に て し をも ことがで
きて し て 。

２０１６年度春学期　明治大学
生田キャンパスオープン講座

 「男女共同参画って何？」なんて
今さら誰にも聞けないな～と思っているあなた。
大学では超人気講義を担当し、爆笑の起きる講演で人気が
ある瀬地山角先生をお招きして、「男女共同参画」を分かり
やすく解説していただきます。
パネルディスカッションでは、「研究環境のダイバーシティ」
について、主に男性研究者の目線から新しい切り口で考え
ていきます。
これであなたも「男女共同参画」通!?

1963年生まれ奈良県出身。1986年3月東京大学
教養学部卒、東京大学大学院総合文化研究科博士課
程修了・学術博士。北海道大学文学部助手を経て、
1994年東京大学助教授。2009年より現職。

明治大学リバティアカデミー事務局
〒101－8301
東京都千代田区神田駿河台１－１
ＴＥＬ：03－3296－4423　
（平日10：00～19：00、土曜10：30～15：30　※日曜祝日は休み）

ＵＲＬ：http://academy.meiji.jp

主催：明治大学リバティアカデミー　／　共催：明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部
後援：川崎市教育委員会連携事業、株式会社資生堂女性研究者サイエンスグラント事務局

2016年5月14日　 13：00～16：00（開場 12：30）

テーマ『笑って考える男女共同参画』

テーマ『共に活躍できる研究環境のダイバーシティについて』

日時
会場

講師 瀬地山角
東京大学大学院 総合文化研究科教授

生田キャンパスは、小田急線「生田駅」南口徒歩１０分

無料
事前予約制
定員150名

来て 見て 知って
話してみよう

生田キャンパス 地域産学連携研究センター地階多目的室

基調講演

パネルディスカッション

モデレーター　　村みよ子（女性研究者研究活動支援事業推進本部代表）
パネリスト ①瀬地山角 （東京大学大学院総合文化研究科教授） ②石舘周三 （株式会社資生堂研究推進本部総務室長）
 ③川上直人 （明治大学農学部生命科学科教授） ④小林正人 （明治大学理工学部建築学科准教授）
 ⑤石田祥子 （明治大学理工学部機械工学科助教）

お問い合わせ／お申し込み

受付期間：4 月 11 日～5 月 6 日
申込先： 0120－27－2100（株式会社ポピンズ）

託児ルーム実施無料

土

託児所をご利用の方は事前申し込みが
必要となります。

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

やさしく学ぶ
「男女共同参画」

瀬地山角�東京大学大学院
総合文化研究科教授
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生田キャンパス開催
ター と推進本部 書の 、 の を た。 た、本 画

に 、 ン 学 を とした「 」「男女共同参画」に る

ン ー を し、 を した。

開催期間：2016年5月31日 (水)～2016年6月29日 (火)
場所： 書

　　　 に「 」 。 は ー に 。

駿河台キャンパス開催　
　 ター 、 の を た。

開催期間：2016年7月13日 (水)～2016年7月27日(水)
場所： ー ン ー

和泉キャンパス開催　
　 ーでは ター 推進本部 書 を 、

設本 ー ーでは、男女共同参画、 ン ー、 ー ン

に る書 の ー ーを設け、 書の を た。 た、 報

ー ン学部の ン ーセンター 「女性 の を

た人 明治大学 部女 部の 」の を け、 ー で

設 した。

開催期間：2016年12月13日 (火)～ 2017年1月18日 (水)
場所： ー ン ー

協力： 報 ー ン学部 ン ーセンター

本学 書 と 動して「 ～共に ～明治大学の男女共同参画」に ての ター

を ン ン ン の ン にて した。 の

本学 学 を とし、本事業の 活動を として、 書 にある ー ー

を し、本事業の活動を る ターを るとともに、 、推進本部 の 書の

も た。

ン の は のと である。

(３) 実施イベント

ウ．図書館企画「明治大学の男女共同参画」

平成 26 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

2016年 12月 13日（火）－2017年 1月 18日（水）
和泉図書館ギャラリー

〒168-8555 東京都杉並区永福 1-9-1　T E L：03-5300-1185
〔開館時間〕月－金／8：30-22：00　土／8：30-19：00　日／10：00-17：00

※12/23（金）－12/27（火）・1/5（木）－1/9（月）／10:00-17:00　※12/28（水）－1/4（水）は年末年始のため休館となります。

〔入場料〕無料　※一般の方もご来場いただけます。

和泉図書館内特設本コーナーにて、男女共同参画に関する書籍の
特集をしています。ぜひあわせてご覧ください！

関連
企画

「女性法曹界の道を拓いた人々－明治大学専門部女子部の足跡－」
明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター協力

資料映像
上映

主催：明治大学男女共同参画推進センター 
女性研究者研究活動支援事業推進本部「MUGED」

T E L：03-3296-4655
e-mail：danjo@meiji.ac.jp
http://muged.meiji.jp/

アカデミーコモン1階展示スペース

生田図書館�Gallery�Zero

和泉図書館内特設本コーナー和泉図書館ギャラリー
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生田図書館 Gallery ZERO トークイベント「ココ♡スパ」
書 に て に して る ー ン 「 」を本事業で した。「

」とは、「 と 、 、 に る 」で「 」に「 」をと う である。 ン

の 学 を とし、本事業の 男女共同参画に て 学 ことを

とし「 男女共同参画 て に ～本学の 組 ～」と う ー で本事業 ー ーターが した。

学 けに に て る 組 本 画 に

した ン 学 を とした ン ー の を一 にと

「性 業 」を さ がら、学 が「男女共同参画」「

ン ー」「 ー 」と た を に る を し

た。 た、女性研究者研究活動支援事業の 学 にて して

る 活動の 、「男女共同参画」「 ー ン 」

本事業に る 書の を した。

日時：2015年6月9日 (火) 12：20～12：50
場所： ン 　 書

登壇者：男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業　 ー ーター

参加者： 

生田キャンパス学生向けに実施したアンケート

当日の様子

生 ン 学生に聞 ました
ご自身 ・ ・ に い

①理 進学を した理由、②⼤学進学の の進 に た 、
な を に る とが たか？ はなかった 、どのような が ると うか？について、聞いてみました。

男
性

女
性

ン ト
生 ン の学生の皆さんを に
⼤学院進学や ・ライフ・ ラン
（ と生 の ）についての
（無 ン ト）を いました。

期
016 4 11 016 4

110

男性
⼥性

⼤学院への進学希望の有無と 希望 の 、 ／他⼤学進学ど らを希望しているのかについて、聞いてみました。

に い

に い

①理 進学を した理由 ②⼤学進学を る ，進 に な について

学を学 たかったから
・ を学ん みたかったから
・生 が ったから
・理 学 が しろそう ったから

その他

ご回答いただいた皆様，貴重なご意見をいただきましてありがとうございました。今後の活動に役立たせていただきます。

博士課程後期進学について

就職・ライフイベントについて

⼤学院進学希望の⽅・⼤学院在学中の⽅に，博士課程後期への進学希望の有無とそれぞれの理由（希望／希望していない）を聞いてみま
した。

近い将来、就職や結婚・出産といったライフイベントを控えた皆さんが、男女共同参画についてどのように考えているのかを
聞いてみました。

⼥性が男性と同等に社会で働くことを好ましいと思うか？ 結婚後にご自身／配偶者が働くことを好ましいと思うか？

出産後にご自身／配偶者が働くことを好ましいと思うか？ 男性も家事・育児を主体的に⾏うべきだと思うか？

いつごろから⼤学院進学を考えていましたか？
① 高校入学前 ・・・・・・・・・・・・ 0％
② 高校生 ・・・・・・・・・・・・46％
③ ⼤学入学後（研究室に入る前） ・・・・51％
④ 研究室にはいってから ・・・・・・・ 0％
⑤ その他 ・・・・・・・・・・・・ 3％
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ン ン ン の ン に て、 ン ンセ ーを

した。本学 学 を とし、本事業の 研究者を 学 が

ンを ための一助と ることを として、 ー に て に本学の研究者が の 研究

、研究 活 ー ン に て した。 の学 が参 し

う ン ーに て し、 た、 ー ることで本事業の に が た。

ン の は のと である。

に ては のものである。

駿河台キャンパス開催

年 ( ～

ー ン

　文学部 学科

ー ー ン

参 者

参 者の

女性研究者の の を けて、研究に る ー ンが

でき う 。

ー ーの しては 育てと研究の成 が し と

が、 の う を 人がもてる う 育が

ると と た。

中野キャンパス開催

年 ( ～

ン 　 本学部

ー ー ン 、 ー 、 ー

参 者

参 者の

学部の の を は ので た。

研究 が 、 に る が に た。

(３) 実施イベント

エ．ランチョンセミナー

中野キャンパスランチョンセミナーの様子

13:00 14:00
(

)

お問い合わせ

ランチョンセミナー

・・研究テーマ 心理コンサルテーション心理コンサルテーション心理コンサルテーション心理コンサルテーション心理コンサルテーション、虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育・・心理療法心理療法、心理コンサルテーション心理コンサルテーション心理コンサルテーション
愛着臨床の観点からの養育

、
愛着臨床の観点からの養育愛着臨床の観点からの養育愛着臨床の観点からの養育・

虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育
・心理療法に関する研究
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生田キャンパス開催

第1回

年 ( ～

　 学部 学科助

ー の と研究 に て

参 者

参 者の

学部の の を が と ので、とても た。

業 ら大学の研究者に た の が けて た。

第2回

年 ( ～

　 学部 学科

ー の と研究者としての 活

参 者

参 者の

研究 が 、 に る が に た。

女性に ら 研究者としての が た。

第3回

年 ( ～

　 学部 学科

ー 研究 活と ー ン

参 者

参 者の

がとても 、 の ー ン が にと て て た。

男性の育 の参 、 ー の部 が参 に 、 き と た。

お問い合わせ先

男女共同参画推進センター

女性研究者研究活動支援事業推進本部

（担当：宮﨑、渡部）

／

第１回
ランチョンセミナー

生田キャンパス

日時： 火 ～
会場：中央校舎 階 教室※入退室自由

登壇者：石田祥子 先生（理工学部機械工学科助教）
テーマ：ご自身のキャリアと研究内容について

昼食持参でご参加ください

※第２回ランチョンセミナーは，決まり次第HPにてお知らせいたします。

HPへのアクセスは
こちらから

研究者としての⽣き⽅ってどんなもの？ ギモンに答えます！

 

【問い合わせ先】

明治⼤学 男⼥共同参画推進センター

⽇時：

場所：

理⼯学部建築学科

上野	佳奈⼦	先⽣

講師

danjo@meiji.ac.jp

⼥性研究者研究活動⽀援事業推進本部

ランチョンセミナーランチョンセミナー

 

注⽬！

ランチをとりながら、

私の研究者としての⼈⽣についてお話します！

11⽉10 ⽇（⽊）

研究職に興味のある⽅

12：10~12：50

お菓⼦付き

事前申込不要

044-934-7603

⾃分の⽣き⽅について考えてみませんか？

⼤学院進学・研究職に興味のある⽅は

ぜひお越しください！

●研究者としての働き⽅の

イメージがつかめた

●アットホームな雰囲気でよかった

●進路選択に役⽴った

参加者の声

中央校舎 ０４０７教室

建築環境計画研究室

お弁当はご持参ください
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ン ン ン の ン に て、 ン を し

た。本学 学 を とし、研究者の ー 報共 の と ることを とし

て、 ン の研究者、大学 を て した。 き て る 、

の う 度があ を に し 、 た研究 事と 活の のための

ン を る の を た を ることができた。

ン の は のと である。

駿河台キャンパス開催

男女共同参画推進センター ら に女性研究者研究活動支援事業推

進本部を ること ら、 研究者の学 ー の 、

ン ーセンター ン ー センターとの を

として、 活動 報 報共 の として ン を

した。

　 年 ）　　　参 者

　 年 ）　　　参 者

参 者の

度に て

大 あ がた 度 が として できるのが本学に る

大学 け ら ると でき 人も るのでは 。

一 育 に て

の 育 と同 うに学 の 育 設に して 育を てもらう、と う は、 で一 に

ける ー の うが のでは 。 た、 、人事 が して る「 業 の

」を、 者の を 大し、 ン ン にも るのは う 。

学 育 に て

学 育 の設置は でに ー タン ー であ 、 の女性研究者 の で

も は である。し し、 の大学と う ら う たタ の 育 (ある は が

めら て るの る がある。

に て

を の ン に て ることは しに ため、 に ー ターを

し、 の 費 の一部を支援 る「 型」の 支援は う 。

(３) 実施イベント

オ．ランチ交流会

7.15 wed)
12:00〜13:00 （入退室自由）

本学は平成26年度文部科学省「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に採択され，男女共同参

画推進センターと女性研究者研究活動支援事業推進本部が発足いたしました。それに伴い駿河台

キャンパスのアカデミーコモン７階に推進本部室を開設いたしました。つきましては，仕事と家庭の両

立に興味のある皆様や育児中の皆様の交流の場としてランチ会を開催したいと考えています。

これからの働き方について，ランチをしながら気軽にディスカッションしてみませんか？

男女問わず，みなさまのご参加をお待ちしております！

内容：仕事と私生活のバランスの取り方について、

本学へ求める支援制度について、など

対象者：ワークライフバランスについて興味のある方、

育児について興味のある方（男性も歓迎！）

内容：仕事と私生活のバランスの取り方について、

本学へ求める支援制度について、など

対象者：ワークライフバランスについて興味のある方、

育児について興味のある方（男性も歓迎！）
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育児について興味のある方（男性も歓迎！）
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生田キャンパス開催

研究者の ー 、本事業の 活動、研究 の

男女共同参画の推進に研究者の を さ て ことを として、研

究 ー ン 、 育てに ての 報 を う

の として ン を した。

　 年 ）　　　参 者

　 年 ）　　　参 者

　 年 ）　　　参 者

　 年 ）　　　参 者

　 年 ）　　　参 者

　 年 ）　　　参 者

　 年 ）　　　参 者

参 者の

度に て

支援 として に と う が たが、一 で、大学 は に をして

、 の研究もあるので、 に を ることに があると た もあ た。

に女性が ことに て

に では 部進学を る女性が 、 が こと の とした がある。 は、

の が 、 もが たら しに と ら て る。

大学 進学 が ことに て

研究者 であ 、 をも て 、たと ン があ ても、 た に ける

性は と ら る。このことをも と の に してもらうことで、大学 進学 に

がると う。

支援に て

業では育 を男性に に さ る もある。 の を とした、男女共同参画に

てのセ ー もある。 の う ( も大 と る。

ン に けた支援に て

ン を るにあた 、 、 学、 学 択 がある で、 ー

の う 一した 報が ことに 、 で 報を て るのが である。 一 した 報の

者との と た う ー が し 。

 

【お問い合わせ】
男女共同参画推進センター

女性研究者研究活動支援事業推進本部
（担当：宮﨑・渡部）

：

 

日時：２０１６年 月 日（金）
１２：００～１３：００（入退室自由）

場所：中央校舎 階 男女共同参画推進センター

対象：女性研究者（男性も歓迎

テーマ：「理系女性研究者が働き続けられる環境とは」

※お弁当はご持参ください。

お飲み物・おやつはご用意しております。

 

 

 
※参加ご希望の方は、下記メールアドレスまでご連絡ください。

77

77

Ⅲ　

取
組
内
容
の
実
績
と
成
果

生田キャンパス開催

研究者の ー 、本事業の 活動、研究 の

男女共同参画の推進に研究者の を さ て ことを として、研

究 ー ン 、 育てに ての 報 を う

の として ン を した。

　 年 ）　　　参 者

　 年 ）　　　参 者

　 年 ）　　　参 者

　 年 ）　　　参 者

　 年 ）　　　参 者

　 年 ）　　　参 者

　 年 ）　　　参 者

参 者の

度に て

支援 として に と う が たが、一 で、大学 は に をして

、 の研究もあるので、 に を ることに があると た もあ た。

に女性が ことに て

に では 部進学を る女性が 、 が こと の とした がある。 は、

の が 、 もが たら しに と ら て る。

大学 進学 が ことに て

研究者 であ 、 をも て 、たと ン があ ても、 た に ける

性は と ら る。このことをも と の に してもらうことで、大学 進学 に

がると う。

支援に て

業では育 を男性に に さ る もある。 の を とした、男女共同参画に

てのセ ー もある。 の う ( も大 と る。

ン に けた支援に て

ン を るにあた 、 、 学、 学 択 がある で、 ー

の う 一した 報が ことに 、 で 報を て るのが である。 一 した 報の

者との と た う ー が し 。

 

【お問い合わせ】
男女共同参画推進センター

女性研究者研究活動支援事業推進本部
（担当：宮﨑・渡部）

：

 

日時：２０１６年 月 日（金）
１２：００～１３：００（入退室自由）

場所：中央校舎 階 男女共同参画推進センター

対象：女性研究者（男性も歓迎

テーマ：「理系女性研究者が働き続けられる環境とは」

※お弁当はご持参ください。

お飲み物・おやつはご用意しております。

 

 

 
※参加ご希望の方は、下記メールアドレスまでご連絡ください。

77



78

Ⅲ　

取
組
内
容
の
実
績
と
成
果

中野キャンパス開催

本事業の活動 が ため、支援 に ての

を う がう とし、 の研究 の 男女共同参画

推進の 組 して ことを として、 活動の一

報 報 の として ン を した。

　 年 ）　　　参 者

　 年 ）　　　参 者

参 者の

度に て

との ン が し ので学部 大学の も

の に ると 。

一 育 に て

業 の を にも して し 。 の は、 での を る 、 支援

と さ ることが し 。 た に がある にも を して し 。

学 育 に て

して る の に もが て、 あ た に に に ける は 。 設の学

育 の 設が し 、一 があると 。 の が し のであ 、 大学と

した 、 型にして研究 で て て るのも のでは 。

ン の に て

ン に ては の 業 、 部 の の 、 業

業 の の が では 。こうした に学部 の があるので、 学 一

ー があると 。 に 年を し 女性には、 と同 に で めら た 業 が

あるため、 とも 育 の女性研究者に しては 記 が である。

 

NAKANO    
LUNCH 2nd   

 
26

 

 

  

 

  

・

【お申し込み・お問い合わせ】 男女共同参画推進センター

女性研究者研究活動支援事業（担当：村上）

： ：

昼食持参で

ご参加ください
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ン にて を した。本学大学 を に、学 の ン ー

の 、 大 した研究 活に ることを として、 ン を した。「

ン がある の が であること」 「 が 性であること」 ら の

を「 の 」と し、大学 を に を進めた。

第１回

年 ）　　　 ～

女性研究者研究活動支援事業推進本部　 　

ー 「 活 て 大学 の 」

参 者

参 者の

、 の 研究科の学 と ることができた。

も研究を て る人がた さ ることが 、

に た。

の研究のことを ことができ、 に た。

第２回

年 ）　　　 ～

　

ー 「 う る～ の 択に て～」

「 の の に て」

参 者

参 者の

こ でに 研究科の人と は たので、 き き、 ー ら で の に

研究科と る をも た 。

研究 が る人に の研究を 明 ることは、 の を めることに がるので、研究

が る人が ることに があると う。

も と の を に めた 。

院生交流会「ミズキの会」

大学院生にて作成した会のチラシ

Lab生活どんな感じ？

場所：中央校舎2F
女性研究者研究活動支援事業推進本部

日時：11/17(木)12:10-12:50

院生の皆さん
『ミズキの会』に参加しませんか？
生田キャンパスの大学院生が集う会が始まります !

理工学研究科と農学研究科の院生交流会の場です。

「ハナミズキ」の花言葉が“永続性”であることから、

“この会が末永く続きますように”という

願いが込められています。

ミズキの会とは…

※お菓子付き／昼食はご持参ください。

【お申込み・お問合せ先】

男女共同参画推進センター女性研究者活動支援事業推進本部

0 4 4 - 9 3 4 - 7 6 0 3 d a n j o @ m e i j i . a c . j p

～理想的な大学院生の1日（自分の現在の1日の過ごし方と比較）～

【第１回 テーマ】

 事前申込制
参加ご希望の方は、 1 1 / 9 (水 )までにメールにて

お申し込みください。
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では、 年 ら での を「男女共同参画 」とし、 共 、女性

の の の の に、男女共同参画 の 成の 進を る 事 を に して る

( ー ー を参 。本学では の ターを ン に ることで、男女共同

参画に て し、 るき けを ることを として、「男女共同参画 」に て、男女共同

参画推進事業の一 として ター ンの を た。

公募詳細

学 学 、

年 ( ～ 年 (

の で 成し、 ンの ンセ を

度で 明し、 もし は ー で

優秀賞決定について

推進本部 者の をも て した。

優秀賞：法科大学院2年　中村菜瑠さん

デザインコンセプト：
　女性研究者研究活動支援事業推進本部の ーである「 ～共に ～」

とは、 は 、 を共に 成し、同 に て を進めると う

が めら て ると た。

　したが て、 ターでは、男女の に を てることで、男女が共に を

した。 た、 の には「 らし 」 きら る が がることを ー して、

と の を とした に 成した。

(３) 実施イベント

カ．内閣府男女共同参画週間関連イベント

応募・問合せ先

内閣府では、毎年6月23日から29日までの1週間、

「男女共同参画週間」を実施しています。本学において

も男女共同参画推進のためのイベントを予定しており、

その一環として、明治大学における男女共同参画推進

のためのポスターデザイン案を募集いたします。

女性研究者研究活動支援事業推進本部の選考により

優秀賞を選出し、優秀作品のデザイン案を採用した

ポスターを製作し、男女共同参画週間での掲示および

その後の広報活動・啓発活動へ幅広く活用いたします。

明治大学男女共同参画推進センター　女性研究者研究活動支援事業推進本部　ポスターデザイン案募集係宛

住　所 ： 〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台 1-1
メール ： danjo@meiji.ac.jp　※電子メールでの応募の際は、件名に「ポスターデザイン案応募」と明記ください。
ＴＥＬ ： 03-3296-4655　（平日 10：00～ 17：00　※土日祝日は休み）
ＵＲＬ ： http://muged.meiji.jp

ポスター
デザイン

募集の趣旨・概要

2016年3月4日（金） ～ 2016年5月9日（月）募集
期間

本学に所属する全学生・全教職員
※グループでの応募も可　※校友からの応募も歓迎

応募
資格

大募集！！

優秀賞  １点 ・・・賞状および副賞5万円表彰

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業

「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

募集ポスター

優秀賞受賞の中村菜瑠さん

0588176 v01 明治大学_男女共同参画週間ポスター（A2）.pdf   1   2016/06/10   15:55:44

男女共同参画週間優秀賞受賞ポスター
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男女共同参画センター 「 」に参 した。「 」は、

男女共同参画センター に 録して る の ン ー同 の を めるとともに、一
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ことを として、 ター と ー、 に参 した。

「 」では本学 に 大学の男女共同参画推進 と 大学の学事部が参 して

、 大学の活動 の 報 を ることができた。本学の ー も

で、 としても と た。

「 」の は のと である。
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(１) オープンキャンパス

ン ン の ー ン ン に て、 進学を て る女 の

ために女性研究者の ー ー ーを設置した。 ー ン ン 参 の の 者

を とし、 女性研究者の 大の一助と ることを として、本事業の ター 、 ー

の ら 研究者の記事を 大した ターの 、 明 ー ン 記事 ターの

、 ー を とした の を 、男女共同参画推進の 組、 本学の

女性研究者の をした。

ン ともに、 者と共に参 して る の が ら 、 で 進学に て

る に本学の ー を参 にしてもらう と ることができた。
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(２) ロールモデル集

本学学 を とし、女性研究者の 大を として、 ー を る ー

( ～ 本 を 成した。 ン セ ー、 ン ン での

、学 での に 、 明治 学 学 の 者 ることで、

育成 こ ら進学を る 者 の とした。

に ては 、 も し、 学 を に した。

ー の は のと である。

( に ては のものである。
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　明治大学 本学部 　

　明治大学研究 成 と

録 明 ー ン 「 に

研究者の ～ き タ

～」

ロールモデル集vol.1�英語版

"Program to supporting research activities of 

female researchers (Organizations)",

funded within the Development of Human

Resources in Science and Technology in FY2014,

the Ministry of Education, Culture, Sports,

Science and Technology.

C o l o r  Yo u r  L i f e
"Program to supporting research activities of "Program to supporting research activities of "Program to supporting research activities of 

C o l o r Yo u r L i f eL i f eL i f e

Center for Gender Equality and Diversity, Support Offi  ce, 
Meiji University

ロールモデル集vol.1

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
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平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
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〒101-8301
東京都千代田区神田駿河台1-1
明治大学駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階
TEL：03-3296-4655　FAX：03-3296-4656
E-mail：danjo@meiji.ac.jp
URL：http://muged.meiji.jp

2015年9月　初版　発行
2016年7月　修正版　発行
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the Ministry of Education, Culture, Sports,
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Center for Gender Equality and Diversity, Support Offi  ce, 
Meiji University

Center for Gender Equality and Diversity, Support Offi  ce, 
Meiji University
101-8301
1-1 Kanda Surugadai, Chiyoda-ku, Tokyo
Meiji University Surugadai Campus　Academy Common 7th fl oor
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Center for Gender Equality and Diversity, Support Offi  ce, 
Meiji University
101-8301
1-1 Kanda Surugadai, Chiyoda-ku, Tokyo
Meiji University Surugadai Campus　Academy Common 7th fl oor
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取
組
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と
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果

(１) 意識調査①
　　「男女共同参画および女性研究者支援に関するアンケート調査」

男女共同参画 女性研究者支援に る ン ー を 年 に した。

実施要領
本学に て男女共同参画をさらに推進 るため、 ー を ることを と る。

(研究者に ては大学 学 を める

ン ー の で 　　 者には を

年 ～ 年

者 人( 年

男女 　　男性 女性

性 　　　 　　　大学

もの 　　　

の の (同 　 ( 　

結果概要
ー のため 部 成とし、 、学 組織の 者 本学の男女共同参画の に

て の うに して る した。

【 第1部 「研究・仕事とライフイベント(育児・介護など)との両立、ワーク・ライフ・バランスについて」】

・ワーク・ライフ・バランス

ー ン に ては、「 と て る」 と「

あ あと て る」 をあ ると の人がと て ると して

る。「 と て 」と う は であ た( 。

・育児の仕方（子ありのみ回答）

育 の に ては、「 で して育 」が 人と 、 で「 育 を 」が 人、「 が

事 学 を け がら育 」が 人と き、 で して育 を る があると した人が

であ た。

図1.�現在あなたの生活はワークバラン
スがどの程度とれていると思いま
すか(1つ選んで下さい)。

全然とれていない
7.7%

ワーク・ライフ・バランス

あまり
とれていない
32.5% まあまあ

とれている
50.0%

かなりとれている
9.8%
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図1.�現在あなたの生活はワークバラン
スがどの程度とれていると思いま
すか(1つ選んで下さい)。
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・育児に関わる本学のサポートで望ましい(必要である)もの

育 に る し ( である ー としては、「育 業 の 」が 人と 、 で「

らの 」 人、「学 育 の設置」 人と き、育 業 の が であると した

人が であ た。「学 育 の設置」は ー であるが、 の ン で もを

て るの が る( 。

・介護に関わる本学のサポートのうち望ましい(必要である)もの

に る し ( である ー としては、「 の の 進」が 人と 、 で「

らの 」が 人、「 した を に る」と「研究 育 の の 」が 人と

き、 の を 進 る ー が であると した人が であ た。育 に る ー

と同 、「 らの 」が に 、 ン の には の が であることが

明ら である( 。

・採択された本学の女性研究者支援について

「 できる」、「 した 」が と 、「 でき 」が であ 、 ン ー 者の

が本事業 して ることが明ら に た。

の の

の 。

の 育 設。

男性 の の し。

育 の補助、 ター 補助、

ー ター の補助。

の支援 。

200 40 60 80 100 120 140

育児休業取得の保証
学内保育所の設置

育児休業制度後の復帰支援
学童保育に関するサポート

学内実施の学会・研究会・講演会時の一時保育室の設置
授乳・搾乳・おむつ交換などの出来るコーナー・女性用休養室の設置

夕方からの会議の廃止
通勤時間短縮のための住居手当ての充実

パーマネントポストの増加
短時間勤務の安定した雇用を可能にする

代替要員の雇用
研究補助者の雇用

研究・教育以外の雑務の軽減
周囲の理解の促進

育児を考慮に入れた多面的な業績評価の確立
男性の育児休業取得促進

入試期間中の監督業務の軽減
その他
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図2.�育児に関わる本学のサポートのうち、あなたは以下のどれが望ましい(必要である)と思いますか
(複数回答可)。育児経験がなくてもお答えください。

の の

度の 。
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らでも参 できる の 。

の 。

 業 の を 、 年

を に る。

の人 。
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介護を考慮に入れた多面的な業績評価の確率

周囲の理解の促進
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研究補助者の雇用
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短時間勤務の安定した雇用を可能にする
夕方からの会議廃止
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図3.�介護に関わる本学のサポートのうち、あなたは以下のどれが望ましい(必要である)と思いま
すか(複数回答可)。介護経験がなくてもお答え下さい。
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【第2部  「本学における男女共同参画推進について」】

・性別による差別の有無とどのような場面で男女差があると思うか

「ある」と て る人が 、「 」と て る人が であ 、「 がある」との 者 ら

は、 に る男女 としては、「 業 」が と 、 で「 の 」が 、「 進 」が

と き、 業 に て男女 があると した人が であ た。

た ー に ては、「 る」が 、「 」が であ た。 は、 ー

が と して る。

・女性研究者研究活動支援事業を契機とするポジティブ・アクションについて

「研究と との 支援 の 」、「 度の 」、「 ター の 」の

の ンに て、「 成」 「 」 「 ら 」に て した。 は

ンに る ー に記 ( ー 。

・役職者の意識

「 である」が 、「 あ である」が 、「あ で 」が

、「 である」が 、「 の 」が であ た。 の に

ては、 ともに女性が 進 ることに る の ー に

て、男女共同参画が に ることを して ために ら ること

に て の ン があ ら て た( 。

・ 本学において男女共同参画を推進し、女性研究者や女性職員を増やすために必要なこと

男女共同参画を推進し、女性研究者 女性 を ために こととしては、「男性研究者

大学 の 」が 人と 、 で「学 育 の設置」が 人、「補助 の人 支

援」が 人と き、男性の が であると した人が であ た( 。

その他
20.3%

不十分で
ある
23.0% あまり

十分でない
28.4%

まあ十分で
ある
25.7%

十分である 2.7%

図4.�本学の男女共同参画の状
況をどのように認識して
いますか。

の の

ン の男性研究者の支援 。

ン に る 明 の 。

る 事 (研究 育 を ら こと。

に が、 育 の設置 は女性研究者の

に ら 、進める きと る。

に が ら う の 。

女性に るのでは 男性も 育てに

に る 度を る が であ う。

男性を 事育 に る 。

の ( 。

と と の明 と 明性の 。

女性の 進 に る、男性 者 の を

こと。
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PAの導入
評価委員・意思決定機関への女性の登用
学内女性研究者・職員のネットワーク構築

補助員等の人的支援
研究費の支援
両立支援

学内保育園の設置
学童保育に関する支援

女性研究者・職員・大学院生自身の意識改革
男性研究者・職員・大学院生自身の意識改革

管理職への意識改革
女子中高生に対する働きかけ

特に必要ない
その他
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図5.�本学において男女共同参画を推進し、女性研究者や女性職員を増やすために
は何が必要だと思いますか。

1 
 

調査票 
 
教職員・大学院生各位 

 
男女共同参画および女性研究者支援に関するアンケート調査 

について（ご協力のお願い） 
 
 本学は、文部科学省が公募した 26 活動

に採択されました。 
（概要は下記＊のほか、本学HPおよび文部科学省HPに掲載されていますのでご覧ください  

http://www.meiji.ac.jp/koho/news/2014/6t5h7p00000i0l32.html、
http://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1353033.htm） 

本学では、男性研究者や職員・大学院生・留学生等も含めた全学構成員の環境整備事業の一環として、

この機に男女共同参画推進センター（仮称）を開設して、男女共同参画推進に取り組むこととしており

ます。そこで、このたび本学の男女共同参画に関する全学的なアンケートを実施することにいたしまし

た。ご多忙のところ恐縮ですが、ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

昨年 6 月、申請前のアンケートにご協力くださいました女性教員の皆様には厚くお礼を申し上げます

（本アンケートと重複する部分がありますことをご了承ください）。このアンケートの結果は本学の今

後の男女共同参画推進における参考資料とさせていただきます。回答に関わる個人情報については、十

全のセキュリティ対策のもとに行います。また、アンケート調査結果は男女共同参画推進委員会が責任

を持って管理いたします。調査結果は調査目的以外には使用いたしません。 

アンケートへの回答は、２０１５年２月１５日（日）を期限とさせていただきます。 
 

男女共同参画推進委員会 

委員長 長尾 進 

 
 
 
 
 

 
＊「女性研究者研究活動支援事業」の概要は、以下の通りです。 

＊目的：理系分野をはじめ、本学全体で大学院の女子学生・女性研究者を増やし、トップクラスの研究

者を養成するとともに、男女共同参画を一層推進するため、7つのテーマに沿って女性研究者研究活動支

援体制を構築し、活動を行う。 

＊内容 

1. 「男女共同参画推進センター」および「女性研究者研究活動支援事業推進本部」の設置  

2. 「女性のエンパワーメント原則（WEPs）」に基づいた女性研究者エンパワー計画の策定・実施  

3. グローバル化事業を支える女性研究者支援体制と男女共同参画推進体制の確立  

4. 女性研究者採用促進、研究力向上・世界トップレベルの研究者養成のためのポジティヴ・アクシ

ョン導入  

5. 男女共同参画[ジェンダー平等]に関する研究・教育・啓発活動の促進、学問的貢献  

6. 学部・大学院を通した若手理系女性研究者の養成  

7. 女性研究者支援・男女共同参画推進活動の連携・ネットワーク化による地域社会や学会への貢献  

--------------------------------------------------------------------------------------- 
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図5.�本学において男女共同参画を推進し、女性研究者や女性職員を増やすために
は何が必要だと思いますか。
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男女共同参画および女性研究者支援に関するアンケート調査 

について（ご協力のお願い） 
 
 本学は、文部科学省が公募した 26 活動

に採択されました。 
（概要は下記＊のほか、本学HPおよび文部科学省HPに掲載されていますのでご覧ください  

http://www.meiji.ac.jp/koho/news/2014/6t5h7p00000i0l32.html、
http://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1353033.htm） 

本学では、男性研究者や職員・大学院生・留学生等も含めた全学構成員の環境整備事業の一環として、

この機に男女共同参画推進センター（仮称）を開設して、男女共同参画推進に取り組むこととしており

ます。そこで、このたび本学の男女共同参画に関する全学的なアンケートを実施することにいたしまし

た。ご多忙のところ恐縮ですが、ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

昨年 6 月、申請前のアンケートにご協力くださいました女性教員の皆様には厚くお礼を申し上げます

（本アンケートと重複する部分がありますことをご了承ください）。このアンケートの結果は本学の今

後の男女共同参画推進における参考資料とさせていただきます。回答に関わる個人情報については、十

全のセキュリティ対策のもとに行います。また、アンケート調査結果は男女共同参画推進委員会が責任

を持って管理いたします。調査結果は調査目的以外には使用いたしません。 

アンケートへの回答は、２０１５年２月１５日（日）を期限とさせていただきます。 
 

男女共同参画推進委員会 
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＊「女性研究者研究活動支援事業」の概要は、以下の通りです。 

＊目的：理系分野をはじめ、本学全体で大学院の女子学生・女性研究者を増やし、トップクラスの研究

者を養成するとともに、男女共同参画を一層推進するため、7つのテーマに沿って女性研究者研究活動支

援体制を構築し、活動を行う。 

＊内容 
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下記の設問１ 設問 にお答えください。 
 

1 年  
1  25   2  25 2   3  30 34   4  35 3    5  40 44  
6  45 4   7  50 54    55 5    60 64   10  65 以上 

 
2 性  

1  男性     2  女性    3  その  
 
3   

1  日本     2  それ以外（           ） 
 
4  性 
  1  教員     2  職員    3  大学院生     4  大学院生（留学生） 
 
教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問5についてお答え下さい。 
5   

1  学部 2  学部 3  学部 4  文学部 5  理 学部（     学科） 
6  学部（    学科） 7  学部   情報 ュ ケーション学部   日本学部 

10  理学部（    学科）  11  大学院（     研究科） 12  科大学院  
13  職大学院（    研究科） 14  研究・ 機構 15  連携機構  
16  社会連携機構  17）その （            ） 

教員（研究者）は設問6についてお答え下さい。 
6 職  

（１）あなたは以下のどの 分に しますか。 
1  任教員   2  期限 き 任教員（ 任教員、 教）  3  それ以外の教員（      ） 

    
 （２） 教員の 、あなたは以下のどの職 に しますか。 

1  教       2  教     3      4  教    5  手     
6  研究員     7  その  （      ） 

 
職員の は、設問7、設問 についてお答え下さい。 
7 職員の は、本学での 年 を んでください。 
    1  1年   2  1年以上5年   3  5年以上10年    4  10年以上20年  

5  20年以上 
. 職   

1  参事  2  参事  3  記  4  記  
 

教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問 についてお答え下さい。 
. 分野、 学 など。 
（１） あなたの 分野を んでください。 

1  人文科学系   2  社会科学系   3  科学系  4  その  （       ） 
（２） あなたの学 をお答え下さい（ の学 を 1つ んでください）。 

1  学部   2  大学院 了（ 前期・ ） 3  大学院 了（ 後期・ ）  
4  その （           ） 

（ ） 学位（ ）の について教えてください。 
1  （       個）      2   

（ ） 取 した で するものす てに をつけて下さい。 
1         2  文       3  外のPh  

（５） あなたの研究者としてのキ リアはどのく いですか（大学院の 学期 を含む）。 
（          年） 

（ ） 外の大学や研究機関におけるキ リアはどのく いですか（留学を含む）。 
 （          年） 

（ ） あなたの本学の研究者としてのキ リアはどのく いですか（大学院 学期 を含む）。         

 

 （          年） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

１部 研究・ 事とラ ベント（育 ・ など）との 立、ワークラ バランスについて 
 
10 平日1日のおおよその 分についておうかがいします。 

1  研究・教育 （   ）   2  それ以外の業 （   ）   3  学 （    ）  
4  通 ・ 動 （   ）   5  事・育 ・ （    ）  
6  ・  （   ）   7  （    ）         その （    ）  

 
11 のあなたの生活はワークラ バランスがどの とれていると いますか（1つ んでくださ

い）。 
1  かなりとれている     2  まあまあとれている    3  あまりとれていない 
4  全 とれていない 

 
12 者の についてお します（ の にかかわりません）。 

1  あり   2  なし  
 

設問12で「 者あり」と回答された にお します。 
13 者とは同 していますか。 

1  はい    2  いいえ 
 

14 子どもの についてお します。 
1  あり 子どもの人 （  ）人     2  なし  

 
 設問14で「子どもがある」と回答された にお します。 
15 一子はあなたがどの の に生まれましたか。 

1  大学 または大学院入学前 2  前期（ ）   
3  後期（ ）  4  大学院 了後 研究職 職前  
5  本学教職員として 職後 6  本学以外の 職に 職した後  7  その  （      ） 

 
16 の子どもの年 をお答えください。 

1  3 の   2  3 以上の 学   3  学生  4  生  5  1 以上 
 

17 育 の についてお答えください（複 回答 ）。 
1  分が育 業制 を 用          2  者が育 業制 を 用 
3  分が 職・ 学・ 学して育        4  者が 職・ 学・ 学して育  
5  分が 事・学 を けなが 育       6  者が 事・学 を けなが 育  

 7  おもに 者が育               で協力して育  
    育 を 用                             10  の協力を て育  

11  その の協力を て育                12  人や の人の協力を て育  
13  やベ ーシッターなどを 用        14  行 の育 支援（ . リー ポート等）を

用  
15  その  （                         ） 

 
1 あなたは育 業を取 しましたか（ 前、 後 を く。子どもが複 いる はそれぞれの

の期 をご記入ください）。 
 1  育 業を取 した  

・ 1子（  ） 月 
・ 2子（  ） 月 
・ 3子（  ） 月 
・ 4子（  ） 月 
・ 5子（  ） 月 

  
2  育 業を取 しなかった 設問21にお進 ください 

92

92

Ⅲ　

取
組
内
容
の
実
績
と
成
果

 

下記の設問１ 設問 にお答えください。 
 

1 年  
1  25   2  25 2   3  30 34   4  35 3    5  40 44  
6  45 4   7  50 54    55 5    60 64   10  65 以上 

 
2 性  

1  男性     2  女性    3  その  
 
3   

1  日本     2  それ以外（           ） 
 
4  性 
  1  教員     2  職員    3  大学院生     4  大学院生（留学生） 
 
教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問5についてお答え下さい。 
5   

1  学部 2  学部 3  学部 4  文学部 5  理 学部（     学科） 
6  学部（    学科） 7  学部   情報 ュ ケーション学部   日本学部 

10  理学部（    学科）  11  大学院（     研究科） 12  科大学院  
13  職大学院（    研究科） 14  研究・ 機構 15  連携機構  
16  社会連携機構  17）その （            ） 

教員（研究者）は設問6についてお答え下さい。 
6 職  

（１）あなたは以下のどの 分に しますか。 
1  任教員   2  期限 き 任教員（ 任教員、 教）  3  それ以外の教員（      ） 

    
 （２） 教員の 、あなたは以下のどの職 に しますか。 

1  教       2  教     3      4  教    5  手     
6  研究員     7  その  （      ） 

 
職員の は、設問7、設問 についてお答え下さい。 
7 職員の は、本学での 年 を んでください。 
    1  1年   2  1年以上5年   3  5年以上10年    4  10年以上20年  

5  20年以上 
. 職   

1  参事  2  参事  3  記  4  記  
 

教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問 についてお答え下さい。 
. 分野、 学 など。 
（１） あなたの 分野を んでください。 

1  人文科学系   2  社会科学系   3  科学系  4  その  （       ） 
（２） あなたの学 をお答え下さい（ の学 を 1つ んでください）。 

1  学部   2  大学院 了（ 前期・ ） 3  大学院 了（ 後期・ ）  
4  その （           ） 

（ ） 学位（ ）の について教えてください。 
1  （       個）      2   

（ ） 取 した で するものす てに をつけて下さい。 
1         2  文       3  外のPh  

（５） あなたの研究者としてのキ リアはどのく いですか（大学院の 学期 を含む）。 
（          年） 

（ ） 外の大学や研究機関におけるキ リアはどのく いですか（留学を含む）。 
 （          年） 

（ ） あなたの本学の研究者としてのキ リアはどのく いですか（大学院 学期 を含む）。         

 

 （          年） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

１部 研究・ 事とラ ベント（育 ・ など）との 立、ワークラ バランスについて 
 
10 平日1日のおおよその 分についておうかがいします。 

1  研究・教育 （   ）   2  それ以外の業 （   ）   3  学 （    ）  
4  通 ・ 動 （   ）   5  事・育 ・ （    ）  
6  ・  （   ）   7  （    ）         その （    ）  

 
11 のあなたの生活はワークラ バランスがどの とれていると いますか（1つ んでくださ

い）。 
1  かなりとれている     2  まあまあとれている    3  あまりとれていない 
4  全 とれていない 

 
12 者の についてお します（ の にかかわりません）。 

1  あり   2  なし  
 

設問12で「 者あり」と回答された にお します。 
13 者とは同 していますか。 

1  はい    2  いいえ 
 

14 子どもの についてお します。 
1  あり 子どもの人 （  ）人     2  なし  

 
 設問14で「子どもがある」と回答された にお します。 
15 一子はあなたがどの の に生まれましたか。 

1  大学 または大学院入学前 2  前期（ ）   
3  後期（ ）  4  大学院 了後 研究職 職前  
5  本学教職員として 職後 6  本学以外の 職に 職した後  7  その  （      ） 

 
16 の子どもの年 をお答えください。 

1  3 の   2  3 以上の 学   3  学生  4  生  5  1 以上 
 

17 育 の についてお答えください（複 回答 ）。 
1  分が育 業制 を 用          2  者が育 業制 を 用 
3  分が 職・ 学・ 学して育        4  者が 職・ 学・ 学して育  
5  分が 事・学 を けなが 育       6  者が 事・学 を けなが 育  

 7  おもに 者が育               で協力して育  
    育 を 用                             10  の協力を て育  

11  その の協力を て育                12  人や の人の協力を て育  
13  やベ ーシッターなどを 用        14  行 の育 支援（ . リー ポート等）を

用  
15  その  （                         ） 

 
1 あなたは育 業を取 しましたか（ 前、 後 を く。子どもが複 いる はそれぞれの

の期 をご記入ください）。 
 1  育 業を取 した  

・ 1子（  ） 月 
・ 2子（  ） 月 
・ 3子（  ） 月 
・ 4子（  ） 月 
・ 5子（  ） 月 

  
2  育 業を取 しなかった 設問21にお進 ください 
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下記の設問１ 設問 にお答えください。 
 

1 年  
1  25   2  25 2   3  30 34   4  35 3    5  40 44  
6  45 4   7  50 54    55 5    60 64   10  65 以上 

 
2 性  

1  男性     2  女性    3  その  
 
3   

1  日本     2  それ以外（           ） 
 
4  性 
  1  教員     2  職員    3  大学院生     4  大学院生（留学生） 
 
教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問5についてお答え下さい。 
5   

1  学部 2  学部 3  学部 4  文学部 5  理 学部（     学科） 
6  学部（    学科） 7  学部   情報 ュ ケーション学部   日本学部 

10  理学部（    学科）  11  大学院（     研究科） 12  科大学院  
13  職大学院（    研究科） 14  研究・ 機構 15  連携機構  
16  社会連携機構  17）その （            ） 

教員（研究者）は設問6についてお答え下さい。 
6 職  

（１）あなたは以下のどの 分に しますか。 
1  任教員   2  期限 き 任教員（ 任教員、 教）  3  それ以外の教員（      ） 

    
 （２） 教員の 、あなたは以下のどの職 に しますか。 

1  教       2  教     3      4  教    5  手     
6  研究員     7  その  （      ） 

 
職員の は、設問7、設問 についてお答え下さい。 
7 職員の は、本学での 年 を んでください。 
    1  1年   2  1年以上5年   3  5年以上10年    4  10年以上20年  

5  20年以上 
. 職   

1  参事  2  参事  3  記  4  記  
 

教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問 についてお答え下さい。 
. 分野、 学 など。 
（１） あなたの 分野を んでください。 

1  人文科学系   2  社会科学系   3  科学系  4  その  （       ） 
（２） あなたの学 をお答え下さい（ の学 を 1つ んでください）。 

1  学部   2  大学院 了（ 前期・ ） 3  大学院 了（ 後期・ ）  
4  その （           ） 

（ ） 学位（ ）の について教えてください。 
1  （       個）      2   

（ ） 取 した で するものす てに をつけて下さい。 
1         2  文       3  外のPh  

（５） あなたの研究者としてのキ リアはどのく いですか（大学院の 学期 を含む）。 
（          年） 

（ ） 外の大学や研究機関におけるキ リアはどのく いですか（留学を含む）。 
 （          年） 

（ ） あなたの本学の研究者としてのキ リアはどのく いですか（大学院 学期 を含む）。         

 

 （          年） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

１部 研究・ 事とラ ベント（育 ・ など）との 立、ワークラ バランスについて 
 
10 平日1日のおおよその 分についておうかがいします。 

1  研究・教育 （   ）   2  それ以外の業 （   ）   3  学 （    ）  
4  通 ・ 動 （   ）   5  事・育 ・ （    ）  
6  ・  （   ）   7  （    ）         その （    ）  

 
11 のあなたの生活はワークラ バランスがどの とれていると いますか（1つ んでくださ

い）。 
1  かなりとれている     2  まあまあとれている    3  あまりとれていない 
4  全 とれていない 

 
12 者の についてお します（ の にかかわりません）。 

1  あり   2  なし  
 

設問12で「 者あり」と回答された にお します。 
13 者とは同 していますか。 

1  はい    2  いいえ 
 

14 子どもの についてお します。 
1  あり 子どもの人 （  ）人     2  なし  

 
 設問14で「子どもがある」と回答された にお します。 
15 一子はあなたがどの の に生まれましたか。 

1  大学 または大学院入学前 2  前期（ ）   
3  後期（ ）  4  大学院 了後 研究職 職前  
5  本学教職員として 職後 6  本学以外の 職に 職した後  7  その  （      ） 

 
16 の子どもの年 をお答えください。 

1  3 の   2  3 以上の 学   3  学生  4  生  5  1 以上 
 

17 育 の についてお答えください（複 回答 ）。 
1  分が育 業制 を 用          2  者が育 業制 を 用 
3  分が 職・ 学・ 学して育        4  者が 職・ 学・ 学して育  
5  分が 事・学 を けなが 育       6  者が 事・学 を けなが 育  

 7  おもに 者が育               で協力して育  
    育 を 用                             10  の協力を て育  

11  その の協力を て育                12  人や の人の協力を て育  
13  やベ ーシッターなどを 用        14  行 の育 支援（ . リー ポート等）を

用  
15  その  （                         ） 

 
1 あなたは育 業を取 しましたか（ 前、 後 を く。子どもが複 いる はそれぞれの

の期 をご記入ください）。 
 1  育 業を取 した  

・ 1子（  ） 月 
・ 2子（  ） 月 
・ 3子（  ） 月 
・ 4子（  ） 月 
・ 5子（  ） 月 

  
2  育 業を取 しなかった 設問21にお進 ください 
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下記の設問１ 設問 にお答えください。 
 

1 年  
1  25   2  25 2   3  30 34   4  35 3    5  40 44  
6  45 4   7  50 54    55 5    60 64   10  65 以上 

 
2 性  

1  男性     2  女性    3  その  
 
3   

1  日本     2  それ以外（           ） 
 
4  性 
  1  教員     2  職員    3  大学院生     4  大学院生（留学生） 
 
教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問5についてお答え下さい。 
5   

1  学部 2  学部 3  学部 4  文学部 5  理 学部（     学科） 
6  学部（    学科） 7  学部   情報 ュ ケーション学部   日本学部 

10  理学部（    学科）  11  大学院（     研究科） 12  科大学院  
13  職大学院（    研究科） 14  研究・ 機構 15  連携機構  
16  社会連携機構  17）その （            ） 

教員（研究者）は設問6についてお答え下さい。 
6 職  

（１）あなたは以下のどの 分に しますか。 
1  任教員   2  期限 き 任教員（ 任教員、 教）  3  それ以外の教員（      ） 

    
 （２） 教員の 、あなたは以下のどの職 に しますか。 

1  教       2  教     3      4  教    5  手     
6  研究員     7  その  （      ） 

 
職員の は、設問7、設問 についてお答え下さい。 
7 職員の は、本学での 年 を んでください。 
    1  1年   2  1年以上5年   3  5年以上10年    4  10年以上20年  

5  20年以上 
. 職   

1  参事  2  参事  3  記  4  記  
 

教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問 についてお答え下さい。 
. 分野、 学 など。 
（１） あなたの 分野を んでください。 

1  人文科学系   2  社会科学系   3  科学系  4  その  （       ） 
（２） あなたの学 をお答え下さい（ の学 を 1つ んでください）。 

1  学部   2  大学院 了（ 前期・ ） 3  大学院 了（ 後期・ ）  
4  その （           ） 

（ ） 学位（ ）の について教えてください。 
1  （       個）      2   

（ ） 取 した で するものす てに をつけて下さい。 
1         2  文       3  外のPh  

（５） あなたの研究者としてのキ リアはどのく いですか（大学院の 学期 を含む）。 
（          年） 

（ ） 外の大学や研究機関におけるキ リアはどのく いですか（留学を含む）。 
 （          年） 

（ ） あなたの本学の研究者としてのキ リアはどのく いですか（大学院 学期 を含む）。         

 

 （          年） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

１部 研究・ 事とラ ベント（育 ・ など）との 立、ワークラ バランスについて 
 
10 平日1日のおおよその 分についておうかがいします。 

1  研究・教育 （   ）   2  それ以外の業 （   ）   3  学 （    ）  
4  通 ・ 動 （   ）   5  事・育 ・ （    ）  
6  ・  （   ）   7  （    ）         その （    ）  

 
11 のあなたの生活はワークラ バランスがどの とれていると いますか（1つ んでくださ

い）。 
1  かなりとれている     2  まあまあとれている    3  あまりとれていない 
4  全 とれていない 

 
12 者の についてお します（ の にかかわりません）。 

1  あり   2  なし  
 

設問12で「 者あり」と回答された にお します。 
13 者とは同 していますか。 

1  はい    2  いいえ 
 

14 子どもの についてお します。 
1  あり 子どもの人 （  ）人     2  なし  

 
 設問14で「子どもがある」と回答された にお します。 
15 一子はあなたがどの の に生まれましたか。 

1  大学 または大学院入学前 2  前期（ ）   
3  後期（ ）  4  大学院 了後 研究職 職前  
5  本学教職員として 職後 6  本学以外の 職に 職した後  7  その  （      ） 

 
16 の子どもの年 をお答えください。 

1  3 の   2  3 以上の 学   3  学生  4  生  5  1 以上 
 

17 育 の についてお答えください（複 回答 ）。 
1  分が育 業制 を 用          2  者が育 業制 を 用 
3  分が 職・ 学・ 学して育        4  者が 職・ 学・ 学して育  
5  分が 事・学 を けなが 育       6  者が 事・学 を けなが 育  

 7  おもに 者が育               で協力して育  
    育 を 用                             10  の協力を て育  

11  その の協力を て育                12  人や の人の協力を て育  
13  やベ ーシッターなどを 用        14  行 の育 支援（ . リー ポート等）を

用  
15  その  （                         ） 

 
1 あなたは育 業を取 しましたか（ 前、 後 を く。子どもが複 いる はそれぞれの

の期 をご記入ください）。 
 1  育 業を取 した  

・ 1子（  ） 月 
・ 2子（  ） 月 
・ 3子（  ） 月 
・ 4子（  ） 月 
・ 5子（  ） 月 

  
2  育 業を取 しなかった 設問21にお進 ください 
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設問1 で「育 業を取 した」と回答された にお します。 

1 育 業を取 したのは本学においてですか。それとも本学以外ですか。 
1  本学で育 業を取 した     2  本学 任前に育 業を取 した 

 
20 育 業の取 を 択するに った理 をお答えください（複 回答 ）。 

1  職 の理 が れた            2  職 で 要員が採用されたか  
3  分で育 をおこないたかった        4  分以外の 育者を確 できなかった 
5  育 入 までの期 の 取 した      6  育 に入 できなかった 
7  の だか                その （             ） 

 
設問1 で「育 業を取 しなかった」と回答された にお します。 

21 「育 業を取 しなかった」のはどのような理 ですか（複 回答 ）。 
1  制 がなかった         2  事を したくなかった  
3  入を したくなかった    4  要性を じなかった   
5  分以外の 育者の確 ができた 6  制 はあったが 分に取 できる職 環境ではなかった    
7  制 はあったが資 がなかった   制 を なかった 

10  その  （                    ） 
 
22 育 に関わる本学の ポートのう 、あなたは以下のどれが ましい（ 要である）と いますか

（複 回答 ）。育 がなくてもお答えください。 
 

1  育 業取 の       2  学内 育 の設置     3  育 業制 後の 支援 
4  学 育に関連する ポート 5  学内実施の学会・研究会・ 会 の一 育 の設置    
6  ・ ・おむつ 等のできる ー ー・女性用 養 の設置 
7  か の会 の      通 縮のための 手 の 実   

 パーマネントポストの増   10  の 定した 用を にする   
11  要員の 用       12  研究 者の 用      
13  研究・教育以外の の   14  の理 の促進 
15  育 を考 に入れた多 的な業 の確立  16  男性の育 業取 促進 
17  入 期 の 業 の  
1  その  （                                                         ） 

 
23 あなたは 業制 を っていますか。 

1  っている  2  ない 
 
24 を 要とする （同・ 含む）の についてお します。 

1  あり・同 （その （ ）との関 ：     ） 
2  あり・ （その （ ）との関 ：    ）  
3  なし（ 設問27にお進 ください） 

 
 

設問24で「 を 要とする がいる」と回答された にお します。 
25 業制 を 用していますか。 

1  はい      2  いいえ（ 設問26にお進 ください） 
 

26 業制 を取 していないのはどのような理 ですか。 
1  制 がなかった 2 事を したくなかった 3  入を したくなかった  
4  要性を じなかった 5  分以外の 者の確 ができた  
6  制 はあったが 分に取 できる職 環境ではなかった    
7  制 はあったが資 がなかった   期 の 通しが立たないため できなかった 

 その  （                    ） 
 
 
 

 

27 にかかわる本学の ポートのう 、あなたは以下のどれが ましい（ 要である）と います

か（複 回答 ）。 の がなくてもお答え下さい。 
1  か の会      2  の 定した 用を にする 
3  要員の 用       4  研究 者の 用 
5  研究・教育以外の の  6  の理 の促進 
7  を考 に入れた多 的な業 の確立   その （    ） 

 
2 育 ・ と教育・研究・業 の 立に関して っていること、 るだろうこと、これま

でに ったことを にお答えください。 
育 ・ がある も、ない もお答えください（ 記 ）。 
 
                                           
 
                                           
 
2 このたび採択された本学の女性研究者研究活動支援事業について、お答え下さい。 

1  期 できる、または期 したい    2  期 できない（理               ） 
 

30 本学の女性研究者研究活動支援事業として、どのような 画や活動を ますか。 
また、参 ・協力して たいですか。 
 
                                           
 
                                           
 
 
 
 
 
 
 

2部 本学における男女共同参画推進について  
 
31 あなたの研究分野や職 における女性研究者支援・男女共同参画について、おうかがいします。 
あなたの研究分野もしくは職 において、性 による （ や ）があると いますか。 

1  または がある    2  も もない 
 
設問31で 1）の「ある」と答えた の におうかがいします。 

32 どのような で男女 があると いますか（ するものをす て んでください）。 
1  採用   2  進     3  厚生 4  研究 の 分   5  研究 事 支援者  
6  成果発 の機会   7  内外留学の機会  学会等情報 の への参 機会 

 業    10  の      11）    12  業  
13  その （                               ） 
 

 
33 あなたには、女性研究者もしくは職 の上 等で参考にできるロール ルがいますか。 

1  いる     2  いない 
 

設問33で 1）いる   と答えた の におうかがいします。 
34 そのロール ルは、どのような ですか（ するものをす て んでください）。 

1  本学の女性研究者・職員   2  本学以外の 内の女性研究者・職員 
3  外の女性研究者・職員   4  社会・ 業等で活 する（研究者以外の）女性 導者   
5  ・ ・ 人      6  その （                      ） 
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設問1 で「育 業を取 した」と回答された にお します。 

1 育 業を取 したのは本学においてですか。それとも本学以外ですか。 
1  本学で育 業を取 した     2  本学 任前に育 業を取 した 

 
20 育 業の取 を 択するに った理 をお答えください（複 回答 ）。 

1  職 の理 が れた            2  職 で 要員が採用されたか  
3  分で育 をおこないたかった        4  分以外の 育者を確 できなかった 
5  育 入 までの期 の 取 した      6  育 に入 できなかった 
7  の だか                その （             ） 

 
設問1 で「育 業を取 しなかった」と回答された にお します。 

21 「育 業を取 しなかった」のはどのような理 ですか（複 回答 ）。 
1  制 がなかった         2  事を したくなかった  
3  入を したくなかった    4  要性を じなかった   
5  分以外の 育者の確 ができた 6  制 はあったが 分に取 できる職 環境ではなかった    
7  制 はあったが資 がなかった   制 を なかった 

10  その  （                    ） 
 
22 育 に関わる本学の ポートのう 、あなたは以下のどれが ましい（ 要である）と いますか

（複 回答 ）。育 がなくてもお答えください。 
 

1  育 業取 の       2  学内 育 の設置     3  育 業制 後の 支援 
4  学 育に関連する ポート 5  学内実施の学会・研究会・ 会 の一 育 の設置    
6  ・ ・おむつ 等のできる ー ー・女性用 養 の設置 
7  か の会 の      通 縮のための 手 の 実   

 パーマネントポストの増   10  の 定した 用を にする   
11  要員の 用       12  研究 者の 用      
13  研究・教育以外の の   14  の理 の促進 
15  育 を考 に入れた多 的な業 の確立  16  男性の育 業取 促進 
17  入 期 の 業 の  
1  その  （                                                         ） 

 
23 あなたは 業制 を っていますか。 

1  っている  2  ない 
 
24 を 要とする （同・ 含む）の についてお します。 

1  あり・同 （その （ ）との関 ：     ） 
2  あり・ （その （ ）との関 ：    ）  
3  なし（ 設問27にお進 ください） 

 
 

設問24で「 を 要とする がいる」と回答された にお します。 
25 業制 を 用していますか。 

1  はい      2  いいえ（ 設問26にお進 ください） 
 

26 業制 を取 していないのはどのような理 ですか。 
1  制 がなかった 2 事を したくなかった 3  入を したくなかった  
4  要性を じなかった 5  分以外の 者の確 ができた  
6  制 はあったが 分に取 できる職 環境ではなかった    
7  制 はあったが資 がなかった   期 の 通しが立たないため できなかった 

 その  （                    ） 
 
 
 

 

27 にかかわる本学の ポートのう 、あなたは以下のどれが ましい（ 要である）と います

か（複 回答 ）。 の がなくてもお答え下さい。 
1  か の会      2  の 定した 用を にする 
3  要員の 用       4  研究 者の 用 
5  研究・教育以外の の  6  の理 の促進 
7  を考 に入れた多 的な業 の確立   その （    ） 

 
2 育 ・ と教育・研究・業 の 立に関して っていること、 るだろうこと、これま

でに ったことを にお答えください。 
育 ・ がある も、ない もお答えください（ 記 ）。 
 
                                           
 
                                           
 
2 このたび採択された本学の女性研究者研究活動支援事業について、お答え下さい。 

1  期 できる、または期 したい    2  期 できない（理               ） 
 

30 本学の女性研究者研究活動支援事業として、どのような 画や活動を ますか。 
また、参 ・協力して たいですか。 
 
                                           
 
                                           
 
 
 
 
 
 
 

2部 本学における男女共同参画推進について  
 
31 あなたの研究分野や職 における女性研究者支援・男女共同参画について、おうかがいします。 
あなたの研究分野もしくは職 において、性 による （ や ）があると いますか。 

1  または がある    2  も もない 
 
設問31で 1）の「ある」と答えた の におうかがいします。 

32 どのような で男女 があると いますか（ するものをす て んでください）。 
1  採用   2  進     3  厚生 4  研究 の 分   5  研究 事 支援者  
6  成果発 の機会   7  内外留学の機会  学会等情報 の への参 機会 

 業    10  の      11）    12  業  
13  その （                               ） 
 

 
33 あなたには、女性研究者もしくは職 の上 等で参考にできるロール ルがいますか。 

1  いる     2  いない 
 

設問33で 1）いる   と答えた の におうかがいします。 
34 そのロール ルは、どのような ですか（ するものをす て んでください）。 

1  本学の女性研究者・職員   2  本学以外の 内の女性研究者・職員 
3  外の女性研究者・職員   4  社会・ 業等で活 する（研究者以外の）女性 導者   
5  ・ ・ 人      6  その （                      ） 
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設問1 で「育 業を取 した」と回答された にお します。 

1 育 業を取 したのは本学においてですか。それとも本学以外ですか。 
1  本学で育 業を取 した     2  本学 任前に育 業を取 した 

 
20 育 業の取 を 択するに った理 をお答えください（複 回答 ）。 

1  職 の理 が れた            2  職 で 要員が採用されたか  
3  分で育 をおこないたかった        4  分以外の 育者を確 できなかった 
5  育 入 までの期 の 取 した      6  育 に入 できなかった 
7  の だか                その （             ） 

 
設問1 で「育 業を取 しなかった」と回答された にお します。 

21 「育 業を取 しなかった」のはどのような理 ですか（複 回答 ）。 
1  制 がなかった         2  事を したくなかった  
3  入を したくなかった    4  要性を じなかった   
5  分以外の 育者の確 ができた 6  制 はあったが 分に取 できる職 環境ではなかった    
7  制 はあったが資 がなかった   制 を なかった 

10  その  （                    ） 
 
22 育 に関わる本学の ポートのう 、あなたは以下のどれが ましい（ 要である）と いますか

（複 回答 ）。育 がなくてもお答えください。 
 

1  育 業取 の       2  学内 育 の設置     3  育 業制 後の 支援 
4  学 育に関連する ポート 5  学内実施の学会・研究会・ 会 の一 育 の設置    
6  ・ ・おむつ 等のできる ー ー・女性用 養 の設置 
7  か の会 の      通 縮のための 手 の 実   

 パーマネントポストの増   10  の 定した 用を にする   
11  要員の 用       12  研究 者の 用      
13  研究・教育以外の の   14  の理 の促進 
15  育 を考 に入れた多 的な業 の確立  16  男性の育 業取 促進 
17  入 期 の 業 の  
1  その  （                                                         ） 

 
23 あなたは 業制 を っていますか。 

1  っている  2  ない 
 
24 を 要とする （同・ 含む）の についてお します。 

1  あり・同 （その （ ）との関 ：     ） 
2  あり・ （その （ ）との関 ：    ）  
3  なし（ 設問27にお進 ください） 

 
 

設問24で「 を 要とする がいる」と回答された にお します。 
25 業制 を 用していますか。 

1  はい      2  いいえ（ 設問26にお進 ください） 
 

26 業制 を取 していないのはどのような理 ですか。 
1  制 がなかった 2 事を したくなかった 3  入を したくなかった  
4  要性を じなかった 5  分以外の 者の確 ができた  
6  制 はあったが 分に取 できる職 環境ではなかった    
7  制 はあったが資 がなかった   期 の 通しが立たないため できなかった 

 その  （                    ） 
 
 
 

 

27 にかかわる本学の ポートのう 、あなたは以下のどれが ましい（ 要である）と います

か（複 回答 ）。 の がなくてもお答え下さい。 
1  か の会      2  の 定した 用を にする 
3  要員の 用       4  研究 者の 用 
5  研究・教育以外の の  6  の理 の促進 
7  を考 に入れた多 的な業 の確立   その （    ） 

 
2 育 ・ と教育・研究・業 の 立に関して っていること、 るだろうこと、これま

でに ったことを にお答えください。 
育 ・ がある も、ない もお答えください（ 記 ）。 
 
                                           
 
                                           
 
2 このたび採択された本学の女性研究者研究活動支援事業について、お答え下さい。 

1  期 できる、または期 したい    2  期 できない（理               ） 
 

30 本学の女性研究者研究活動支援事業として、どのような 画や活動を ますか。 
また、参 ・協力して たいですか。 
 
                                           
 
                                           
 
 
 
 
 
 
 

2部 本学における男女共同参画推進について  
 
31 あなたの研究分野や職 における女性研究者支援・男女共同参画について、おうかがいします。 
あなたの研究分野もしくは職 において、性 による （ や ）があると いますか。 

1  または がある    2  も もない 
 
設問31で 1）の「ある」と答えた の におうかがいします。 

32 どのような で男女 があると いますか（ するものをす て んでください）。 
1  採用   2  進     3  厚生 4  研究 の 分   5  研究 事 支援者  
6  成果発 の機会   7  内外留学の機会  学会等情報 の への参 機会 

 業    10  の      11）    12  業  
13  その （                               ） 
 

 
33 あなたには、女性研究者もしくは職 の上 等で参考にできるロール ルがいますか。 

1  いる     2  いない 
 

設問33で 1）いる   と答えた の におうかがいします。 
34 そのロール ルは、どのような ですか（ するものをす て んでください）。 

1  本学の女性研究者・職員   2  本学以外の 内の女性研究者・職員 
3  外の女性研究者・職員   4  社会・ 業等で活 する（研究者以外の）女性 導者   
5  ・ ・ 人      6  その （                      ） 
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設問1 で「育 業を取 した」と回答された にお します。 

1 育 業を取 したのは本学においてですか。それとも本学以外ですか。 
1  本学で育 業を取 した     2  本学 任前に育 業を取 した 

 
20 育 業の取 を 択するに った理 をお答えください（複 回答 ）。 

1  職 の理 が れた            2  職 で 要員が採用されたか  
3  分で育 をおこないたかった        4  分以外の 育者を確 できなかった 
5  育 入 までの期 の 取 した      6  育 に入 できなかった 
7  の だか                その （             ） 

 
設問1 で「育 業を取 しなかった」と回答された にお します。 

21 「育 業を取 しなかった」のはどのような理 ですか（複 回答 ）。 
1  制 がなかった         2  事を したくなかった  
3  入を したくなかった    4  要性を じなかった   
5  分以外の 育者の確 ができた 6  制 はあったが 分に取 できる職 環境ではなかった    
7  制 はあったが資 がなかった   制 を なかった 

10  その  （                    ） 
 
22 育 に関わる本学の ポートのう 、あなたは以下のどれが ましい（ 要である）と いますか

（複 回答 ）。育 がなくてもお答えください。 
 

1  育 業取 の       2  学内 育 の設置     3  育 業制 後の 支援 
4  学 育に関連する ポート 5  学内実施の学会・研究会・ 会 の一 育 の設置    
6  ・ ・おむつ 等のできる ー ー・女性用 養 の設置 
7  か の会 の      通 縮のための 手 の 実   

 パーマネントポストの増   10  の 定した 用を にする   
11  要員の 用       12  研究 者の 用      
13  研究・教育以外の の   14  の理 の促進 
15  育 を考 に入れた多 的な業 の確立  16  男性の育 業取 促進 
17  入 期 の 業 の  
1  その  （                                                         ） 

 
23 あなたは 業制 を っていますか。 

1  っている  2  ない 
 
24 を 要とする （同・ 含む）の についてお します。 

1  あり・同 （その （ ）との関 ：     ） 
2  あり・ （その （ ）との関 ：    ）  
3  なし（ 設問27にお進 ください） 

 
 

設問24で「 を 要とする がいる」と回答された にお します。 
25 業制 を 用していますか。 

1  はい      2  いいえ（ 設問26にお進 ください） 
 

26 業制 を取 していないのはどのような理 ですか。 
1  制 がなかった 2 事を したくなかった 3  入を したくなかった  
4  要性を じなかった 5  分以外の 者の確 ができた  
6  制 はあったが 分に取 できる職 環境ではなかった    
7  制 はあったが資 がなかった   期 の 通しが立たないため できなかった 

 その  （                    ） 
 
 
 

 

27 にかかわる本学の ポートのう 、あなたは以下のどれが ましい（ 要である）と います

か（複 回答 ）。 の がなくてもお答え下さい。 
1  か の会      2  の 定した 用を にする 
3  要員の 用       4  研究 者の 用 
5  研究・教育以外の の  6  の理 の促進 
7  を考 に入れた多 的な業 の確立   その （    ） 

 
2 育 ・ と教育・研究・業 の 立に関して っていること、 るだろうこと、これま

でに ったことを にお答えください。 
育 ・ がある も、ない もお答えください（ 記 ）。 
 
                                           
 
                                           
 
2 このたび採択された本学の女性研究者研究活動支援事業について、お答え下さい。 

1  期 できる、または期 したい    2  期 できない（理               ） 
 

30 本学の女性研究者研究活動支援事業として、どのような 画や活動を ますか。 
また、参 ・協力して たいですか。 
 
                                           
 
                                           
 
 
 
 
 
 
 

2部 本学における男女共同参画推進について  
 
31 あなたの研究分野や職 における女性研究者支援・男女共同参画について、おうかがいします。 
あなたの研究分野もしくは職 において、性 による （ や ）があると いますか。 

1  または がある    2  も もない 
 
設問31で 1）の「ある」と答えた の におうかがいします。 

32 どのような で男女 があると いますか（ するものをす て んでください）。 
1  採用   2  進     3  厚生 4  研究 の 分   5  研究 事 支援者  
6  成果発 の機会   7  内外留学の機会  学会等情報 の への参 機会 

 業    10  の      11）    12  業  
13  その （                               ） 
 

 
33 あなたには、女性研究者もしくは職 の上 等で参考にできるロール ルがいますか。 

1  いる     2  いない 
 

設問33で 1）いる   と答えた の におうかがいします。 
34 そのロール ルは、どのような ですか（ するものをす て んでください）。 

1  本学の女性研究者・職員   2  本学以外の 内の女性研究者・職員 
3  外の女性研究者・職員   4  社会・ 業等で活 する（研究者以外の）女性 導者   
5  ・ ・ 人      6  その （                      ） 
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35 下記の女性研究者支援・男女共同参画活動であなたが関わったことがあるものをす て んで下さ

い。 
1  本学内の男女共同参画推進に関する組  
2  学会、公的機関における男女共同参画推進に関する組  
3  学内の女性研究者、女子学生向けの研究会等の 画や ・  
4  学外の学会、シンポジ 等での女性研究者支援、男女共同参画をテーマとした ・  
5  その （                    ） 
 

36 本学では、女性研究者研究活動支援事業採択を 機として、以下のような「ポジティ ・アクショ

ン」（ 的 置）の導入に取り組むことを しています。 
（ ）研究と との 立支援策 
（ ） 目 制 （ え 「 年までに女性 任教員 や女性採用 を 

全体の 、 の女性研究者の分野 女性 を で 」とす

ることなどを目 にする） 
（ ）プラス クター制 （「男女 の構成に しい がある職 では、採用等に

おいて業 が同等である に女性を採用する を重 する」などの 置） 
（ ）その の 置 

これ の導入の 性に関するご をお かせ下さい。 
 

1  上記（ ）のような「ポジティ ・アクション」に 成・ 対・わか ない 
（理 ：                                  ） 

2  上記（ ）のような「ポジティ ・アクション」に 成・ 対・わか ない 
（理 ：                                  ） 

3  上記（ ）のような「ポジティ ・アクション」に 成・ 対・わか ない 
（理 ：                                  ） 

4 （ ）の「その の 置」として す き内容（                  ） 
 
37 本学において男女共同参画を推進し、女性研究者や女性職員を増やすためには が 要だと いま

すか（複 回答 ）。 
1  女性研究者・職員の 的 用（「ポジティ ・アクション」の導入） 
2  委員・ 定機関への女性の 用 
3  学内女性研究者・職員のネットワーク構築 
4  ラ ベント（育 、 等）期 の女性研究者の業 向上のための 員等の人的支援 
5  ラ ベント（育 、 等）期 の女性研究者の業 向上のための研究 等の支援 
6  研究とラ ベントとの 立支援（ 体                  ） 
7  学内 育 の設置（あるいは、ベ ーシッター など） 

 学 育等に関する支援（ 
 女性研究者・職員・大学院生 の  

10  男性研究者・職員・大学院生 の  
 11  学内で 委員・ 定機関に 用されている管理職の  

12  女子 生に対する 的な きかけ（ に理系への進学を促すための きかけ） 
13  に 要ない 
14  その （                                                                    ） 

 
3 本学における女性研究者研究活動支援、および男女共同参画推進について、ご がありました

ご にお きください。 
 
                                           
 
 
                                           
 
 
 

 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
学内組 において 職（学部長等、大学 職者および、事 管理職）に いている（いた）立 の は

お答えください。 
3 本学の男女共同参画の をどのように していますか。 

1  男女共同参画の取り組 は、十分である 
 2  男女共同参画の取り組 は、まあ十分である 
 3  男女共同参画の取り組 は、あまり十分でない 

4  男女共同参画の取り組 は、 十分である 
5  その  

 
40 設問 3 で、1）ないし 2）と答えた は、その理 ないし 体 等をお かせください。 
 
 
41 設問 40 で、3）ないし 4）と答えた は、その理 ないし 体 等をお かせください。 
 
 
42 本学の男女共同参画を推進するための取り組 として さわしいと う内容を、 職者の立 か 、

お答え下さい。 
                                           
 
                                           
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
43 本学であなたの する学部等、部 において、男女共同参画を推進するために 要な取り組 、

もしくはそれに対するご をお かせ下さい。 
 
 

 

 

 

 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

以上で わりです。 
お忙しい 、ご協力いただき、 にありがとうご いました。 

 
参考資料 本学における教員  

 
2014年5月1日  女性   1 7/1105  15.6  

上記 以外に研究推進員については 5 22 が女性 
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35 下記の女性研究者支援・男女共同参画活動であなたが関わったことがあるものをす て んで下さ

い。 
1  本学内の男女共同参画推進に関する組  
2  学会、公的機関における男女共同参画推進に関する組  
3  学内の女性研究者、女子学生向けの研究会等の 画や ・  
4  学外の学会、シンポジ 等での女性研究者支援、男女共同参画をテーマとした ・  
5  その （                    ） 
 

36 本学では、女性研究者研究活動支援事業採択を 機として、以下のような「ポジティ ・アクショ

ン」（ 的 置）の導入に取り組むことを しています。 
（ ）研究と との 立支援策 
（ ） 目 制 （ え 「 年までに女性 任教員 や女性採用 を 

全体の 、 の女性研究者の分野 女性 を で 」とす

ることなどを目 にする） 
（ ）プラス クター制 （「男女 の構成に しい がある職 では、採用等に

おいて業 が同等である に女性を採用する を重 する」などの 置） 
（ ）その の 置 

これ の導入の 性に関するご をお かせ下さい。 
 

1  上記（ ）のような「ポジティ ・アクション」に 成・ 対・わか ない 
（理 ：                                  ） 

2  上記（ ）のような「ポジティ ・アクション」に 成・ 対・わか ない 
（理 ：                                  ） 

3  上記（ ）のような「ポジティ ・アクション」に 成・ 対・わか ない 
（理 ：                                  ） 

4 （ ）の「その の 置」として す き内容（                  ） 
 
37 本学において男女共同参画を推進し、女性研究者や女性職員を増やすためには が 要だと いま

すか（複 回答 ）。 
1  女性研究者・職員の 的 用（「ポジティ ・アクション」の導入） 
2  委員・ 定機関への女性の 用 
3  学内女性研究者・職員のネットワーク構築 
4  ラ ベント（育 、 等）期 の女性研究者の業 向上のための 員等の人的支援 
5  ラ ベント（育 、 等）期 の女性研究者の業 向上のための研究 等の支援 
6  研究とラ ベントとの 立支援（ 体                  ） 
7  学内 育 の設置（あるいは、ベ ーシッター など） 

 学 育等に関する支援（ 
 女性研究者・職員・大学院生 の  

10  男性研究者・職員・大学院生 の  
 11  学内で 委員・ 定機関に 用されている管理職の  

12  女子 生に対する 的な きかけ（ に理系への進学を促すための きかけ） 
13  に 要ない 
14  その （                                                                    ） 

 
3 本学における女性研究者研究活動支援、および男女共同参画推進について、ご がありました

ご にお きください。 
 
                                           
 
 
                                           
 
 
 

 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
学内組 において 職（学部長等、大学 職者および、事 管理職）に いている（いた）立 の は

お答えください。 
3 本学の男女共同参画の をどのように していますか。 

1  男女共同参画の取り組 は、十分である 
 2  男女共同参画の取り組 は、まあ十分である 
 3  男女共同参画の取り組 は、あまり十分でない 

4  男女共同参画の取り組 は、 十分である 
5  その  

 
40 設問 3 で、1）ないし 2）と答えた は、その理 ないし 体 等をお かせください。 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
43 本学であなたの する学部等、部 において、男女共同参画を推進するために 要な取り組 、

もしくはそれに対するご をお かせ下さい。 
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お忙しい 、ご協力いただき、 にありがとうご いました。 
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1  上記（ ）のような「ポジティ ・アクション」に 成・ 対・わか ない 
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女性研究者研究活動支援事業の 度 男女共同参画推進に る ン ー を

年 ～ に した。

実施要領
本学に ける女性研究者研究活動支援事業の 度 男女共同参画推進に 活動 支援

に て し、 の を に、事業を一 進さ ることを と る。

(

にて を し 。 書にて 。　　

年 ～ 年

者 人( 年

男女 　男性 女性

学 の 　

を と る 　

結果概要
【本事業の認知度について】

平成 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業(一般型 」に

て、 年度、本学が採択さ たことに ては、 が「 て る」と 。男女共同参画推進のための

支援 の活動が て ることに しても、 が「 て る」と 。 にではあるが、

本事業 、男女共同参画推進のための活動 が さ あることが た。一 、 ー

ン に推進本部があること 、 が にあること の 度は ため、 も 活

動に める がある( 、 。

(２) 意識調査②
　　「女性研究者研究活動支援事業の認知度および男女共同参画推進に関する調査」

図6.�文部科学省の本事業について、昨年度、
本学が採択されたことをご存知ですか。

無回答
0.2%

知らない
46.2%

知っている
53.6%

図7.�本事業の活動として、本学の男女共同参
画を推進するための両立支援等の活動
がはじまっていることをご存知ですか。

無回答
0.9%

知らない
51.2%

知っている
47.9%
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【ライフイベント型サイエンス・サポーター制度について】

「 した 」が、 、「 した 」が、 と う と 、「 した 」が「 した

」を大き た。と に、 学 の もが る女性の 者に ては、 が「 した

」と して 、 ー の さがう が る。 記 では「男性研究者でも 育て の人は

、 の が る」、「学 でも推 で ン ーターの人材を る うにし

たら研究の が がるのでは 」と た が ら た( 、 。

【ランチ交流会について】

が「 ら 」と 。

年度に けて る が で

ある( 。

図10.�研究者同士のネットワーク構築のために定期的に開催している「ランチ交流会」をご
存知ですか(現在、駿河台・生田・中野キャンパスにて実施中)。

100 20 30 40 50 60 70 80 90 100

知っている

知らない

今後、参加してみたい

その他

無回答

17.1

3.9

0.2

0.6

79.5

図9.研究補助者(ＳＳ)について(複数回答可)。

200 40 60 80 100

他大の大学院生や学部学生も
SSにした方がよい

学外の研究者（ポスドクなど）
SSにした方がよい

現状のままでよい

その他

無回答 8.28.2

8.08.0

32.232.2

40.6

30.730.7

図8.�利用する状況になったらＳＳ制度を利
用したいですか。

利用したい
42.1%どちらでもない

34.8%

その他
8.0%

無回答
3.0%

利用したいと思わない
12.1%
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【本学の男女共同参画推進のために必要な活動や支援について】

・意識改革関連で必要な活動や支援について

「女性研究者の 」に ては、

が「 の女性の

」に ては、 が で

。

記 では「 き の が

」「男性に る 活動が 」「男女

がある人が に さ る 組

があ 」「女 学 の 女性研究

者の育成」 と た が ら た( 。

・研究関連で必要な活動や支援、その他について

ン (育 、 の研究業 のための支援に ては、 が で

。 た、大学 ( 業 、 の業 の に ては、 が し と 択して

る。 記 では「 業 の 」「 設 の育 支援」「 に こ

る ン に る の人 が てら る 」「女性研究者 けでは 、 ー

ン ン ー に のある研究者の ー の 」「 学 の ー 」 と

た が ら た( 、 。
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図12.研究関連で必要な活動や支援（複数回答可）。 図13.その他(複数回答可)。
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女性研究者研究活動支援事業の および男女共同参画推進に関する調査  
 
各設問の 択 の に をつけ 要に じて（ ）内にご記入ください。 
女性研究者研究活動支援事業について  

 設問１ 採択について 
 （１）文部科学省の本事業について 昨年 本学が採択されたことをご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 （２）本事業の活動として 本学の男女共同参画を推進するための 立支援等の活動がはじまってい

ることをご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 
 設問２ 本事業推進本部の について 
 （１）推進本部の （ キ ンパス ア ー ン 7 ）をご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 （２）生 分 の （生 キ ンパス 2 ）をご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 
 設問  ラ ベント エンス・ ポーター（ ）制 について 
 制 ：子育て などのラ ベント の女性研究者 び男性研究者（ ）が 用でき

る研究 者 制 。研究 者（ ）として されるのは本学の大学院生または学部学生。 
 （１） 用する になった 制 を 用したいですか。 
   1  用したい 
   2  用したいと わない（理 ：                       ） 
   3  ど でもない 
   4  その （                                 ） 
 
 （２）研究 者（ ）について（複 回答 ） 
   1  大の大学院生や学部学生も にした がよい 
   2  学外の研究者（ポス クなど）も にした がよい 
   3  のままでよい 
   4  その （                             ） 
 
 設問  研究者同 のネットワーク構築のために定期的に開 している「ラン 会」をご で

すか（ ・生 ・ 野キ ンパスにて実施 ）。 
  1  っている 
  2  ない 
  3  今後 参 して たい 
  4  その （                                ） 
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女性研究者研究活動支援事業の および男女共同参画推進に関する調査  
 
各設問の 択 の に をつけ 要に じて（ ）内にご記入ください。 
女性研究者研究活動支援事業について  

 設問１ 採択について 
 （１）文部科学省の本事業について 昨年 本学が採択されたことをご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 （２）本事業の活動として 本学の男女共同参画を推進するための 立支援等の活動がはじまってい

ることをご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 
 設問２ 本事業推進本部の について 
 （１）推進本部の （ キ ンパス ア ー ン 7 ）をご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 （２）生 分 の （生 キ ンパス 2 ）をご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 
 設問  ラ ベント エンス・ ポーター（ ）制 について 
 制 ：子育て などのラ ベント の女性研究者 び男性研究者（ ）が 用でき

る研究 者 制 。研究 者（ ）として されるのは本学の大学院生または学部学生。 
 （１） 用する になった 制 を 用したいですか。 
   1  用したい 
   2  用したいと わない（理 ：                       ） 
   3  ど でもない 
   4  その （                                 ） 
 
 （２）研究 者（ ）について（複 回答 ） 
   1  大の大学院生や学部学生も にした がよい 
   2  学外の研究者（ポス クなど）も にした がよい 
   3  のままでよい 
   4  その （                             ） 
 
 設問  研究者同 のネットワーク構築のために定期的に開 している「ラン 会」をご で

すか（ ・生 ・ 野キ ンパスにて実施 ）。 
  1  っている 
  2  ない 
  3  今後 参 して たい 
  4  その （                                ） 
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２０１ 年１月 

 

女性研究者研究活動支援事業の および男女共同参画推進に関する調査  
 
各設問の 択 の に をつけ 要に じて（ ）内にご記入ください。 
女性研究者研究活動支援事業について  

 設問１ 採択について 
 （１）文部科学省の本事業について 昨年 本学が採択されたことをご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 （２）本事業の活動として 本学の男女共同参画を推進するための 立支援等の活動がはじまってい

ることをご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 
 設問２ 本事業推進本部の について 
 （１）推進本部の （ キ ンパス ア ー ン 7 ）をご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 （２）生 分 の （生 キ ンパス 2 ）をご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 
 設問  ラ ベント エンス・ ポーター（ ）制 について 
 制 ：子育て などのラ ベント の女性研究者 び男性研究者（ ）が 用でき

る研究 者 制 。研究 者（ ）として されるのは本学の大学院生または学部学生。 
 （１） 用する になった 制 を 用したいですか。 
   1  用したい 
   2  用したいと わない（理 ：                       ） 
   3  ど でもない 
   4  その （                                 ） 
 
 （２）研究 者（ ）について（複 回答 ） 
   1  大の大学院生や学部学生も にした がよい 
   2  学外の研究者（ポス クなど）も にした がよい 
   3  のままでよい 
   4  その （                             ） 
 
 設問  研究者同 のネットワーク構築のために定期的に開 している「ラン 会」をご で

すか（ ・生 ・ 野キ ンパスにて実施 ）。 
  1  っている 
  2  ない 
  3  今後 参 して たい 
  4  その （                                ） 
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女性研究者研究活動支援事業の および男女共同参画推進に関する調査  
 
各設問の 択 の に をつけ 要に じて（ ）内にご記入ください。 
女性研究者研究活動支援事業について  

 設問１ 採択について 
 （１）文部科学省の本事業について 昨年 本学が採択されたことをご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 （２）本事業の活動として 本学の男女共同参画を推進するための 立支援等の活動がはじまってい

ることをご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 
 設問２ 本事業推進本部の について 
 （１）推進本部の （ キ ンパス ア ー ン 7 ）をご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 （２）生 分 の （生 キ ンパス 2 ）をご ですか。 
   1  っている  2  ない 
 
 設問  ラ ベント エンス・ ポーター（ ）制 について 
 制 ：子育て などのラ ベント の女性研究者 び男性研究者（ ）が 用でき

る研究 者 制 。研究 者（ ）として されるのは本学の大学院生または学部学生。 
 （１） 用する になった 制 を 用したいですか。 
   1  用したい 
   2  用したいと わない（理 ：                       ） 
   3  ど でもない 
   4  その （                                 ） 
 
 （２）研究 者（ ）について（複 回答 ） 
   1  大の大学院生や学部学生も にした がよい 
   2  学外の研究者（ポス クなど）も にした がよい 
   3  のままでよい 
   4  その （                             ） 
 
 設問  研究者同 のネットワーク構築のために定期的に開 している「ラン 会」をご で

すか（ ・生 ・ 野キ ンパスにて実施 ）。 
  1  っている 
  2  ない 
  3  今後 参 して たい 
  4  その （                                ） 
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本学の男女共同参画推進のために 要な活動や支援について  
 設問５ 関連で 要な活動や支援（複 回答 ） 
  1  女性研究者の 的 用 
  2  委員・ 定機関への女性の 的 用 
  3  啓発活動（ 体 ：                            ） 
  4  に 要ない 
  5  その （                                 ） 
 
 設問  研究関連で 要な活動や支援（複 回答 ） 
  1  ラ ベント（育 、 等） の研究業 向上のための支援 
  2  研究とラ ベントとの 立支援（ 体 ：                 ） 
  3  に 要ない 
  4  その （                                  ） 
  
 設問  その （複 回答 ） 
  1  大学 関 （入 業 、各 委員等）の業 の  
  2  学内研究者ネットワークの確立、情報 会 
  3  に 要ない 
  4  その （                                  ） 
 

回答者の情報 （ な でご回答ください） 

１ 年  
1  25   2  25 2   3  30 34   4  35 3    5  40 44  
6  45 4   7  50 54    55 5    60 64   10  65 以上 
 
２ 性  
1  男性     2  女性    3  その  
 

 学生以下の子どもの  
1  あり     2  なし 
 

 を 要とする の  
1  あり     2  なし  

以上 
ご協力 にありがとうご いました。 
 
同 の 用 にて 学内 でお りください（記 の 要はありません）。 

： 部 内 男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部 
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本学の男女共同参画推進のために 要な活動や支援について  
 設問５ 関連で 要な活動や支援（複 回答 ） 
  1  女性研究者の 的 用 
  2  委員・ 定機関への女性の 的 用 
  3  啓発活動（ 体 ：                            ） 
  4  に 要ない 
  5  その （                                 ） 
 
 設問  研究関連で 要な活動や支援（複 回答 ） 
  1  ラ ベント（育 、 等） の研究業 向上のための支援 
  2  研究とラ ベントとの 立支援（ 体 ：                 ） 
  3  に 要ない 
  4  その （                                  ） 
  
 設問  その （複 回答 ） 
  1  大学 関 （入 業 、各 委員等）の業 の  
  2  学内研究者ネットワークの確立、情報 会 
  3  に 要ない 
  4  その （                                  ） 
 

回答者の情報 （ な でご回答ください） 

１ 年  
1  25   2  25 2   3  30 34   4  35 3    5  40 44  
6  45 4   7  50 54    55 5    60 64   10  65 以上 
 
２ 性  
1  男性     2  女性    3  その  
 

 学生以下の子どもの  
1  あり     2  なし 
 

 を 要とする の  
1  あり     2  なし  

以上 
ご協力 にありがとうご いました。 
 
同 の 用 にて 学内 でお りください（記 の 要はありません）。 

： 部 内 男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部 
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本学 成 を とした本学の男女共同参画 女性支援に る を、 記の のと

年 ～ に した。

実施要領
女性研究者研究活動支援事業の採択に て、本事業の 年度にあた 、本学 成 の男女共同

参画推進の と女性研究者に る支援に ての が た を ることを

と る。

本学 大学

にて を し 。 書にて 。

年 ～ 年

者 人( 年

男女 　男性 女性

　　 　

　　 　

大学 　

結果概要
【女性研究者・職員の増加に必要なことについて】

も たのは「学 育 の設置(ある は、 ー ター費補助 」で である。 で「男

性の 」 「女性研究者 の 採 」 、「 ン (育 、 の女

性研究者の業 のための補助 の人 支援」 と 。 き としては「女性研究者

の 採 」が に 、 の が「 採 」に であることが さ た( 。

(３) 意識調査③
　  「男女共同参画および女性支援に関する意識調査」

 

 

本学の男女共同参画推進のために 要な活動や支援について  
 設問５ 関連で 要な活動や支援（複 回答 ） 
  1  女性研究者の 的 用 
  2  委員・ 定機関への女性の 的 用 
  3  啓発活動（ 体 ：                            ） 
  4  に 要ない 
  5  その （                                 ） 
 
 設問  研究関連で 要な活動や支援（複 回答 ） 
  1  ラ ベント（育 、 等） の研究業 向上のための支援 
  2  研究とラ ベントとの 立支援（ 体 ：                 ） 
  3  に 要ない 
  4  その （                                  ） 
  
 設問  その （複 回答 ） 
  1  大学 関 （入 業 、各 委員等）の業 の  
  2  学内研究者ネットワークの確立、情報 会 
  3  に 要ない 
  4  その （                                  ） 
 

回答者の情報 （ な でご回答ください） 

１ 年  
1  25   2  25 2   3  30 34   4  35 3    5  40 44  
6  45 4   7  50 54    55 5    60 64   10  65 以上 
 
２ 性  
1  男性     2  女性    3  その  
 

 学生以下の子どもの  
1  あり     2  なし 
 

 を 要とする の  
1  あり     2  なし  

以上 
ご協力 にありがとうご いました。 
 
同 の 用 にて 学内 でお りください（記 の 要はありません）。 

： 部 内 男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部 
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図14.�本学において男女共同参画を推進し、女性研究者・職員を増やすために必要だと思われるものを選ん
でください(複数回答可)。
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無回答

その他

特に必要ない

その他の研究とライフイベントとの両立支援

ライフイベント（育児，介護等）期間中の女性研究者の
業績向上のための研究費等の支援

学内における女性研究者・職員のネットワーク構築

女子中高生に対する積極的な働きかけ
（特に理系への進学を促すための働きかけ・裾野拡大）

評価委員・意思決定機関に登用されている
役職者の意識改革

女性の意識改革

評価委員・意思決定機関への女性の登用

学童保育等に関する支援

ライフイベント（育児，介護等）期間中の女性研究者の
業績向上のための補助員等の人的支援

女性研究者・職員の積極的採用

男性の意識改革

学内保育園の設置
（あるいは，ベビーシッター費補助など）

1.31.3

5.85.8
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6.56.5

15.915.9
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45.945.9
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【本学の男女共同参画の現状について】

「 である」は 、「 あ である」 を ると、 であ

る。 に「あ で 」と「 である」と た人は

で、女性活 推進 の ここ 年の の もあ 、本学の

に る が進 と うことが る( 。

【学内において変化があったことについて】

「 は 」と う が、 である。 で「 が た」 「女性の 者( が

る 学 、事 が た」 「女性 ( 助

助 の が た」 と 。

【本学の男女共同参画推進活動に関する活動として期待するものについて】

も たのは「 育費 補助

度( 育、 育、

育、学 育の補助 の 」 である。

で「研究と育 の のため

の研究補助者 度の 」 「

らの の 」 「

学 を とした セ ーの

」 と 。事業の 年度である

こと ら、 育費 補助 度 研究補助

者 度 の支援 度の が

めら て ることが さ た( ～ 。

図15.�本学の男女共同参画の現状
についてお答えください。

図表２

無回答
3.5%

その他
9.5%

不十分である
12.2%

あまり十分でない
41.2%

まあ
十分である
29.2%

十分である
4.3%

図16.女性研究者・大学院生について

図表３

その他

女性研究者・大学院生のための賞を設ける

分野や学部ごとに女性研究者の採用比率，
在職比率に目標値を設定する

役職の一定数を女性に割り当てる

女性研究者・大学院生同士の交流を深める

女性研究者・大学院生を増やす

100 20 30 40 50 60

5.35.3

4.84.8

19.519.5

22.022.0

22.122.1

29.629.6

【女性研究者・大学院生について】
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 女性 らと う で るのでは 、 を男女ともに

ることができる う 組 を る。

同 の 報 の が と 。

ン

 性 が活 できる う

が 。育 は女性

けの 事では ので、男女とも

に育 の支援 度を し

が と け 。

 大学の に女性が る

が 、( の を一

女性が める に が

して るのでは 。

 業に て男女共同参画の ー

をと る。

 女性研究者が に の う

をあ で る を る が

。

図17.意識改革について

図表４

100 20 30 40 50 60

その他

啓発ポスター等の掲示

女子中高生に対する啓発活動（女性研究者の裾野拡大・
啓発活動を通した男女共同参画理解の促進）

教職員・学生を対象とした啓発セミナーの開催

4.94.9

10.510.5

21.721.7

36.136.1

【意識改革について】
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【女性研究者支援、男女共同参画推進についてのご意見】

事 の補助もあ たら のでは でし う 。

学 に 育 を設置 る 組を 進めて て た きた 。 さ もをも 学 の 大き 支援と る

と う。

女性研究者同 の の ( を を設けること。

学 学 育を る 、 学 年 で け て し 。

の業 研究にあた 、 育費 補助 度の を し し 。

女性の き は男性にと ても き である。

を るにしても事 を 、 ー を あ て、 とさ て る 度、設 を て た けたらと 。

男 女の 、 の の 進も めら て ると て 。

もは では し と る。 動し がら を進める に て る。

大学

大学 学 に した に、 年 ( セ ター で の 度が めら ると、大 あ がた と 。

に研究者に た と う女性の に ら うに ることが大 の と た。

けで 、大学 、大学 にも、育 が 人も 。 の大学 大学では、 学 にも育 が設けら

て 。

ン

 成 を て ると、男性が育

を ることが、共同参

画に がる うに う。

 業

の 。

図18.制度整備について

図表５

100 20 30 40 50 60

その他

「1コマ100分6講時制」導入に伴う授業担当についての配慮

休日・祝日等の託児の拡充

夕方からの公的な会議の廃止

研究と育児・介護の両立のための研究補助者派遣制度の継続

保育費用補助制度（夜間保育，休日保育，
病児・病後児保育，学童保育の補助）の継続

3.23.2

24.124.1

32.632.6

41.241.2

42.442.4

51.651.6

【制度整備について】

ン

 の の と

の と の 。

 事、育事、 の支援 ー

の は 。

 一 育、 に る

ー 。

図19.環境整備について

図表６

100 20 30 40 50 60

その他

学生（特に女子学生）に対する教育・研究環境の整備

多目的トイレへのベビーシート・ベビーチェアの増設

男女ともに働きやすい環境整備

小学校の長期休業中（春休み・夏休み）の学内学童保育の導入

学内保育園の設置

1.71.7

6.16.1

15.115.1

25.425.4

27.827.8

32.832.8

【環境整備について】
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２０１ 年１０月 

 
関 各位 
 

男女共同参画推進センター長 
 

本学の男女共同参画および女性支援に関する 調査（お願い） 
 

日 より 文部科学省科学 人 育成 事業「女性研究者研究活動支援事業（一 ）」（２０

１ ２０１ 年 ）にご理 ご協力を り厚くお礼申し上げます。 
 
さて ２０１ 年 より本事業を進めて参りましたが 本年 で 了となります。そこで 本事業の

実施によって 本学構成員の男女共同参画推進の と女性研究者に対する支援についての理 が

まったかを する 要があると考えております。 
つきましては の「女性研究者研究活動支援事業の および男女共同参画推進に関する調査」

アンケート（２０１ 年１月実施）にご協力を いて もない 期に に恐縮ではご いますが

ージ以 のアンケートにご記入を き 添付の封筒に入れて本日ご提出頂くか，学内便で１１月４日（金）

までにご提出を りたくお願い申し上げます。 

 
なお アンケートの回答は 計的に 理され 本事業の成果報 の一部として公 しますが 定の

個人が できる情報として公開されることはありません。また 調査結果は 本学における男女共同

参画推進の目的にの 使用いたします。 
ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 
 

以上 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
各設問のあてはまる 択 の に をつけ 要に じて（ ）内にご記入ください。 
 
回答者情報 
※差し支えない範囲でご回答ください。 

年 をお答えください  
1  20 2   2  30 3   3  40 4   4  50 5    
5  60 6   6  70    7  その  
 
性 をお答えください  

 1  女性     2  男性     3  その  
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までにご提出を りたくお願い申し上げます。 

 
なお アンケートの回答は 計的に 理され 本事業の成果報 の一部として公 しますが 定の

個人が できる情報として公開されることはありません。また 調査結果は 本学における男女共同

参画推進の目的にの 使用いたします。 
ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 
 

以上 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
各設問のあてはまる 択 の に をつけ 要に じて（ ）内にご記入ください。 
 
回答者情報 
※差し支えない範囲でご回答ください。 

年 をお答えください  
1  20 2   2  30 3   3  40 4   4  50 5    
5  60 6   6  70    7  その  
 
性 をお答えください  

 1  女性     2  男性     3  その  
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職（職 が発生する教学 職 事 管理職） （ 職含む）をお答えください  
1  ある     2  ない 3   
 
教職等の資 をお答えください  
1  教員     2  職員 3  大学院生   4  その  

 
教員・研究者・大学院生の をお答えください  
1  学部 2  学部 3  学部 4  文学部 5  理 学部 
6  学部 7  学部  情報 ュ ケーション学部  日本学部  
10  理学部 11  大学院（     研究科） 12  科大学院  
13  職大学院 14  研究・ 機構 15  連携機構 16 社会連携機構   
17）その （            ） 

 
教員・研究者・大学院生の職 をお答えください  
1  任教     2  任 教     3  任     4  任教     5  任 教  
6  任     7  教        手       その （             ） 

 
職員の資 をお答えください （職員の お答えください）  
1  参事  2  参事  3  記  4  記  5  その （           ） 

 
 
本学の男女共同参画 女性支援について 
 
１ 本学において男女共同参画を推進し 女性研究者・職員を増やすために 要だと われるものを

んでください（複 回答 ）。 
1  女性研究者・職員の 的採用  
2  委員・ 定機関への女性の 用 
3  学内における女性研究者・職員のネットワーク構築 
4  ラ ベント（育 等）期 の女性研究者の業 向上のための 員等の人的支援 
5  ラ ベント（育 等）期 の女性研究者の業 向上のための研究 等の支援 
6  学内 育 の設置（あるいは ベ ーシッター など） 
7  学 育等に関する支援 

 その の研究とラ ベントとの 立支援（ 体 ：                   ）

 女性の  
10  男性の  

 11  委員・ 定機関に 用されている 職者の  
 12  女子 生に対する 的な きかけ（ に理系への進学を促すための きかけ・ 野 大） 
 13  に 要ない（理 ：                                  ） 

14  その （                                            ） 
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２ 本学の男女共同参画の についてお答えください。 
  1  十分である  
  2  まあ十分である  
  3  あまり十分でない  

4  十分である  
5  その  

 
 本事業の採択により 学内において 化があったと じていることを んでください（複 回答 ）。 
男女共同参画推進に対する の 化について  
1  理 が まった 
2  の が わった 
3  職者の が わった 
4  学生の が わった 
5  男女共同参画推進やワーク・ラ ・バランスについて す機会が増えた 

女性の について  
6  女性 任教員（ 任教 任 教 任 教 手）の が まった 
7  女性の 職者（職 が発生する教学 職 事 管理職）が増えた 

 女子学生の が まった 
環境整備について  

 育 ・ と研究・ 事との 立が な環境が整備・ された 
10  女子学生に対する教育・研究環境が整備・ された 
その  
11  その （                                 ） 
12  化はない 

 
 本学の男女共同参画推進に関する活動として期 するものを んでください（複 回答 ）。 
女性研究者・大学院生について  

  1  女性研究者・大学院生同 の を める 
  2  女性研究者・大学院生を増やす 
  3  女性研究者・大学院生のための を設ける  
  4  分野や学部ごとに女性研究者の採用 職 に目 を設定する 
  5  職の一定 を女性に り てる 
  6  その （                                      ） 

について  
  7  教職員・学生を対 とした啓発セ ーの開  
   女子 生に対する啓発活動（女性研究者の 野 大・啓発活動を通した男女共同参画理 の促進） 
   啓発ポスター等の掲  
 10  その （                                       ） 
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制 整備について  
 11  研究と育 ・ の 立のための研究 者 制 の  
 12  育 用 制 （ 育 日 育 ・ 後 育 学 育の ）の  
 13  日・ 日等の の  
 14  か の公的な会 の  
 15  「1 マ 100 分 6 制」導入に う 業 についての  
 16  その （                                       ） 

環境整備について  
 17  多目的ト レへのベ ーシート・ベ ー ェアの増設（ する ：           ） 
 1  学 の長期 業 （ ・ ）の学内学 育の導入 
 1  学内 育 の設置 
 20  男女ともに きやすい環境整備（ 体 ：                         ） 
 21  学生（ に女子学生）に対する教育・研究環境の整備（ 体 ：                ） 
 22  その （                                       ） 

その  
 23  その （                                       ） 
 24  に期 することはない 
 
５ 本学における女性研究者研究活動支援 および男女共同参画推進について ご がありました

ご にお きください。 
                                       
                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上 
 

ご協力 にありがとうご いました。 
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明治大学男女共同参画推進センター規程

２０１ 年２ ４
２０１４年度 ２２

　(設置
第 １条　学 人明治大学に 明治大学男女共同参画推進センター( 「センター」と う。 を
設置 る。

　(
第 ２条　センターは 男女共同参画 本 (平成１１年 の 本 に き
学 人明治大学 の設置学 ( 「本学」と う。 の ての 成 が活動を う
に て の に るとともに 組と して男女共同参画を推進 る
ことに も て本学の 育 研究 に の に ることを と る。

　(事業
第３条　センターは の を 成 るため に る事業を う。
(１ 　男女共同参画に る推進 事業 画の
(２ 　男女共同参画に る 活動の 画
( 　男女共同参画に る 報の
(４ 　学 の 治 との 活動
( 　 の センターの 成に 事業

　(組織
第４条　センターは に る者をも て組織 る。
(１ 　センター １
(２ 　 センター ２
( 　 １ ４ ら での

　(センター
第５条　センター は センターの業 を し センターを る。
２　センター は 本学の の ら 学 の推 に 事の同 を て

事 が る。
　センター の は ２年と る。た し に る は 者の と る。

４　センター は さ ることができる。

　( センター
第 ６条　 センター は センター を補 し センター に事 あるときは あら めセンター

が めた に の を る。
２　 センター は 本学の の ら センター が る。
　 ４ の は センター の に て る。

　(
第７条　センターの に して に る事 を るため センターに を置 。
(１ 　 に る事業に ること。
(２ センターの に ること。
( 　センターの に ること。
(４ 　 の が と めたこと。

参
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　(
第８条　 は に る をも て 成 る。
(１ 　 事
(２ 　センター
( 　 センター
(４ 　学 が る ( ２ を 。 ６
( 　 事が る
(６ 　 学 学 が る １
( 学 画部 部

２　 の は と る者を き ２年と る。た し に る
は 者の と る。

　 は さ ることができる。

　(
第９条　センター は を し の と る。
２　 は の が し け を き ることができ 。
　 の 事は の をも てこ を し 同 のときは の

るとこ に る。
４　 は に て の者を さ を ことができる。

　(推進本部
第 １０条　センター は センターの業 を るため に て センターの に推進本

部を置 ことができる。
２　推進本部は の 本学の の らセンター が る本部 をも

て組織 る。
　推進本部の に し 事 は センター が の同 を て こ を める。

　(事
第 １１条　センターに る事 は 部 が 学 画部 学 画事 がこ に

るものと る。

　( の
第１２条　この を るときは の を け ら 。

　(
第 １３条　この を るために 事 は の を て センター がこ を

めることができる。

附　　則
　( (２０１４年度 ２２
１　この は ２０１ 年(平成２ 年 ２ ら る。

( の
２　明治大学男女共同参画推進 (２００ 年度 １ は る。

(センター の の
　この の に さ るセンター センター に １ ４

６ の の に ては 本文 ６
２ 本文の に ら ２０１６年(平成２ 年 １ でと る。

( ２２
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明治大学男女共同参画推進センター
女性研究者研究活動支援事業推進本部内規

２０１ 年６ 　
２０１６年６ ２１

　(設置
第 １条　学 人明治大学に明治大学男女共同参画推進センター( 「センター」と う。 を設置

る「明治大学男女共同参画推進センター 」(２０１ 年２ ４ ２０１４年度 ２
２ 「センター 」と う １０ にもと き「女性研究者研究活動支援事業推進本
部」( 「推進本部」と う を設置 る。

　(
第 ２条　センター ２ に るセンターの を し ２０１４年度文部科学省「女性研
究者研究活動支援事業(一般型 」として採択さ た事業を推進 ることを と る。

　(事業
第 ３条　推進本部は センター に めるセンターの事業を同 の に
て し 女性研究者研究活動支援事業の成 を るため に る事業を う。
(１ 　男女共同参画 女性研究者研究活動支援事業に る推進 事業 画の
(２ 　男女共同参画 女性研究者研究活動支援事業に る 活動の 画
( 　男女共同参画 女性研究者研究活動支援事業に る 報の
(４ 　学 の 治 との 活動
( 　文部科学省 科学技術 に る報告書 の 成
(６ 　女性研究者研究活動支援事業を推進 る ー ーター 支援 ン ー

ター の
( 　 の センター 推進本部の 成に 事業

　
　(組織
第４条　推進本部は センター １０ ２ にもと き に る本部 をも て組織 る。
(１ 　センター の らセンター が る推進本部
(２ 　センター の らセンター が る
( 　センター の らセンター が る者
(４ 　本学 の らセンター が る者
( 　女性研究者研究活動支援事業として した ー ーター 支援
(６ 　 部

　(推進本部
第５条　推進本部 は 推進本部の業 を し 推進本部を る。

　(
第６条　 は 推進本部 を補 し 推進本部 に事 あるときは の を る。
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　(
第 ７条　推進本部は 明治大学女性研究者研究活動支援事業 明治大学男女共同参画推進セン
ターの 事業を し に る事 を るため ４ の本部 に る推進本部
を る。

(１ 　 に る事業に ること。
(２ 　推進本部の に ること。
( 　推進本部の に ること。
(４ 　 の センター の に 推進本部 が と めたこと。
( 　 の 推進本部 が と めたこと。

　(
第８条　推進本部 は 推進本部 を し の と る。
２　推進本部 は 推進本部 の が し け を き ることができ 。
　推進本部 の 事は の をも てこ を し 同 のときは の

るとこ に る。
４　推進本部 は に て 本部 の者を さ を ことができる。

附　則
　(
１　この は ２０１ 年(平成２ 年 ６ ら る。
２　この は ２０１６年(平成２ 年 ６ ２１ ら る。
( 　 に の に う
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( 　推進本部の に ること。
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るとこ に る。
４　推進本部 は に て 本部 の者を さ を ことができる。

附　則
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１　この は ２０１ 年(平成２ 年 ６ ら る。
２　この は ２０１６年(平成２ 年 ６ ２１ ら る。
( 　 に の に う
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